
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　五〇番目の州で　Crisis_of_Blue_Ocean.









（一一月一〇日、オアフ島、記者会見場、ＥＡＣニュース中継カメラの映像より）







『時間は貴重だ。だから挨あい拶さつは手短に済ませよう。そちらに並ぶミスターやミセスもレコーダーの中身を美び辞じ麗れい句くで埋め尽くされたくはないだろうし、カメラの向こうの民衆は常に刺激を求めているだろうからな』

　四〇代の男だった。ラテン系の彫りの深い顔立ちには一〇代のチンピラにはない凄すご味みや野性味があった。日に焼けた肌の下には並のアスリートを凌りよう駕がするほどの筋肉が隠されている。知性がにじみ出ていないのがやや残念だが、そんな彼を選んだ責任は国民にある。

　ロベルト＝カッツェ。

　米国の大統領であり、ヒスパニック系では三番目となる人物である。そしてこの事を口にすると、一番でないものに胸を張っても仕方がない、だから高校中退では初の大統領と呼んでくれなどと平気な顔で切り返す人間だった。

　身に纏まとっているスーツ、ネクタイ、革かわ靴ぐつなどは全すべて支援者グループの品々で固められているのだが、どうにも自分で選んでいるというより押し付けられている感が強かった。間が抜けている所をズボラと取られず親近感に繫つなげる辺りは、この男の稀け有うな才能の一つだろう。

『という訳で質問タイムだ。事の概がい要ようは二時間前の式典で発表している。記者の諸君はダブった質問はしないように。貴重な時間を潰つぶすと視し聴ちよう者しやの笑い者になるぞ』

『大統領』

　集まっていた記者の一人が挙手してから発言する。

『第三次世界大戦終盤に出現した巨大な「黄金の輪」や「黄金の骨」などを、このハワイ諸島の近海へ投とう棄きするという話でしたが。何な故ぜ、何の役にも立たない堆積物の引き取りを決定したのですか？』

『凡ぼんな質問だな。ただでさえ出版不況だっていうのにコンドル紙も大変だ』

『何故、公海ではなく我が国の領海に？　その選択に政治的意図でもあるのですか』

『もっとシンプルな話だ』

　大統領は人差し指を軽く振って、

『一つ数十メートルもある物体をあれだけバカスカ投棄すれば、当然ながら海流に変化が生じる。その変化で海の生態系や、プランクトン、酸素などの供給量に支障をきたすようでは困る。「我々」は世界中の海を検索し、結果として合格ゾーンがたまたまハワイ諸島の近海だった。分かるかね？』

『地元の漁師やサーファーなどからは懸け念ねんの声も上がっているようですが』

『彼らには「グラマラスデビル」の演算結果を提示した。分かるかな。フロリダにあるスパコンの愛称だ。ただどういう訳か、説明を始めて二〇分もしない内に全員昼寝をしていたと報告にはあるな。よほど俺達を信しん頼らいしてくれているんだろう』

『自国領海へ引き込んだのは、秘ひ密みつ裡りに回収して材質などを調査するためとの意見もありますが』

『言葉は正しく使わなくてはいけないぞ新聞記者。それは意見ではなく予測、さらに正確性を期すならドイツの諜ちよう報ほう部門がばら撒まいている反米宣伝の一環だな。……おっと、ここは某ぼう国こくとしておいた方が良かったかな。ＥＵとの摩ま擦さつはまだ表に出すべきじゃなかったか』

　カメラの前で舌まで出す大統領に、若い新聞記者は怒いかりを抑えるため、俯うつむいて肩を震ふるわせた。失言を引き出すのも彼らの仕事の一つだが、これでは相手からプレゼントを贈られているようなものだ。端はなから勝負をしているとすら思ってもらっていない。この辺りが、ロンドンインゴッド誌のコラムで『失言をもって支持率を上げる奇怪な政治家』と評される所以ゆえんである。

　別の女性記者が手を挙げる。

『ＥＵ圏では「黄金の輪」や「黄金の骨」などを大西洋ルートで投とう棄きしようとしているようですが、資金の拠出に関して足並みが揃そろっていないように見えます。これについては？』

『おいおい、合衆国の大統領には合衆国の質問をしようぜ。そいつはディナーの途中で他の女の話題を振るようなものだぞ』

『今のはセクハラとして記録しても？』

『俺が本気で女を狙ねらう時は、それまでの文句が全部吹っ飛ぶぐらいの思い出を与えるよ』

　そこで中年の記者が割り込むように言った。

『ミスタースキャンダル。プロポーズの言葉も消えちまうから、独身初の大統領になったって？』

『ニック。慣れないもんは仕方がないんだ。それとも米国初の離り婚こん賠ばい償しよう金きん破産大統領とかの方が良かったかな？　だがそうなると州の数だけバツがつくかもしれないぞ』







（一一月一〇日、オアフ島、会見場近辺、観光客のビデオカメラの映像より）







『ママー。だいとうりょうはー？』

『チラッとなら見えるかもねえ』

　フレームの中心にいるのは五歳ぐらいの金髪の少女で、母親らしき声はその外側から聞こえている。金髪の少女は小さな星条旗を振り回しながらこんな事を言う。

『ここで待ってたら握手できるかな？』

『難しいなあ。ここ最近はテロ関連もさらに厳しくなったし。黒塗りの車列にも近づけないかもねえ』

　夢も何もあったもんじゃない台詞せりふを吐はく母親だが、事実は事実。その辺を教えておかないと、うっかり親の手を離はなれた娘が車列に向かって突とつ撃げきしかねない。

　戦後のせいか、ここ最近の警備態勢の異様さは筆舌に尽くし難がたい。大統領の護衛ともなれば、五歳程度の少女であっても容よう赦しやなく『無力化』するだろう。

　……なので、だからこそ、チラッとでも大統領の顔をビデオに収められれば、ご近所中に自じ慢まんができるぐらい『映像の価値』も跳ね上がっている訳なのだが、

『あれー？』

『どしたのジェニー』

『だいとうりょうだ。だいとうりょうがこっち来る。おーい！』

　訝いぶかしげにビデオカメラの映像が揺れる。

　五歳の娘とはいえ、大統領の顔ぐらい毎朝のニュースで眺めている。誰だれかと見間違うはずはないのだが……。

　その時だった。

　ビデオカメラの映像が、さらに乱雑に揺れる。

　映像の意味をなくす。

　もぎ取られる。

　とりあえず娘の指差す方へレンズを向けようとした母親の手から、何者かがビデオカメラを奪い取ったのだ。

　若い母親の腹の辺りを斜めに傾かしいだまま映すフレームの外で、大人達のやり取りが聞こえる。

『きゃあ!?　一体何なんで……ぶふっ!?　だいっ、だっ、大統領!?』

『悪いねミセス！　これ少し借りんぞ』

　テレビの中とは打って変わった口調でロベルト＝カッツェは言う。

『生あい憎にくと子持ちを攻めるほど見境がなくなった訳じゃないから手短に頼たのむわ!!』

『ちょ、ちょ、何でこんなトコに!?』

『だいとうりょうー。握手して？』

　ぐらつく映像の中でヒスパニック系の大男は律りち儀ぎに五歳ぐらいの少女の手を握り、大きな手で頭まで撫なでてから、ビデオカメラのフレームいっぱいに自分自身の顔を映す。

　彼はあちこちに視線をやりながら、早口で言う。

『信じてもらえねえかもしれねえが、政府中枢で異常な事態が発生している。現象の詳細は不明だが、こいつは外的要因によるもの。しかも、昨日まで正常だった人間がいきなり内側から支配されるように合衆国の敵になる。元となった人間の善悪は関係なし。究極、ホワイトハウスにいたら俺もそうなる危険性は否定できねえ。よって俺は一時、自らの意思で消息に関する全すべての情報を消す』

　荒い息がマイクに当たるのか、不定期にノイズを混じらせながら、大統領は語る。

『繰くり返す。俺は自らの意思で行方を消す。この失しつ踪そうは第三者の手による誘ゆう拐かいなんかじゃねえ。これを見た者は冷静に行動してほしい。現時点より、俺は合衆国政府の一員として、この国で進行している危機に対処する』

　言うだけ言うと、映像が大きくブレた。どうやら母親へビデオカメラを返したようだ。ややぐらつく映像が、大統領の全身を捉とらえる。

　小型のアタッシェケースを摑つかんだ大統領は、片手でカメラの持ち主をゆっくりと遠ざけると、

『警察に通報する必要はねえ。おそらく無む駄だだ。このコメントが読み込める状態で合衆国にある事に意味がある。だからミセスとベイビーは何事もなくハワイを楽しむように』

　未いまだに混乱している撮影者を放り出して、大統領は車の行き交う車道を強引に渡っていく。すぐに会見場の裏口が開き、複数の黒服達がカメラの近くを横切って行った。

『チラッとどころじゃなくなっちゃったねえ』

　母親は手元に残ったお宝映像に興奮し、

『だいとうりょうのお嫁さんになれるかなー』

　娘の不ふ穏おんな一言を聞いて我に返った。








第一章　先制攻撃はどっちがやる？　First_Contact.









（一一月一〇日、オアフ島、新ホノルル国際空港出入国ゲート、防犯カメラの映像より）







　夏季や冬季の観光シーズンに直ちよく撃げきしていないとはいえ、空港のゲート近辺は相当の人でごった返していた。主要産業が観光である事を考えると、ここから人が途絶える事はハワイ諸島のシステムの崩ほう壊かいを意味すると言っても過言ではない。

　観光客、ビジネスマン、輸送業者、首からカードを提さげているのは火山か熱帯魚の研究者だろうか。人混みは全体的にいくつかのグループに分けられるが、そんな中に若じやつ干かん異質な人物達も紛まぎれていた。

　例えば、ツンツン頭の東洋人とか。

　その隣となりを歩いている第三位の超レ能ベ力ル者５などである。

　……系統で言えば観光客に分類されるのだろうが、流石さすがに未成年の男女がガイドも親族の補助もなく国際空港をうろついているのは妙ではある。

『……バードウェイ達はまだか。この辺で集合って話だったんだけどな』

　男の方、上かみ条じよう当とう麻まがそんな事を呟つぶやく。

　外国語を全く知らない割に、微妙に海外慣れしていそうな態度ではあるが、ほんの数十分前まで旅客機の中でガタガタ震ふるえていた少年である。『パラシュート』だの『時速七〇〇〇キロ』だのうわ言のように呟いていた所を見ると、どうも飛行機に良い思い出がないらしい。

　一方で、女の方、御み坂さか美み琴ことはと言えば、

『（……うわうわうわ!!　た、確かに今度は一人じゃないとか大おお見み得え切っちゃったけど、いきなり海外だよ寮りよう監かんも黒くろ子この目もないよどうしよう！　これって日帰りとかありえないよね泊まりがけになるって事だよねどうすんのどうすんの!?）』

　天下無敵のお姉様（ただし中学生目線からの評価に限る）が顔を真っ赤にして大変な事になっているのだが、スーツケースに腰掛けて手で扇あおいでいる上条に気づいている様子はない。

　この少女、現状を切り取って状況を整理するのが精一杯なようで、これからどう動くのか、そもそも複数の便に小分けして誰だれがやって来ているのかも理解が追い着かないほどテンパっている。

　ポーン、という電子音が鳴った。

　空港の各所に設置されている、アナウンス用のスピーカーからだ。

　上かみ条じよう当とう麻まは思わず顔を上げたが、続いて流れる流りゆう暢ちような女性の英語を聞いて眉まゆをひそめる。

『……なんて言っているんだ？』

『アンタ、それで良く海をまたごうとしたわね』

　空港の出入国ゲートでは一体どうやって係員の質問に答えていたんだ、と呆あきれたように呟つぶやく美み琴ことではあったのだが、内心では、

『（……という事は、こいつは私の英語力に頼たよらざるを得ない？　ふおっ!?　ま、まさかここに来てついに行動の主導権をガッチリ掌しよう握あくする時がきたですって!!）』

　と、何やらわなわなしたりしているのだった。







（一一月一〇日、オアフ島、新ホノルル国際空港第三ターミナル、カフェ・シンプルココナッツ、店内のペットロボットのカメラの映像より）







　お値段の五分の四は場所代ですと言わんばかりの空港内喫茶店で、レイヴィニア＝バードウェイはコーヒーカップに口をつけていた。

　そして顔をしかめる。

『……予想はしていたが、とんでもない甘さだな。マラソン選手の給水専用ドリンクですと言われても違和感のないカロリーだぞ』

『色見りゃ分かンだろ真っ白じゃねェか。ついでに店の名前も声に出して読ンでみろ』

　吐はき捨てるように言ったのは、学園都市第一位の超レ能ベ力ル者５、一方通行アクセラレータである。

　バードウェイはフリーサービスらしきタピオカをドバドバと投入しながら、

『声が丸いな』

『あン？』

『ガキの扱い方に手慣れているようだが、私に対してモードを切り替える必要はないぞ』

『……、』

『エスコートなら淑しゆく女じよとして扱ってもらえると助かるね。主に個人的なプライドの問題で』

　チッ、と一方通行アクセラレータは舌打ちし、味の薄うすいコーヒーを口に含む。

　どうやら、彼自身、指摘されるまで気づいていなかったようだ。

　この分だと下へ手たに携帯電話をいじろうとはしない方が良さそうだ。『あのガキ』と連絡を取るかどうか考えているなど知られたくはない。

　敵はすでにこの島にいる。

　ここでの会話すら聞き取られ、何かしらの嫌いやな突破口に利用されないとも限らない。

『で、他の連中とはいつになったら合流すンだ』

『到着の時間やゲートの混み具合まで掌しよう握あくする事はできないさ』

　バードウェイはデザートとしてカップの中身と格かく闘とうしながら、簡単に言う。

『アレイスターの影えい響きよう力りよくが弱まっているとはいえ、あれだけの人員を学園都市の外へ出すだけでも苦労したんだ。全員を同じ便に乗せたらあっという間に追跡される。リスク排除のための「小分け」なんだ。安全を金と時間で買っているんだから文句を言うんじゃない』

　周囲にいつもの黒服達がいないのもそのためだろうか。

　バードウェイはこの程度の不備は気に留めていないようで、

『ラジオゾンデ要よう塞さいを飛ばしたグレムリンは幻想殺しイマジンブレイカーの生存を確認した上で、魔ま術じゆつの天敵から妨ぼう害がいを受ける覚悟と対策を講じ、このハワイ諸島で何かとんでもない事をやらかす。それを止めるために私達も後追いでやってきた。だが私達は世界の警察なんてものじゃないんだ。特別ルールで何でもかんでもすり抜けられる訳じゃない。戦うためには戦う準備が必要だ』

『……お得意の魔術とやらでごまかせねェのか』

『やろうと思えばできるんだがね。怪盗のジレンマさ。一度使った手は解析される。他の解決法があるなら、無む暗やみに大技は使うべきじゃない』

『結局オマエの都合かよ』

　一方通行アクセラレータは呆あきれたように言い、それからさらに質問する。

『グレムリンとやらはこのハワイ諸島に潜もぐり込んでいるっつったな』

『十じつ中ちゆう八はつ九くな』

『どォやって的を絞る。主要となる島だけで八つ。小さなものを含めれば一三〇弱。人口は住人だけで一四〇万人強で、一時的な滞たい在ざい者しやを合わせれば三〇〇万を超えるとされている。ノーヒントで走り回った程度で潜せん伏ぷく者しやを見つけられるとは思えねェな』

『その辺は考えているさ』

　ポーン、という電子音が鳴ったのはその時だ。

　バードウェイは天てん井じようを見上げて、

『そろそろかな』







（一一月一〇日、オアフ島、新ホノルル国際空港第二ターミナル、自動案内窓口のカメラの映像より）







　浜はま面づら仕し上あげは、空港内の大きな看板の前で立ち尽くしていた。

　より正確には電子式の案内板である。単なる見取り図ではなく、キーボードで目的地を入力するとそこまでの道筋が表示される仕組みらしい。他にもオペレーターと繫つなぐための音声認識機能もあるようだが、そもそも英語が全く使えない浜はま面づらには何の役にも立たない。

　さらに、彼のただでさえ残念な知能を阻そ害がいしているものが一つ。

　原因は彼の隣となりに立っている、一二歳程度の少女だった。

　黒くろ夜よる海うみ鳥どり。

　学園都市の暗部組織『新入生』の中核であり、その肉体そのものが工学系の機密情報の塊かたまりというサイボーグ少女である。

『……何で、よりにもよってこの組み合わせなんだよっっっ!!　もっと、こう、因いん縁ねんの薄うすそうなコンビとか、何かあったら力技で抑え込めそうなペアとか、やりようはあっただろ!!』

『事実上拉ら致ちられてンのはこっちだぜェはァまァァちゃぁァァァン！』

『いやぁぁぁ!!　デフォで口調が変わってるぅぅぅ!!』

『ったくよォ。学園都市の中で放っておくと再びフレメアを襲おそいかねねェ、かと言って殺すほどの決断もできねェ。そンで出てきた結論が一いつ緒しよに連れ出しちゃえば良いじゃンとは全く甘っちょろいよなァ。いつ喉のど笛ぶえ嚙かみつかれるか考えてもいねえナメた態度だよなァ!!』

『普通ハワイにやってきて悩む事って言ったら愛いとしの滝たき壺つぼちゃんのお土産みやげ何にしよっかなとかじゃね!?　マカデミアンナッツみたいにベタベタだと呆あきれられるかなでも基本を押さえる方が喜ばれるとかさ！　それが何で空港の中でもう命の危機なんだよーっ!?』

　という訳で早さつ速そく絶体絶命の浜面仕し上あげ。

　黒夜がここまで手を出さなかったのは、逃げるにしても一度日本を離はなれた方が潜せん伏ぷくしやすいと思ったからか。

　しかし、凶悪なサイボーグが『窒素爆槍ボンバーランス』を使ったテロを起こす事はなかった。

　それより前に、もう一つの影が背後から黒夜へ迫ったからである。

　番外個体ミサカワースト。

　利きき手を吊つった目つきの悪いアオザイ少女は、サイボーグの首に片腕を回すと、

『クーロにゃーん』

『っ!?』

『勝手するのは構わないんだけどさ、ミサカ達が何の勝算もなしにホントにこんな策を立てるとでも思ったかなー？』

『ぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃ!?』

　黒夜が突然絶叫したのは、番外個体ミサカワーストが『電気を操る力』を行使したからである。

　……主に、彼女を特別にしている『サイボーグの制御機構』に対して。

　クール系の少女がいきなり『へん☆しん!!』と妙なポーズを取ったのにも、そうした訳があるのだった。決してスクールカウンセラーの稼かせぎ時とかではない。

『にゃ、にゃ……ぎゃ……』

『ハッハッハ内臓系をいじってなくて命拾いしたなぁ？　そもそもメカと電気系能力者って相性最悪じゃん戦う前にリサーチしなかったのかにゃん』

『く、くそ、統括理事会の野郎……』

『ありゃー、第サ三ー次ド製シ造ー計ズ画ンの下支えとしてサイボーグ開発が解禁されたって考えてる？　可能性としちゃありかもだけど、根拠もないし今のままじゃ逆さか恨うらみじゃね？　そもそもこんなセキュリティホール、本気を出せば二週間ぐらいで塞ふさげそうだしね。ミサカだって「セレクター」を埋め込まれた訳だし』

　とはいえ、どんなに簡単な穴でも、埋めるまでは立派な弱点として機能する。

　そしてこのハワイ諸島には学園都市の研究施設のような設備は揃そろっていない。

『た、助かった……』

　浜はま面づらは思わず顔の汗を腕で拭ぬぐうが、

『んー？　ミサカも別にあなたの仲間って訳じゃあないんだけどにゃー？』

『やっぱり配役に重大なミスがあるッッッ!!』

　浜面は絶叫するが、『闇やみ』にどっぷりな少女達は目立った反応を返さない。

　両腕をピクピクと痙けい攣れんさせる黒くろ夜よるにチンピラの如ごとくしなだれかかる番外個体ミサカワーストは、（場を掌しよう握あくしているという優越感からか）サイボーグ少女に向けてこんな事を言う。

『しっかしこの観光客だらけのハワイでどうやって不審者を捜し出すのかね。聞き込みしようにも、地元の人達にとっては「見覚えのない部外者」だらけなんだろうから、話を聞く意義は薄うすいだろうし』

『……アンタならどォすンだよ』

『言葉にキレがないねえ。ホントにあの人の思考パターン植え付けてんの？』

　番外個体ミサカワーストはケラケラと笑いながら、

『でもまぁ、グレムリンってのは思想型の犯行グループなんだよね』

『神経質？』

『狙ねらうとすればその辺りかねえ』

　少女二人が勝手に話を進めてしまう中、ポーン、という電子音が鳴った。

　その後に、女性の声で流りゆう暢ちような英語のアナウンスが流れていく。

　浜面は頭上を見上げ、

『迷子のアナウンスか？』

『それよりゃ物ぶつ騒そうだろ』

　吐はき捨てるように、黒夜は呟つぶやく。

『始まったンだよ』







（一一月一〇日、オアフ島、新ホノルル国際空港第三ターミナル、カフェ・シンプルココナッツ、店内のペットロボットのカメラの映像より）







　いち早く異変に気づいたのは、コーヒーカップをテーブルに置いた一方通行アクセラレータだった。

『気づいたかね？』

　まだ甘いドリンクを飲み干せずにいるバードウェイがそんな事を尋ねてくる。

『一見すれば床のワックス処理で靴くつを汚さないように注意を促すアナウンスだが、該当箇所から三ブロックも離はなれているここまで放送する意義はない。こりゃ対テロ警報だな。極力、混乱による二次被害を軽減する形で現場から人間を遠ざけようという狙ねらいがある』

『今も銃を乱射している馬ば鹿かがいるならこンなごまかし方はできねェ。となると、不自然に置かれたスーツケースでも見つけたか』

『そんな所だろうな』

　バードウェイは甘すぎるドリンクをチビチビと舐なめながら、

『……ただし、スーツケースを置いたのがグレムリンとは限らないが』

　一いつ瞬しゆん、一方通行アクセラレータは他のテログループの可能性も考こう慮りよしろ、と言われているのかと思った。

　しかし直後に思い直す。

　もう一つの可能性が、あるにはあった。

『……オマエ……』

『すでに質問はしているぞ。気づいたかね？　とな』

『これだけ人の行き交う中で普通にグレムリンを捜すのは難しい。それが分かっているから、わざと自分の方から仕掛けやがったのか!?』

『効率の問題さ』

　バードウェイの体は弛し緩かんしたままだった。

『グレムリンは放っておけば「何か」を起こす。それは大勢を苦しめる。だからその前に炙あぶり出す必要があるのさ。グレムリンは思想型のテログループだ。それが常識で通じる手法を使うかどうかはさておいてな。つまり』

『自分の思想に対して神経質な所がある』

　一方通行アクセラレータは首筋の電極の存在を意識しながら先を言う。

　実際にスーツケースを仕掛けたのは、今ここにはいない黒服達か。

『そンなヤツらなら食いつく。便乗犯や模も倣ほう犯はん、そォしたモンに利用され、他人の利益のために自分達の名前が使われると知れば、不利と知っても妨ぼう害がいに入る……』

『グレムリンはハワイ諸島で何かをしようとしている』

　バードウェイはニヤリと笑ってこう告げた。

『……だからと言って、向こうの先制攻こう撃げきを待つ義理なんてないだろう？』

　今回の騒さわぎで、高い確率でグレムリンの誰だれかが動く。

　そいつを捕まえる事ができれば、グレムリンの隠れ家や計画について迫れるチャンスが生まれる。

　確かに、バードウェイの言う通り、『効率の問題』を考えればこれ以上の正解はない。

　だが、

『一つだけ確認する』

『何かね？』

『ダミーに使ったスーツケースには何を詰めてやがる？』

　すると、バードウェイは肩をすくめて、

『何事もリアリティだよ。現地の警察官が慌あわてふためいてくれないと、それを傍受しているグレムリンだって怪しむかもしれないじゃないか』

　思わずテーブルを割ったりしなかったのは、本当に成長したものだと、一方通行アクセラレータは自己評価した。







（一一月一〇日、オアフ島、新ホノルル国際空港中央ロビー、防犯カメラの映像より）







　空港から一歩も出ずに免税店でお土産みやげを見て回っていた上かみ条じようと美み琴ことだったが、ふと携帯電話に入ってきたメールの文面に目を通した上条が突然奇声を発して走り出す。この少年、銃大国の危険性というものをご存知でないのか。

『ぎゃあああああああああああ!?　ふ、不幸がどうのとかいう次元じゃねええええ!!』

『ちょっとちょっと！　ホントにここ突っ切っていく訳!?　ワックス処理って穏おん便びんな対テロ警報の事でしょ!!』

『バードウェイが爆弾仕掛けたってメールが届いたんだよ!!』

　当然ながら、芝刈り機のような機材で異臭を放つワックス処理をしているエリアへわざわざ近づこうとする客はいない。冷静に観察してみれば、ワックス処理をしているエリアのギリギリ外で空港の職員が目を光らせているのはおかしかったりするのだが、アナウンスを信じている人達はそこまでの危機感は抱けないようだった。

　ただ作業中の看板と液状ワックスの嫌いやな臭においに、客足は自然と遠のいていく。

　そんな中。

　上条は躊ちゆう躇ちよなく生乾きのワックスが貼はり付けられた場所を突っ走って行った。

　美琴は異臭に顔をしかめ、自分の私服に目をやったが、何かを諦あきらめたようにその後に続く。

　ワックス処理の圏外にいた職員が慌てて制止を促したが、彼ら二人は無視した。

　先を走る少年が言う。

『ったく、どっちがテロリストか分からないぞ。……グレムリンを止めるのかスーツケースをどうにかするのか……』

『あれじゃない？　スーツケースって』

　数人の男達が、大きなスーツケースを取り囲んでいる。どうやら空港の警備員のようだった。まだ警察は到着していないのだろう。

　上かみ条じようは直接スーツケースには向かわず、近くの柱の陰へ隠れる。

　美み琴こともその後に続いた。

『グレムリンってのが黒幕なの？　あの中に混じってると思う？』

『……顔見ただけで魔ま術じゆつ師しかどうか分かるほどドップリ浸つかってないんだよな』

　上条が周囲を見回すと、七〇メートルぐらい先にある通路の角から、浜はま面づらや番外個体ミサカワーストが顔を覗のぞかせているのを見つけた。

　この分だと、一方通行アクセラレータも案外近くにいるかもしれない。

　上条は自分の携帯電話を取り出し、親指を動かしていく。

『誰だれにかけてんの？』

『バードウェイ』

　数回のコールで繫つながった。

『アンタが仕掛けたスーツケースは見つけた。周りに空港の職員らしき人達もいる。グレムリンってのはホントに来るのか？』

『もう来てる』

『？』

　眉まゆをひそめる上条に、バードウェイはあっさりと答える。

『向こうも向こうで予想外のトラブルに対処しているんだ。間に合わせの術式で警備を突破しようとしている。逆算も解除も簡単なもんさ』

『……外見を変えてる？　やっぱりあの職員の中の誰かがグレムリンなのか……？』

『そっちじゃないよ』

　パン！　と電話の向こうで両手を叩たたくような音が響ひびいた。

　直後だった。




　ゾワッ!!!!!!　と。

　悪お寒かんめいた感覚と共に、何もない所から二〇人近い人影が出現する。




　全員が西欧の男達だった。格式ある礼服をまとっているのは、バードウェイの部下達だ。

『メインディッシュは私達ではありません』

　その中の一人、マーク＝スペースがそんな事を言って、何もない場所を指差す。

『注目は彼女です』

『ッ!?』

　何もないはずだった。

　隠れる場所などないはずだった。

　にも拘かかわらず。

　いる。

　女が。

　金色の髪に色白の肌。スラリとした美しいボディラインに整った顔立ちは、自然に生まれてきた人間というより絵本の中から理想論が飛び出してきたかのようだった。一言で言えばお姫様。その印象を強くしているのは、着ている物もあるだろう。

　薄うすい膜を何重にも重ねて作ったような、体のラインがハッキリと分かる奇怪なドレス。

　ただのメルヘンに見えないのは、優雅なドレスの芯しんの部分に、ダイバースーツにも似た全身を締しめ付ける体型矯きよう正せい用下着があるからだ。近ちか頃ごろでは通販番組などでも取り扱われるようにもなった、現代のコルセットである。

　グレムリン。

　そこに所属する魔ま術じゆつ師し。

　人伝の話に出てくるだけの推測や目もく撃げき談だんとは違う。初めて明確にこの目で見る、本物の敵対者。

　発せられるのは、明確で分かりやすい威圧感とは違う。

　譬たとえるなら、異物感。

　あってはならないものがそこにある気持ち悪さ。見過ごせば惨さん事じを招くであろうと推測させる焦しよう燥そう。怯おびえや恐れは生命の危機を知らせるシグナルとして機能するものだが、その純度が増している気がした。恐怖という強い感情ではなく、危機という鮮明な信号が、上かみ条じようの思考を強引に研とがせる。

　あのラジオゾンデ要よう塞さいを躊ちゆう躇ちよなく学園都市へ落下させようとした組織の一員という情報が、本能的な異物感へさらに人間としての『理性的な嫌けん悪お』まで植え付けてくる。

『（……バードウェイのヤツ、「体を消す術式」を片っ端ぱしから強制解除させやがったのか）』

　効果圏はおそらくこの中央ロビー全域。

　だからスーツケースを仕掛けた黒服達が浮かび上がり、それと同時にグレムリンの魔術師も出現した。

　グレムリンの魔術師は、最初自分の手足に軽く目をやり、その体が『第三者から見えている事』を確認しているようだった。

　しかし、特に慌あわてた様子はない。

　彼女はフランス語でこう言った。

『カボチャの馬車のお婆ばあさん』

　歌うように。

　童話のお姫様にも似た無む垢くなる声で。

『ガラスの靴くつの試練をくださいな。わがままで不誠実な母や姉を悉ことごとく絶望の淵ふちへ突き落とした、厳正にして冷れい酷こくなるガラスの靴の試練をお一つくださいな』

　直後。

　物理現象を超えた異変が生じた。







（一一月一〇日、オアフ島、新ホノルル国際空港、自動販売機の防犯カメラの映像より）







　通路の角から様子を観察していた浜はま面づらは、思わず目を剝むいた。

　最初に聞こえたのは音だった。

　ビキィッッッ!!　という、ガラスに亀き裂れつを走らせるような嫌いやな音。

『何だ。あいつら……？』

　隙すきを探そうとしているものの電気系能力者に首根っこを摑つかまれている黒くろ夜よるが、怪け訝げんな声を発する。

　突然の『出現』で呆あつ気けに取られる空港職員を無視して、二〇人近い黒服達がドレスの女へと殺到した直後の出来事だった。

　その黒服達が、揃そろいも揃って足をもつれさせ、ワックスに濡ぬれた床へと転がった。まるで透明なワイヤーか何かのトラップに引っかかったようだった。

　そう見えた。

　しかし違う。

　いくつかの呻うめき声が聞こえ、抑えられなくなった者達がさらに絶叫を発した。全員が革靴を押さえている。より正確にはその先せん端たん部分を両手で。

　まるで。

　全員が全員、いきなり足の指を丸ごとへし折られたかのような騒さわぎだった。

　ドレスの女を中心にして、見えない爆発の圏内にいる者の足を片っ端ぱしから壊こわしていったかのような。

　浜面は戸惑ったような声を上げる。

『何だ。一体何が起こってやがる』

『しっ。何やらフランス語でブツブツ言ってるね』

　倒れ伏す男達の中心でただ一人直立するドレスの女は、確かに何かを呟つぶやいていた。

『……カボチャの馬車のお婆ばあさん。哀あわれなサンドリヨンに力を貸して頂ちよう戴だいな。さらなるガラスの靴くつの試練をお一つ。傲ごう慢まんで噓うそつきな挑戦者達が全員項うな垂だれるその時まで』

『灰はい被かぶりねえ。自己暗示型の「原石」か？』

　番外個体ミサカワーストは勝手に納得しようとしているようだが、浜はま面づらは何か違和感を感じ取った。

　学園都市の能力開発の匂においがしない。それでいて、何かしら一定の法則のようなものは見て取れる。

　あれが魔ま術じゆつ師し。

　グレムリン。

　自らをサンドリヨンと呼称する、別世界の法則を振るう者。

　その個人的な目的のために、ラジオゾンデ要よう塞さいまで持ち出してきた者。

　息を吞のむ浜面に、番外個体ミサカワーストは素そっ気けない調子でこう尋ねてきた。

『どうするね？』

『相手が何を使っているか分からない。となると安全地帯の条件も摑つかめねえ。だったら今近づくのは得策じゃねえ。……逆に、近づかなくても攻こう撃げきできる手段を探した方が賢明だ』

『ミサカ、遠えん距きよ離りからやっても全然安心できないヤツに心当たりがあるんだけどね』







（一一月一〇日、オアフ島、新ホノルル国際空港、避ひ難なん誘ゆう導どうの過程で持ち主の手を離はなれたジョークグッズのペン型カメラの映像より）







　一方通行アクセラレータは中央ロビーの天てん井じよう近く……複数の鉄骨を組んだ所へ張り付いていた。

　状況の観察を行う。

『（……あの女を中心に、床の上に立ってるヤツが狙ねらわれるのか？　いいや、離れた柱の陰にいるあの無レ能ベ力ル者０や第三位に影えい響きようはねェ。単純に距離だな）』

　平面の地図で考えれば、一方通行アクセラレータは上かみ条じよう達よりサンドリヨンに近い位置にいる。だがこの中央ロビーは縦にも広い。三階ぐらいの高さがあるため、立体的に考えると距離が離れているのだ。

　たった一発の魔術。

　サンドリヨンを中心に、全方位へ放たれた攻撃が、即座に形勢を決定させる。

　黒服達は皆、足を押さえてうずくまっていた。

　その具体的な効果は見えないが、サンドリヨンが自ら口を開く。

『警告』

　フランス語の言葉は上かみ条じように向けて放たれたようだが、当の本人が言葉を理解できていないらしい。

『これは私の足のサイズである、二二・五センチ以外を認めない術式。それより小さければ骨と骨の間を強引に伸ばして整え、それより大きければ指を切断して整える』

『……、』

　黒服達がどうなったのか、想像するまでもない。

『もっとも、これは警告。今は指の関節を外す程度で済ませている。本番はこれから。さてどうする？　我々グレムリンから手を引くか、もう少し確実な担たん保ぽをここでもらっておくか』

　近くにいる第三位に翻ほん訳やくしてもらう事で、上条はようやく顔を青ざめさせる。

　担保とは、おそらくグレムリンに刃向かう者全員の足の指だろう。

『（……問題は、どォいう条件でガラスの靴くつが発動するかだ）』

　仕掛ける算段を考える一方通行アクセラレータ。

『（床を這はったり爆発的に広がるよォな何かがあれば、それを潰つぶせば良い。だが相手は魔ま術じゆつだ。呪のろいの藁わら人形みてェに、距きよ離りもベクトルも無視して「足があるだけ」で攻こう撃げきできるよォなら厄やつ介かいだぞ）』

　少し前なら馬ば鹿かにしていた意見だが、今はもう笑えない。

　そして得え体たいのしれない攻撃に、明確な数値で操るベクトル操作が通じる保証もない。







（一一月一〇日、オアフ島、新ホノルル国際空港第三滑走路、バードストライク防止用野鳥観察カメラの映像より）







　一面の芝しば生ふと、それをガムテープで剝はがしたかのように広がる灰色の滑走路。縦横に交わる無数のアスファルトのラインの一つを、一二歳前後の少女が歩いていた。当然ながら、一般人の立ち入りが許可されている場所ではない。

　彼女は携帯電話片手に、どこかと連絡を取っていた。

『うん、うん。まぁ無理だろう。お前はフランス語が分からないふりをして適当に時間を稼かせげ。そこでぶっ倒れてる馬鹿どももそのための人材だ、勝つ事なんぞ期待してない。通訳係の中学生とは、興奮して意思の疎そ通つうができていない演技をすれば良い』

　それにしても一発で全滅とはな……と話しながら、彼女は滑走路の隅へと向かう。

　目的は大型旅客機ではない。

『だから無理だって。浜はま面づら達が消火器改造した圧縮ガス銃撃うち始めた？　無理無理、どうせ怪物じみた速度で回かい避ひされているだろう。相手は灰はい被かぶりに宗教的モチーフを上書きして攻撃術式に転化しているんだ。素人しろうと娘が夜会に手慣れた王子様を感嘆させるほどのダンスの技術を仕込んだ童話だぞ。間近にクラスター爆弾が落ちたってヒョイヒョイかわすだろうさ』

　ターミナルで見た時は簡単に歩いて行けると思ったが、実際に歩いてみると思ったよりスケールが大きい事に気づかされる。

　内心でうんざりしながら、バードウェイは携帯電話に言う。

『もっとも、元々は幻想殺しイマジンブレイカー対策の戦力だろうがな。何しろ足あし潰つぶしに高速戦せん闘とうだ、露ろ骨こつすぎるよ。先日のラジオゾンデ要よう塞さいの一件でお前の生存は確認されている。だったらグレムリンはお前を天敵認定するだろう。お前の右みぎ拳こぶしは強力な切り札になるが、当たらなければ意味はない。銃弾を目で見て避よける程度の運動能力があれば、対策としてはまずまずだな』

　ようやく、バードウェイは足を止めた。

『そうだ。だから時間を稼かせげ。倒そうと思うな。踏ふみ込めばカウンターをもらうぞ。足の指を喰くわれるか体重の乗った右ストレートで頰ほお骨ぼねを砕かれるか。どっちにしたって進んで味わいたいものじゃあないな』

　バードウェイは空港の端はしに停とめてあったものを見上げる。

　そこにあったのは……。

『これは私が始めたゲームだ。ケリのつけ方ぐらい考えているさ』







（一一月一〇日、オアフ島、新ホノルル国際空港中央ロビー、防犯カメラの映像より）







　ドン！　ドン!!　という太たい鼓こを叩たたくような低い音が断続的に上かみ条じようの耳を叩く。

　間かん隔かくはおよそ、五秒から一〇秒に一発といった割合だ。

　原因は七〇メートルほど先の通路の角にいる、浜はま面づら達だ。彼らは即席のガス銃を作ってサンドリヨンを狙ねらい撃うちしているのである。ガス銃と言っても、大型の消火器を四本束ね、集めたホースの先せん端たんに鋼鉄製のパイプを繫つなげたものだ。パイプの中に取り付けてあるのは、釘くぎを貫通させたコルク。これが時速二三〇キロで空気を切り裂くのだから、直ちよく撃げきすれば手足の骨を釘の先端で突き刺し、その骨をガラスのように砕くほどの力を持つ。それを、使い捨てのバズーカに近い感覚で運用しているのだ。

　にも拘かかわらず。

『感謝をしますお婆ばあさん』

　サンドリヨンの、清らかな歌声は潰ついえない。

　一発も、当たらない。

『王子様との素す敵てきなダンスの時間をありがとう。キラキラ輝かがやくドレスにガラスの靴くつ。素敵なお召し物が弱気な私を後押ししてくださいます。優美で完かん璧ぺきなる一夜の姫に』

　カカカカカッ!!　と。

　ハイヒールの踵かかとが、電動ミシンに似た音を立てる。

　その目が上かみ条じようと合う。

　いいや、それだけに留とどまらない。サンドリヨンは飛び道具を回かい避ひしつつ、流れるように上条へ接近している。

　状況は動いた。

　交渉の進しん捗ちよくで時間稼かせぎができるような事態ではない。

『くっ!!』

　とっさに右みぎ拳こぶしを構えたが、時間が決定的に足りない。

　二本の細い腕が上条の右腕に絡からまり、さらに両足の間にハイヒールが差し込まれる。激痛から逃れるために上条の体が自然と動く。くるりと体が回る。まるで、社交ダンスでリードされているかのように。

　ちょうど、浜はま面づら達の射線を遮さえぎる形で。

『カボチャの馬車のお婆ばあさん』

　サンドリヨンは上条の腋わきを通す形で片手を突き出し、ギクリと動きを止める浜面に向けて掌てのひらを向ける。

『急いで馬車をくださいな。一夜の夢が覚めるよりも早く、早く。カボチャの馬車を走らせてくださいな』

　ゴッ!!!!!!　という衝しよう撃げき波はが走り抜けた。

　目に見えない乗用車が突き抜けたかのようだった。ライン状に走る床の破は壊かいに危機感を抱いたのか、慌あわてて通路の角の向こうへ浜面達が身を翻ひるがえした途と端たん、その角の近辺の壁がまとめて砕け散る。

『このっ!!』

　すぐ近くにいた美み琴ことが前髪から火花を散らす。

　しかしやはりサンドリヨンは搦からめ捕った上条の腕を締しめ付け、振り回し、再び盾たてとして機能させる。美琴本来の性能が盾に封じられてしまう。

『カボチャの馬車のお婆さん』

　上条の足が払われ、美琴を巻き込む形で一気に床へと押し倒す。

　のしかかるサンドリヨンの可か憐れんな歌声だけが、中央ロビーに響ひびき渡る。

　足あし潰つぶしの一撃。

　魔ま術じゆつによる新たな爆発を起こすべく。

『ガラスの靴くつをくださいな。距きよ離りは五〇〇、人数は無制限。不誠実な噓うそつき達をまとめて項うな垂だれさせる、厳正かつ冷れい酷こくなるガラスの靴の試練をお一つ』

『またさっきの魔ま術じゆつ、か……ッ!?』

　仰あお向むけに倒れていた上かみ条じようは、そこで見た。

　天てん井じよう付近の鉄骨に張り付いている、一方通行アクセラレータを。

『（……こいつ、伏兵に気づいていやがる!!　だからこんな広大な距きよ離り設定を……！）』

　一方通行アクセラレータの『反射』も、こんな相手に通じる保証はない。

　未知数。

　そして、右手以外に目立った防備のない上条は絶望的だ。

　甘かった。

　敵をおびき出そうとしていたのは上条達だけではなかった。サンドリヨンは罠わなと勘かん付づいた上で、敢あえてその中央を突破する事で不ふ穏おん分子をまとめて排除しにかかったのだ。

　そう思っていた。

　だが。

『まだ中央ロビーにいるな』

　バードウェイの声が聞こえた。

　音源を探す上条は、押し倒されたまま、近くに転がっていた携帯電話に目を向ける。

『ここは駄だ目めだ！　お前は一度下がって機会を……!!』

『それだけ分かれば十分だ』

　遮さえぎるように彼女は言う。

　直後だった。




　ドバッ!!!!!!　と。

　一面の壁を覆おおう透明なウィンドウが、一気にまとめて砕け散る。




　高さだけで三階以上、左右には三〇〇メートル以上広がっている、強化ガラスのウィンドウの全すべてがである。

　その原因も明快。

　五〇トンもの航空燃料を満載にした、超大型のタンクローリーがウィンドウを破って中央ロビーへ全速力で突っ込んできたからである。

　バードウェイはそこにいた。

　運転席にではなく、その屋根の上に。

　仁に王おう立だちのバードウェイは何かしらの術式を使っているのか、自身が砕いたガラス片を浴びる事もない。

『は……？』

　サンドリヨンは上条と美み琴ことの上へ馬乗りになったまま、首をひねって体を硬直させた。

　バードウェイは無視して携帯電話に向けてこう言った。

『そいつの足を押さえとけ』

　上かみ条じようはほとんど溺おぼれる者は藁わらをも摑つかむ感覚で手を伸ばしていた。

　それがサンドリヨンの動きを数秒遅らせた。

　決定打となるには十分だった。

　直ちよく撃げき。

　ドッ!!　という轟ごう音おんが仰あお向むけになった上条の鼻先スレスレを通過する。米国基準の大型車は車高も高い。上条と美み琴ことは車体の下へ潜もぐり込み、彼らに馬乗りになっていたサンドリヨンだけを前方へ大きく弾はじき飛ばしたのである。

『ご、ご、が……ッ!?』

　サンドリヨンは何かを叫ぼうとしたが、時速二〇〇キロ近いタンクローリーはその機会すら与えない。

　そのまま中央ロビーの壁へ激突する。

　轟音の記録が何度も何度も塗り替えられる。今度の音が上条の鼓こ膜まくをさらに叩たたいて震ふるわせる。壁に大きな亀き裂れつが走り、破片が飛び散り、粉ふん塵じんのようなものが舞った。タンクローリーの運転席も空き缶のように潰つぶれている。

　屋根に乗っていたバードウェイもただでは済まなさそうだが、何な故ぜか彼女はケロリとしている。そのままひらりと中央ロビーの床へと降り立った。

『こんなもんか』

　幼い少女は指先で軽く髪をいじりながらそんな事を言う。

『まったく、あっちもこっちもバタバタ簡単に倒れやがって。車輪で上う手まく隙すき間まを縫ぬわせるのは大変だったぞ』

『か、怪物め……』

　上条は震える声で言いながら、むくりと起き上がる。

　サンドリヨンの術式が強制的に解除されたおかげか、黒服達の呻うめきや絶叫も途切れた。

『おい、あのサンドリヨンってのはグレムリンの隠れ家や計画を探るために必要だったんだろ!?　全体的に容よう赦しやがなさすぎる！　もう救急車どころの騒さわぎじゃなくなってるじゃないか！』

『そうでもない』

　バードウェイは右手を軽く振るった。

　いつの間にか、その手には一本の杖つえがあった。

『見ろよ。グレムリンってのはやっぱり一ひと筋すじ縄なわではいかないらしい』

『？』

　上条が怪け訝げんな声を発しようとした時だった。

　ギシッ、という音が聞こえた。

　金属の板がたわむような音だった。それは一回ではない。ミシ、ギシ……と少しずつ、だが確実に、音は大きくなっていき、間かん隔かくも短くなっていく。

　タンクローリーの潰つぶれた運転席と、砕けた壁の間。

　鉄板を紙より薄うすくできそうな圧力を打ち破るが如ごとく、何かが蠢うごめいている。

　指が。

　ほっそりとした女性の指が、そこから飛び出る。

　電車やエレベーターの閉まる扉を強引に阻そ害がいし、再び開けようとしているように。

『サン、ドリヨン……!?』

『そりゃまぁ、灰はい被かぶりは王子の前じゃ完全無欠のお姫様だったからな。失敗なんてありえない。ありえないように外的要因全すべてを再調整する。その都合の良い勝ち組オーラが「舞ぶ踏とう会かい」ってヤツなのかな。ただの大質量の塊かたまり程度で少女の憧あこがれが中断する事もない、か』

　ギチィ!!　と、明確にタンクローリーと壁の間に隙すき間まが生じる。

　その奥から、血に濁にごった瞳ひとみがこちらを覗のぞく。

『ただし』

　バードウェイは自前の杖つえをくるくると回しながら言う。

『灰被りのドレスには機能制限が存在する。深夜一二時のリミット。日付をまたぐ事に意味があるんだろうが、一夜の夢を終わらせるならもう少し分かりやすい象徴を当てはめる事もできる』

　つまり、とバードウェイは呟つぶやき、杖の回転を止めた。

　その先せん端たんを、タンクローリーに向ける形で。

　いつの間にか、その杖には細い鎖くさりのついた金の懐かい中ちゆう時計が絡からみ付いていた。

　長針と短針の位置はいわずもがな。

　だが言葉通り、彼女はさらに記号や役割を補強する。

『夜明け、さ』




　直後だった。

　五〇トンの航空燃料がまとめて着火し、凄すさまじい熱と光を中央ロビーへ溢あふれさせた。




　空気中に散布されたり気化していなかっただけマシとはいえ、そもそもがガソリンとは性質の全く違う航空燃料である。

　その時、上かみ条じようはとっさに美み琴ことの体を抱えて近くの柱の陰へ隠れた。

　その美琴は顔を赤くしながらも、右手を突き出して磁力を操作し、呆あつ気けに取られる空港職員達を庇かばうように大量の鉄製品の壁を作った。バードウェイがどういう人間かを上条達より深く知っているであろう黒服達は、慌あわてて全力でその場から退たい避ひしていく。

　一方通行アクセラレータや浜はま面づら仕し上あげがどう動いたか確認する時間すら上かみ条じようにはなかった。

　起爆。

　五感が塗り潰つぶされる。

　対策としてこれで合っているのかも分からないまま、ただ莫ばく大だいな閃せん光こうが中央ロビー全体を埋め尽くしていく。

　実際に視覚が機能し始めたのは、そこから三〇秒も経たってからだった。

　それが生きている事の証明だというのに気づくまで、さらに一〇秒は必要だった。

　炎があった。

　紅ぐ蓮れんよりも白に近い、不自然な炎の海の中に、片手で杖つえを回す少女が一人。

　すっかり吹き飛んだタンクローリーの残ざん骸がいの中へ彼女はもう片方の手を突っ込み、そして引き抜いた。

　出てきたのはボロボロになったサンドリヨンだった。バードウェイはその金色の髪を摑つかんでいたのである。ドレスのあちこちが溶け、肌にも火傷やけどがあるが、そもそもあの距きよ離りで爆発に巻き込まれて五体満足でいる事自体が異様な結果ではあった。

　ただ一人。

　炎の中で標的の髪を摑んで直立するレイヴィニア＝バードウェイだけが、退屈そうな調子でこう告げた。

[image: ]

『まずは前ぜん哨しよう戦せん。一丁上がりだ』







（一一月一〇日、オアフ島、キャッシュディスペンサーの防犯カメラの映像より）







『ぜえ、ぜえ!!』

　浜はま面づら仕し上あげは黒煙の立ち上る国際空港の前で道路標識のポールに手をついて荒い息を吐はいていた。空港から逃げてきたところである。幸い、爆発騒さわぎで二万人弱の客や職員達が外へ避ひ難なんしていて、それなりの混乱も起こっていたため、走り回る彼を咎とがめる者もいなかった。『日本人は平和主義で事件に巻き込まれた時の対処法を全く知らない』というイメージも彼を助けたのかもしれない。

　ちらほらと見える礼服は、この爆発を起こした少女の部下達か。

　散り散りに逃げていたはずだが、浜面と違い、この状況でも『他人』の中へ的確に紛まぎれ込んでいるその手て際ぎわが信じられない。

『くそっ、くそ!!　これじゃどっちがテロリストか分からねえぞ！　こっちは実際の被害も生み出しているしな!!　スーツケースも一緒に吹っ飛んだんじゃねえの!?』

『そもそも私は政府側の人間じゃないとか平気で言うんじゃない。あの女、私とは匂においが違う「闇やみ」を感じるし』

　黒くろ夜よる海うみ鳥どりは呆あきれたように言いながら、国際空港の方を振り返った。

『それよりどこまで逃げる気だよ』

『警察に怪しまれないぐらいには』

　浜面は荒い息を吐きながら、

『ようやく第一関門突破なんだろ。まだグレムリンは動いてすらいない。だったら連中の動きを止めるまで警察といざこざを起こすのはまずい。そもそも、警察だってヤツらを取り締しまる側につくべきだろう』

『自分に言い訳って、自分にご褒ほう美びと同じぐらい聞くに堪たえないよね』

　嘲あざけるように言う黒夜を無視して、浜面は顔の汗を拭ぬぐう。

『とにかく、バードウェイってのがサンドリヨンから何か聞き出せば携帯に連絡が来るだろ。それまで下へ手たに動かないで、どこかに隠れていた方が良さそうだ』

『あっそ。ところでさ』

『何だよ』

『……さっきから番外個体ミサカワーストが見えないんだけど、あの混雑ではぐれたんだとすればおもしろーい事態だと思わない？　主に私の逆転劇な方面で』

『きゃああああああああああああああああああああああああああああああああーっ!!』

　浜はま面づらがムンクの叫びのポーズで女の子みたいな絶叫を放った直後だった。

『……何してんの？　こんなトコで』

　横から日本語でまっとうにツッコミを入れたのは、ツンツン頭の上かみ条じよう当とう麻まだった。







（一一月一〇日、オアフ島、観光客の携帯電話のカメラの映像より）







『で、何でこうなるかな……？』

　御み坂さか美み琴ことは適当に前髪をかき上げながらそんな事を言う。

　その隣となりに突っ立っているのは、目つきの悪さ（と乳のサイズ）以外はほぼ似通った顔立ち、体型のアオザイ少女・番外個体ミサカワーストである。

　お互い逃走中の混乱で仲間（？）とはぐれ、捜索している内に別のメンバーと鉢はち合あわせになった訳だ。

『ミサカそもそも第サ三ー次ド製シ造ー計ズ画ンホヤホヤで地球の知り合い少ないから、あの人いないと戦せん闘とう意欲の九〇％が消えちゃうんだけどなー』

『第、三次……？』

『目くじら立てるな凍結してるよおオねリージたナまルの知らないトコでね』

『？』

『ヒーローってのは案外世界のあっちこっちに散らばってるねって話』

　それにしても、と番外個体ミサカワーストは呟つぶやき、

『……その第三位は一体何をしているのかねこの緊きん急きゆう時じに』

『何が言いたいのよ？』

　携帯電話を親指で操作して地図を呼び出し、他のメンバーと合流する手はずを考えようとしていた美琴だったが、

『ケータイの地図サービスに思いっきり関係ないピン刺さってるけど。なに？　キューピッドアローの本店なんてチェックしてたの？』

『ふぉおう!?』

　美琴は全力で携帯電話の電源を切るが、番外個体ミサカワーストのニヤニヤはもう止まらない。

『結婚指輪の老舗しにせじゃなかったっけ？　ここ最近は調子が悪いから事業の幅を広げているとかって話だったけど』

『……何で生まれてすぐのアンタがそこまで事情に詳しいのよ』

『にわか仕込みで良いなら、情報なんてネットにいくらでも転がっているもんだしね。ただあそこの婚約指輪と結婚指輪は、外部の興信所で人物査定しないと製作しないって話だったよね。どう考えたってチューガクセーのオーダーに応じるとは思えないけど』

『うぐっ』

『となるとニヤニヤ例の新サービスの方なのかなニマニマもっと軽い恋人同士でつけるタグリングとかいうのホクホク』

『だあああ!!　そうよ悪かったわねハワイって聞いた時から暇ひま見つけて買いに行こうと思っていたわよキューピッドアローのタグリング!!』

『……あれってチタン製の指輪だよね？　安上がりだと思うけどゴツくない？』

『チタンは溶液中の電気分解を利用して着色できんの。一対の指輪を同じ機材で加工すれば、模様パターンは二つの指輪で繫つながるように描き出せる。……浮気防止のおまじないとか非科学な事を言われる所以ゆえんよ』

『でー、店の機材と自前のビリビリ組み合わせて着色すると？　……悪いがそりゃバレンタインのチョコレートに髪の毛混ぜるようなもんで、ロマンチックだと思ってんのは乙女おとめ側だけだぜ？』

[image: ]
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『そもそもあれだろー、まだ付き合ってもいねーそれも野郎に向けて女の方から指輪を渡すとかチョー重いだろー。何で指のサイズ知ってんだよって話にもなりかねないし』

　硬直する美み琴ことに、番外個体ミサカワーストはため息をつく。

　これ以上つつくとイロイロ可哀かわい想そうだ、と生後一年未満に憐あわれまれる美琴。

『ま、キューピッドアローのタグリングなんてどうでも良いか。つーかそれよりさ、外見なんて旧計画の個体と変わらないってのは分かってたんだけどさー』

『な、何よ』

『クローンにイロイロ負けてるオリジナルってどうなの存在価値あるの？』

『……それは乳の事を言っているのか……？』

　軽く首を傾かしげたまま、前髪から火花を散らす一四歳。

　対して番外個体ミサカワーストの方は気に留めず、

『どーかねー一言も言ってないがねー出番の話かもしれないがねー』

『言ってはならない事を言ったな小娘!!』







（一一月一〇日、オアフ島、新ホノルル国際空港第三ターミナル倉庫、防犯カメラの映像より）







『結局、最後まで逃げなかったのはお前だけか』

　バードウェイが素そっ気けない調子で言うと、一方通行アクセラレータが舌打ちした。

　彼女は構わず、目の前に転がっている物を軽く足で小突く。

　サンドリヨンだった。

　その象徴とも言える半透明のドレスは奪われていた。下着一枚……と言えば色気でもイメージするかもしれないが、サンドリヨンがまとっているのはダイバースーツにも似た体型矯きよう正せい用下着だった。鎖さ骨こつから膝ひざ上うえまで合成繊せん維いで覆おおうタイプなので、サーフボードを抱えていれば、警官の前を素通りしたって怪しまれないだろう。

　一方通行アクセラレータは短く質問した。

『腹いせか？』

『同性剝むいてもつまらんだろう』

　バードウェイは簡単に否定し、

『自己の肉体とドレスを合わせて一個の術式を作っているのさ。杖つえを持つのとも違う。自分の体すら霊れい装そうの一部にしようって魂こん胆たんだな。つまり服を脱がせば術式は使えなくなる。そこまで魔ま術じゆつにドップリ浸つかっていたいのか、潜せん在ざい的てきに自己の術式を恐れて「目に見えて分かる安全装置」が欲しかったのかは分からんがね』

　さて、とバードウェイは呟つぶやく。

　すでにサンドリヨンにはいくつかの傷があった。拷ごう問もんをしてつけたものではない。例の航空燃料の爆発の時についた火傷やけどなどだ。

　一方通行アクセラレータはわずかに目を細め、

『しゃべると思うか？』

『しゃべらせるなんて面倒な手順を踏ふんでどうする』

　適当に言いながら、バードウェイは羊よう皮ひ紙しでできた符をサンドリヨンの顔へいくつも貼はり付けていく。火傷のダメージからか、ドレスを奪われた事で『一介の少女』へ戻ったのか、床の上で弱々しく蠢うごめくサンドリヨンは明確な抵抗ができずにいる。

『否定しろ』

　ニヤニヤと笑いながら、バードウェイは言う。

『お前が何を否定しようとしているのか、その項目をこちらで読み取る。だからお前は、ただ私の質問に対して全力で拒めば良い』

　素直に答えればそれまで、必死に抵抗してもそれが目印となる。

　逃げ道があるとすれば『究極の無関心』のみとなるだろうが、言葉を投げかけられて完かん璧ぺきに無反応を貫くのは、脳の構造上難しい。そこへ暴力が働けばなおさらだ。傷つくのを避さけるための防御反応は当然の動きであり、『人間は自覚している以上に相手の言葉から情報を得ようとする』生き物なのだ。

　サンドリヨンはゆっくりと首を横に振った。

　無視してバードウェイはこう告げた。

『お前の仲間はどこにいる？』

　サンドリヨンは顔の筋肉を動かさないように気をつけているらしいが、その頰ほおがわずかに震ふるえ始める。

『お前の目的は何である？』

　符が輝かがやく。

　サンドリヨンにわざと拒否感情を与え、その心の壁の位置から彼女が守ろうとしている場所を暴こうとする。

　彼女に抗あらがう事はできない。

　当然だ。

　クリアされる事を前提に製作されるパズルやテレビゲームとは違う。プロの仕掛けた網あみには、そもそもゴールすら用意されていないのだから、プレイヤーの腕など関係ない。

『割り出しは順当だ。あと三〇秒もあれば朗報が待っている』

　バードウェイが適当に言った、その時だった。




『おーおー。サンドリヨンちゃん、すっかりはっきりやられちゃってんじゃん』




　新たな声。

　それはサンドリヨン自身の口から発せられていた。

『……、』

　直後にバードウェイはサンドリヨンの口の中へ容よう赦しやなく杖つえの先せん端たんを突っ込んだ。前歯の砕ける嫌いやな音が響ひびき、開かれた唇くちびるから赤黒い血が溢あふれる。だがサンドリヨンは笑っていた。笑わされていた。

『取り押さえても無む駄だ無駄ちゃん。何なら手足折っちゃっても構わないけど？　外部干渉してる今ならマリオネットみたいに操れる訳だしさ。もっちろん、人間の限界（笑）とやらをぶっちぎった出力でね』

　ボキボキボキ!!　という何かが砕ける音が響いた。

　サンドリヨンがバードウェイの霊れい装そうを嚙かみ砕いた音だ。ただし彼女の前歯はすでに折れている。純粋な顎あごの力だけで……いや折れた歯の欠片かけらが中途半はん端ぱに残った状態でそれを実行するのは、どれだけの激痛を伴う事か。

　だがそれを強引に実行させられたサンドリヨンは、一方通行アクセラレータがチョーカーのスイッチを切り替えてから蹴け飛とばした超高速の瓦が礫れきの破片を難なく避さけ、一跳びで五メートル以上も後ろへ遠ざかった。彼女はようやく『外部干渉者』へ言葉を投げかける。

『……待ってたよ』

『はいはいちゃん。ドレスがないって事は、童話系は全滅って考えてオーケーちゃんだよね。アンタを介して私の術式を発動させる。魔ま術じゆつ系けいの解除キーを使って一いつ旦たんカンペキに体を預けてくれると助かるなー』

『チッ!!』

　バードウェイが舌打ちし、嚙み砕かれた杖の残ざん骸がいをくるりと回す。いつの間にか、それは小さな杯さかずきに変わっていた。

　だが彼女が具体的な攻こう撃げき術式を発動させるより早く、サンドリヨンが何かを唱えた。

『……全額投入は赤の二五番に……』

『ほいほいちゃん。勝負の結果は黒の一一番に。承認完了』

　パン!!　とサンドリヨンの体内から乾いた音が炸さく裂れつした。その目の色が明確に変わる。サンドリヨンではない誰だれかの面おも影かげがそこにあった。

　そして、

『そんじゃサンドリヨンちゃん。確かにグレムリンの情報は守ったげるよん』

　にっこりと微笑ほほえんで、




　ドン!!　と。

　口の中にあった杖の鋭い破片を取り出したサンドリヨンは、自分のこめかみへ力強くその先せん端たんを突き刺してしまう。




　え……？　という声が聞こえた。

　当のサンドリヨンの口からだった。

　彼女は驚おどろいた顔のまま、真横へ倒れていく。あまりにも、呆あつ気けなかった。受け身などはなく、手足も髪も、そして真っ赤な血も、何もかもが投げ出され、広がっていく。

　それきりだった。

　何の声もなかった。サンドリヨンも、それを操っていた何者かも。

『やられたか。頭ず蓋がい骨こつは貫通していないだろうが、骨の破片が脳に突き刺さっている。くも膜まく下か出血も併発しているな。なるほど、確かにこれでは「聞き込み」は難しそうだ』

『……、』

『そんな目をするなよ。病院に通報するぐらいの容よう赦しやはしてやるさ』

『これからどォする。こいつが頼たのみの綱つなだったンじゃねェのか』

『だから魚はかかっただろう』

　バードウェイは退屈そうに周囲を見回し、

『口封じのためにグレムリンが接触してきた。こいつを釣り上げれば済む話だ』








第二章　起爆剤　Natural_Bomb.









（一一月一〇日、オアフ島、ホテルファイアフライ四九階、議事記録用カメラの映像より）







　オアフ島の中では高級からやや遠ざかったホテルの一室だった。他にもＶＩＰが利用するに相応ふさわしい超高級ホテルや、『そもそも一般客には存在すら知らせていないスイートルーム』を持つ施設にも心当たりはあるのだが、そうした場所はかえって危険分子にマークされている可能性がある。

『何だ、こんな時に。まだ回しているのか』

　不ふ機き嫌げんそうな声で言ったのは、ローズライン＝クラックハルトという女性だった。大統領補佐官である。年齢は三〇代前半、見た目の雰ふん囲い気きは『家庭教師のおねえさんとしてなら超優秀（色々な意味で）』といった感じだが、前に『ミスタースキャンダルの事は体の方も隅々までご存知だという噂うわさは本当ですか？』という下品な質問をした記者の鼻っ柱を、全国放送のカメラの前で叩たたき潰つぶした経歴を持つ女性だ。幸い、セクハラ被害者を庇ひ護ごする守護神というイメージが優先されたため、大統領の支持率はかえって上がったそうだ。

　支援グループの一つである、紳士服会社のオーダーメイドスーツをきっちり着こなしている所からも、この女性の行動パターンは分かるだろう。

　ビデオカメラを構えた秘書の一人が、質問に対して率直に答える。

『職務中の会話内容を記録するのは義務ですので』

『なるほどご苦労さん』

　横になって三人掛けのソファを一人で占有しながら、ローズラインは経済誌を手に取る。特集テーマは『米国を動かす重要人物一〇〇』。自動車王・フラック＝ケイトマン、メディア王・オーレイ＝ブルーシェイク、ロックスター・ダグラス＝ハードベルなどが名を連ねる記事に目をやり、彼女は目を細める。

『……アメリカを動かす人物のトップに大統領の名前がないのって、やはり問題だよな』

『補佐官。本題に入りましょう』

『憂ゆう鬱うつだと分かっている事って後回しにしたくなるんだよ』

　ソファに寝そべりながら、ローズラインは手にした経済誌を放り投げる。

　そのまま、視線を部屋の壁かべ際ぎわへ向けた。

『司令官、大統領は見つかったか？』

『い、いえ。総力を挙げて捜索を続けているのですが』

『海兵隊を使っても難しいか』

『ＧＰＳは会見場の近くのゴミ箱に。何な故ぜか口を縛しばった避ひ妊にん具ぐの中に入れられていました。今、暗号解析班で何かしらのメッセージの可能性を……』

『そりゃ単なるユーモアだ』

　ローズラインは額に片手を当てる。

　彼女は苛いら立だっているのだが、それは遊ばれている事への直接的な怒いかりではなく、

『それにしても、あの馬ば鹿か。コンドームだと。大統領がそんな物持っていると知れたら十字教系の団体がまた騒さわぎ出すぞ』

『し、シークレットサービスの方はどうなのです？　もちろん我々は全力を尽くしていますが、やはりこういった事は専門の方々の協力が不可欠でして……』

『司令官。海兵隊司令官。人的資源の不足を嘆くならまだしも、こんな時に不測の事態で責任を一手に引き受ける可能性に怯おびえるな。そもそも我々が何故、本来の垣かき根ねを越えてあなたに協力を求めているかは説明したはずだぞ』

　ローズラインはテーブルの上にあるワインボトルに手を伸ばそうとし、カメラが回っている事を思い出すと、その手をミントガムの方へ向け直す。

『彼らは怪しい』

『……、』

　静かな声だが、強い意味のある言葉だった。

　司令官は自然と沈ちん黙もくする。

　ローズラインは続けてこう言った。

『何かが起きている事は分かっているんだ。何かが起きている事だけは。だがその正体が摑つかめん。単純な買収や脅きよう迫はくとも違う。ブラックリストを作って隔かく離りすれば済む話ではない。本当に、何か悪あく魔まにでも乗っ取られたように突然彼らは合衆国の敵に切り替わる』

　単に『黒幕』を中心に敵性因子が拡大しているだけなら、危険な人物を片っ端ぱしから隔離すれば『拡大』を阻そ止しできるかもしれない。が、目に見えない悪魔のようなものが、『黒幕』の都合に合わせて操る人間を選んでいる場合は、そうした隔離型の対策に意味はなくなる。『黒幕』自体を止めない限り、根本的な安全を確保できない。

『黒幕』が具体的にどういう手順で人間を操っているのかは不明。

　ローズライン達としては、何かしらの『操られやすい体質』みたいなものがあると推測し、一度でも操られた形跡のある人間は遠ざける形で安全を確保しようとしているが、それすらも効果に自信を持てない状況だ。

『上院も下院も……まぁ半分弱は怪しいか。それは水面下で拡大しているようだ。あなた達の所属する、軍関係も含めて』

『は、話には聞いているのですが、その実感が……』

『私だっていまいちない。目で見たものなのに信じられない。だが起きているんだ。幸い、今のところ被害が確認されているのは米国内の関係者のみ。豪州軍と共同で戦後処理に従事していたあなたといくつかの部隊は難を逃れた訳だ』

　言いながらも、しかし実際には前述の通り、ローズライン＝クラックハルトはオカルトというものにそれほど詳しくない。学園都市で行われている超能力開発とは違うのだろうな、ぐらいの認識しかないのだ。

　これについては、おそらく逃走中の大統領も同じだろう。

　第三次世界大戦時に起きていた『不可解な現象』については、いくつかの解析班が動いているが、それにしたって芳かんばしい結果は出ていない。

　だからこそ、彼女はホワイトハウスで明確な異常事態を目もく撃げきしているにも拘かかわらず、輪りん郭かくの曖あい昧まいな言葉でしかそれを表現できないのだった。

『で、では、やはり』

『私達が今こうしていられるのもただの幸運だ。しかし、その幸運が何な故ぜ起こっているのかを調べる必要がある。最悪、外へ一歩出た途端に乗っ取られるかもしれない、なんて状況だからな。事実、「世界の警察」は虫食い状態にある。政府機能はおろか、その辺を歩いている子供や老人がいきなり乱射を始める可能性も否定はできない。全国民が被害者と加害者の両方を兼ねるリスクを抱えている訳だ。一刻も早くオカルトの条件を調べ上げ「黒幕」の侵攻を止めなくては、核の発射コードさえ弄もてあそばれる恐れがある』

『大統領が、お一人で行動していらっしゃるのも……？』

『だろうな。事態を認識した上で、国家レベルの危機を個人レベルでどうにかしようなんて馬ば鹿かな事を考え始めたという訳だ。本土で事を起こしてもすぐに包囲されるから、わざわざ影えい響きよう力りよくの低いここへ来るまで傀かい儡らいのふりをしていた。本土から離はなれた島なら、「影響」もそれほど広がっていないと踏ふんだのかもしれない。……実際のルールなんて誰だれにも分からないはずなのにな』

『で、でしたら』

　司令官は顔の汗を拭ぬぐいながら、

『大統領を追う我々の動きは、かえって彼を窮きゆう地ちに追い込みはしないでしょうか？　何かしらの勝算があるのなら……』

『本気で言っているのか？』

　ローズラインは思わず鋭い目で睨にらみつけ、相手が萎い縮しゆくしている事に気づくと意識して和やわらげる事に努めた。

『理由が何であれ、どれだけ危険な状況であれ、大統領は表舞台にアクセスできる状況を維持しなくてはならない。消息不明なんて事が外に漏もれてみろ。職務執行能力がないとみなされ、全権限は副大統領に移されるぞ。……今のところは「アレ」があるから即座にやられずに済むだろうが、安心できる状況ではない』

　そして、と彼女は呟つぶやき、

『副大統領は、すでに怪しいんだよ。彼に罪はないし、彼自身には私達と協力しようとする言動も見られるが、「黒幕に利用される体質」を抱えている可能性がある以上、ホワイトハウスの執務室を明け渡すのは多大なリスクを有する』

　その先を口に出す者はいなかった。

　正体不明の『何者か』の手によって、世界の超大国が乗っ取られるなど、たとえ冗談でも口に出してはいけないと思っていたからだ。

『（……ま、不幸中の幸いなのはさっきも言った通り、大統領の手にはアレがある事だがな）』

　ボソリと呟いてから、ローズラインはこう言った。

『何としても大統領を捜し出せ。副大統領や、彼を含めて政治家連中を蝕むしばみつつある「黒幕」に知られる前にだ』

　律りち儀ぎに敬礼する司令官の方には目も向けず、ローズラインは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で物思いにふける。

『（……何より、職務執行能力の欠けつ如じよは、消息不明だけが当てはまる訳じゃない。例えば額に鉛なまり弾だまをぶち込んだって条件は満たされるんだからな）』







（一一月一〇日、オアフ島、ディアマイカー・オアフ支店、車載カメラの映像より）







　ロベルト＝カッツェ。

　銀色のアタッシェケースを片手に持った米国大統領は、レンタカーショップへと足を運んでいた。

　受付のカウンターで彼は若い女性店員に言う。

『何でも良いから安いの頼たのむわ。んん、電気自動車の方がイメージは良いんだったっけ。ローズラインのヤツうるせえからな。まぁガソリンだろうが重水素だろうが何でも構わんが、カーセックス直後の車だけは勘かん弁べんしてくれ。エタノールで拭ふいたって匂においが残るんだよ』

『何だか態度のデカいおっさんだね。何様なんだっつうの』

『大統領様だよ！　この国を支える民衆の一人として朝のニュースぐらいは観みてほしいぜ!!』

『何だよモノマネ芸人か。あれやってくんね？　ウィーセーブワールド！　っての』

『……何でも良いからさっさとキーくれよもう』

　くしゃくしゃの紙し幣へいをカウンターに投げてキーを投げ返されると、ロベルトは雑に並べてある二人乗りの乗用車の列の間を通り、一ひと際きわボロボロのオープンカーに目をやる。

　思わずタイヤを蹴け飛とばそうかと思ったロベルトだが、どうやら支持母体の自動車会社製のようなので思い留とどまり、ドアを開ける。

　キーを差した所で、若い女性店員が彼の後を追ってきた。

『やべーやべー。手続きミスるトコだった！　おい若手芸人、一応決まりで免許証の情報入力しなくちゃならないから貸してくれよ』

『社会保障番号じゃ駄だ目めなのかよ？』

『免許証だ』

『……面倒臭くせえな。今度法案提出するか』

　ブツブツ言いながら、ロベルトは財布の中から一枚のカードを取り出す。女性店員は携帯電話のお財布機能に使うような読み取り機をこちらへ向けた。

　ロベルト＝カッツェはそこへ免許証をかざす。中のＩＣ情報を機械が読み込んだ事を確認すると、若い女性店員は満足したように頷うなずき、

『よしよし、と。お名前はロベルト……ロベルト＝カッツェ。住所は、ほ、ほわいとはうす？　お、おい、ちょっとこれって、おい!!』

『もう良いかねニヤニヤ』

『名前まで変えたのかよ!?　ホワイトハウスなんて名前のアパート良く見つけたな！　しかもきちんとワシントンＤ．Ｃ．で！　随ずい分ぶん気合いの入ったモノマネ芸人だなおい!!』

『死ぬまでそう思ってやがれよ!!　うわあああーん!!』

　涙目で車を発進させる現職大統領。見送る女性店員の『うぃーせーぶわーるど!!』のモノマネは完全に人を小こ馬ば鹿かにしていた。

　レンタカー会社の敷しき地ちから出ると、ロベルトは片手でハンドル操作しながら、もう片方の手で助手席に置いたアタッシェケースを開ける。厳密には、ケースの形をしたコンピュータだ。中にまとめてあったケーブルを、カーナビ用の機材へ繫つなげていく。

　インペリアルパッケージ。

　政府関係のクラウドシステムの全すべてに、大統領権限でアクセスするための装置である。各省庁への命令や弾道ミサイルの発射準備も、これ一つで済ませられる。当然ながら、各種生体認証で現職大統領にしか扱えない代しろ物ものだった。

『……ここ最近で怪しくなっちまった連中のアクセス状況を確認』

　例えば、インフルエンザの流行している地域では、検索エンジンでインフルエンザと入力する回数が増加するのだそうだ。これを逆手に取れば、検索エンジンの検索回数からインフルエンザの拡大状況を調査する事もできるようになる。

　ロベルトがやっているのもそれと同じ。

　ただし調べているのはインフルエンザではなく、怪しい人間達の目的の予測。

　ロベルトには、この怪しい動きをする人間達について、総数としての敵が増えているのか、敵の都合に合わせてその都つ度ど目的に近い人間を操っているのか判断はつかなかった。

　ただし一度でも怪しい素そ振ぶりを見せた人間は、何度でも善悪を切り替えるように再び怪しくなると考えなくてはならない。

　目に見えないだけで、これは明確な攻こう撃げきであるはずなのに。

　駒こまにされている人達には、それぞれの人生があるはずなのに。

　彼らを乗っ取った誰だれかは、彼らを乗っ取る事で、彼らにしか触れられない情報に触れようとしている。それが何かを探る事ができれば、『本当の黒幕』の狙ねらいが把は握あくできるようになるという訳だ。

　インペリアルパッケージで閲覧できる機密クラウド内で、本来の業務とは関係なくアクセスの集中している箇所を探し出す。

　ロベルト＝カッツェは小さく舌打ちした。




『……やっぱオアフ島で保管している「起爆剤」か』




　米国内の軍事研究施設で開発されていた極ごく秘ひ装備。

　扱い方次第によっては一度に数十万人の命を奪える特殊な設備。

　その利用方法とハワイ諸島という立地を思い浮かべ、大統領はハンドルを握る手に自然と力を込める。







（一一月一〇日、オアフ島、グリーンカフェイワマキ、テーブル備え付けのタブレット端たん末まつのカメラの映像より）







　空港近くにあった日本茶専門の喫茶店では、場の雰ふん囲い気きに似合わないフットボールの試合中継が延々と垂れ流されていた。ただ大手放送局がチームの経営権を買収してからは全試合が無料放送されるようになったようで、周りの客の反応は上々である。薄うす型がたテレビの枠にも厚紙を切って作った吹き出しが貼はり付けてあり、英語で『メディア王オーレイ＝ブルーシェイクに拍手を！』と書かれている。

　上かみ条じよう当とう麻まは周囲の大音量で聞き逃さないように気をつけながら、バードウェイからの連絡を受けていた。携帯電話はスピーカーフォンにしてあり、それは浜はま面づらや黒くろ夜よるも聞いている。

　上条としてはインデックスのお土産みやげ（食べ物限定）は何が良いか尋ねたかった所だが、どうもバードウェイからの話はきな臭くささが七〇〇％ぐらい増していて、それどころではなさそうだ。

　ちなみに黒くろ夜よるは突然現れた上かみ条じように萎い縮しゆくしており、浜はま面づらはそんな黒夜を見てブルブル震ふるえていた。

『サンドリヨンを仕留めた結果、群集に紛まぎれていたグレムリンの別の魔ま術じゆつ師しを引きずり出す事に成功した。新しく出てきたのは人間が人間を操るタイプの魔術師だな。この手のヤツはセオリー通り、本人は表舞台には上がってこない。いかにしてスポットライトを浴びせるかが最大の勝負ってトコか』

『こっちの手は？』

『釣りの時間ってヤツさ』

　バードウェイは電話の向こうで楽しそうに言う。

『この手の魔術師が一人しか操らないなんて事はまずありえない。操る人数が増えれば増えるほど戦力は増す訳だし、その辺の一般人にまで手が及んでいると考えた方が良い。身の回りの事は全部任すぐらい派手にやるもんさ。自分が矢や面おもてに立たないのは力不足へのコンプレックスである可能性も高いからな。その分を数で補おうとする訳だ』

　従って、と彼女は付け足し、

『まずサンプルを採取する。グレムリンに操られている哀あわれな被害者を二、三人ほどな。そしたら、そこから術式を解析、逆算する。どういう条件が揃そろうと操られるのか、術者と被害者の間はどういう方式のラインで繫つながっているのか。それが分かれば相手の位置を辿たどる事もできるし……魔術的な手順で、直接「逆ぎやく襲しゆう」に出る事もできる』

『それはもちろん、相手側には知られない形で調査した方が良いんだよな』

『当然』

『もしも相手がハワイの外にいたら？』

『居場所を探知されている事実すら伏せるのさ。そうすれば時間はかかるが、くつろいでいる馬ば鹿かを奇襲できるのは同じだ。あるいは、わざと何度かしくじっても良い。馬鹿が逃げるたびに新しい隠れ家を教えてくれる。そのたびにグレムリンの戦力と財産は失われていく。途中で馬鹿がグレムリンに怪しまれるかもしれないが、上う手まく間違ったヒントを与えて寝返ったスパイだと思わせ、仲間内で同士討ちをしてくれれば完かん璧ぺきだ。その頃ころにはグレムリンの他メンバーの素す性じようもいくつか割れているだろうから、「探知先」は乗り換えているさ』

『……えげつないな』

　拳こぶしで直接殴なぐり合ってその日の内に決着をつける上条とはまた違った戦い方である。

　正直、純粋に手放しで賛成したいとも思えないやり方でもある。

　とはいえ、ならどうするかと問われれば答えを返せないのも事実だった。

『俺はどうすれば良い？』

『そこで座ってくつろいでろ』

　電話越しにバードウェイは適当な調子で言った。

『ヒーローは他にもいるさ。お前と違って裏方が得意なヒーローがな』







（一一月一〇日、オアフ島、ホテルファイアフライ前、観光客のビデオカメラの映像より）







　よほど陳ちん腐ぷなホテルでもない限り、こんなクソ暑いホノルルであっても建物の出入口の前にはドアマンとポーターは突っ立っている。後は客の車を地下駐車場へ送り届ける運転手がついていれば三点セットの出来上がりだ。

　だがその手のサービスには必ずチップが必要になる上、ホテル専用の駐車場はかなり金がかかる事も多い。よって、ホテルの周囲にもっと割安の有料駐車場が（勝手に）併設されていたり、下へ手たをすると違法駐車の列などが出来上がっている事も珍めずらしくない。

　こんな人の出入りの多い観光地で車を野ざらしにするのは危険極きわまりないのだが、やってくる観光客の大半は島の外の人間で、車も『借り物』であるケースが多い。事前にチープな保険に入っておけば、窓を割られる程度は痛くも痒かゆくもない。そして、流石さすがに貴重品を車内に残してホテルに泊まる馬ば鹿かはいないのだから、手荷物の盗難の危険もない訳だ。

　エドワード＝トーキーは、そんな違法駐車の車の一台からゆっくりと降りる。

　少なくとも量販ではないクラスのスーツを纏まとう白人の男だが、ハワイの熱気の前に、早々に自己のスタイルを放ほう棄きしつつある。ネクタイは緩ゆるめ、上着は脱いで腕に引っ掛けていた。この分だとあと一時間でワイシャツの袖そでをまくりそうな勢いだ。

　しかし。

　ホテル一面のガラスに反射する形で照りつける眩まばゆい光を受けても、エドワード＝トーキーは顔の前に手をかざす事もなければ、目を細める事すらしなかった。瞳どう孔こうに変化がない。瞬まばたきの回数は、ストップウォッチのカウントのように正確だった。

　彼自身は観光客ではなく、商談でこの島へとやってきた。

　海洋深層水の安定的採取と、それを基にした健康飲料の製造・販売を行う基盤作りの第一歩として、地元の漁業組合と話し合うのだ。

　このホテルの一室で具体的な値段の交渉に入る『事になっていた』。

　四九一一号室で商談するのも『正確に覚えていた』。

　実際には商談を行うホテルの名前は違うものだったし、問題の四九一一号室は別の宿泊客が利用していた。しかし大口の契約書と小切手をアタッシェケースに突っ込んでいるエドワード＝トーキーは、部屋の中に見知らぬ者ローズラインがいると分かればこう判断するだろう。

　大金目当ての強ごう盗とうだと。

　そして銃大国アメリカの場合、身を守るためとっさに取るべき行動は『逃げる』だけではない。事実、彼のズボンのポケットには銃身四インチのリボルバーが突っ込んであった。

　たった一つの情報。

　その組み換えと、そこから派生する数々の連れん鎖さ反応。

　自らの行動に微量の作為を割り込まれている事に気づかず、ビジネスの拡大を予感して鼻歌さえ漏もらすエドワード＝トーキーの元へ、




　真上から、ホテルの壁面に取り付けられた電光掲示板が勢い良く落下する。




　轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　周囲の人々は呆あつ気けに取られ、やがて大おお騒さわぎになった。ホテルの従業員は持ち場である出入口から離はなれるかどうかわずかに躊ちゆう躇ちよしたようだが、建物の中から出てきた上司に後押しされる形で、慌あわてて落下地点へと走っていく。

　しかし即座にひしゃげた電光掲示板がどけられる事はなかった。

　電源は切れているはずだが、内部の回路や電子パーツにはまだいくらか電気が溜ためられているのか。近づこうとした従業員達を拒むように、大きな火花が炸裂したのだ。

　誰だれかが呼んだのか、救急車のサイレンが聞こえてきた。

　実際にレスキューの手で電光掲示板が移動したのは、そこから二〇分後の事だった。

　そして、

『何だ？』

　レスキューの隊員が怪け訝げんな声を発する。

　電光掲示板は取り除かれた。砕けて亀き裂れつの走ったアスファルトが、激突時の衝しよう撃げきを物語っていた。

　だが、それだけだ。

　そこで押し潰つぶされているはずのエドワード＝トーキーが、忽こつ然ぜんと消えていたのだ。







（一一月一〇日、オアフ島、地下下水道雨水管、災害時水位観察用カメラの映像より）







『これで三人目』

　哀あわれな『被害者』をマンホールから下水道に引きずり込んだ一方通行アクセラレータが呟つぶやくと、バードウェイは満足そうに頷うなずいた。

『数は揃そろった。良い仕事だったよ』

『本当に操っている野郎にはバレねェのか？』

『多分な』

　雨水管とはいえ腐った泥などで結構な匂においが充満しているのだが、バードウェイに気にした様子はない。外見とは違い、過か酷こくな環境に慣れているのかもしれなかった。

『こいつらを操っている魔ま術じゆつ師しは、おそらく被害者の五感を使って情報を集めている。だから下へ手たに襲しゆう撃げきすればその事がバレる訳だが……逆に言えば、自然な形で意識を失えば、ヤツは危機を抱かない』

『言い切れンのかよ？　対象が意識を失っても目玉を動かし続けている可能性は』

『ないとは言い切れないが、前例がある』

『前例？』

『サンドリヨン。そんな機能があるなら、倒れた後も情報収集を続けている。私達への対策を講じるためにな』

　だが実際にそれはなかった。

『術式の解析さえできれば、哀あわれな被害者を操っているヤツの居場所を辿たどる事も、一般人に混じって私達を襲おそおうとしている手て駒ごまを割り出し、一〇〇％完かん璧ぺきな防備を敷しく事もできる。率直に言えばチェックメイトだな』

　意識の外にあるその他大勢の一般人からいきなり攻撃を受けるから脅きよう威いなのであって、真っ向から『敵』として認識できる状況さえ作ってしまえばその問題は消える。バードウェイや一方通行アクセラレータは拳けん銃じゆうを恐れるような人間ではないのだ。

『……って事は、今までは一〇〇％じゃなかったのか？　自信満々にただの一般人を襲ってた可能性もあったと？』

『目くじらを立てるなよ。今のままでも十じつ中ちゆう八はつ九くは正解だ。それを一〇〇％に上げようと言っているだけさ』

　さて、とバードウェイは呟つぶやく。

　雨水管の左右には作業員の移動用通路が備えられていたが、その薄うす汚よごれた通路に三人の『被害者』が寝かされていた。

『それじゃ、材料も揃そろった所だし、具体的な解析に入るか。魔術について学ぶ気があるなら見学でもしていくと良い』







（一一月一〇日、オアフ島、ショッピングモール・コーラルストリートの喫煙所、魔術師の持つ携帯電話のカメラの映像より）







　最近の携帯電話の奇怪な点と言えば、カメラレンズの数が増殖している所だ。

　普通に撮影するために電話の裏側についているレンズ、テレビ会議などで自分を映すために電話の表側についているレンズ、さらに３Ｄ撮影用だの何だのでレンズは増える一方だ。その内、携帯電話全面に盛られたビーズのように、カメラレンズが本体を埋め尽くす日も来るのではないかと思ってしまう。

　携帯電話を表に裏にと引っくり返しているのは、一五歳ぐらいの少女だ。短い金髪に白い肌。緑を基調としたタートルネックとミニスカートに、膝ひざ上うえまである分厚いブーツ。頭には木々の枝で作ったヘアバンドのようなものがある。ガラスとコンクリートの構造物からはどこか浮いたイメージのある服装だ。

　彼女は明らかに多機能携帯電話を持て余していますと言った表情で、いつまで経たっても使い慣れない精密機器へ声を投げかける。

『ええ、ええ。なんか失敗ちゃんみたいですね。襲しゆう撃げき者しやエドワードの意識は途切れ、ホテルファイアフライ四九階の一室は未いまだに無事。げっ、電光掲示板の騒さわぎを聞きつけて移動する方針になったっぽい。やっぱ補佐官グループ襲おそうのは現実的じゃないみたいっすよ？』

　明らかに敬語に慣れていない口調だった。

　それで相手を怒おこらせる事も、怒らせるとどうなるかも全く考こう慮りよしていない声こわ色いろでもあった。実際、彼女には自己に降りかかる危機を回かい避ひするだけの腕もある。

　主に、他人を盾たてにする形によって。

『はいはい、分かってますって。空港のアレは確かにまずかったですけど、免めん疫えきちゃんを機能させないと計画の骨こつ子しまで腐っちゃいますよ？　ま、連中ちゃんの規模と本気度は摑つかめたんですし、今後のためのプラス要因だってあります。問題はありません』

　魔ま術じゆつ師しは合理的に状況を分析しているというよりは、適当に電話の相手をなだめるために言葉を並べ立てて、

『そんじゃ予定通り。回り道のボーナスステージは飛ばして本編の「起爆剤」だけ頑張りますよっと』

　言うだけ言った魔術師の眉まゆが、微かすかに動く。

　電話の向こうから聞こえる声に、初めて興味を示したようだった。

『うわー、そうか、やっぱそうか。いや都合が良過ぎるかなとは思ってたんですけどね。やっぱ横よこ槍やり入れられてたかー』

　魔術師はあんまり気にしていないような口ぶりで言う。

『まー感謝してますって。私だけだったら考えすぎかなって否定してたトコですもん。確証ちゃんってのは大事です。推理ちゃんじゃなくて確証ちゃん。ええ、ええ、そっちも何とかします。そんじゃ』

　携帯電話の通話を切ると、手の中でくるくると回し、それをポケットに突っ込む。

　禁煙プロモーションは世界的に流は行やっているらしく、この喫煙所にも人はいなかった。壁かべ際ぎわにはグロテスクな精子の写真が大写しになっていて、『数が減ります』と書かれているのも一因だろうか？

　そんな中、魔ま術じゆつ師しは肩をすくめて振り返った。

　そこには、一人の男が突っ立っていた。軍隊経験者と思おぼしき、強きよう靭じんな筋肉に包まれた黒人の大男だった。

　彼女が操っている人間の一人。他と比べれば多少は手の込んだ者の一人。

　魔術師は言う。

『という訳で、よろしくお願いね、ミスター裏技ちゃん』







（一一月一〇日、オアフ島、ショッピングモール・コーラルストリート、東側エントランス付近の防犯カメラの映像より）







　レイヴィニア＝バードウェイは自信満々にこう言っていた。

『なぁに。相手の術式を割り出すためのデータはすでに採取した』

　彼女がひらひらと振っているのは、一枚の紙切れだ。ちょっとした賞状ほどのサイズで、しかし分厚く、表面はざらついている。パピルスだよ、とバードウェイは呟つぶやいた。王族用の副葬品を応用した『商品』を、植物関連の専門家から買い付けていたらしい。

『あとは時間がヤツの弱点を露ろ呈ていする。自動作業完了までおよそ一時間。こうしている今も少しずつ情報は開かい陳ちんされている。例えば、被害者とヤツを繫つなぐラインは何か。ヤツはどこから被害者達を操っているか、とかな』

　一方通行アクセラレータは現代的なデザインの杖つえをついてショッピングモールの中を歩きながら、それらの言葉を聞いていた。

『具体的に言えば、ロシア成教崩れだな』

『ロシアだと？』

『ヤツらは妖精の名を冠した術式を振るう。こいつの場合はレーシーかね。森の支配者、そこに住む全すべての動物達の王。サンドリヨンが制御を預けた時、赤の何とか、黒の何とかって言っていただろう？』

『それがどォした』

『ありゃルーレットだな。賭かけ事だよ。レーシーってのは森の動物を賭けてギャンブルをするのが好きなんだ。当然、負けた方は勝った方に動物の支配権を奪われる』

『……、』

『今回の場合、レーシーは周囲の環境を「森」とみなし、そこに住む人間を「動物」とみなして操作しているんだろう。その条件までは摑つかめないが、それも「まだ」という話だ。すぐに解析術式が条件を浮き彫りにするさ。それでおしまいだ』

『「まだ」終わってもいねェのに、随ずい分ぶんと余裕じゃねェか』

『今のままでも十じつ中ちゆう八はつ九く、操られている被害者の割り出しぐらいはできるんだ。奇き襲しゆうがあったとして、それが成功する確率はほぼゼロさ』

　そう言っていたはずだった。

　しかし、




　パパンパパパン!!　という乾いた銃声が連続した。

　バードウェイの背後から。

　わずか五メートルの位置から。







（一一月一〇日、オアフ島、ビーチサイド、幹線道路の速度違反者監視カメラの映像より）







　ボロボロのオープンカーを走らせるロベルト＝カッツェの真横から、一台のステーションワゴンが猛スピードで突っ込んだのはバードウェイ襲しゆう撃げきとほぼ同時だった。

　二台の車は道から大きく外れ、等とう間かん隔かくで植えられていたヤシの木の一本に激突し、大統領の頭の上にはココナッツまで降り注いできた。

『ぐえっぷ……い、良いね。いかにもハワイ的じゃねえの。絵日記に書いたらかえって疑われそうなシチュエーションだな』

　車体はぐしゃぐしゃにひしゃげていたが、ステーションワゴンが突っ込んできたのは助手席側からだった。運転席は無事である。インペリアルパッケージが気になったが、一応は有事使用を前提に設計されているためか、驚おどろくほど頑丈だった。傷一つない。

　とりあえずアタッシェケースを閉じ、開かないドアを無視して飛び越える形でオープンカーから降りる大統領。

　慌あわてて近づいてきた観光客を片手で制し、ロベルトはステーションワゴンへ近づいていく。

『真横から全速力なんて、手慣れてねえな』

　あれだけの衝しよう撃げきでも、ステーションワゴンのフロントガラスは割れていない。そしてスモーク仕様だった。カタギの車じゃないな、と予想しつつも、ロベルトは運転席のドアの方へ向かい、窓の奥を覗のぞき込むような格好で言う。

『思いっきりぶつけておいて、さらう側が気絶してどうすんのよミスター？』

　応じるように、運転席のパワーウィンドウが真下に下がった。

　そしてオートマチックの拳けん銃じゆうを握った右手がにゅっと出てくる。

『……だがそんな俺でもアンタを殺せる。銃と引き金を引く指があれば誰だれだって暗殺者になれる』

『オイやめてくれよ。ウォー＆セーフティ社とか国内最大手が作った拳銃じゃねえの。何が悲しくて支持母体の商品に撃うち殺されなくちゃならねえんだ。葬式でクレームが届くぞ。社のイメージを悪くしないでくれってな』

　うんざりしたように言ったロベルト＝カッツェは、そこで気づいた。

　未いまだにエアバッグに上半身を預けている男の目に。

『……ミスター、アンタ操られてねえな？』







（一一月一〇日、オアフ島、ショッピングモール・コーラルストリートの喫煙所、魔ま術じゆつ師しの持つ携帯電話のカメラの映像より）







　携帯電話を取り出して時間を確認している魔術師の耳に、遠くから乾いた銃声と、野や次じ馬うま達の悲鳴が聞こえてきた。

『やると決めたらトコトンぶっ飛んじゃうのが素人しろうとちゃんの怖い所だよねえ』

　その呟つぶやきは独り言ではなかったが、答えは返ってこなかった。

　魔術師の隣となりには、一〇歳前後の黒人の少女が突っ立っていた。

　彼女の右手にはマイナスドライバーが握られており、その先せん端たんをこめかみに突きつけた姿勢のまま、少女はピタリと静止していた。

『それにしても、おっかないねえ』

　魔術師はささやく。

『この子が自分の頭を凍らせたオレンジみたいにザクザクやりますよって言っただけで、あそこまで覚悟が決まっちゃうなんて』

　バードウェイは魔術師の術式を解析していた。

　レーシーの逸いつ話わを利用し、森の動物達の支配者という役割を拡大させて人間を操っている事も摑つかんでいた。

　実際、魔術師がレーシーの術式で操っている人間をバードウェイに向かわせても、術式や魔力の痕こん跡せきなどを感知されてしまい、その懐ふところへ近づく前に排除されていただろう。

　魔術師が魔術で操っている人間はバードウェイに近づけられない。

　これが大前提。

　しかし。

　人間を操るというのは、一種類だけを指すのではない。

　例えば。

　ある父親の娘を操る事で、その父親に正気を保ったまま命令を飛ばす事だってできる訳だ。

『そっちの腕も相当優すぐれているでしょうけど、だからこそ隙すきだって生まれる。この場合、「私の術式の有無」で危険の判定を行っているあいつの警戒網もうは素通りされる』

　ニヤリと魔ま術じゆつ師しは笑う。

　黒人の少女の他にも、この喫煙所には何人かの子供達が集められていた。

　そのいずれもが、いざという時の『裏技に使う人質』として機能するものだ。

　魔術師は、人質の数だけ『裏技』用の捨て駒ごまを用意している訳である。例えば、大統領のロベルト＝カッツェを狙ねらっている犯行ルートなどが当てはまる。

『そして、素通りしてしまえばそれまで。魔術師だろうが何だろうが、基本的には銃弾一発で死亡する人間から出発している訳だしねえ』

　駄だ目め押おしなのか、それとも駆けつけた警官が少女の父親を射殺したのか。さらに連続して銃声が炸さく裂れつする。だが、どっちにしても同じだ。完全に無防備な状態から最初の一発目をもらった時点で、結果はもう見えている。







（一一月一〇日、オアフ島、ショッピングモール・コーラルストリート、東側エントランス付近の防犯カメラの映像より）







　背中に無数の銃弾を叩たたき込まれたレイヴィニア＝バードウェイがショッピングモールの磨みがかれた床へ倒れ込む。さらにそこへ、黒人の大男が拳けん銃じゆうの銃弾を次々に発射していく。

　呆あつ気けに取られた観光客達が、慌あわてて事件の中心から全方位へと逃げ出した。

　怒号と悲鳴が爆発した。

　一方通行アクセラレータは、目を見開いて現在も続く事態に見入っていた。

　黒人の大男は震ふるえていた。二つの目からは涙がこぼれていた。それでいて、その手に躊ちゆう躇ちよはなかった。空からになったマガジンを捨て、さらに新しいマガジンを差し込んでいく。

　そこで、ようやく第一位が我に返った。

　首筋の電極のスイッチを操作する。その名の由来となった最強の超能力レベル５が発動する。その手首をへし折り、続く手で首の骨も砕こうと考えた彼の耳に、

『や、やべぇー。危うく感動的に死ぬトコだった』

　むくりとバードウェイが顔を上げた。

　黒人の男は尻しり餅もちをついて何かを絶叫した。その胸板に蹴けりを突き込みながら、一方通行アクセラレータは思わず大声で尋ねた。

『何してやがンだ!?』

『いざという時の身代わりなんぞ基本中の基本だろ。そもそも近代西洋魔ま術じゆつなんて古い自分を殺して新しい自分に生まれ変わらせようなんて恥ずかしい事言ってやがるんだぞ』

　バードウェイが懐ふところから取り出したのは、タロットカードの大アルカナの一枚、『吊られた男ハングドマン』と呼ばれるカードだった。木の枝から逆さにぶら下がった男のカードだが、そのあちこちに風穴が空あいている。

　そしてバードウェイ自身は一滴の血も流していなかった。

『クロウリーのタロットに当てはめれば、一つの時代としての「神の子」の死の象徴が対応する。本来は処刑の話とは違う象徴だが、意図的に曲解させれば特に「体に突き刺す」事には滅めつ法ぽう相性が良くなる。……私だって銃大国へ足を踏ふみ入れる時は防弾装備ぐらいしておきたいと思うさ。ただ、分厚い防弾ベストで汗だくになるのは勘かん弁べん願いたいがな』

　さてと、とバードウェイは呟つぶやき、

『私が死んだと思って怒いかりと悲しみのあまり真の力に覚かく醒せいしかかっているのは分かったからその男を離はなしてやれ』

『……能力開発はそンなアバウトじゃねェよ』

『そいつを小突いても黒幕へのヒントにはならない。術式を逆算するための情報はすでに入手しているし、その男はそもそも魔術師に操られてすらいない』

『なに？』

『間接的手段ってヤツさ。とはいえ、多少驚おどろいてはいるがね。私が人を褒ほめるのは珍めずらしいから覚えておきたまえ』

　怪け訝げんな顔をする一方通行アクセラレータを無視して、バードウェイは大おお股またで黒人の大男へ近づいていく。大男はとっさに拳けん銃じゆうを両手で構えた。それが『自分のやるべき事』を思い出したからか、単に得え体たいのしれない怪物に近づかれる事に危機を感じたかは知らないが。

『魔術師の手法が「人を操る事」にのみ特化しているのだとすれば、後の想像は容易だな。大方、自分の身内を操られて脅きよう迫はくされているんだろう？』

『っ!?』

『私はどっかの熱血バカじゃないから、面倒な手順を踏んだ会話はしない。親身になって相談に乗ったりもしない。極きわめて率直に、事実だけを話そう』

　いつ銃弾が発射されるかも分からない状況で、バードウェイは仁に王おう立だちのまま言葉を突き刺していく。

『今ならまだセーフだ』

　彼女は自分の薄い胸むねを親指で示し、

『だが、次はない。どんな理由があれ、どんな事情があれ、その引き金を引けば、今度こそ私は死ぬ。今、お前の全身を襲おそっている震ふるえが、取り返しのつかない事実へと変わる。二度とやり直せなくなる。良いか、こんな幸運は普通ないぞ』

　ギン、と。

　恐るべき眼光でもって、『被害者』は『加害者』へと語りかける。

　明らかに、その一線を越えた味を知っている者の口振りで。

『……それでもまた、撃うってみるか？　お前がお前に叩たたきつけた衝しよう撃げきを、もう一度最初からやり直してみる度胸はあるか？』

　黒人の大男の震えが最高潮に達した。

　ここに来るまでに様々な覚悟を決めてきたのだろう。それを行うための正当化を、自分の中で何度も何度も繰くり返して、積み重ねてきたのだろう。

　実行し、しかも失敗した時点で、トランプのピラミッドは完全に崩ほう壊かいした。

　冷静に一から積み直せば、身内が今まさに突きつけられている状況を思い出して理論武装を固めていけば、再びバードウェイを撃つ事ができるかもしれない。だが、震えた指でトランプを積んでいく事はできない。撃ってみて初めて分かる衝撃を知ってしまった黒人の大男は、もう奇き麗れいごとで他人の命を勝手に天てん秤びんに乗せる事ができなくなっている。

　どうしようもない絶叫が炸さく裂れつした。

　それは行き場のない未来への怒いかりのようにも聞こえ、自分の手で確かに傷つけたバードウェイへの贖しよく罪ざいのようにも聞こえた。

　大男は目一杯開いて咆ほう哮こうを発していたその口へ、拳けん銃じゆうの銃口を突き入れた。

　一方通行アクセラレータとバードウェイの二人は同時に蹴けりを放ち、その拳銃を弾はじき飛ばし、大男を今度こそ完全に気絶させた。

『やりすぎだ』

　バードウェイは短く言ってから、口調を意識的に切り替えた。

『さて面倒な事になってきたな。もう「吊られた男ハングドマン」もないし』

『今のはオマエの不注意だろ』

『そうでもない。あれは「私が相手の術式を解析している事を知っていて対策を練っている」アクションだった。だが、グレムリンはその根拠はどこで得た？　私のやり方は完かん璧ぺきだったし、お前の回収作業にも不ふ手て際ぎわはなかった。にも拘かかわらず』

『……、』

『楽しくない状況だ。だが調べてみれば楽しいものが出てくるかもしれない』







（一一月一〇日、オアフ島、ビーチサイド、幹線道路の速度違反者監視カメラの映像より）







　ロベルト＝カッツェに指摘され、運転席の男は拳けん銃じゆうを突きつけながらも、わずかに身じろぎした。それはもしかしたら頷うなずこうしていたのかもしれない。

　やがて、襲しゆう撃げき犯はんは口を開く。

『……だったらどうした』

『となると、大方、人質でも取られてんのかな。そいつはミスターの恋人か、あるいは子供か』

『だったらどうした!!』

　改めて銃口を向け直しながら、襲撃犯は叫ぶ。

『どんな事情を抱えていようが何だろうが話は変わらない！　ついてこいよ。アンタの身柄さえ確保できれば、この国がどうなろうが俺の家族は守れるんだ!!』

『……おいおいミスター。本気でまっとうな取引なんて成立するとでも？　そもそも最初の時点から、誠意なんてもんをぶっ飛ばしてミスターを脅きよう迫はくしてきやがったような輩やからが？』

『知るかよ。知らねえよそんなもん!!　可能性なんて一％もありゃ十分だ！　このまま放っておけばあの子は確実に殺されちまう!!』

『良い言葉だ』

　大統領はニヤリと笑った。

『だがね、その言葉は破れかぶれで使うべきじゃねえ。一％の可能性を信じるなら、もう少しマシな選せん択たく肢しに身を預けてみるべきじゃねえのか？』

『うるせえ。うるせえんだよ!!　この銃口が見えねえのかよ！　アンタはただブルって俺の命令だけ聞いてりゃ良いんだ!!　頭のおかしい連中に弟の娘がさらわれている。込み入った話になるが、俺の死んだ妻が命いのち懸がけで守った命だ。こんな所で失わせる訳にはいかねえ。そもそも、アンタら警察だの政府だのがしっかりしてりゃあ治安もこんなに悪くはならなかったんだ!!』

　男が言っているのは、漠然とした犯罪への憤いきどおりと、それを止められない治安維持機関への不満でしかないだろう。明確に事件に巻き込まれながらも、『敵の正体』を看破しているとは思えない。

　だが、ある意味で、彼の言葉は今のアメリカの現状、その危機を正確に射い貫ぬいていた。

　加害者にして被害者からの言葉。

　その言葉の中にある運命の皮肉を嚙かみ締しめながら、しかし大統領は言う。

『ミスター』

　大統領はゆっくりとした動作で動いた。

　銃口を完全に無視した挙動だった。

『君と人質になったベイビーに対しては率直に謝罪しよう。殺人事件が起きても絶対に謝るなと教育されるこの国で、なお率直に頭を下げよう。その上で言わせてもらう。ミスターの見たものが、俺が戦うべき本物の敵だ。それを叩たたき潰つぶすまで俺は絶対に止まる事はできねえ。何な故ぜなら俺はこの国の大統領だからだ。国民の命と自由を守るのが俺の仕事だからだ』

『ふざけんな……。テメェらが俺達の命なんかいちいち考えるかっ!!　投票前でもねえのに格好つける必要はねえんだぜ。俺だってテメェみてえな政治屋に善意なんか期待しちゃいねえんだからよお!!』

　ぶるぶると震ふるえる銃口。

　しかしロベルト＝カッツェの表情は変わらない。

　彼は事故車の運転席のウィンドウ、その枠に両りよう肘ひじを突き、車内を覗のぞき込む。運転席の襲しゆう撃げき犯はんが思わず拳けん銃じゆうを引っ込めて距きよ離りを測り直そうとするほど、無造作な動きだった。

　ロベルトは構わず続ける。

『昔話をしてやろう。俺の死んだ親おや父じの言葉だ。強い男になれってのがそいつ口くち癖ぐせでね。飲んだくれで手の付けられねえ馬ば鹿か野郎だったが、そのフレーズを言う時だけは、目ん玉の中にまっとうな光が宿っていたのを覚えているよ』

『……な、んだよ。それが……』

『だから俺はとりあえず最強の力とやらを求めてみた。その結果が今の地位、合衆国大統領さ』

　ロベルト＝カッツェは小さく笑う。

　笑いながら、拳銃を握る襲撃犯の目を覗き込む。

『さて質問だミスター。その強い男ってのはよ、我が身可愛かわいさに非道な命令に従うヤツを指すもんかね。地位と権力で上うわっ面つらだけを飾り立てているだけで、拳銃一丁見ただけでブルって小便漏もらすような男を指すとでも？　こうして守るべき国民が窮きゆう地ちに立たされて、何の罪もねえお子さんが人質に取られているってのに、たかが一発の鉛なまり弾だまに怯おびえて見捨てるようなチキン野郎になるのが俺の夢だとでも？』

　束つかの間ま、襲撃犯は現実を見失った。

　自分が拳銃を持ち、自分の方こそが場の支配権を握っている事を忘れていた。

『答えてくれ、ミスター』

　合衆国大統領、ロベルト＝カッツェの声だけが続く。

『俺の掲げる強い男とは、こういう心底ムカつく場面でどう動くと思うよ？』







（一一月一〇日、オアフ島、政府専用車、車載カメラの映像より）







　黒塗りの高級車の車内には小型の冷蔵庫も、キンキンに冷えたシャンパンも備えられていたが、ローズライン＝クラックハルトという女性は手を出さなかった。正確には冷蔵庫の扉に手は伸びたが、秘書の視線を感じて公務中だという事を思い出させられたのだ。

　高級車は外周に沿う形でロの字に革張りソファが設置されており、中央にはこれまた高そうなテーブルがあった。ローズラインはテーブルの上にあった雑誌を手に取り、表紙に大統領の顔写真がデカデカと掲載されているのに気づくと、適当に放り投げる。

　思わず両手で受け取った秘書の一人が、偶然開いたページに目をやってこんな事を言う。

『この、親おや父じの死因がガンだったから、同じ苦しみを与えないよう医い療りよう改革を進める覚悟を決めたっていうのは本当なんですか？』

『んな訳ないだろ。いつものホラだ。というか、大統領の話を真に受けたら父君は八〇回以上死んでいる。一〇〇回超えたらパーティ開こうと思っている所だよ』







（一一月一〇日、オアフ島、ビーチサイド、幹線道路の速度違反者監視カメラの映像より）







　ロベルト＝カッツェの前で、震ふるえる手を動かし、襲しゆう撃げき犯はんは銃口を下ろした。

　大統領が何かをした訳ではない。さらに強力な武器を取り出したのでもない。

　彼はただ、ある事を呟つぶやいたのだ。

　それは襲撃犯の両目を見開かせ、戦せん闘とう意欲を削り取るには十分な破は壊かい力りよくを秘めた言葉だった。

『なん、だって……？』

『だからさ、どうせ同じ一％に賭かけんならよ。犯人のクソ野郎に従うより、俺達の手で人質の子を助けちまわないかって言ったんだ』

『噓うそだ。出任せを言ってこの場をしのぐ気か。だったら』

『勝算はあんだよ』

　大統領の言葉は、一撃で襲撃犯の疑念を叩たたき伏せる。

『俺も俺で、本土にいた頃ころからヤツの手て際ぎわに巻き込まれている。今日ついさっき遭そう遇ぐうしたばかりのミスターと比べれば、「傾向」ってものが見えちゃいるんだ。少しはな』

　そう。

　ホワイトハウス内も、上院や下院も、その他様々な機関や軍内部に至るまで、すでに『真犯人』の手は伸びている。

『目線だよ』

　大統領は言う。

『怪しくなった連中ってのは、こう、何に譬たとえるのかは難しいんだが……目つきがおかしくなる。俺が気づいた時もそうだった。有事金きん融ゆう保障法案の骨こつ子しを組み立てていた時だったかな。視線を感じたんだ』

『目線、だって？』

『シークレットサービス、第二秘書官、会見場に現れた新聞記者に、清掃のおばちゃんまでな。一人二人じゃない。所属や人種、年齢層、思想、宗教なんかに枠組みがある訳でもねえ。だが共通する。あの目線だ。一人一人が俺を見る時間は短いが、全体で絶え間なく俺を監視しているようだった。それが徐々に増えていって、いつしか数が逆転した。ホワイトハウスの中が不気味な連中で溢あふれ返ったのさ』

　大量の敵が生み出されているのか、状況に合わせて操る人間を選択しているのか、現象の詳細はオカルトに詳しくない大統領には不明だが、いずれにしても、『危険』な因子を抱えた人間が増殖しているのは同じ事だ。

　一度でも、一いつ瞬しゆんでもやられた人間は、再び『危険』な立場になる可能性が高い。彼らは元々悪い事をしている訳ではないはずなのに、だ。

『……感情の読めない、精気の欠けたような顔か？』

『ミスターんとこのベイビーもそんな感じか』

『もっと、なんていうか、茫ぼう然ぜんとしたみたいな印象があったがな』

　襲しゆう撃げき者しやの言葉を聞いて、ロベルト＝カッツェは息を吐はく。

『で、面倒臭くさくなったからホワイトハウスの外にいる連中と連絡を取って、事態の調査と必要ならその収拾にも入ろうとした。ところが、だ。怪しくなった連中ってのは、ホワイトハウス内に留とどまらない事を思い知らされた。ようは、ＮＳＡだのＣＩＡだのにもそいつらの影が見え隠れしていて、しかも日ごとに「危険」な行動をする人間が増殖していったって訳さ』

　そして、彼らが政府専用のネットワークを通して『起爆剤』の機密情報にアクセスしている事も、大統領は摑つかんでいる。

『どんなテクノロジーを使っているかは知らねえが、「黒幕」ってのは人間を操る。そしておそらく、自分が操っている人間の目を介して「黒幕」は情報を集めている』

　インペリアルパッケージで調べたところ、ミサイル研究施設の研究員や原子力潜せん水すい艦かんの乗組員までもが『起爆剤』に触れようとしていた。当然、そうした特殊な環境では携帯電話などは使えないようになっている。情報を仕入れても外部の『黒幕』に伝える手段がなければ意味はない。つまり、『黒幕』は『操っている人間に通信機器を使わせて情報を回収している』のではなく、『他人の五感と直接リンクしている』と考えられる。

『ここに勝算がある』

　ロベルトは言う。

『ミスターが完かん璧ぺきに操られているなら、何を隠そうとしたって「黒幕」に筒抜けになるだろう。だがミスターは違う。ミスターはただ人質を取られただけの一般人だから、「黒幕」はミスターの情報を知りようがない。ヤツの五感をかいくぐって奇襲を仕掛けられる可能性は、ゼロじゃあねえんだ』







（一一月一〇日、オアフ島、グリーンカフェイワマキ、テーブル備え付けのタブレット端たん末まつのカメラの映像より）







『と、上う手まくいけば良いんだがな』

　上かみ条じようは電話の向こうから聞こえるバードウェイの言葉に耳を傾ける。

　彼らも彼らで、無理矢理戦わせられている一般人を使って反はん撃げきのチャンスを得ようとしていたのだが……。

『私があっさり銃撃された所から分かる通り、襲しゆう撃げきの裏にいる魔ま術じゆつ師しは私達の居場所を探知する方法を持っている。だとすると、一般人がしくじった事も、人質が用済みになった事も知られている可能性がある。……おかげでさっきから傍かたわらの怪物が大荒れだ。あいつホントにヒーローだよな』

『何だよそんな事。そいつは周りの人間を操る魔術が使えるんだろ。だったら見張りを配置していたんじゃ……』

『だったらその見張りに気づいてる。術式の痕こん跡せきは追える状態だからな』

　バードウェイは遮さえぎるように言った。

『そもそも、見張りを立てるというのはどの範囲でだ？　私がこのショッピングモールへ来ると何な故ぜヤツは気づいている？　それとも、まさかハワイ諸島全域にくまなく見張りを配置しているとでも言うつもりか』

『……まさか、自前の魔術以外に別の情報網もうを持っているってのか？』

『少なくともオアフ島全域、おそらくハワイ諸島全域を走査できる方法。なおかつ、私のような魔術サイドのやり方をすり抜けるような手法……』

『つまり、魔術とは違う方式……科学サイドおれたちのやり方を利用した監視網』

　そこで、上条は周囲を見回した。

　心当たりは、店の片隅、天てん井じようの隅にあった。

『……カメラか……？』

『何にしても、対策を講じる必要があるな』

　バードウェイは二、三の指示を飛ばす。

　上条は眉まゆをひそめて、

『そんなので大だい丈じよう夫ぶなのか？』

『それは私の方こそ尋ねたいがね。正直、この問題については科学サイドの領分だろう』

　バードウェイは適当に言う。

　事態がどう転がろうが、前へ進むしかない。

　そういった意思を感じられた。

『……それにしても、その人達は巻き込んじまって良いのか？』

　上かみ条じようは慎しん重ちように質問した。

『俺達に銃を向けてくるっていったって、正体はただ人質を取られているだけの一般人だろ。魔ま術じゆつ師しの戦せん闘とうになんか耐えられるのか？』

『ハワイ諸島に潜ひそむグレムリンの排除を考えれば、ここで「人間を操る魔術師」を仕留めるのは必須だ。そして私がこうも簡単に襲しゆう撃げきを受けている所を見ると、どうやら私達の顔はある程度知られていると見て良い。……となれば、敵にとって死角となる所にいる人間に手伝ってもらうのが手っ取り早い』

　それに、とバードウェイは付け足し、

『どのみち、放っておけば人質は死ぬ。自分の正体を知られたくない裏方としては、人質を使って脅きよう迫はくしていた「実行犯」についても、最終的には処分したいと思うだろう。そうだな。人質に武器を持たせて「お前のパパを殺せ」ってささやけば、両方死んで一石二鳥じゃないか？』

　くそったれ、と上条は吐はき捨てた。

　スピーカーフォンで聞いている浜はま面づらの表情も険しくなり、黒くろ夜よる海うみ鳥どりは退屈そうだった。

『……俺達はどうすれば良い？』

『可能な限り、戦闘が始まる前に「人質のために戦う」一般人を割り出しておきたい。味方は多い方が良いし、一般人の数さえ把は握あくできれば、そこから救出するべき人質の数も弾はじき出せるからな』

『どうやって？』

　上条は眉まゆをひそめた。

『俺はお前と違って、魔術だ魔力だっていうのを感知できる訳じゃないぞ』

『それなら心配ない』

　バードウェイはあっさりと言った。

『私が襲おそわれたんだ。「上条ご一行様」の顔はある程度割れていると推測できるし、何よりラジオゾンデ要よう塞さいでお前一人の生存を確認し、専用の対策を講じてからハワイ諸島の件に臨んでいるはずなんだ。……少なくとも、上条当麻に関しては敵の方から近づいてきてくれるよ』

　ゾッと。

　上条の背筋に嫌いやな寒気が走った次の瞬しゆん間かんだった。

　叫び声と共に、入り口のドアを蹴け破やぶって店内に突入してきた拳けん銃じゆうつきの大男と目が合った。

　上条が黒夜の小さな体を突き飛ばして床へ飛び込み、遅れた浜面が慌あわてて幅三〇センチほどの分厚いパーティションを乗り越えた直後、甲かん高だかい銃声が立て続けに響ひびき渡る。







（一一月一〇日、オアフ島、ショッピングモール・コーラルストリートの喫煙所、防犯カメラの映像より）







　銃声が響ひびいてから一〇分以上の時間が経過した。

　しかし携帯電話に連絡が来る事もなければ、娘や息子を心配する哀あわれなバーサーカー達が帰還する事もない。

『（……こりゃ本気で居合わせた警官ちゃんに射殺されたかね）』

　魔ま術じゆつ師しは適当に考える。

　彼女はポケットから取り出した携帯電話を親指で操作しながらその片手間で話しかける。

　直立不動の人質達。

　魔術師によって操られているのは、子供が四人ほど。いずれも年齢は一〇歳に届くかどうかといった所だ。

『ハイみんなー。これからお姉さんの言う事を良く聞いてねー』

　遠足のガイドのような口調で子供達の注目を自分に集めた魔術師は、バッグのファスナーを開けて九ミリの機関拳けん銃じゆうを取り出し、

『外を歩いている大人達はとってもアブナイぞ？　でもこの警報ブザーがあれば大だい丈じよう夫ぶ。こわーい大人達もこのブザーの大音量を聞けば慌あわてて逃げていくからね。大人達に見つかったら、とにかく大人達に向けてブザーを鳴らすの。分かった？』

　今度は粘土のような爆弾が入った手て提さげ袋を手に取る。袋の口から伸びる医い療りよう用電極を子供の手首に貼はり付けながら、魔術師はあくまでもにこやかな笑顔で、

『それとこっちはＧＰＳだよ。アブナイ大人達に捕まっちゃっても、これがあれば位置が丸分かりだから、秘密のボタンを押して知らせてくれればお姉さんがすぐ助けに行くからねっ。だからこのＧＰＳは絶対、肌から離はなしちゃ駄だ目めなんだぞっ！』

　オアフ島のホテルを襲しゆう撃げきさせようとした、エドワード＝トーキーと同じやり口。

　情報の『ズレ』を使った制御法。

　第三者が見ればとんでもない注文を付けている訳だが、この場にそれを自覚する者はいない。感情の起伏の乏とぼしい子供達は、手の中の銃と爆薬に覇は気きのない瞳ひとみを向けるだけだ。

　魔術師は密ひそかに笑う。

　最低でもレイヴィニア＝バードウェイは同じショッピングモールにいる。

　安全かつ確実に距きよ離りを取るにしても、大混乱を生じさせて、その中に紛まぎれる形が望ましい。

　目下の問題は彼女達の位置だ。

　ショッピングモールの出入口は七ヵ所あるが、バードウェイ達の現在位置へ進んでしまえば、いくら混乱の中とはいえ発見されるリスクが生じる。

　そのため、魔ま術じゆつ師しは『協力者』に連絡し、敵の位置情報を知ろうとしたのだが……、

『……？』

　携帯電話を耳に当てた魔術師は、眉まゆをひそめた。

　改めて電話の小さな画面を見て、首を傾かしげる。

『圏外？』

　直後だった。

　喫煙所一面のウィンドウを叩たたき割り、拳けん銃じゆうを持った男達が飛び込んできた。

　そう。

　かつて自分が人質を使って手玉に取った、哀あわれなる一般人達が。







（一一月一〇日、オアフ島、ショッピングモール・コーラルストリート、西側出入口近辺、観光客の持つノートパソコンのＣＣＤ映像より）







　御み坂さか美み琴ことと番外個体ミサカワーストの二人は、広いショッピングモールへ駆け込んだ。

　彼女達の前髪は断続的に青白い火花を発している。敵は移動しながらカメラの映像を得ていると推測し、無線電波にジャミングを仕掛けているのだ。

『だーやってらんないわねー……。久々にケータイに連絡入ったと思ったら人間ジャミングのリクエストだなんて。しかもサイボーグの力を借りて撃げき退たいした拳銃男の家族を助けるためとか……あの馬ば鹿か、ホントに余裕あるわね』

　せっかくハワイまで来たんだし心躍おどるようなさー、と美琴は文句を呟つぶやいていたのだが、

『んー。水着売り場を眺めてぼんやり考え事の最中みたいだけど、ナニに自分を当てはめているのかにゃ？　スリングショット？　マイクロビキニ？　ブラジリアン系？　アイフロントにオーバックなんてのもあるみたいだけど』

『ぐわああああああああ!!　この国は布が少ない方が正義ってルールでもあんのか!?』

『でもミサカ、スリングショットって体と布地の間に、おっぱいを利用したブリッジ状の隙すき間まができるからトリッキーさが演出されると思うの。おオねリージたナまルがトライしたって糊のりで包帯を貼はり付けるのと何にも変わらないんじゃあ……』

『テメェそれ以上言いやがったら散弾超電磁砲レールシヨツトガンとか前ぜん代だい未み聞もんのぶちかますわよ!!』

『……キューピッドアローのショッパー握り締しめたまま凄すごまれてもねえ』

『ぶぷふっっっ!!』

『そして壮絶なリアクションには応答しないぜ。ミサカあの人のチョーカー型電極を少々心配するけど誤作動起こしたらそれはそれで面白そうだから全力ジャミングやっちゃうよ！』







（一一月一〇日、オアフ島、ショッピングモール・コーラルストリートの喫煙所、防犯カメラの映像より）







　魔ま術じゆつ師しの唇くちびるがわずかに引きつる。

　一般人と侮あなどっていた手て駒ごま。人質ともども使い捨てにする予定だった人間。その明らかな雑ざ魚こ達に真正面から拳けん銃じゆうを突きつけられ、しかし魔術師はニヤリと笑う。

『馬ば鹿かが。なら予定を早めましょうかあ!!』

　パチンと魔術師は指を鳴らす。今まで直立不動だった人質……小さな子供達が動き出す。肩にバッグを提さげたまま、その手で握った機関拳銃を、本来の家族である一般人へと。

　銃声が炸さく裂れつした。

　しかし悲劇は起きない。

　発砲の直前に、ショッピングモールの天てん井じようが大きく崩れたからだ。瓦が礫れきのシャッターを築き上げたのは、一方通行アクセラレータだった。彼はそこで止まらない。運動量の『向き』を操作して人間離ばなれした速度を叩たたき出すと、子供達が肩から提さげていたバッグに蹴けりを叩き込み、遠くへと吹き飛ばす。

　子供達の何人かが二の腕で自分の腋わきを擦こするような挙動をしたが、間に合わない。

　起爆と共に発せられた轟ごう音おんと爆炎は、有効圏外で建物を揺さぶるに留とどまった。

『……銃器で死ぬまで被害を拡大させて、くたばると同時に起爆する仕組みか。オマエのやり方はサンプル入手して調べてあンだよ、クソが』

　魔術師はとっさに出口を求めた。

　だが喫煙所から他のフロアスペースに繫つながる二つの通路には、上かみ条じようと浜はま面づらが走り込んでいる。

『（まずい）』

　彼女は危き惧ぐした。

　ただしそれは今この場に居合わせた面々に対してではなく、

『（肝心のバードウェイの居場所が分からない。混乱を起こして逃走する事はできても、その先に待ち構えていたら相当面倒な事になる……ッ！）』

　喫煙所の角に追い詰められつつ、魔術師は自分の鼻の筋をなぞる形で汗が伝うのを感じる。

　当然ながら、こんな所で仕留められる訳にはいかない。

　次の一手をどうするべきか。

　迷わずこちらに銃口を突きつけ、躊ちゆう躇ちよなく引き金を引くであろう一般人達をざっと見回す魔術師だったが、状況の変化は即座に訪れた。




　カメラのフレーム外から投げ込まれた、たった一つの爆発物によって。







（一一月一〇日、重大なエラー）







　原因不明によりF.C.E.に多大な負荷がかかっています。

　自己診断中……レポート出力完了。

　F.C.E.は再起動シークエンスを開始します。







（一一月一〇日、オアフ島、ショッピングモール・コーラルストリート、コインロッカー前、防犯カメラの映像より）







　上かみ条じよう当とう麻まと一方通行アクセラレータは喫煙所の隣となりのスペースへと飛び込んでいた。彼らはそれぞれ、棒立ちだった人質の子供達を突き飛ばしてここにいる。

『浜はま面づらはどうしたんだ!?』

『別の出口に飛び込ンでンだろ。こいつらの親と一いつ緒しよにな。それよりありゃ何だ。どこの馬ば鹿かが介入してきやがった!?』

　黒煙の向こうから、ガシャガシャガシャ！　という金属を擦こするような音が聞こえてくる。

　奥を覗のぞき込もうとした上条は、横から一方通行アクセラレータに首根っこを摑つかまれる。

　直後に発砲音が響ひびいた。

　拳けん銃じゆうのものではない。炸さく裂れつ音おんはもっと太く、連続していた。おそらくアサルトライフルか何かだ。

　という事は、

『オカルトじゃねェな……』

　一方通行アクセラレータが呟つぶやき、

『なら、ここは俺の出番だ。オマエはガキども連れてさっさと離はなれろ』

『おい……ッ！』

『ガキィ連れたまま鉛なまり弾だまの応おう酬しゆうをするつもりはねェ。それにオマエのチカラがあれば、そいつらを解放する事もできンだろ』

　確かに、上条がとっさに突き飛ばした子供の中の一人は、これまでとは様子が変わっていた。目の前の状況が理解できず、キョトンとしている。おそらく右手が触れた恩恵だろう。

　一方通行アクセラレータは振り返らずに言う。

『ここは俺向きの戦場だ。だからオマエはさっさと行け』

『……借りは後で返す。簡単にやられんなよ』

　上かみ条じようは言うだけ言うと、未いまだに魔ま術じゆつ師しの命令を聞いて攻こう撃げきを実行しようとする人質達の頭を軽く叩たたいた。それだけで子供達が正気に返る。彼らを引き連れてコインロッカーから離はなれようとする上条を追うように、黒煙の向こうから金属音の襲しゆう撃げき犯はん達が走り出そうとする。

　そこへ、挑むように一方通行アクセラレータが前へ出た。

『少々反則かもしれねェが、適材適所で行かせてもらうぜ』







（一一月一〇日、オアフ島、ショッピングモール・コーラルストリート、一階東側フロア、観光客のスマートフォンのカメラの映像より）







　突然響ひびき渡った爆発音と銃声によって、ショッピングモール内は大おお騒さわぎになっていた。わざわざ現場を覗のぞき込もうとする馬ば鹿かはいない。それなりの危機意識を持つ人々は、我先にと出口へ駆け込もうとするが、あまりにも人数が多すぎた。出口の近辺では人の流れが滞とどこおり、鮨すし詰づめになってしまっている。

　黒服の一人、マークがバードウェイに尋ねる。

『上う手まくいっていますかね』

『銃声が途絶えないって事は奮ふん闘とうしているって事だろ。ま、今まで散々他人を巻き込んで楽をしてきたんだ。たまには逆襲されてみろといった所だな。現場で動いている連中から直接経過の報告を聞けないのも面倒だな。携帯電話というもののありがたさを思い知らされる』

　適当な調子で彼女は言い、

『一般人を引き込んだのは魔術師の正確な位置を割り出すためだったんだが……まさか同じショッピングモールにいたとはな。多面攻撃もそこそこ効果を発揮しているようだし、おかげで大分楽をさせてもらえそうだ』

『しかし……一応全すべての出口の近辺に仲間を配備はしていますが、この騒ぎだと見過ごす可能性もゼロじゃありませんよ』

『魔ま力りよくの流れを辿たどるんだ。それで民間人に紛まぎれるのは防げる』

『相手が魔力を一切精製しなかったら？』

『ありえないなあ。ここはヤツにとって安全圏内じゃない。いつでも不意打ちに対処できるよう身を固めているはずだ。魔力を練るのが危険と分かっていても、やっぱり怖くて確保してしまうものなのさ』

　今回の魔ま術じゆつ師しは『人を操る事』に特化していると仮定すると、おそらく真正面から襲しゆう撃げきを受ければ迷わず逃走に移るとバードウェイ達は判断していた。

　よって、バードウェイもこうして出口の一つに張り込み、それらしき影の登場を待っていた訳だが、

『ん？』

　人混みの中にチラリと見えた影を見て、バードウェイは眉まゆをひそめた。

『あの有名人、何でこんな所にいるんだ？』







（一一月一〇日、オアフ島、ショッピングモール・コーラルストリート、コインロッカー前、防犯カメラの映像より）







　黒煙の中から一方通行アクセラレータの前に出てきたのは、五人一組の武装集団だった。

　頭のてっぺんから爪つま先さきまで全すべてが銀色の特殊な軍服。しかも表面はＣＤのように輝かがやいている。顔も判別できない格好だが、体型から男が三人女が二人というのがかろうじて分かる。全員がブルパップ式の特殊なアサルトライフルで武装し、さらに男の方は無反動砲を肩に提さげ、女の方は高性能マイクやファイバースコープなどの情報収集機器を腰に提げている。

『（……チッ。これもグレムリンって野郎か？　着てンのは対人用じゃなくてセンサー潰つぶしの電子迷彩ってトコだな）』

　彼らは一言も発しなかった。

　男の内の一人が、ライフルを構えて躊ちゆう躇ちよなく発砲する。

　だが一方通行アクセラレータには『反射』がある。

　自らの放った弾丸に貫かれて床へと吹き飛ばされる男の襲撃犯だが、他の四人はその事に戸惑いや焦あせりを見せる事はない。

　それぞれがバラバラに動き出す。

『（……俺の性質を試しやがったか？）』

　個人レベルの被害を無視し、集団レベルの犠ぎ牲せいとしてダメージのコントロールを図るやり口。

　胸むな糞くそ悪いが、どのみち第一位のやる事は変わらない。

　脚力の『向き』を操作し、爆発的に前へ駆ける。狩りを始める。相手が何を考えてどう動こうが、一方通行アクセラレータの『反射』は銃弾や爆発物に対して圧倒的な効果を発揮する。実際、襲撃犯達は為なす術すべもなく第一位の手足によって薙なぎ払われていった。

　しかし。

　最後の一人。

　その手前まで五本指が伸びた所で、唐とう突とつに一方通行アクセラレータの右腕から真っ赤な鮮血が噴き出した。

『……あ？』

　銃弾が『反射』の壁を越えた訳ではない。

　ガスや生物兵器といった見えない脅きよう威いであっても、一方通行アクセラレータに傷をつける事はできない。

　あらゆる外的要因……それ以外の脅威。

　すなわち、肉体の内側から生じる破は壊かい。

　最後の襲しゆう撃げき犯はんの女が真横へ飛ぶと、挙動を修正しきれなかった一方通行アクセラレータが壁に激突する。そこにもべったりと血がついた。それが自分のものである事に実感が湧わかない。

　壁に身をつけたまま、一方通行アクセラレータは呟つぶやく。

『ま、さか……』

『どんな能力者にも共通の法則がある』

　襲撃犯はブルパップ式のライフルを構え直しながら告げる。

『科学的に作られた能力者が魔ま術じゆつ的てきな術式を行使すると、副作用のようなものに襲おそわれる』

『……オマエも、魔術師って野郎か……ッ!?』

　大声を張り上げようとしたが、喉のどの奥から血の塊かたまりが吐はき出された。

　襲撃犯達の動き。逃げ方。やられるタイミング。

　それら全すべてを計算し、一方通行アクセラレータに特定のアクションを起こさせたのだ。『魔術』というトリガーを引かせるための。

　実際に行使された魔術の内容は何だって良い。

　指先から淡い光を出すとかほとんど役に立たないもの、いやそれどころか目に見えないほど些さ細さいなものでも問題ないのだ。重要なのは、能力者に魔術を使わせる事にあるのだから。

　そこまで考えた一方通行アクセラレータだが、意識が混こん濁だくするのを自覚した。

　一度は魔術らしきものを使った事がある彼だが、自分自身で限界を見み極きわめて繊せん細さいに調整するのと、知らずに大きく踏ふみ込んでしまうのとでは話が変わる。

　そして。

　科学的な能力者の力は、純粋な頭脳によって成立する。

　意識の混濁は、そのまま演算能力の低下と、目に見えるマクロな物理現象の制御に影えい響きようを及ぼす。

　簡単に言えば……『反射』を奪われるにも等しい。

　ライフルの引き金に指をかけた、顔も見えない女の襲撃犯は告げる。

『グレムリンの語源は機械かがくの誤作動を促す妖精オカルト。その意味を考えなかった？』




　直後。

　躊ちゆう躇ちよなく銃声が炸さく裂れつした。




　飛び散る血ち飛沫しぶき。人体の薙なぎ倒される鈍い音。床の上に転がった体から、容よう赦しやなく赤黒い液体が漏もれていくのが分かる。

　ただし。

　それは一方通行アクセラレータではない。

　横合いからいきなり銃じゆう撃げきを受けた、襲しゆう撃げき犯はんの女の方だった。

　女は横倒しになった状態で、それでもブルパップ式のアサルトライフルを片手で摑つかむ。銃弾の飛んできた方向へ、ほとんど当てずっぽうで弾丸をばら撒まいていく。

　しかし、

『話にならねえよレディ。そんな無む茶ちや苦く茶ちやなやり方で連射したって当たらねえ。重要なのは距きよ離りじゃなくて安定感だっつの。どれだけ良い銃を持っていたって、駄だ目めな構えじゃ一〇メートルでも外すもんだ』

　太い男の声が聞こえた。

　パパン!!　という軽い銃声と共に、襲撃者の女の右肩に赤黒い穴が空あく。今度こそ、女の手からライフルが滑すべり落ち、呻うめき声と共に抵抗の力が失われる。

『確実に当てる見込みもねえのに銃を握るんじゃねえよ。殺されてえのか！　ここは世界最大の銃大国だぞ!!』

　罵ば声せいを飛ばす声の主へ、血まみれの一方通行アクセラレータは質問する。

『誰だれ、だ……？』

『こっちの台詞せりふだぜジャパニーズ。ベイビー助けるためにやってきたのに見せ場持って行きやがって』

『……誰だっつってンだ』

『どいつもこいつも、朝のニュースぐらい観みてほしいんだがよ』

　拳けん銃じゆうを手にした中年の男は、呆あきれたようにため息をつき、

『大統領様だクソッたれ』







（一一月一〇日、オアフ島、ホワイトビーチゴルフクラブ、観光客のビデオカメラの映像より）







　ショッピングモールから溢あふれ出した観光客達は周辺のビーチなどに逃げ込んでいた。単なる事故や災害と違い、『明確な銃撃犯から逃げる事』を前提としているためか、別の屋内施し設せつへ駆け込もうとする動きが強い。

　ホワイトビーチゴルフクラブは本来会員制だが、怒ど濤とうの勢いで押し寄せる人の波に、警備員達の制止の声は何の役にも立たなかった。緊きん急きゆう時じである事、人命に関かかわる事から、拳けん銃じゆうを取り出して威い嚇かくをするのもためらわれたのだろう。

　そうした群集に紛まぎれる形で、グレムリンの魔ま術じゆつ師しは携帯電話を操作していた。

　バードウェイ達は全すべての出入口を張っていたが、壁を破は壊かいして直接外へ出る方法までは考こう慮りよしていなかったようだった。あれだけの銃じゆう撃げき戦せんの中なら、爆発音の一回二回はごまかせる。

　携帯電話のコール音をしばらく聞き、それからようやく電話が繫つながる。

　相手の声を待たず、魔術師は嚙かみつくように言った。

『何な故ぜあいつらを出したんです!?　あれはまだ出てくる段階じゃない!!』

『どのみち、あの時点であなたが捕えられていれば計画がとん挫ざしていたのは同じ』

　電話の向こうから聞こえるのは、妙齢の女の声だった。

　彼女はこう続ける。

『それに、敵の視線があなたに集中してくれるなら、こっちもこっちで動きようがある』

『では』

『すでにあなたの顔は割れた。追跡側の手が届くのが時間の問題なら、それ以上の速度で事態を動かすしかない。ここから先は電撃戦よ。連中の対応速度を上回る速さで一気に振り切る』







（一一月一〇日、オアフ島、電動カートの車載カメラの映像より）







　血まみれの一方通行アクセラレータを放置すると、いつ敵の仲間が帰ってきて危害を加えるか分からない、という理由で大統領ロベルト＝カッツェは彼の体を引きずり、ゴルフ場で使うような電動カートの助手席に乗せた。本来なら人質と襲撃犯の再会をもっと眺めていたかった所だが、彼としても時間的猶ゆう予よはないようで、そのままカートを走らせる。

　ちなみにレンタカーは完全に使い物にならなくなってしまった。公費で弁べん償しようできないかな、と彼は少々本気で検討する。

『ここが観光地で助かったぜ。電動カートは普通の自動車に比べりゃ仕組みも簡単だしな。四ケタの数字を入力させようとしていやがったが、カバー開けて基板に残ってた端たん子しにコードを一本繫げてバイパスを作るだけで通電しちまう』

　ある会社の電動カートにはいくつかの型番があり、それぞれでセキュリティも違うのだが、使っている基板は同じなのだ。電動カートの機種によって一つの基板にバラバラの電子部品を取り付けていき、複数ある入力端子も別々のものを選択していく。こうして、商品ごとの『個性』をつけていく訳だ。

　ただし電子部品を差し込んではんだ付けするための穴や入力端たん子しは、ある機種では必要ないものもそのまま生きている。

　コスト削減のための共通基板だが、逆手に取れば『機械が想定していなかったルートから信号を送る』事もできる。作為的な誤作動も誘ゆう発はつ可能だ。

　……と、こういう事に興味を持つから、現職大統領は『歴史上最も高い地位についたスラム街の詐さ欺ぎ師し』なんていう風に言われて、うっかりハリウッドで映画化しそうになったりする訳だ。

　一方通行アクセラレータは浅い息を吐はきながら、舌打ちする。

『……クソ増援の一人でもさらってりゃ、情報が手に入ったかもしンねェのに』

『荷物が多すぎる。俺はハリウッドスターじゃねえんだ、二人なんて抱えてられるか』

　大統領は軽く笑い、

『それより、とにかくその血を何とかしろよ。一応こいつも借り物なんだ。どうせならあの大統領が乗ってくださった幸運の電動カートとかってウワサされてえもんだ。間違っても利用客がことごとく死亡する血みどろ電動カートだなんて話にはしたくねえ。持ち主に迷惑かけちゃいかんよ』

『チッ』

『包帯やガーゼの代わりが必要ならこいつを使いな』

　言って、大統領はレース地のハンカチをこちらに渡してくる。男物とは思えないが、イメージ戦略の一つなのだろうか。一方通行アクセラレータは鬱うつ陶とうしそうな顔でそれを受け取ってから、

『……何でこの局面で女物の下着が出てきやがる？』

『悪い悪い。そりゃ二日前にバーで出会ったキャリアウーマンのもんかな。いつの間にポケットに潜もぐり込んでやがったんだ』

　一方通行アクセラレータは女性下着を放り捨て、横目で大統領を睨にらみつける。

『オマエ、今回の件にどこまで関かかわってやがる？』

『こちらこそ聞きてえよジャパニーズ。ここは俺の国だ。人ん家ちの庭で勝手にバーベキューしているって自覚はあんのかね』

『……、』

『現在、ホワイトハウスや議会にはオカルトが蔓延はびこってる。軍、警察、情報機関にも触手は広がりつつある。ジャパニーズも見てきたような現象が、公的機関全体を貪むさぼっているって訳さ。場合によっては他国への武力介入すら決定できるほどの権限を持った連中まで巻き込んでな。オカルト使ってるクソ野郎は、生きている人間を片っ端ぱしから操って自分の戦力に組み込みやがる』

『……具体的な規模は？』

『知るかよ。数百人かもしれねえし、数千人かもしれねえ。その段階の把は握あくがすでにできちゃいねえんだ。この国がまともじゃねえのは分かんだろ。都合の良い検査薬がある訳じゃねえから見分けは難しいし、昨日までの安全圏が今日も安全だとは限らねえ』

『グレムリンか』

『何だそりゃ？』

『このハワイ諸島に紛まぎれ込んだ魔ま術じゆつ結社……オカルトとかいうのを操る集団の事だ。っつっても、俺もそれほど詳しい訳じゃねェがな』

『そいつらの中に、人間を操る力を使うヤツも？』

『そォいう事だろ』

『……なるほど。ジャパニーズの猟りよう犬けんがウサギをこっちに追い込んでくれたおかげで、合衆国の敵が照準の向こうでチラチラ尻尾しつぽを見せ始めているって訳か』

　しかしロベルトの話が事実だとすれば、グレムリンの侵食はハワイ諸島だけに留とどまらない可能性も浮上してくる。

　合衆国そのもの。

　その軍事力や情報収集能力を敵に回すかもしれない状況になってきた。

『（……何がこれから事件が起きるかもしれねェだ、バードウェイのクソが。どォせ止めンなら盤ばん面めんがチェックメイトになる前に動けってンだ）』

　大統領はハンドルを操作し、フリーウェイを走らせている。電動カートには窓も壁もないので、湿度の低い風が体に当てられる。

　一方通行アクセラレータ達と、現職大統領ロベルト＝カッツェには共通の敵がいる。

　全すべての事態が繫つながっている。

　改めてその事実を考える一方通行アクセラレータだが、大統領と手を組んでも『アメリカ』という巨大な力は扱えないだろう。何しろその部分がすでにグレムリンに喰くわれつつある。ロベルト＝カッツェという『個人』と手を組むのが精一杯、と判断した方が良い。

　そのロベルトは言う。

『グレムリンって組織が抱えているオカルト野郎が合衆国の主要人物を次々に操っていく事で、政府や軍の中枢を乗っ取ろうとしている訳か』

『かもな』

『……という風に思っていたんだがよ』

『あン？』

『それにしちゃ、あの展開は妙だった。覚えているか？　オカルト使って人間を操ってやがったクソ野郎は、子供を盾にして民間人に標的を襲おそわせようとしてやがっただろ』

『にも拘かかわらず、途中からプロの兵隊みてェな連中が割り込ンできやがったって話か？　装備も妙だったな。あのＣＤみてェな軍服は電子迷彩……対人用じゃなくて複数のセンサーに対応したハイテクキラーだ。が、あの見た目が嫌きらわれてどこの軍でも使われなかったはずだぞ』

『最初からあんな連中が使えるなら、安定戦力を頼たよるに決まってんだろ。わざわざ使い物になるかも分かんねえ民間人を使う理由が思い当たらねえ』

『だが魔ま術じゆつ師しは実際に民間人を使った』

『何かあるんだ。俺達に見えてねえもんが』







（一一月一〇日、オアフ島、グリーンカフェイワマキ、テーブル備え付けのタブレット端たん末まつのカメラの映像より）







『出たな』

　バードウェイはパピルスを眺めながら呟つぶやく。

　魔術師の『人間を操る術式』の自動解析をさせていた霊れい装そうだ。

　上かみ条じよう、浜はま面づら、黒くろ夜よるらがパピルスを覗のぞき込むが、何がどう分かったのかは理解不能だ。

　バードウェイは無視して、

『やはりロシア成教崩れだな。マーク。パピルスが解析したデータを圧縮してロシア成教の窓口に送ってやれ。心当たりはありませんかと丁重にな』

『……素直に答えてくれますかね』

『第三次世界大戦の主要戦場だったロシアは、学園都市の技術とアメリカの資本で再興している最中だ。そしてグレムリンはその両方に危害を加えている。長引くと再興に響ひびくぞと伝えてやれ』

　上条は霊装に触らないように気をつけながら、

『魔術の仕組みも分かったのか？　弱点は？』

『おいおい説明する』

『来ました。ロシア成教からの返信です。ムチャクチャ早い対応ですね。お役所仕事とは思えません』

『最後の一言が響いたんだろ』

　バードウェイは適当に言い、マークの持っていたタブレット型コンピュータを奪い取る。

『名前はサローニャ＝Ａ＝イリヴィカ。年齢一五歳。出身はエカテリンブルグ。ヨーロッパの一員である事を誇りに思い、アジアの一角と呼ばれる事を最大限に嫌きらう、か。この辺は典型的なロシア人だな』

　彼女は人差し指で画面をスクロールさせながら、

『第三次世界大戦ではウラジオストクで学園都市勢の上陸を阻そ止しするために配備されていたが、実際には超音速爆ばく撃げき機きを利用した空からの侵攻が主だったため、大した活かつ躍やくはできず。終戦のどさくさに紛まぎれて失しつ踪そう。その後の行方は把は握あくできず、ときた』

　ヤツら。

　グレムリン。

　戦争から生まれ、終戦を望まぬ者達。

『サローニャってヤツは、ロシア勢の一員として「敗戦」を引っくり返そうとしているって訳かよ……？』

　浜はま面づらが尋ねると、バードウェイはタブレット型コンピュータをマークへ突き返しながら、

『そんな所かもしれないな』

『じゃあ、グレムリンってのはやっぱ敗者復活を望む組織なのか。あの戦争をもう一度やり直そうとする……』

『全体の思想よりも個人の目的が優先されると教えたはずだぞ。全と個が一致するとは限らん。あまり先入観は持たない事だな』

　その時、上かみ条じようの携帯電話が鳴った。

　電話に出ると、それは一方通行アクセラレータからだった。

『グレムリンの目的が見えてきた。最終的な狙ねらいが何であるかまでは摑つかめねェが、そのための手段ってヤツが判明しやがった』

『手段？』

　上条は慌あわててスピーカーフォンに切り替えた。

　その場の全員で会話に参加する。

　モードが変わると同時に、一方通行アクセラレータの声が『核心』を告げる。

『グレムリンは「起爆剤」ってのを手に入れよォとしているらしい』

『起爆剤……ってのは、そのまんまの意味じゃないよな。科学、魔ま術じゆつ、そもそもどっちのものなんだ？』

『小規模誘ゆう発はつ式活火山制御装置。だが長ったらしくて面倒だから「起爆剤」って呼ばれているンだと。アメリカの軍関係で研究が進められていた装置だ』

『……なんか、物ぶつ騒そうな名前だな』

『文字通り、活火山の活動を制御するためのオモチャだな。火山が噴火すンのは止められねェが、爆発のエネルギーを分散させる事ができれば、被害のコントロールはできる。平たく言えば、特別な爆薬の組み合わせで地下のマグマに刺激を与えて、人為的に小規模の噴火を起こすための装置だと思えば良い。大噴火になる前に圧力を逃がす事で、最悪の事態を回かい避ひする訳だ』

　土石流や火砕流といった麓ふもとへの直接的な被害の他に、近年では大規模な火山灰による空路の遮しや断だんという被害も出ている。こうした天災による経済的ダメージを回避できると考えれば、研究するだけの価値はあるだろう。

『グレムリンの連中が、それを狙っているっていうのか？』

『より正確には、グレムリンに操られている連中が揃そろいも揃って「起爆剤」のデータを漁あさっているらしいがな』

　吐はき捨てるように一方通行アクセラレータは呟つぶやき、

『だが「起爆剤」は基本的にゃ地下のマグマを刺激する、それだけの装置だ。使い方をわざと間違えれば、逆に大噴火を促す事だってできるはずだ』

　グレムリンが『起爆剤』を狙ねらっている以上、どこかの活火山を大噴火させようとしているのはほぼ間違いない。というより、『起爆剤』にはそれ以外の使い道がないのだ。

　だとすれば、それはどこだ？

　グレムリンはどこの活火山を起爆させようとしている？

『キラウェア火山』

　一方通行アクセラレータはそう答えた。

『このハワイ諸島で、一番デケェ活火山って言ったらそこしかねェだろ』

『キラウェアか』

　バードウェイは小さな声で呟く。

『本来のキラウェアの火口だけで直径一〇キロ超。さらに山頂以外にも、二、三〇キロにわたって小さな火口が並んでいたな』

『……「起爆剤」っていうのは、人工的に火山を噴火させるシステムなんだよな？』

　上かみ条じようが尋ねると、一方通行アクセラレータは舌打ちしてからこう答えた。

『仮にグレムリンが「起爆剤」を使えば、自然環境ではありえねェよォな噴火の仕方もありえる。最悪、全すべての火口から同時に溶岩が噴き上がる可能性だってありえる』

『キラウェア火山のあるハワイ島は、面積の八割以上が山岳地帯となる。道路網もうが整備されていて山の中腹にも開発の手は伸びているが、それでもやはり数少ない平地に人口が集中している感は否いなめない』

『キラウェアが本格的に噴火したら……そこへ溶岩が殺到する……？』

『それは普通の範疇に収まる噴火活動だな』

　一方通行アクセラレータは遮さえぎるように言った。

『「起爆剤」による人為的な爆発が発生すれば、そンな範はん疇ちゆうには収まらねェ。キラウェアから連動して、地下で繫がっているマウナ・ロア山、マウナ・ケア山、フアラライ山なンかもまとめて噴火させる事ができるらしい。そォなった場合……』

『ま、ハワイ島の全域が溶岩に洗い流されるな』

　絶句する上条や浜はま面づらを無視して、バードウェイは難なく答えた。

『推定死亡者数は住人と観光客合わせて五〇万ってトコか？　聞いて楽しい話ではないが、大それた事を考えたがる連中のやりそうなスケールではあるな』








第三章　灼熱の溶岩の狙い　Case_to_War.









（一一月一〇日、オアフ島、幹線道路、路線バスの車載カメラの映像より）







　上かみ条じよう、美み琴こと、バードウェイの三人は大きなバスに乗っていた。

　浜はま面づら、番外個体ミサカワースト、黒くろ夜よるの三人は別行動だった。上条組、一方通行アクセラレータ組はオアフ島で『起爆剤』の搬はん出しゆつ阻そ止しを行うつもりだが、万が一に備えてハワイ島のキラウェア火口近辺に防衛線を張っておきたい、というのが浜面達の狙ねらいだった。

『キラウェアの人為的な噴火に、五〇万人の犠ぎ牲せい者しやか……』

『……うーん』

　と唸うなっているのは美琴だ。

　バードウェイは窓の外を眺めながら、

『疑問でもあるかね』

『「テロリスト」が大それた事を考えているのは分かるんだけどさ』

　グレムリンや魔ま術じゆつというものを正確に把は握あくしていない美琴は、そういう風に解釈しているようだった。

『「起爆剤」入手の前段階、情報収集の時に、上院とか下院とか、いろんな政府関係者を操っていたって話だったじゃない。ま、ウチの第五位みたいな野郎なんだろうけど……』

『おそらく相当数を同時に操る力があるだろう。それが？』

『回りくどいと思わない？　議会の過半数を掌しよう握あくするほどの力があるなら、暴力に訴えなくても国のあり方を変えられるような気がするんだけど』

『事がアメリカ一国の問題ならな』

　バードウェイは適当な調子で言う。

『だがグレムリンってのはもっと大きなスケールの敵だ。そして合衆国の外まで視界を広げてみれば、ヤツらのメリットが見えてくる』

『どういう事よチビッ子』

『良いか。「起爆剤」そのものはアメリカの研究所で開発されたものだ。そして事件の過程で政府の議会や官系組織、軍、警察、情報機関までもが歯車の一部に使われている。こんな中でキラウェア人工噴火なんて大規模テロが発生すれば、民衆感情の矛ほこ先さきはテロリストだけに留とどまらない。むしろ、不ふ甲が斐いないアメリカ政府そのものに向いてしまう可能性が出てくる』

『……、』

『その上、ハワイは地元住民より外国からの観光客の方が何倍も多い。今回の件も犠ぎ牲せい者しやの大半は観光客となるだろう。つまり、一国の内側の問題だけではなくなる。多くの国家、多くの政府、多くの政治家達がキラウェア噴火までの経緯を徹てつ底てい的てきに調査し、そして出てきた真実を前に、アメリカを厳しく糾きゆう弾だんする事になるはずだ。戦後でどこも金を必要としているしな。……だが当然、アメリカには全すべての補ほ償しようの要求に応じるだけの金はない。混乱は長引く』

『科学サイド全体にダメージを与えるのが狙ねらいか』

　上かみ条じようは吐はき捨てるように言う。

『それも、自分達はきっかけしか用意しない。キラウェアさえ噴火してしまえば、後は科学サイドに属する国同士が勝手にケンカを始めて、勝手に科学サイドの歯車に楔くさびを打ち込んでしまう』

『……技術の中心は学園都市であっても、実際に経済を回しているのはやっぱりアメリカでしょ。それが徹底的に叩たたかれて活動が滞とどこおったら……』

『失業、貧困、飢き餓がのサイクルが爆発的に起こるだろうな。しかも中心地のアメリカではなく、そこから離はなれた新興国から被害は噴き上がる。そして元凶のアメリカよりも酷ひどい被害を受けていると知れば、さらに周辺国家の怒いかりは膨ふくれ上がる。負のサイクルの完成って訳だ』

『最悪、グレムリンとは一切関係ないテロや暴動が世界中に広がっていく危険性まで出てくる訳か。そうなったらグレムリンの痕こん跡せきなんて追いかけている余裕もなくなるぞ』

　そういう訳だ、とバードウェイは呟つぶやき、

『アメリカの力を使って、アメリカの手で、アメリカに亀き裂れつを入れる。これが重要って訳だ。そのためにわざわざ回りくどい方法を使っている』

　バードウェイはニヤリと笑って、

『同時に、これは他の先進各国……科学サイドの支柱を担になう連中に対する圧力としても機能する』

『どういう……意味よ？』

『新たな敵が現れた場合、まともな神経を持った国家なら、より強い装備をより多く開発、配備する事で対応しようとするだろう。しかし、今回の件はアメリカの設備を使ってアメリカを叩くプランだ。つまり……軍備を増強すれば増強しただけリスクも増える。リスクを軽減したければ、むしろ自国を守るはずの装備を捨てるしかなくなる』

『まさか……』

『今回の件が成功してアメリカが徹底的に叩かれれば、他の先進国は必ず足あし踏ぶみする。政治家だって人間だからな。目の前に大失敗した連中がいるのに、同じ手を使おうなんて考えない』

『でも、戦力を用意しない事には戦えないでしょ!?』

『常識ではそう思っても、自分一人がそのリスクを全て背負うのは嫌いやだという結論になる。それが政治家ってもんだ。だから誰だれも動かず、だから何も変わらない。足あし踏ぶみ、停てい滞たい、政治的空白、経済活動の阻そ害がい……それ自体が狙ねらいなのか。あるいは、隙すき間まだらけになった世界を自由に闊かつ歩ぽし、さらなる破は壊かいを撒まき散らすのが狙いなのか。その辺はまだ分からないが、何にせよ、第三次世界大戦後の「科学偏重の世界」を嫌きらうグレムリンにとって、都合の良い事態に世界の向きは変わっていくだろうな』

　五〇万人の犠ぎ牲せい者しやも、アメリカの大だい打だ撃げきも、グレムリンにとっては『きっかけ』に過ぎない。

　その考え方に、上かみ条じよう当とう麻まは静かに、しかし強く右みぎ拳こぶしを握り締しめる。







（一一月一〇日、オアフ島、電動カートの車載カメラの映像より）







　ロベルト＝カッツェは片手で電動カートのハンドルを操りながら、もう片方の手でステレオを操作する。ラジオのニュースで情報でも拾うのかと思った一方通行アクセラレータだったが、流れてきたのは『月の満ち欠けよりも小動物の大発生に関かかわっていそう』と噂うわさされているトランスミュージックだった。

『……何していやがる？』

『リラックスさ。ローズラインのヤツはうるせえがな。……正直、思った以上に肩の荷が下りているのを自覚している所だ。操られている疑惑が完全にねえ人間を確保できたってのはさ』

　大統領の運転する電動カートに揺られながら、一方通行アクセラレータは尋ねる。

『「起爆剤」ってのがどこにあるのかは分かってンのか？』

『開発自体は海兵隊が主導してた。災害救助にも派遣される関係でよ』

『ハワイ諸島は合衆国にとっちゃ太平洋防衛の要かなめだろォが。基地っつったっていくつあるか分かンねェぞ』

『正確に言えば海軍、空軍、海兵隊を合わせて五二だな。訓練場を合わせるともっと増える』

『……なンか増殖してねェか？』

『元々は第三次世界大戦に対応した建設ラッシュがあったんだ。だが予想よりも早く大戦が終わっちまってよ。一度下りた予算は戻せねえ、というか戻したくねえ連中がいるんで、ほとんど意味のない突貫工事が続いている訳よ』

　一方通行アクセラレータは舌打ちした。

　大統領はニヤニヤと笑いながら、

『さっき言った基地の総数も、半数弱は工事中だ。とはいえ、完成前から部分的に動いてる箇所もあるから、結局調査対象から除外する事はできねえけど』

『なら、俺達はどこへ向かってンだ？』

『流石さすがに虱しらみ潰つぶしをやるほど無鉄砲じゃねえよ。大統領権限でネットに入れば、ある程度の情報を集める事はできる』

『要点を言え』

『ハワイ諸島の中でも最大級、つまり太平洋地域で一番広大な米軍施設の密集地だ。名前だけなら、ジャパニーズでも聞いた事はあると思うけどよ』

『何度も言わせるな。場所はどこだ』

『パールハーバー』







（一一月一〇日、オアフ島、海兵隊パールハーバー第三基地近辺、信号機併設の交通監視カメラの映像より）







　数キロにわたって、ひたすらに金かな網あみのフェンスが続いていた。

　そのフェンスの近くで、上かみ条じよう当とう麻ま、御み坂さか美み琴こと、レイヴィニア＝バードウェイと、ロベルト＝カッツェ、一方通行アクセラレータは合流した。

　美琴は一方通行アクセラレータを見て、『血なまぐさいトラウマ』でも思い出したかのようにギョッとした顔つきになったが、今はそちらに気を配っている余裕はない。

『おそらく「起爆剤」はあのフェンスの中だ』

　大統領は親指で基地の方を指し示しながら言う。

『ただしご存知の通り、テクノロジーならともかく、単純な火力だけなら世界最強を誇る海兵隊の本拠地だぜ。根性論でフェンスを飛び越えようとすりゃまず間違いなく蜂はちの巣だ』

『……アンタは大統領なんだろ。命令一つで何とかできないのか？』

　上条が怪け訝げんそうに尋ねたが、大統領は大おお袈げ裟さに肩をすくめた。

『大統領命令は映画で観みるほど便利なものじゃねえよ。実際には末まつ端たんとの間に官系組織が挟まるし、その官系組織が「第三者に操られている」から命令も上う手まく伝わらねえかもな』

　ロベルトに続き、バードウェイが口を挟む。

『当然、「人間を操る」サローニャ＝Ａ＝イリヴィカは「起爆剤」入手のために行動しているだろう。つまり基地内部の人間が正常に機能している保証もない』

『……、』

　一方通行アクセラレータと御坂美琴が無言で視線を交わす。

　相手が『通常火器の塊かたまり』という脅きよう威いを突きつけてくる場合、彼らならそれを強引に跳ね除のける事ができる。……のだが、

『強行突破も得策じゃないな』

　バードウェイが遮さえぎるように付け足した。

『基地は広い。短時間で「起爆剤」が見つかるとも限らない。その間ずっと戦せん闘とうを続けているのは大変だろうし、長期化すればよその基地から応援がやってくる。勝てるかもしれないが、火の海は避さけられない。……多数の爆発で施設が瓦が礫れきの山になると、そこに「起爆剤」があったのかなかったのかも分からなくなってしまうんだよ』

『確実に「安心」したいなら、やっぱり自分の目で「起爆剤」を確認してから壊こわす必要があるって事か』

　上かみ条じようが呟つぶやく。

『……でも、こっそり忍び込めるような甘い警備じゃないんだろ？』

　ロベルトは手で持ったアタッシェケースの表面を軽く撫なでながら答える。

『そこの基地も機能拡張のために突とつ貫かん工事をしている最中だ。つまり工事関係者や内装業者が出入りしている。完かん璧ぺきに出来上がった基地に比べりゃ「紛まぎれ込める可能性」はまだあるな』

『……質問なんだけど、それは未成年の東洋人が歩き回っても怪しまれないほど隙すきがあるのか？』

　上条が質問すると、大統領は苦い顔になった。

　バードウェイは軽く腕を組みながら、

『私の部下を使えば白人男性をかき集める事もできるが、サローニャの息がかかっている事を考えると、魔ま術じゆつ師しをあまり多く投入したくはないな。魔ま力りよくなんかの反応から異常に勘かん付づかれるリスクが生じる』

『ならどうする？』

『アイデアがない事はない』

『あの海兵隊基地へ忍び込む方法の？』

『いいや』

　バードウェイは首を横に振って、こんな事を言った。

『真正面から堂々と入る方法さ』







（一一月一〇日、オアフ島、ダイヤマリン港、潮位観察カメラの映像より）







　浜はま面づら仕し上あげ、番外個体ミサカワースト、黒くろ夜よる海うみ鳥どりの三人はオアフ島の私設ヨットハーバーへとやってきた。ヨットと言ってもメインの動力はガソリンエンジンによるスクリューで、エアコン完備のベッドルーム、簡易キッチン、シャワールームなどを含む事から、設備的にも値段的にもほとんど別荘に近い小型船せん舶ぱくが並べられている。

『鍵かぎなら開けられるけどさ』

　浜はま面づらは埠ふ頭とうの桟さん橋ばしの柱に巻かれた針金を適当に取り外しながら言う。

『船の操縦なんてヒントもねえぞ。お前らやった事ある？』

『学習装置テスタメントでインプットされちゃいるけど面倒臭くさーい。っつか大だい丈じよう夫ぶだよ。海の上なんて障害物ないんだから多少暴走したって問題ないって。失敗して覚えろ』

『全体的にやる気ねえな!!』

『ありゃーん？　船の操船に集中すると黒くろ夜よるちゃんセキュリティがおろそかになりかねないんだけど、それでも世紀末帝王的には大丈夫なのかにゃー？』

『オマエらいつかゼッテェ八つ裂ざきにしてやるからよォ!!　八つだ八つ!!　七つでも九つでもなく正確にピザみてェに八つに分けてやンよォガルガル!!!!!!』

『いやあああああああ!!　訓練された軍用犬をけしかけられている的なシチュエーションですよねこれ!?』

『さっさと鍵開けてエアコン効いた船内に入れてくんない？　さもなきゃ獣じゆう姦かんだぞこの野郎』

　ビクビク震ふるえながら、浜面は数本の針金を船のハッチにある鍵穴へ差し込んでいく。

　彼はあちこちを見回しながら、

『……鍵自体は「外」の技術だからチョロイけどさ、人の目が怖いんだよな。しかもどいつもこいつも銃持ってるって話だし』

　すると、番外個体ミサカワーストは自由に身動きできない黒夜の頭をぺしぺし叩たたきながら、

『だいじょぶだいじょぶ。ちゃーんと黒夜ちゃんが見張りをしててくれるからさ』

『なん、でっ、私が……ッ!!』

『猫耳パーツつければ情報収集能力も飛ひ躍やく的てきに向上するんだし問題ないよねえ？』

『ふぐっ!?　お、オマ……ッ！　何な故ぜそのアクセサリパーツを……ッ!?』

『ふっふっふ。抵抗したければ抵抗すれば良い。だが両腕を自由に使えないこの状況でネコミミジョイントオンを防げるかにゃー？　さあかわゆいかわゆい黒猫の暗殺者ちゃんになりましょうねー？』

『う……』

　黒夜は思わず後ろへ下がろうとするが、彼女は桟橋の先せん端たんの方にいるため、これ以上の逃げ道はない。番外個体ミサカワーストはと言えば、黒夜個人の外見の変化などどうでも良く、ただただ『闇やみ』としての雰ふん囲い気きをぶち壊こわしにしたいが故ゆえに猫耳追加パーツを持ってにじり寄る。

『ひっく』

　そして追い詰められた黒夜は、
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『びええええええええええええええええん!!　何だよー、何で私ばっかりこんな目に遭あわなくっちゃならないんだよおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!』




　うあっ!?　と番外個体ミサカワーストがわずかにたじろいだ。

『窒素爆槍ボンバーランス』という力を振るう大レ能ベ力ル者４だろうが、『暗くら闇やみの五月計画』で一方通行アクセラレータの思考の一部分を移植していようが、新世代の『闇』である『新入生』を率いていようが、根本的な所で彼女は一二歳の女の子でもあったりするのだ。

　なまじ殺す殺されるのシンプルな関係なら、彼女には強力な耐性があったはずだ。

　だが普ふ段だん慣れない方面からの侮ぶ辱じよくに黒くろ夜よるは慣れていない。アドリブで状況を完全にやり過ごせるほどの経験値を積んでいないのだから無理もない事ではあるだろう。

　大粒の涙をボロボロ流して喚わめき散らす黒夜から目を逸そらし、浜はま面づらの方に助けを求めようとする番外個体ミサカワースト。だが浜面は浜面で、『泣かしたー……』という目で番外個体ミサカワーストを眺めていた。

　心の逃げ道を失った番外個体ミサカワーストはしばし考え、

『でもま、それを言ったらこのミサカは製造されて一年も経たってない訳だし、最年少として多少のわがままは許容されるはず』

『サラリと言いやがったこの悪党め!!』

　喚く三人を乗せて、高級ヨットはゆっくりと港から離はなれていく。







（一一月一〇日、オアフ島、海兵隊パールハーバー第三基地、西門ゲートの監視カメラの映像より）







　派遣先の駐ちゆう屯とん地ちならともかく、国内にある基地へ真正面から襲しゆう撃げきを仕掛けてくる者などいない。だから警備兵がまず覚えるべきは暇ひまの潰つぶし方なのだ……とでも思われているかもしれないが、実際には仕事がない訳ではない。

　もっとも、現実にある任務と言えば基地へ攻め込んでくる危険分子との激しい銃撃戦などではなく、主に税金の使い道を睨にらみまくっている市民団体やら、ろくなネタのない三流週刊誌やらが行う『挑発』を蹴け散ちらす事にあるのだが。

　基地内ではカラス退治と呼ばれている、便所掃除と同列の雑用だった。

（……空港では航空燃料を使った爆破事件、ショッピングモールでも銃撃騒さわぎ。ったく、さっさと俺達に命令飛ばしてくれりゃ面倒臭くせえ連中蜂はちの巣にしてやるのによ。カラス退治ならアサルトライフルなんかいらねえだろうよ。便所のラバーカップで十分だ）

　そんなこんなで、ゲートの詰所で腐っていたアフリカ系の海兵隊員ニケ＝カノークスは、よれよれになったグラビア雑誌を放り捨て、テーブルに乗せていた両足を床へつけた。無線機が何か言っている。どうやら本日の暇潰し様がこちらのゲートにやって来てくれたらしい。

　大口様だから面と向かって言えないが、実際には隊員から不評なアサルトライフルを肩に提さげ、ニケは詰所の薄うすっぺらなドアを開け放つ。日本製の冷温ミスト噴ふん霧む器きの恩恵は失われ、しち面倒臭くさい陽ひ射ざしが褐色の肌に突き刺さる。

　こちらへ徒歩でやってくるご一行様に向けて、ニケは大声で叫ぶ。

『止まれ止まれクソが！　なにもんだテメェら!!』

『大統領様だよ!!　予算削るぞカウボーイ！　さっさと認証装置持って来い!!』

　やたらガッシリしたおっさんが涙目で叫んでいた。よくよく観察するとニュースで良く観みる顔だった。海パン一丁で勃ぼつ起き薬やくのＣＭに出ようとしたが女の大統領補佐官に鬼の形相で止められたという伝説を持つあの男だ。バラエティ番組での発言に品性がないのではないかという婦人会からの貴重なご意見に対し、にっこり笑顔でヌーディストビーチ拡充法案を提出しようとして記者会見場で女の大統領補佐官からボコボコにされていたあの男である。しかしその背後にいる未成年の子供達は何なのだろうか？　呆あつ気けに取られてタブレット型の端末を差し出すニケの前で、そのおっさんは社会保障番号を打ち込んで掌てのひらをべったりと画面に押し付けた。そこらのモノマネ芸人であるはずなのに、何な故ぜか認証がグリーンで通ってしまう。

　ニケは押し返されたタブレット型端末を軽く振りながら、

『……故障してんのかな？』

『埃ほこりや砂が入った程度で「たまたま」誤作動起こして「たまたま」すり抜けるようなシステムかよ？　本当にそう思ってんなら開発元のマスカットコンピュータ社に抗議文でも送ってみろ。三時間後には名誉棄き損そんで告訴されるぞ』

『え、え？　でも、え？　それじゃ』

『ロベルト＝カッツェ大統領だ。二時間前、俺がオアフ島の会見場から消えた事ぐらいは摑つかんでいるだろう。一般には公開されていなくても、軍関係には情報が回ってやがるはずだ』

『は、はあ』

　状況が摑めず、敬礼するべきかどうか迷っている様子のニケに、大統領は畳たたみ掛けるように言う。

『あの真相は俺の誘ゆう拐かいを目もく論ろむテロ事件が進行したおかげだ。そして今も進行を続けている。後ろにいる民間人は俺を救出してくれた。だが危機は終わってねえの。救援と保護を願いたいが、中へ入っても構わねえか？』

『いや、待った。待ってください。どうするんだっけ？　そうだ、管理部に連絡。電子的な処理が終わればゲスト扱いのＩＤを発行しますから……』

『待っている時間があると思うかよ？　今も危機は進行していると言っただろ。ヤツらが近づいてきている。フェンスの中に入るだけじゃ駄だ目めだ。迫はく撃げき砲ほうの使用も考こう慮りよし、最低でも強化コンクリート製の建物の中へ避ひ難なんしてえんだ』

『い、いや……』

『カウボーイ』

　大統領はニケの顔を覗のぞき込み、

『ケネディ暗殺の際には、犯人の他に何人かの悪役の名が歴史に刻まれちまった。警備関連の落ち度を指摘された連中が、何十年も経たった今でもな。カウボーイも同じように刻まれてえの？』

『……どうぞ……』

　大統領の素す性じよう自体は認証装置が保証しているおかげでもあるのだろう。ニケ＝カノークスは半ば気け圧おされるように、道を譲ゆずる。

　ロベルト＝カッツェに続いて、後ろにいた民間人達もゲートの方へ向かったのを見て、流石さすがにニケは止めに入ろうとしたが、

『俺を助けてくれた民間人だ。だからこそ命を狙ねらわれる危険がある。カウボーイ、アンタは救国の英えい傑けつ達を外へ放り投げて見殺しにするつもりかよ？』

　何も言えなかった。

　大統領のアポなし訪問時の対応マニュアルなんぞに心当たりはない。呆ぼう然ぜんとするニケの横を通って、四人の民間人が海兵隊基地の中へと踏ふみ込んでいく。







（一一月一〇日、オアフ島、海兵隊パールハーバー第三基地、管制補助カメラの映像より）







『どうなってんだ？』

　上かみ条じようは自分が潜くぐった西門のゲートを何度も振り返りながら尋ねる。

　ロベルトは肩をすくめて、

『俺に聞かれても困る。こっちだっておっかなびっくり演技してたんだからよ。というか、この海兵隊基地はサローニャとかいうヤツの手に落ちてんじゃねえのか？』

『侵略はされているだろうさ』

　バードウェイだけが涼しい顔で言う。

『ただし末まつ端たんまで及んでいない。おそらく掌しよう握あくされているのは一番上の司令官だけだ』

『何で断言できンだ？』

『ショッピングモール』

　退屈そうにバードウェイが答える。

『大統領サマの言い分によれば、最低でも上院下院は制圧され、官系組織や軍関係にも魔ま術じゆつ的てき操作の手が伸びているとの事だった。サローニャが最大で一度に何人操れるかは不明。しかし、議会だけでも六〇〇人前後がいるはずなんだ。過半数を握るだけでもその半分。それだけ一気に操る腕があれば、あのショッピングモールはもっと悲ひ惨さんな事になっていたとは思わないか？　例えば、観光客全員がゾンビのように襲おそいかかってくるとか、倒すごとにどんどん「新手」が出て来るとか』

『……言われてみれば……』

『しかし実際には、あそこで操られていたのは「人質」の四人だけだった』

　バードウェイは歩きながら話を続ける。

『大統領が噓うそをついていないなら、おそらくサローニャの術式にはそれなりの準備期間と人数制限がある。合衆国の機能を押さえるのに手一杯で、自分の戦力にはそう多く人手を割さけない環境にあると推測できる。となれば、この海兵隊基地だって必ずどこかでコストを削減しようとするはずだ』

『合衆国の機能を完全に掌握するためには、いくつかの「難関」が存在する』

　大統領は軽く息を吐はいて、

『それらの条件を完全に満たすためには、米国全土に根を張り巡らせる必要がある。サローニャとかいう野郎がカツカツになるのも頷うなずけるぜ』

『末端一人一人を操るより、一番上の司令官だけ操って、後は書類上の命令だけで部下達をコントロールする方が安上がりって事？』

　いまいち魔術というものにピンと来ていない様子の美み琴ことがそんな事を言う。

　バードウェイは頷うなずき、

『ついでに言わせてもらえば、サローニャの人間操作魔ま術じゆつはそこそこ特殊なものと踏ふんで良いだろう。基本的に魔術は扱い方を知っていれば誰だれでも使えるものだが、一部には例外がある。こいつはそのパターンだな』

『そォ思う根拠は何なンだ』

『仮に誰でも使えるなら、サローニャが一般人を操って、その一般人に「人を操る魔術」を使わせれば良い。後はその繰くり返しでネズミ算の完成さ。だがそういった事態には陥おちいっていない。人を操る魔術はサローニャ限定、しかもサローニャ自身、扱える範囲に限りがある』

　そして自由にできる『枠』を節約するため、米軍基地の司令官だけを操っている……とバードウェイは考えているらしい。

　ロベルトは首をひねり、

『……だとすると、チャンスは残ってた訳かよ。司令官からの命令と大統領からの命令。厳密にはもちろん俺の方が上だが、普通に兵隊やってる連中じゃ、そんなの天てん秤びんにかけた事もねえだろうしな。全員が全員俺の味方をしてくれる訳じゃねえが、それでも面めん喰くらうのは確実だな』

『ついでに、パピルスが自動解析したサローニャの術式についても説明しておこう』

　バードウェイは腕を組み、

『ヤツの術式は予想通り、ロシアの森の妖精レーシーに関するものだった。レーシーは森の全すべての動物の支配権を持つ者で、人間を森の動物に対応させる事で操作している。具体的な条件についてだが……これは「木」を使う事が判明した』

『木？』

『ロシア産の針葉樹でなければ駄だ目めだ。木片でも葉っぱでも良い。とにかく一部分でもターゲットに触らせれば、その時点で「森の一員」とみなされてサローニャの制御下に置かれる』

『……そんなもん持ってたっけ？』

　上かみ条じようはショッピングモールの状況を思い出しながら、怪け訝げんな声で言う。

　バードウェイは薄うすく笑って、

『木が原料なら何でも良い。紙でもコルクボードでもな。最近じゃ紙コンデンサなんてものもあるらしいな。何かに紛まぎれ込ませ、本人も知らない内に所持させる事は難しくない』

『その霊れい装そうを手放したらどうなるんだ？』

『当然制御は元に戻る。だがサローニャはそれを許さないだろうな。一度操ったら、以降は何があっても手放すなと命じるはずだ。何なら食べろと言っても良い』

　うえ、と上条が呻うめき声を発した。

　ロベルトは横から口を挟む。

『それより、サローニャとかいう女は、司令官だけは直接操ってやがるとか言ったなガール？』

『そうだが』

『となると、目下一番危険なのは……』

　彼が言いかけた時だった。

　遠くにある四角い建物の近くから、一台のオフロードカーが走ってきた。ＭＰの運転する自動車の後部座席に収まっているのは、恰かつ幅ぷくの良い、いかにも高い役職に就いていそうな大男だった。軍事マニアが彼の軍服の細部を観察すれば、具体的な地位が分かったかもしれない。

　基地司令官だ。

『大統領』

　目の前で停車したオフロードカーから問題の人物が下りてくるのを見て、上かみ条じようは自分の体が強こわ張ばるのを自覚した。胸のネームプレートにはバックス＝シェルヴァとある。

　バードウェイは、サローニャがコスト削減のため、一番トップにいる司令官だけを直接操り、後は命令系統を利用して間接制御していると言っていた。

　その関係で、他の兵士には『大統領を撃うて』と命令しても実行されない可能性がある。誰だれだって大統領殺害なんていう米国最悪のレッテルは貼はられたくはない。

　だがバックス＝シェルヴァだけは違う。

　サローニャの術式に操られているバックスは、後先など考えず、ただ制御されるままに大統領へ凶弾を放つ危険性がある。

　彼の腰に提さげられている自動拳けん銃じゆうが、やたらと大きな存在感をアピールしてくる。

　上条の喉のどが鳴る。

　彼の右手を使えば、司令官の制御も解けるかもしれない。だがたった数メートルの距きよ離りが、拳銃という武器によって決死のゾーンを形作る。

　そうしている間にも、司令官は動いていた。




『報告は受けています。ご無事で何よりでした！　これより我が基地の総力を挙げて護衛させていただきます!!』




　……あれ？　と上条はわずかに眉まゆを動かした。美み琴こと達も似たような事を考えているようだった。どこかに誘さそい込んでから凶行に及ぶつもりかとも思ったが、バードウェイが囁ささやくようにこう言った。

『できないだろうさ』

　大統領より前に、バックスの正面まで踏ふみ込み、彼女は明確に嘲あざ笑わらう。

『今なら大統領を殺せる。だがそれをやってしまえば、パールハーバー第三基地を間接操作する唯一の接点を「ご乱心」で失ってしまう。だから殺せない。少なくとも今は。「起爆剤」がこの基地から運び出されるまでは、絶対に』

　バックス＝シェルヴァの体が、ピクリと震ふるえた。

　それは司令官本人の葛かつ藤とうではなく、別の人物の思惑が見えているようだった。

『ここで司令官が使い捨てにされないという事は、ある事実を証明しているとも言える。私はすでに答えを言っている訳だが、それが何だか分かるかな？』

『……「起爆剤」はまだ運び出されてねえだと？』

　ロベルトは呟つぶやいてから、咳せき払ばらいと共に『公的』な口調を整え、

『司令官。「起爆剤」の保管状況について情報の開示を求めたい。「起爆剤」は具体的に、今どこにある？』

　バックスの体が、さらに震ふるえる。

　ここで動くべきか否いなか、どこかの誰だれかが蠢うごめいている。

　美み琴ことと一方通行アクセラレータがわずかに腰を落としたその時だった。

『……き、「起爆剤」は……』

　司令官の唇くちびるが動く。

　不自然に汗を流しながらも、彼はこう続けた。

『……滑走路。輸送機を使って、ハワイ島への飛行許可を……』

『行くぞ』

　バードウェイが呟く。

『どうせサローニャのヤツも「一番手厚い所」に匿かくまわれているに決まっている。「起爆剤」をキラウェアで使いたいグレムリンからすれば、装置とユーザーを一いつ緒しよに運んだ方が手っ取り早いしな』

『でも輸送機って言ったって三機ぐらいあるわよ。どれに「起爆剤」ってのが……』

　美琴が滑走路を眺めながら怪け訝げんな顔をした、その時だった。

　パン!!　という銃声が響ひびいた。

　上かみ条じよう達が慌あわてて振り返れば、基地司令官が腰の拳けん銃じゆうを抜いた所だった。ただし弾は誰にも当たっていない。彼は付近にいたＭＰに取り押さえられ、地面に組み伏せられていた。おそらく撃うつ前には飛びかかられていたのだろう。

『拘こう泥でいすんな』

　大統領が小さな声で言った。

『すぐに元凶を叩たたく。それでこの件もおしまいだぜ』







（一一月一〇日、オアフ島、海兵隊パールハーバー第三基地、輸送機のカーゴスペース内、保全管理カメラの映像より）







　輸送機は三機あり、上かみ条じようはその一機に向かって走る。他の二機については一方通行アクセラレータ、バードウェイがそれぞれ向かっているはずだ。

　幸い、問題の輸送機はまだ離り陸りくしていなかった。積み荷の搬はん入にゆう作業も終わっていないらしい。後部のカーゴドアも開いたままだった。車両用のスロープも兼ねるカーゴドアは、滑走路のアスファルトへと垂らされている。

　上条と美み琴こととロベルトの三人は、そのスロープへ走っていく。

『何で御み坂さかはこっちについてきてんの!?』

『ここでアンタから目を離はなすとまたどっかに消えそうだからよ!!　ええいもう、非科学な事信じたくないけど今ここで例のアレ渡しておいた方が良いのかしら!?』

『大統領も何で基地の中に避ひ難なんしないのかな!?』

『ここは俺の国だぜボーイ』

　ざっと見た所、輸送機は三機あったようだった。おそらく一方通行アクセラレータとバードウェイは、それぞれ別の機へ向かっているはずだ。

　軍用のフォークリフトで立方体のコンテナを運んでいたインド系の兵士が、慌あわてたように声をかけてくる。

『ヘイ!!　そこで何してる!?　アンタら一体何なんだ!?』

『大統領様だっつってんだろ!!　これ以上天てん丼どんしやがったら心のケアと称してクリスマス休きゆう暇かに入るぞ！　良いから作業止やめてついて来い、腰にぶら下がった官給品の出番だ！　この機は離り陸りく中止。繰くり返す、離陸中止!!』

　そんな事言われたって軍構造の直接の上司の命令じゃないし、でも大統領って確か軍最高司令官なんだっけ？　でもこんなキャッチャーフライみたいな頭越しの命令なんてされた事ないしどうすれば良いんだ上官に聞いてみるか？　などとパニックに陥おちいるフォークリフト運転手を無視し、上条達はカーゴスペース内へと突入した。

　中は広い。大型の観光バスぐらいなら丸々入ってしまいそうだった。そのそこかしこに、先ほどフォークリフトが運んでいた立方体のコンテナが積まれていた。

　上条は辺りを見回し、

『どこだ？　「起爆剤」ってのはもう積まれたのか？　それともまだ……』

『サローニャってヤツの方が先じゃない？　黒幕捕まえりゃ状況は停止するんだし……、ッ!?』

　ガクン、と足元が大きく揺さぶられたのはその時だった。

　蜂はちの羽は音おとを数百倍にも増幅させたような爆音が耳を打つ。四基のプロップエンジンが四枚羽のプロペラを回す音だ、と上条が気づいた時には、すでに加速が始まっていた。

　後部のカーゴドアを開けたまま。

　バランスを崩したロベルト＝カッツェが、転がるようにスロープ状の出口へ流される。カーゴドアの端はしはアスファルトと激突し、オレンジ色の火花を発していた。

『っと!!』

　美み琴ことは慌あわてて手を伸ばし、転げ落ちそうになっていたロベルトの片手を摑つかむ。

『ガール。親切には感謝するがちょっと余計なお世話だったかもな』

『訳分かんない事言ってないで早く……ッ!!』

『加速する前に転がり落ちてりゃ擦すり傷で済んだんだ。だが悲しいかな、今転げ落ちれば間違いなくジャパニーズ紅葉もみじおろしだな』

『だったらそのアタッシェケース捨てて両手で私の手を摑めっての!!』

『国防に直結するんでお断りするしかねえんだ。俺としても大変不本意だがよ!!』

　そうこうしている間にも、輸送機の加速は続く。

　時速三〇〇キロを超えるかどうかのラインで、足元がグラリと揺れた。開いたままのカーゴドアの方を下にする形で、坂道のように傾いていく。

　離り陸りくしているのだ。

　落ちたらただでは済まないから、明確な死へとランクアップした瞬しゆん間かんだ。

　それが分かっていながら、上かみ条じようは美琴に手を貸す事ができなかった。

　理由は明快。

『サローニャ……ッ!!』

　積まれたコンテナの一つの陰から、一人の女がゆっくりと現れる。グレムリンの魔ま術じゆつ師し。レーシーというロシアの妖精の伝承に基づき、人間が人間を操る方法に熟知した者。

　緑を基調とした衣装に膝ひざ上うえまである革のブーツは、金色の髪や白い肌を鮮やかに際きわ立だたせる。森林に居を構え、『森の住人』の支配者を名乗るにしては多少軽装な気もするが、その非現実性が逆にレーシーという妖精の名を冠するには相応ふさわしいのか。

　とはいえ。

　非金属の航空素材で固められた輸送機の中では、逆に違和感が噴出する。

　譬たとえるなら、都会に紛まぎれ込んだワニやサソリといった保護動物のような、『身の危険』を感じさせる自然の切り取り方だ。

　彼女が出てきてしまった以上、上条は美琴に手を貸す事ができなくなる。

　どんな魔術を使うにしても、大統領の救出に専念していれば背中を狙ねらい撃うちされる。単純な死か、ゾンビのように操られるか。いずれにしてもそんな事を許せるはずがない。

　上条は振り返らないまま、大統領の片手を摑む美琴へと言葉を投げかける。

『大統領を任せられるか!?』

『何とかするわよ！　くそ、バージョンアップで鉄製の部品を極力排除してんのか。磁力のとっかかりがほとんどない……ッ!!』

　カツン、という硬質な足音が近づいてくる。

　上条は右の拳こぶしを固く握り締しめる。

　サローニャが得意とするのは『人間を操る魔ま術じゆつ』だ。しかしここにはそのための人材がない。上かみ条じよう達自身が操られる危険さえ回かい避ひできれば、右みぎ拳こぶしが通用する可能性は十分ある。

　だが。

　彼女が右手の指を、軽く鳴らした直後だった。




　ゴッ!!!!!!　と。

　上条の体が、右側の壁へと勢い良く叩たたきつけられる。




　よろけてぶつかった、とかいう次元ではない。足は完全に宙に浮いていた。砲弾のように背中から壁の中央へ激突した上条の呼吸が、冗談抜きに数秒停止する。

『が、ばっ!?』

　一いつ瞬しゆん、サローニャが何かしら魔術的な攻こう撃げきを行ったかと思った。

　しかし違う。

　カーゴドア付近にいる美み琴ことや大統領もまとめて振り回されていた。カーゴドア開閉用の太いシリンダーに美琴が足を絡からめていなければ、二人まとめて大空へ投げ出されていただろう。

『……そう、か……パイロットを制御下に置いて……ッ!!』

『知ってる？　大型輸送機ちゃんだってアクロバットできるのよ？』

　もう一度、サローニャは指を鳴らし、

『まぁ、普通の神経持ってる人間ちゃんなら絶対にやろうとしないだろうけどね』

　大型輸送機は一体どんな挙動をしているのか、右に左にと上条の体が振り回される。来ると分かっていても両足で踏ふん張れるものではない。そもそも体感上の重力そのものが変質している。

　コンテナを繫つなぐためのものだろう。壁や天てん井じようから伸びる太いワイヤーに片腕を絡めてバランスを取るサローニャは、もう片方の手を後ろへ回し、

『私達、グレムリンがあなたの右手への対抗策として考えたのは極きわめてシンプル』

　タートルネックの中から、この銃大国ならスーパーでも並んでいるありふれた商品を取り出す。

『異能の力が一切絡まない、どこにでも転がっている方法で殺害する事』

『ッ!!』

　上条には、鉛なまり弾だまを弾はじき飛ばしたり、目で見て避さけるような能力は備わっていない。

　だから彼は、壁に叩たたきつけられて床に倒れ伏したまま、とっさに右足を振り抜いた。立方体のコンテナを床に留めていたレバーを蹴けり上げ、そのロックを解除する。

　直後に銃声が炸さく裂れつした。

　超巨大なアクロバット飛行によって地球の重力が無視される小世界で、浮遊するコンテナが上条の盾たてとなってオレンジ色の火花を散らす。

　だが異常な重力は一定ではない。

　束つかの間ま味方してくれたコンテナが、今度は上かみ条じようの方へと『落下』してくる。倒れたまま、慌あわてて横へ転がる上条のすぐ近くへ金属の塊かたまりが落下し、バラバラに砕ける。簡易組み立て式のジョイントパーツが破損したらしい。

　サローニャはさらに右手で握った拳けん銃じゆうをこちらへ向ける。

　しかし上条の方は何度も同じ手を使えない。足で弾はじけそうなレバーは近くにないし、仮にコンテナを解放したとしても、必ずサローニャの凶弾を防いでくれるとは限らない。

　だが、彼女の弾丸が発射される事はなかった。

　もっと強力な『物理現象』が、輸送機内を突き抜けたからだ。

　一〇億ボルトの超高圧電流という形の。

　ズバチィ!!　という轟ごう音おんにサローニャが慌ててコンテナの陰に回かい避ひし、それから金属製のコンテナが盾たてとして機能するか疑問が生じたのだろう。顔をしかめる。

　シリンダーに片足を絡からめ、片手で大統領の腕を摑つかみ、もう片方の手をこちら向ける美み琴ことが、相当辛つらそうな状況にも拘かかわらず不敵に笑う。

『……得え体たいのしれない右手が関かかわるならともかく、ただのありふれたものしかないってんなら、私の力はほとんど無敵の力を発揮するわよ』

　サローニャの方もニヤリと笑う。彼女が見ているのは美琴が絡み付いている太いシリンダーだ。

『（……カーゴドアを閉じて、御み坂さかを装置で挟むつもりか!?）』

　敵の狙ねらいを予測した上条は、思わず叫ぶ。

『サローニャの事は良い!!　とにかく辺りにあるコンテナを片っ端ぱしから吹っ飛ばせ!!』

『ッ!?』

　ギョッとした魔ま術じゆつ師しが上条と美琴、どちらへ銃を向けるか迷った直後だった。

　美琴の前髪から、いくつもの雷らい撃げきの槍やりが飛んだ。

　凄すさまじい爆音と閃せん光こうが炸さく裂れつする。軽量化の一環として使われていた非金属製のボルトが溶け、簡易組み立て式のコンテナが分解されていく。直接的な破は壊かいの他に、その『電流』は精密機器の内部へもダメージを与えていく。

『起爆剤』がどんなものか知らないが、ここまでの高圧電流を受けて無傷でいられるとは思えない。

『な、あ……ッ!?』

　弾け、ひしゃげ、崩れ、黒く焦こげ付く立方体コンテナの残ざん骸がいの山を見て、サローニャ＝Ａ＝イリヴィカが呻うめき声を発する。

　ただし、それは『起爆剤』を眼前で破壊されたからではなく……。







（一一月一〇日、ハワイ島、国立火山公園、野鳥観察カメラの映像より）







　上かみ条じようとは別行動中の浜はま面づら達は盗んだ高級ヨットを乗り捨てて、ハワイ島へと上陸していた。問題のキラウェア火山はハワイ島最大の観光資源であり、その山はおろか、火口近辺までもがまとめて国立公園として登録されている。

　火口は一つではない。山頂にある最も巨大なものを中心に、山の中腹や麓ふもとの近くにまで小さな火口が何十もあった。こうしている今も温泉のような硫りゆう化かガスの匂においが彼らの鼻についた。

　浜面達の本来の役目は、盗難車を使ってこのキラウェアの火口近くまで先回りし、『起爆剤』を持ち込もうとするグレムリンの連中がやってきたら、その活動を阻そ止しする事にあった。

　別働の上条達には何かしらの勝算があるようだったから、こちらが具体的なアクションを行う必要がない可能性もあるはずだった。

　にも拘かかわらず。

『何だ、ありゃ……』

　直径一〇キロ以上もある巨大なカルデラの縁で、浜面は思わずゆっくりと身を伏せた。

　誰だれかがいる。

　複数の男達だった。観光で見て回っているにしては、あまりにも火口に近づきすぎている。キラウェア内で有名なハレマウマウ火口ほどではないが、それでも十分に危険な数十メートルのオレンジに光る亀き裂れつである。そして彼らは何か大きな装置を取り付けているようだった。見た目には四本足のついた巨大なドラム缶のように見えた。四本の足を十字架のように配し、電気かガスの力で打ち込む特殊な杭くいで固定している最中だった。

『……嫌いやな感じだな。ロシアの雪原を思い出すぜ』

　ドラム缶は一つではない。

　巨大な火口を取り囲むように、数十ものドラム缶が設置されている。

　具体的な根拠がある訳ではない。

　だが浜面の脳裏には、自然とある単語が浮かび上がった。

『……「起爆剤」、なのか……？』

『みたいだね』

『でも、どうやって？　何で!?　まだハワイ島には運び込まれていないんじゃなかったのか!?』

『考えられる可能性は一つ』

　番外個体ミサカワーストは人差し指を立てて言う。

『別働の連中が追い駆けているグレムリンの……魔ま術じゆつ師しだっけ？　とにかくその危険分子は、真の計画を知らなかった。「起爆剤」は元々別のルートで運び出されていて、危険分子はその事実に気づいていなかった。だから、その危険分子を追いかけているミサカのお仲間さんも「起爆剤」の保管場所には辿たどり着けなかった』

『まずい、まずいぜ』

　浜はま面づらは呻うめき声を発し、

『……あれが作動すればキラウェアが大噴火しちまう。俺達だけの問題じゃない。溶岩が流れ込めばそれだけで住民と観光客を合わせて五〇万人の犠ぎ牲せい。さらにこれが引き金でアメリカが多た国こく籍せき間との関係を急速に悪化させたら……』

『ただでさえ第三次世界大戦の直後で情勢は不安定。学園都市主導の再興活動も「支援額が少ない」という不満を持っている国や地域も少なくない。アメリカ本土への宣戦布告はなくても、何かしらの小競り合いをやって「金かね儲もうけの戦争」を起こしたがる政治家も出てくるかもね』

『……やンのか。やンねェのか。どっちなンだ』

　ぶすっとしたまま、黒くろ夜よるが質問する。泣き顔を見られた事で何かしらの心の傷を負ったのかもしれない。

　だが浜面は首を横に振った。

『真正面からやり合ってどうすんだ。「起爆剤」は何種類かの火薬を段階的に爆発させる事で地中のマグマに刺激を与える装置らしいけど、具体的な起爆方法は分からないまま。デリケートな方式だったら戦せん闘とうに巻き込ませたくない』

　そもそも敵の強さも分からねえんだしな、と浜面は付け足した。

『連中だって自分で起こした噴火で自分を焼かれたくはないはずだ。ヤツらが立ち去ってから起爆まで時間がある。その間に装置へ取りついて、何としても「起爆剤」を無力化するしかねえ』







（一一月一〇日、ラナイ島上空、輸送機のカーゴスペース内、保全管理カメラの映像より）







　美み琴ことの雷らい撃げきが飛び、輸送機の機内にあった立方体のコンテナは次々と崩されていった。その中に収められている『起爆剤』を破は壊かいするための行動だった。

　にも拘かかわらず。

　中から出てきたのは軍用の生活キットのようだった。取っ手を折り畳たためるフライパンや小型のランプなどが散らばっている。『起爆剤』の詳細を知らない上かみ条じようでも分かる。ここにあるのは、多少の工夫は凝こらされているものの、基本的には台所用品だ。どう考えたって火山活動の人工的な制御になんて役立てられるはずがない。

『（……どうなってる）』

　上かみ条じようはいくつかの可能性を考える。

　例えば、輸送機はダミー含めて三機はあった。本物の『起爆剤』は他の機に積まれている可能性もあるにはあるが……基地司令官を操って積み荷の行方を決定づけていたサローニャはどの機に『起爆剤』が積まれていたかは知っていたはずだ。そして、わざわざバラバラの機に乗るメリットは特にない。

　それに、積み荷の搬はん入にゆうが終わる前にこの機は強引に離り陸りくした。ひょっとすると、『起爆剤』は積まれていないのに飛び立った可能性だって否定できない……が、やはりサローニャは具体的なコンテナ番号を知っていたはずだ。だから『奇き襲しゆうの一環』として緊きん急きゆう離陸させたのだろうし、上条が最初にコンテナのロックを外して盾たてに使った時、サローニャの表情に変化はなかった。ロックを外した以上、機のバランスによっては開いたカーゴドアから投げ出されるかもしれないのに、だ。

　となると……、

『知らなかった……？　まさか、お前自身もコンテナがここにあるって聞いていただけだったのか？』

　グレムリンという組織は、たとえサローニャクラスの強大な魔ま術じゆつ師しであっても、大きな計画の成じよう就じゆのために迷わず利用する。ダミーの情報で滑こつ稽けいに踊らせる。

　サンドリヨンと、サローニャ＝Ａ＝イリヴィカだけではない。

　この事件には、まだ他に『誰だれか』が関かかわっている。

　おそらくは、もっと深い所に根付いている『誰か』が。

『……、』

　サローニャは、しばらく動かなかった。

　彼女自身、自分の身に起きた事を分析しようとしているのだろう。

　だが上条にしてもサローニャにしても、深く考えているだけの時間はない。

　美み琴ことが片手をこちらに向け直している事に気づいたサローニャは、即座に拳けん銃じゆうを持つ手を動かす。ただし狙ねらうのは美琴ではない。彼女は輸送機の前部へ銃口を向け、立て続けにありったけの弾丸を叩たたき込んだのだ。

　悲痛な声を発したのはロベルト＝カッツェだった。

『パイロットが!?』

　その言葉が示す意味に、上条と美琴がわずかに怯ひるむ。その隙すきにサローニャは壁に掛けてあったバッグのような物を摑つかんだ。緊急脱出用のパラシュートだ。機が自然と緩ゆるやかに上昇していく……つまり後部カーゴドアに向かう下り坂状になるのを利用し、転がるように出口に向かって突進していく。

　美琴の横をすり抜ける直前、第三位が苦し紛まぎれに放った青白い『雷らい撃げきの槍やり』がまともにサローニャの体を貫いた。全身の力が抜け、意識が朦もう朧ろうとした様子のサローニャだが、それでも笑みを崩さずにスロープ状のカーゴドアの端はしから躊ちゆう躇ちよなく飛ぶ。

　美み琴ことは舌打ちして叫んだ。

『くそっ!!』

『深追いしても意味はない！　それより大統領だ!!』

　上かみ条じようはカーゴドアの方へ向かい、美琴の傍そばに寄ってロベルトの腕を摑つかむ。下へ手たをすると自分も一いつ緒しよに転げ落ちそうな状況だが、どうにかして大統領を機内へ引きずり上げる。

『……た、体重何キロ？　ちょっとハンバーガーの食べ過ぎなんじゃないの』

『こ、これでも一応九〇には届いちゃいねえ。バーガーは若者層へのアピールに使えるからよ。ローズラインのヤツには票集めのために瘦やせろと言われちゃいるが、身長を考えればスリムな方だと思うぞ……』

　しばし呼吸を整える上条達だったが、そこで状況を思い出した。

『御み坂さか、パラシュートがまだあるか調べてくれ』

『アンタは？』

『パイロットを看みてくる。銃弾が壁を抜いているなら、怪け我がしているかもしれない』

『俺も行こう。日本語だけでやり取りできるとも思えねえしな』

『パイロットはサローニャの命令でアンタに襲おそいかかるかもしれないぞ』

『それだけ元気がありゃ良いんだがな』

　上条とロベルトの二人は、コンテナの残ざん骸がいを踏ふみ越えて前部のコックピットへと向かう。







（一一月一〇日、ラナイ島上空、輸送機のレコーダーボックスの映像記録より）







　上条達の予想通り、コックピットとカーゴスペースを分ける薄うすい内壁は拳けん銃じゆうで撃うち抜かれていた。その向こうにあったはずのコックピットに無数の弾丸が通過し、パイロットはおろか風防キャノピーにすら無数の亀き裂れつが入っている。粉々に砕けていないのは、元からカーゴドアが開いていたため気圧に変化がなかったからかもしれない。

　そして。

　三〇代前後と思おぼしき白人のパイロットが、血まみれで操縦用のコンソールに突っ伏していた。今でもサローニャの制御下にあるのか、使い捨てられた後なのかは判然としない。

　どちらでも同じだ。

　駆け寄った上条は、右手でパイロットの肩を摑んで大声で呼びかける。

『くそ、大だい丈じよう夫ぶか!?』

『意識はあるみたいだ。だが三発ほど背中に直ちよく撃げきしてやがる。弾丸は全部体の外に抜けちゃいるが、応急的な止血だけで切り抜けられるような怪け我がじゃねえ』

『傷口に布を当てるぐらいしか思いつかないぞ。他に何かできるのか？』

『それで良い。手足なら縛しばって一時的に血の流れを止める事もできるが、胴体でやろうとすりゃ内臓を圧迫するだけだ』

　傷口を見るために脱がせたパイロットの上着を裂さこうとしたが、やはり軍服なのか、思ったようにいかない。拳けん銃じゆうとセットでパイロットの腰に差さっていたナイフを使って、ようやく応急手当に使えそうなボロ布をいくつか用意する。

　そこへ美み琴ことがやってきた。

『パラシュートいくつか見つけたわよ！』

『……このミスターは難しいな』

　大統領は重傷のパイロットを見ながら小さな声で言う。

『パラシュート展開時にかかる衝しよう撃げきは数メートルから地面へ直接飛ぶのと同じだ。健康体なら若じやつ干かん呼吸が苦しくなる程度だが、内臓にダメージを負った可能性のある者が挑戦するべきじゃねえ』

『……私は、構わない……』

　突っ伏したままのパイロットが、粘つく血の滴したたる唇くちびるを動かして言う。

『あなた達は、先に飛べ。私はこいつの機首を、せめて確実に海の方へ向け直す……』

　上かみ条じよう達三人は、わずかに視線を交わした。

　美琴はため息をつき、パラシュートを床へと放り捨てる。

　パイロットは、朦もう朧ろうとした目に怪け訝げんな色を乗せ、

『何を……？』

『手伝わせてもらうぜ。ただし』

　大統領はパイロットの肩に手を置いて、こう告げた。

　明確に。

『海へ落とすためじゃねえ。どうせなら不時着ぐらいの高望みをしてやろうぜ』







（一一月一〇日、ハワイ島、国立火山公園、野鳥観察カメラの映像より）







　謎なぞの男達が立ち去ったのは、二〇分後の事だった。

　それが最も効率の良い方法だとしても、五〇万人の命に関かかわる『起爆剤』が設置されていく光景をただ眺めているのは、浜はま面づらの心臓に悪い刺激を与えっ放しだった。傍そばにいる番外個体ミサカワーストや黒くろ夜よる海うみ鳥どりがケロリとした顔をしているのが信じられない。

　おそらくはグレムリンの関係者と思おぼしき一団が４ＷＤで立ち去ったのを確認してから、浜はま面づらはクレーターのような構造のカルデラを滑すべり落ちる形で中央の火口付近へと近づいていく。硫りゆう化かガスの匂においと気温が一気に上昇するのが分かる。グレムリンの連中は服の下に何かしらの特殊なスーツでも纏まとっていたのだろうか。

『どう思う!?』

『おそらく複数の角度から同時に強い振動を地中に浴びせ、それによってマグマの圧力を調整する仕組みなんだろうね。ただ装置間にケーブルはないし、無線電波のやり取りもない。起爆関係はタイマー制御で、システムは各おの々おのが完全に独立してる』

『つまり、中央のシステムを一つ破は壊かいすれば全部止まるって訳じゃないのか』

　浜面は周囲を見回し、

『ざっと見て二〇以上。リミットはあと何分残っているか分からない。こんな状況で、一つ一つ映画みたいに蓋ふた開けてコード切ってってやるしかねえのか!?』

『……もっと簡単な方法がある』

　黒くろ夜よるは装置の一つを適当に指差しながら、

『わざわざ四本の足に杭くいを打って固定してる。おそらく爆風に強い指向性を与えて、槍やりみたいな形の衝しよう撃げき波はを地中へ真まっ直すぐ向けるためのものだ。逆に言えば……』

『杭を抜くなり足を壊こわすなりして、ドラム缶を倒しちまえば良いって訳か！』

『やるなら急いだ方が良さそうね』

　番外個体ミサカワーストはニヤリと笑って、

『火山活動を制御するためのものとはいえ、基本的には爆薬。いつ起爆するかは私達には見えない訳だし、巻き込まれるのはごめんだもんねえ。爆弾の殺傷範囲にしても、ハワイ諸島最大の活火山の噴火活動にしても』







（一一月一〇日、ラナイ島近海、輸送機のレコーダーボックスの映像記録より）







　輸送機のパイロットは自分の任務をまっとうしようとしたが、彼の体はほとんど動けない状態にあった。上かみ条じようや美み琴こと達が、彼の指示に従って、操そう縦じゆう桿かん以外のボタンを操作していく。

『……まずは後部カーゴハッチを閉じる。そっちのボタンだ。機が密閉状態になれば、内部の空気が浮き輪の役割を果たしてくれる。海上へ不時着させるなら必須だ……』

　言われるがままに次々とボタンを操作していく上条達だが、それで具体的にどんな効果があるかまでは実感できない。だが、明らかに高度が下がっているのは理解できた。とはいっても安定していない。今も足元はグラグラと揺れているし、不快な重力の変化が胃袋の中身をせり上げさせようとしている。

　空の旅と呼ぶにはあまりにも危険な状況。

　重力に逆らう事の不自然さを、命の危機という形で改めて突きつけてくる事態。

『……海上への不時着にやり直しは利きかない。やるなら一度だ。リタイヤするなら今しかないぞ。高度が一定以上下がったら、パラシュートも使えなくなる。本当に良いのか……？』

　美み琴ことの通訳を受けると、上かみ条じようはニヤリと笑う。

　急速に数字をスクロールさせていく高度計を無視して、彼は言う。

『その覚悟ならもうできてる。だから着陸に必要な事を教えてくれ』

『良い度胸だ』

　血まみれのパイロットは、もう一度上半身を起こし、

『……だが、大統領をお守りするのは私の役目だよ』







（一一月一〇日、ハワイ島、国立火山公園、野鳥観察カメラの映像より）







　実際に役立ったのは黒くろ夜よる海うみ鳥どりと番外個体ミサカワーストだった。

　窒ちつ素そでできた巨大な槍やりが、ドラム缶を支える金属製の足を直接切り裂さく。番外個体ミサカワーストの手で加速された鉄てつ釘くぎが、足と地面を繫つなぐ杭くいを弾はじき飛ばす。支えを失ったドラム缶は、無レ能ベ力ル者０の浜はま面づらが両手を使って押しただけで簡単に倒れた。これで『起爆剤』は本来の用途を果たせない。

　だが数が多い。

　そして時間が足りない。

　番外個体ミサカワーストの見ている前で、横倒しになったドラム缶の側面中央に赤いランプが点ついた。不気味な点灯の意味を推測し、それから慌あわてて周囲に目をやる。まだ倒れていない『起爆剤』は半数弱。その全すべてにも、同じように赤い光が輝かがやいている。

『まずい……』

　番外個体ミサカワーストは思わず呟つぶやき、それからまだ作業を続けている浜面と黒夜に叫んだ。

『まずい!!　もう間に合わない！　爆発するよ!!』

『まだ残ってる！　火口の反対側に!!』

『ここにいたら巻き込まれる！　爆薬の衝しよう撃げき波はにしても、火山の溶岩にしても!!』

『五〇万人だぞ！　見殺しにしろってのか!?』

　浜面は叫んだが、黒夜の両手が、まるでスイッチでも切ったようにだらりと下がった。おそらく番外個体ミサカワーストが何か細工をしたのだろう。かろうじて動く肩をすくめ、彼女は言う。

『一人でやるなら勝手にしろ』

『ちくしょう……ッ!!』

　ドラム缶を固定している足や杭くいは、番外個体ミサカワーストや黒くろ夜よる海うみ鳥どりの能力がなければ破は壊かいできない。浜はま面づらだけが拘こう泥でいしても状況は変わらないのだ。

　……というのが番外個体ミサカワーストの狙ねらいだったのだが。

　ガツッ!!　という硬い音が聞こえる。それが、浜面の靴底が固い地面を蹴けって『起爆剤』へと向かう足音だと気づき、彼女の頰ほおがわずかに引きつる。

『おい！　マジで見捨てるぞ!!　ミサカここまでアンタに付き合う義理もないし!!』

『言っても無む駄だだ』

　動かない両腕を揺らしたまま、黒夜が舌打ちする。

『高圧電流で射い貫ぬいちまえよ』

　ズバヂィ!!!!!!　という爆音が発せられた。

　地面を転がる浜面を確認し、番外個体ミサカワーストは黒夜の両腕の制御を戻す。顎あごで浜面を指しながら、

『抱えて。さっさと逃げないと溶岩に巻き込まれる!!』

『体格差考えてくれよ』

『こっちは片腕折れてるし』

　黒夜が浜面を米袋のように肩で担かつぐのを確認してから、番外個体ミサカワーストは未いまだに稼か働どう準備状態の『起爆剤』に目をやって、

『「起爆剤」は二〇強のユニット全てを連動させて目的の効果を発揮させる。半数も潰つぶせば連中の計画通りには進まないはずだよ!!』

『言ってる暇ひまで走れ。溶岩の流れ方は分からないが、カルデラの中は全部溶岩湖になるぞ！』

　二人の少女は逃走のために動き出す。

　クレーターのように中央がすぼまったカルデラは、当然ながら脱出時はひたすら登り坂を駆け上がる羽は目めになる。

　そんな中をひたすら走る。

　だが直径一〇キロ以上のカルデラを走破するなどプロのマラソンランナーでも厳しいかもしれない。黒夜は舌打ちして右腕を肩から外し窒ちつ素その槍やりを噴射してロケットのように飛ばす。はるか遠くに落ちた腕が地盤を強く摑つかむのを確認し、番外個体ミサカワーストの磁力で三人は一気に跳ちよう躍やくする。

『悪党少女コンビとかどうよ？』

『その磁力障害、これ以上続けやがったらホントに脳みそかき出すぞ!!』

　落ちた腕を拾い、同じ行動を何度か繰くり返すと、ようやくカルデラの縁へと到達した。

　だがそこが限界だった。

　始めに、腹の奥に響ひびくような、太い爆発音が炸さく裂れつした。

　直後。

　その全すべてを忘れさせるような、巨大な熱と爆風が全てを埋め尽くす。






















（一一月一〇日、ラナイ島近海、海洋巡じゆん視し艇てい、哨しよう戒かいカメラの映像より）







　穏おだやかな海に、いかつい軍用輸送機が浮かんでいる。

　しかし海兵隊の巡視艇の舵かじを握るアーク＝ダニエルズの心は安あん堵どより辟へき易えきの方が大きかった。彼はオアフ島のパールハーバー第三基地からずっと操船を続けていたのだ。本来ならラナイ島の基地の連中に任せれば良いはずの仕事なのにである。

『いたぞ！　報告通りだ。輸送機の屋根にミスタースキャンダル達が立ってる!!』

　甲かん板ぱんからは同どう僚りようの元気な声が飛んでくる。おそらく併走している他の巡視艇でも似たような騒さわぎになっているのだろう。気苦労は舵を握る人間だけが背負うのである。

『無む茶ちやしやがって。不時着の成功率を知ってんのか』

『またミスターの票集めのアピールじゃないだろうね。幸運の女神に愛された男とか何とかキャッチコピーつけてさ』

　ブツブツ呟つぶやく海兵隊員達だが、流石さすがに大統領に声が届く範囲まで近づけばその無む駄だ口ぐちも慎つつしむ。機の半分ほどの高さまで水に沈んでいたが、それでも屋根まで数メートルの高さがある。小型のモーターボートを改造した巡視艇との落差は大きい。輸送機の屋根にある避ひ雷らい針しん用のユニットにロープをくくりつけ、要救助者を一人ずつ下ろしていく事になる。

　本来ならこのままオアフ島へ帰還する予定だったが、輸送機のパイロットは撃うたれていた。こちらは緊きん急きゆう搬はん送そうが必要との事で、流石に近くのラナイ島の病院へ立ち寄るしかない。

　輸送機はそのラナイ島の岸まで四〇メートルの位置に迫っていた。これ以上進んでいたら、機の腹を地面に擦こすりつけ、違った結果を招いていたかもしれない。

　パイロットは危険な状態ではあるが、今ならまだ助かる。

　輸送機を無事に不時着できただけでも喜ぶべきだろう。

　だが。

　救出された人達は、大統領も含めて生存を喜んでいなかった。そもそも、今まで乗っていた輸送機にも、これから向かうラナイ島にも目をやっていなかった。彼らは一様に、ある方向に目をやっていた。その顔には強い焦あせりと緊張があった。

　アークは彼らの見ている方に首を回し、そして事態を知った。

　青空が黒かった。

　漆しつ黒こくの入道雲のように見えるのは、火山灰か。方角からしてハワイ島。となると、真っ先に思い浮かぶのはキラウェアだ。

『噴火……ホントに起きたのか!?』

『冗談でしょ。「起爆剤」を止められなかった……？　あれ、五〇万人の命が関かかわっているって話じゃなかった!?』

『いや』

　大統領が日本語で何か言っている。

『キラウェアは本来、柔らかい溶岩を大量に噴出させるタイプの活火山だぜ。麓ふもとへ莫ばく大だいな被害を出すなら、単にその溶岩をエスカレートさせりゃ良い。何か様子が変だ。あんな膨ぼう大だいな火山灰が舞い上がるだなんて……』

『グレムリンの計画通りには爆発しなかったっていうのか？』

『分からない。……伍ご長ちよう！　部隊間連携用のスマートシステムの関係でこの船にはインターネット環境が整備されているな？　予算を散々せっつかれたからノーとは言わせない。俺のインペリアルパッケージと繫つなげて、軍関係を中心に情報を集めたい……』

　言いかけた大統領の言葉が、いきなり途切れた。

　理由は細長い白煙。

　ラナイ島の岸……それも最短距きよ離りではなく、アークから見て右側、一〇キロ以上先にある島の突とつ端たんから、何か槍やりのように細長い白い煙がこちらに向かって一直線に迫ってくるのだ。

　海面スレスレを突き進むものの正体を、アークは即座に看破した。

『対たい艦かん……ミサイル!?』

『くそ、飛び込め!!』

　誰だれかが叫んだ直後、アーク＝ダニエルズ達の乗る船の隣となりを併走していた別の巡じゆん視し艇ていの横っ腹に、容よう赦しやなくミサイルが直ちよく撃げきした。巻き起こる爆風、衝しよう撃げき波は。小型の船せん舶ぱくは現在進行形で砕けながらもアーチを描き、アークの頭上をゆっくりと通過していく。

　何とか海へ飛び込んだ兵士達が、酸素を求めて海上へ顔を出す。

　彼らが爆風に吞のまれず、五体満足でいられるという事は……、

『大統領！　おそらくＥＵ共同開発のNarwhalイツカクです!!　船腹へ風穴を空あける事だけが目的であり、威力もサイズも最低限に絞る事で値段と運うん搬ぱんコストの低減を図った対艦ミサイル。衝撃波は槍やりのように直進しますから、数メートル離はなれれば爆風から逃れる事ができます!!』

『でもどこの野郎が、一体どうなって……？』

『来ます。また来る!!　飛び込んでください！　早く!!』

　続けて細長い白煙が数本も海面スレスレの空気を引き裂さいて飛来する。彼らの乗っている巡視艇も結構な速度が出るが、流石さすがにミサイルを振り切れるほどの速さは維持できない。

　大統領や、彼らにつき従っていた（？）東洋人の少年達が促されるように海へ飛び込んでいく。アークは同どう僚りようの兵が、深く傷つき海水にさらす事のできないパイロットを強化ゴムの袋に詰めて密閉した後、一いつ緒しよになってダイブするのも確認した。それは死体袋だったのだがこの際細かい事を気にしている場合ではないだろう。

　アーク＝ダニエルズも慌あわてて飛び込む。

　直後に複数の対たい艦かんミサイルが無人の巡じゆん視し艇ていを襲おそい、彼らの『足』を容よう赦しやなく爆破していく。

『爆ばく撃げきが止やんだ……？』

　怪け訝げんな顔をするアークに、大統領が『公的』な口調で答える。

『対人用のセンサーに持ち合わせがないんだろう。ぐずぐずしていると死亡確認を取るために別働隊が回されてくる。生きている幸運に感謝し、速すみやかに立ち去るべきだろうな』

『べ、別働隊？　そもそもこれは一体!?』

『俺に聞かれても困る』

『せ、戦争になる……。どこの国だか知らないが、これだけの規模で現職大統領の命を狙ねらったなんて話になったら、確実に報復論が顔を出す……!!』

『ミスター、俺が明確に殺害されない限りは大だい丈じょう夫ぶだ。そして俺は兵士の命をそんな事のために散らすつもりはない』

　対艦ミサイルはＥＵ共同開発モデルとの事だったが、それだけでヨーロッパを空爆するなど愚ぐの骨こつ頂ちようだ。同様に、兵器の表面に国旗が描かれていたとしても、根拠としては弱い。策さく謀ぼうの一環である場合、合衆国の矛ほこ先さきは無関係な人々を貫く羽は目めになる。

『ミスター、対艦ミサイルはNarwhalイッカクとかいう話だったな』

『そ、それが？』

『正確な型番は分かるか？　Ｄ式かＲ式か』

『も、申し訳ありません。発射音が違うという話は耳にした事はありますが、正確な聞き分けまでは……』

『元々、共同開発のNarwhalイツカクは様々な国へ渡りやすい。おまけにＤ式は外貨獲得のための輸出モデル。だが値段が高いわメンテナンスのフォーマットが独特過ぎるわでＥＵ非加盟の第三国には全く売れてねえのさ。……実際、あれを買ったのはいくつかの登録外軍旗グレーフラツグだけだ』

『……登録外軍旗グレーフラツグ』

　アークはごくりと喉のどを鳴らして応じた。

『ＰＭＣ……傭よう兵へい会社が黒幕だって言うんですか!?』

『かもな。そういう工作を施ほどこした第三国の可能性も否定できねえが、さっきミスターが言った通り、報復論の話が出てくるとリスクが大きすぎる。「定住地」を持った連中の動きにはどうも見えねえ』

　大統領は吐はき捨てるように言う。

『だが今までコソコソしていやがった「何者か」がここまでド派手に表舞台に出てきたんだ。絶対にここで踏ふみ止とどまるはずがねえ。おそらく雪崩なだれのような大攻勢が始まるぜ』

『せ、宣戦布告があるという事ですか？』

『そんな紳士的な連中だったらやりやすいんだがな』

　真上を指差し、ロベルトは続ける。

『キラウェアが部分的にでも噴火し、空一面を火山灰が覆おおい尽くそうとしている。これが何を意味するか分かるか伍ご長ちよう？』

『航空機を飛ばせられなくなるって事？』

　大統領の近くに顔を出した東洋人の少女が英語で横よこ槍やりを入れてくる。

『そう。……つまり戦せん闘とう機きや爆ばく撃げき機きなどによる、本土からの緊きん急きゆう支援はほぼ使い物にならない』

　そして、とロベルト＝カッツェは付け足し、

『先ほどの対たい艦かんミサイル。ラナイ島だけでなく、ハワイ諸島の主要地域に全面配備されているとなれば、船せん舶ぱくによる艦砲射撃も、揚よう陸りく艦かんによる上陸作戦も期待できない。マッハで飛ぶ戦闘機でさえ対空ミサイルを回かい避ひするのは難しいのに、数十キロでしか進めない艦艇が対艦ミサイルを回避できる道理はない』

『ハワイ諸島は、完全に孤立……？』

『わざわざキラウェア噴火を待ってから表立った攻撃をしてきた事からも、孤立化を狙ねらったのは間違いないだろう。それが目的なのか、それともヤツらが好き勝手するための布陣なのかは知らないがな』

『し、しかし!!　このハワイ諸島は太平洋地域で最大数の基地を誇るはずです！　ここにある戦力だけでも十分に……ッ!!』

『それが「ただの火力と火力のぶつけ合い」ならな』

　大統領は苦い顔で言う。

『だが、我々の敵が常識でも通じない力を手にしているのを、俺は目まの当たりにしている。そして今回の対艦ミサイル攻撃で、ヤツらは常識でも通じない力の他に、常識でも通じる大戦力を持つ事も証明してくれた。……本来、我が合衆国が強みとしているはずの、数の力をだ』

　自分で口にしながら、大統領は改めて情報を整理しているらしい。

　その二つの力が組み合わさると何が起こるか。

　どれほどの被害が出てしまうか。

　彼は奥歯を嚙かみ締しめ、それからこう言った。

『何にせよ、計画の段階がある一線を越えたんだろう。それも、ヤツらにとって都合の良い方向にな』








第四章　孤立とルールの崩壊　Trident.









（一一月一〇日、カルフォルニア州、グランドアロー空軍基地、中央指令室、軍事活動記録カメラの映像より）







　西海岸最大規模の空軍基地にも、ハワイ諸島から放たれたざわめきは伝でん播ぱしていた。それは戦せん闘とう機きの最終チェックを行っている整備兵や、出しゆつ撃げき命令を待っているパイロット達よりも、中枢へ向かえば向かうほどに強くなっていく。

　基地司令官のアルフレッド＝サードマンは、分厚い紙の資料に一通り目を通すと、それを適当に放り投げた。役に立たない紙かみ屑くずをブーツの底で踏ふみつけ、彼は怒ど鳴なり声を張り上げる。

『馬ば鹿かか!!　敵性勢力の素す性じよう調査など後回しで良い！　今は大統領の安否が最優先、どのみち敵性は皆殺しだ！　出撃できる状況かどうかを計算しろと言っているのが分からんのか!!　火山灰の飛散エリア、高度、及び濃度はどうなっているのだ!?』

　その衛星からの映像では、不可解なものが映っていた。

　ハワイ諸島を構成する主な八つの島に、大量の兵士達が上陸していた。どうやら沖合いを移動していたタンカーや客船のいくつかは、偽ぎ装そうされた揚よう陸りく艦かんだったようだ。大量のエアクッション船によって、兵士などの人材、オフロードカーや装甲車などの兵器、さらに対艦ミサイルのユニットまでが運び込まれている。

　数はざっと七〇〇〇人弱。

　ただし、実際に最前線で活動する兵士の他に、必ず後方支援の整備兵や通信兵なども用意されているはずだ。それを含めると一万人に達する可能性すらある。

　実に師団を一つ賄まかなえるほどの大戦力だ。

　これほどの戦力が今の今まで『何故か見逃されていた事実』、そして何より、米国の領土内への侵攻を許している事実に、アルフレッドはこめかみの血管が不気味に蠢うごめくのを自覚する。

　眼前で進行する事態に対してか、それとも司令官に対してか、怯おびえたように部下が報告してくる。

『き、キラウェア火山を中心に、かなりの広範囲にわたって高い濃度で確認されています。衛星のレーザー走査を応用して調査しましたが、透過はほぼ絶望的。この濃度で航空機を飛ばせば、十じつ中ちゆう八はつ九くエンジントラブルに見舞われるかと……』

『貿易風か？　それなら火山灰の広がり方に偏かたよりがあるはずだ。グアムや横よこ須す賀かといった西側はともかく、東側に位置する本土から航空支援を向かわせる事は!?』

『ハワイ諸島寄りほどではありませんが、火山灰は全方向へ拡散しています。し、周囲三〇〇キロは使い物になりません』

　アルフレッドは舌打ちし、使い物にならないコンソールへブーツの先せん端たんを思い切り叩たたき込んだ。

　ハワイ諸島は太平洋圏最大の軍事力を有する米国の一大拠点だが、その事実すら、進行中の危機にどこまで対応できるか怪しくなってきた。こうしている今も、軍港に停泊中のイージス艦かんが次々と爆破されていくのが分かる。

　原子力空母ハッブルロータスが南シナ海にお出かけしているのが、逆に幸運だと思ってしまえるような事態だった。

『あそこには大統領もおられるのだぞ。そのハワイ諸島で、次々に対艦ミサイルが配備されていき、内陸部へと所属不明勢力が侵攻しているのを、ただ指を咥くわえて見ていろとでも言うのか』

『い、いえ。ですが……』

『頼たのみの綱つなは艦船からの支援しかないか』

『そちらも対艦ミサイルの配備が済んでしまえば。海面から数メートルの高さを飛ぶミサイルを避けるのは、現代の技術では難しいかと……』

　アルフレッドは最後まで言わせず、もう一度コンソールを蹴け飛とばす。

　ややあって、彼はポツリと呟つぶやいた。

『……テキサス州のダーティランスとの回線を開け。おそらく向こうも同じ事を考えているはずだ』

『だ、弾道ミサイル発射基地ですか!?　しかしあそこには大統領を始め……ッ!!』

『核を積むつもりはないし、自国の領土を吹き飛ばすつもりもない。ましてこの段階で報復論を持ち出す予定もない』

　アルフレッドはプロジェクターの画面に目をやりながら、

『高い高度で通常弾頭を起爆して、撒まき散らされた火山灰を吹き飛ばす。近場のグアム側からでは航空支援が難しくても、比較的火山灰の飛散が少ない本土側からなら突破口が開けるかもしれない』

『し、しかし、できるでしょうか？　副大統領が応じるとは思えませんし、そもそも米国の領土内で弾道ミサイルを運用するための具体的な法律も整備はされていないのでは……』

『十じつ中ちゆう八はつ九く、現実の壁に阻はばまれるだろう』

　適当な調子でアルフレッドはため息をつく。

『だが、状況が状況だ。使えるカードはできるだけかき集めておきたい。万に一つでもチャンスが訪れた時に、速すみやかに動けるようにな』







（一一月一〇日、オアフ島、海軍ブラックポート基地、指揮管制クラウドにおける兵員のヘルメット装着型カメラの映像より）







　ＣＤのように表面をギラつかせる軍服の傭よう兵へい達が、米海軍の軍港のフェンスを乗り越えていた。レイモンド＝カールマンもその一人。敷しき地ちに足を踏ふみ入れるどころか、二〇キロ圏に入る事すら奇跡。その常識を、鉄板入りの軍ぐん靴かが踏み越えていく。

　いいや、踏み越えるだけではない。

　港に並べて停泊していた何隻せきものフリゲート艦かんやイージス艦から、黒々とした煙が噴き出している。爆発音も炸さく裂れつした。艦内で弾薬や発射装薬などに引火し、次々と誘ゆう爆ばくを起こしているのだ。

『すげえ。すげえぜ!!　星条旗の力の象徴が傾いていきやがる。イージス艦が沈むぞ！』

『はしゃぐなイーター８！　まだ終わってない!!』

　太い発砲音が連続した。慌あわてて身を低くし、横倒しになった軍用トラクターの陰へ飛び込む。しかしレイモンドの顔にあるのは笑みだ。米海軍からの反はん撃げきは依然続いている。だが散発的。弾幕に厚みもないし、組織的な波状攻撃や多面攻撃もない。相手の指揮系統は混乱していると判断して良い。勝ったも同然だ。

『空母はどこだ。空母は。大統領の名前を冠した憎にくたらしい巨体があったはずだろ』

『ありゃ南シナ海だろ。それにしても、こんなに簡単すぎて大だい丈じよう夫ぶなのかよ』

　もちろんこんな結果になったのには、相応の理由がある。

　レイモンドもにわかには信じがたい。オカルト否定派は『目で見たものしか信じない』と言うが、これはそんな次元を超えている。目で見ても信じたくない、というのが正しいか。

　何か巨大な黒い影が、艦かん艇ていから艦艇へ次々と飛び移っていた。

　遮しや蔽へい物ぶつの向こうにいる敵兵を、火山灰の粉ふん塵じんが蓄えた雷撃が的確に射い貫ぬいていく。

　艦艇から噴き出す爆炎は形を変え、意思を持つように堅けん牢ろうな建造物へ突っ込んでいく。

　ただ単純な『得え体たいのしれないオカルト』が席せつ巻けんするだけではない。まずレイモンド達が通常の弾丸や爆発物で米海軍と交戦する。その膠こう着ちやく状態の隙すき間まを縫ぬうように、オカルトが弾幕や遮蔽物をすり抜けて迫り来る。新しい黄金比が出来上がっていた。面白いように戦況が掌しよう握あくされていく。

　と、

『やり過ぎるなよ……』

　氷のように鋭利な声が、レイモンドの耳を打った。成熟した女性のものだ。服装は彼らと一いつ緒しよ。見た目以外の何かが、他の銀の軍服達と明確に切り分ける。明らかな異物であった。戦場に新しい力を持ち込んだ張本人でもある。

　グレムリン。

　その一員。魔ま術じゆつ師し。

　オカルトという言葉がまとう古ふる臭くささを完全に除去し、現代戦をも席せつ巻けんする力を持つ女。

『我々の狙ねらいは米国の崩ほう壊かいではなく掌しよう握あくだ。あれは遠からず我々の戦力になる。わざわざ必要以上に失わせる事は損害にしかならない』

『だから手加減して無力化に留とどめてやがるってか!?　馬ば鹿かかテメェは!!　戦場で武器持って人差し指を動かせるヤツは全員敵だ。それさえできりゃ平等に命を奪えるのが戦争だ！　殺せる時に殺しておかないでどうするよ!!　あァ!?』

　予想以上の戦果……いや、単純に巨大な爆発音と閃せん光こうの連続で気分が高揚しているのか、嚙かみつくような勢いで叫ぶレイモンド＝カールマン。

　すると、鋭利な声の持ち主はレイモンドを優しく止めるように、その掌てのひらで銃を握る男の手をやんわりと包み込んだ。

　それだけだった。




　ジィワァァアアアアアアア!!　と。

　中華鍋なべを熱するような音と共に、レイモンドの右手首が黒ずんだ炭へ変わる。




『ぎっ、ゃ……がァァああああああああああああああああああ!?　あ、あ？』

　絶叫が途中で疑問へと変わっていったのは、骨のラインしか残っていなかった右手が、まるでビデオを巻き戻すように瑞みず々みずしい肉や肌を取り戻していったからだ。ものの一〇秒ほどで、元の掌はおろか、装備品だった銀の手袋までが修復される。

　痛みも傷もなくなった中、ただ恐怖だけが取り残される。

　心身の状況が嚙み合わなくなり、極度の不安定感に襲おそわれる中、鋭利な女性の声だけが届く。ひっそりと。しかし確実に。

『やり過ぎるなよ』

　オカルトが戦場を支配していく。

　敵味方の区別すらなく。

　圧倒的に優勢な状況でありながら、胸板に冷たい刃物を突き付けられているような威圧感に苛さいなまれるレイモンド達。

　しかし奇怪な状況変化はそれだけに留まらない。




『おいおい。素人しろうとさん相手に脅おどかし過ぎなんじゃねえの？』




　気がつけば、礼服の男が軍用ドックの中央に立っていた。

　本当に、どこを通っていつ現れたのか分からなかった。

　ただ一枚のカードが、木の葉のように舞う。

　視力の良い者なら、タロットカードの小アルカナの一枚、ソードのエースだというのが見えたかもしれない。

　レイヴィニア＝バードウェイと共にハワイ諸島へ入り込んでいた魔ま術じゆつ師し達。

『明け色の陽ひ射ざし』の一員。

　マーク＝スペース。

『……、』

　銀の軍服の一人、鋭利な声の持ち主は速すみやかに無線通信で確認する。ラナイ島、ハワイ島……詳細は不明だが、方々で魔術師同士の戦闘が始まっている。

　彼女はただでさえ鋭い声をさらに薄うすく研とぐ。

『……情報収集用に分散させていた潜せん伏ぷく要員か』

『そんなトコ』

　手品師のように、右手から左手へ大量のカードを飛ばしていく。

　米軍と『明け色の陽射し』が結びつけば、やっている事はグレムリン側と大して変わらなくなる。もちろん、互いの保有する魔術師の数には圧倒的な差があるが。

『劣勢から状況を覆くつがえせるとまでは思えねえが、多少の時間稼かせぎぐらいならできるだろ。効果的に撤てつ退たいするだけの余裕もな』

『たかが子飼いの魔術師が。グレムリンに届くとでも？』

『小アルカナのフルセットでおもてなししてやるぜ』







（一一月一〇日、オアフ島、幹線道路、政府専用車、議事記録用カメラの映像より）







　黒塗りの政府専用車は右に左に揺られていた。

　中にいる大統領補佐官のローズライン＝クラックハルトは体をシェイクされながら、背後へと鋭い視線を投げかける。

　軍用のオフロードカーが肉にく薄はくしていた。

　そのルーフから上半身だけ出した男のブルパップ式アサルトライフルが大量の銃弾を吐はき出し、専用車の表面にオレンジ色の火花を何重にも咲かせていく。

『……衆人環視の中で、白昼堂々と……ッ！』

　歯は軋ぎしりするローズラインだが、すでにこのオアフ島だけでなく、ハワイ諸島には一時間前までの常識は通用しない。こうしている今も、制服警官が啞あ然ぜんとした顔でローズライン達の暴走を眺めているだけだった。

　ここはアメリカであってアメリカではない。

　その事実を認識しそうになって、彼女は強引にでも思考を断ち切った。

　一国の長おさを支える者として、それを認める訳にはいかない。

　立ち尽くす警官に目をやり、彼女は叫ぶ。

『無線でもケータイでも良い！　とにかく私の名前を使って警官を下がらせなさい!!　彼らの防弾ジャケットじゃライフル弾は止められない!!』

『それよりどうします!?　ガソリンも無限にある訳じゃありません!!』

『ここから一番近いのは海兵隊パールハーバー第三基地！　無理にでも突っ込んで保護してもらえ。そろそろ世界の警察の力を見せつける番だ!!』

　高速で流れていく景色の中に、明らかな異物がある。

　真っ白な砂浜を汚すように、漆しつ黒こくの巨大なエアクッション船がいくつも乗り上げていた。その上から銀の軍服を着た何十人もの戦せん闘とう要員や、オフロードカーに装甲車までもが降りてくる。巨大なコンテナのような物もあった。クレーン車のような『足』でバランスを保持しているものの正体は、超低空を突き進む対たい艦かんミサイルのユニットだ。

（ふざけやがって。ただのテロリストなんて次元じゃない。これだけの規模になったら、もはや軍隊。つまりここで進行しているのは事件ではなく戦争……）

『登録外軍旗グレーフラツグ。……で、でも一体どこの……？』

『動きに統一性がない。おそらく一から教育された国家的軍隊じゃない。ある程度の経験を積んだ兵士達をかき集めて中途採用した傭よう兵へい部隊……ＰＭＣの可能性が高いのは賛成だけど、問題の肝きもはそこじゃない』

『？』

『一体どこの誰だれが、どんな利害のために雇ったかだ』

　歯は嚙がみするローズラインを乗せた政府専用車は、海兵隊の基地へと突き進む。

　だが、そこでも希望は与えられなかった。

　基地の眼前で、政府専用車は急停車する。兵士に制止を求められたからではない。そんな兵士など存在しなかった。

　そう。




　眼前に広がるのは、炎の海。




　世界の警察が。

　ハワイ諸島でも最大クラスの、つまり太平洋地域で最強の兵力を有する基地密集地域が燃えていた。もはや基地の周辺に防衛ラインはない。遠方からの砲ほう撃げきによって長い長いフェンスは引き裂さかれ、そこから具体的に敵性の兵士達が突撃を始めている。

『彼ら』は五人一組で行動していた。

　いずれもが全身ＣＤのような銀で統一しているため外見上の個性は分からないようにされているが、明らかに中央の一人だけが異彩を放っていた。

　火力と火力のぶつかり合いなら、米海兵隊は最強ランクの力を持つ。特異なテクノロジーだけなら学園都市に負けるが、あくまでも『スタンダードな範囲』であれば、質と量の双方で間違いなくアメリカは王座に君臨している。

　にも拘かかわらず、その最強の軍隊が圧倒されていた。

　五人一組をワンセットとし、大量に雪な崩だれ込んだ傭よう兵へい達の手によって。

　その元凶が五人組の『中央』だ。

　そいつだけが銃器に頼たよっていない。その手から炎が吹き荒れ、氷の槍やりが雨のように降り注ぎ、雷が生き物のように飛び跳ね、地割れと共になけなしのバリケードが突き崩される。

　牙きばを剝むく現象に物理や化学の法則は通用しない。

　炎は燃えないはずの鋼鉄を燃やし、絶縁体であるはずのコンクリートを雷撃が貫く。それが決定打にならなくても、慌あわてふためいてバリケードの陰から逃れようとする海兵隊の兵士達を、傭兵のアサルトライフルやグレネード砲がさらに追い詰めていく。

　ただの火力ではない。

　ただのオカルトでもない。

　その組み合わせ。コンビネーション。第三次世界大戦でも見られなかった何か。結びつきの方法によっては、この上なく平和を体現できたかもしれない一つの結果。その最悪の形。

　あまりの事態に啞あ然ぜんとするローズラインの眼前で、さらなる不可解な現象が起こる。

　数百メートル先で、銀の軍服の一人がこちらを見た。直後には、野球の遠投のようなありえない跳ちよう躍やくが行われた。着地点は、政府専用車のボンネットだった。銀の軍服は、ただ無言で掌てのひらを車内へかざす。

　そこから飛び出すのは、炎か氷か。

　理解もできないローズラインの目の前で、




　ゴッ!!!!!!　と。

　突とつ如じよとして、新たな影の飛び蹴げりが銀の軍服を真横へ吹き飛ばす。




　その影の髪は白かった。その影の瞳ひとみは赤かった。彼女の知る由よしもなかったが、それは日本の学園都市の中でも最強の名を冠する、とある超レ能ベ力ル者５だった。

『チッ。雑ざ魚こ掃除が終わらねェぞ。バードウェイ！　お得意の便利な魔ま術じゆつでまとめて蹴散らせねェのか!?　これじゃ単なるバッテリーの無む駄だ遣づかいだ!!』

『やれやれ。魔ま術じゆつも体が資本だからな。私だって何も消費しない訳じゃないんだぞ。……挙げ句、グレムリンはその大量消費を促すために分かりやすい火器の使い手どもと手を結んでいるんだろうからな』

『科学と魔術の混成……』

『第三次世界大戦のローマ・ロシア組とはまた違った構成だな』

　炎の海。

　誰だれもが慌あわてふためき、逃げ惑うその中で、この二人だけが超然としていた。

　小さな少女の方が手にした杖つえを軽く向けると、基地の敷しき地ち内を蹂じゆう躙りんしていた炎の壁をさらに大きな白い爆発が塗り潰つぶし、装甲車を盾たてにしていた傭よう兵へい達をまとめて薙なぎ払う。白い爆発は一回ではない。簡単に、あっさりと。基地のあちこちで閃せん光こうが連続し、ガタガタになった米軍側の弾幕を補強する。

『広大ってのは気分が良いな。出力の調整を気にしないで派手にやれる』

『分別してるみてェな言い草してンじゃねェよ。味方も巻き込ンでンじゃねェか』

『敵も味方も死にはせんよ。人並み以上に鍛きたえていればな。そうなるように配はい慮りよしてる』

　そしてローズラインは気づく。

　米海兵隊は確かに押され、傭兵達に追い詰められている。銃じゆう撃げきによって負傷した者も珍めずらしくない。だが、ここには明確な死体が存在しなかった。ギリギリの所で、最後の一線を守り抜いている。

　白い怪物は、心底鬱うつ陶とうしそうな調子で言う。

『……また面倒臭くせェ荷物が増えたみてェだな』

『何だかんだで見捨てるつもりはないんだろう、ヒーロー？』

『勝手に知ったよォな口利きいてンじゃねェ』

『良いって良いって。嫌いや々いやなふりでもしていろよ。とにかく逆転のための戦力を温存させる。米軍が撤てつ退たいするための時間を稼かせぎ、必要な分のクソ傭兵やらクソ魔術師やらを薙ぎ倒すぞ』







（一一月一〇日、モロカイ島、シュリンプモーテルの防犯カメラの映像より）







　サローニャ＝Ａ＝イリヴィカはモーテルの表にいた。薄うすい扉に背中を預け、ミネラルウォーターのボトルに口をつけている。シャワーを浴びた後らしく、髪は濡ぬれていた。つい数十分前まで、彼女は海水の中にいたのだ。

　断続的な爆音や銃声は、ここからでも聞こえていた。

　つい二週間前、第三次世界大戦が行われていた頃ころなら、地球のどこでも聞こえていた音。そしておそらくこのハワイ諸島の住民含め、全世界の広い地域で二度と聞くまいと決意していたはずの音だ。

　長屋のように連結された浜辺のモーテルには、彼女以外の客はいない。管理人すら逃げ去っていた。無理もない、とサローニャは思い、適当に周囲を見る。

　白い砂浜は、もはや観光名所ではない。

　上陸用の軍用大型エアクッション船に、大量の車両群、銀の軍服の兵士達、コンテナ状の対たい艦かんミサイルユニット。ばら撒まかれた黒やモスグリーンの配色は、あからさまな死の匂においを連想させる。槍やりのように細長い発射煙の先に、軍港から逃げ出したフリゲート艦の残ざん骸がいがあった。ただ設置するのではない。ただ威い嚇かくするのではない。実際に運用し、実際に破は壊かいする。紛まぎれもなく、『あの戦争』の再来だった。

　サローニャは近くを歩いていた銀の軍服の一人に言う。

『これでやっと私達のスケールに近づいてきたねえ。今までは、その、あれよ。サイズちゃんが小さすぎて何が何やら全く見えない状態っていうの？』

『およそ五時間で全島制圧が可能ですが、待つ必要もないでしょう。我々は我々の目的を一刻も早く遂すい行こうするべきです』

『対艦ミサイルちゃんのデモンストレーションは今さっき見たけどさ。潜せん水すい艦かんちゃん対策はどうなってるの？』

『低空発射型の魚雷の準備を進めています。一〇〇メートルほど飛ばした後、海に突っ込んで海中を進むタイプの魚雷です。地上からの対潜攻こう撃げきを目的とされたモデルです』

『対人関係も強化しといてね。フロッグマンだっけ？　専門職の兵隊ちゃんが直接泳いでくる可能性も否定はできない』

『……一人二人やってきた所で、状況は覆くつがえらないのでは？　一人対一一人でサッカーをやるようなものです』

『だから念のためよ。本来の目的ちゃんを忘れない程度に』

　その時、銀の軍服の携帯電話が鳴った。

　二、三の短い言葉を交わすと、彼は携帯電話をサローニャに渡してくる。

『ノーリッジ１２からです』

『誰だれだっけ？』

『我が社の依い頼らい人にん様ですよ』

『彼女か。貸して貸して』

　サローニャは適当な敬語に口調を切り替えた。

『はろー。フェイズちゃんの方は一応順調です。そっちは何か問題でも？』

『目立ったものが見つからないから、逆に不安になって粗あら探しをしている最中』

『じゃー問題なしって事ですね。中央ちゃんへの働きかけは？』

『私の力の範囲が及ぶ程度には。それだけでは足りないからあなたの力を借りている』

『回りくどいとは思いますけど、まーグレムリンが合衆国ちゃんを搦からめ捕るための準備期間ですもんね。その辺は我が慢まんしましょう』

　サローニャは極きわめて適当に、物ぶつ騒そうな事を口に出す。

『それにしても、副大統領ちゃんは手中に収めているんだし、もうさっさと「行方不明の大統領ちゃんに職務執行能力はない」って事にしてしまえば良いのでは？』

『やれるものなら』

　携帯電話の相手はつまらなさそうに言っている。

『エアフォースワンって知ってる？』

『大統領専用機。執務に必要な最低限の設備も整えてあり、有事の際には機内で全軍を指揮する事もできるとか』

『ロベルト＝カッツェが持っているインペリアルパッケージも同じなの。あれは政府内クラウドの全権限を持ち、どんな場所からでも大統領命令を出す事ができる。ホワイトハウスにいない、だけでは足りないのよ。大統領がインペリアルパッケージを持つ限り、そこが大統領府として認識される』

『まーそれなら近道は探さず、計画通りに進めますって。任せておいてくださいよ。本番に入る前の、最後の下準備、ちゃちゃっと済ませてしまいますか』

　サローニャは適当に言ったのち、

『ただし』

　銀の軍服が、わずかに震ふるえた。

　彼女の全身から放たれる負の感情は、果たして電子機器を通してでも伝でん播ぱするのか。

『まぁ、いざ私の居場所がバレた時、「起爆剤」守りながら戦うのは大変だろうって「配はい慮りよ」を踏ふまえた上での話ですけど。次、私を騙だまして作戦の陽動に使うような真ま似ねをしたら……大統領ちゃんと一緒に、あなたの首ももらっちゃいますよ？』







（一一月一〇日、ラナイ島、ショットバー・スターラウンジ、防犯カメラの映像より）







　すでに無人となった酒場のドアを無理矢理こじ開けて、上かみ条じよう当とう麻ま、御み坂さか美み琴こと、ロベルト＝カッツェの三人は息を潜ひそめていた。輸送機の不時着後、一度は米軍に回収されたものの対たい艦かんミサイルに襲おそわれ、浜辺まで何とか辿たどり着いた直後だった。こうしている今も、表の道路には法を無視した、機関銃つきのオフロードカーが闊かつ歩ぽしている。

　海水と砂で衣服がべたつくが、不満を言っている余裕すらない。

『……気づくべきだったぜ』

　床に直接座り込んだ大統領は、アタッシェケースを適当に置く。

『オカルトで人間を操る者がいる。だが、そいつに「人数制限」があるかもしれねえって言われた時点で……』

『どういう事だよ？』

『オカルトの侵食は、政府全体に広がってやがるって思ってた。上院や下院も全部、得え体たいのしれない力で掌しよう握あくされてんだと思ってた。でも、違ったんだ』

『え、でも、だって……』

　上かみ条じようは戸惑ったように声を出す。

　現にサローニャはそうしてきたはずではなかったのか。

　だから大統領は危機を感じて護衛の輪の中から飛び出し、一人で行動を始めていた。グレムリンは軍や政府の関係者を操って『起爆剤』に関する情報をかき集め、実際にキラウェアで部分的に使用した。

　しかし、

『実際には、操られている人間なんて数人しかいなかった』

　ロベルトは吐はき捨てるように言う。

『あの兵隊達と同じだ。妙な力なんて使わなくたって人は人を操れる』

『ま、まさか……』

『世の中には、人間を強制的に操る力を持った者がいる。でも、今回の件じゃあそいつは当てはまらねえ。オカルトなんてほとんど使われちゃいねえ。そんなの使わなくったって、人を命令で従わせる事はできる。普段、大統領の俺がしているように！』

　その言葉には、被害者と加害者の関係が逆転した事、自分の部下や戦力が明確に裏切っていた事への悔くやしさがにじみ出ていた。

　だが上条にはついていけない。

　そもそも、このハワイ諸島……いやアメリカ合衆国で何が起こっているのだ。

『待ってくれよ。バードウェイは自動解析を行って、サローニャの術式を暴いていたんだ。そこじゃ確かに、あいつの術式は大勢の人間を操る方法が……』

『正直な話、オカルトについては門外漢なので申し訳ねえけどさ』

　大統領はそこで一度言葉を区切ってから、

『その自動解析ってのは、ダミーの解答へ誘導されねえって保証はあんのか？』

『ちょっと待った。それって……』

『バードウェイという人物にしてもサローニャという人物にしても、その道のプロだ。プロと素人しろうとの一方的な戦いではなくてな。だったら勝率は五分。暴いたつもりが騙だまされているって話もありなんじゃねえか？』

『でも、その、インペリアル何とかだっけ？　サローニャが大勢の人間を操って「起爆剤」のデータを集めようとしているのを、アンタは逆算したんだろ!?　そして実際に「起爆剤」はパールハーバーの基地にあったんだ！　だったらやっぱり……ッ!!』

『確かに、政府中枢のクラウドは、本来の業務とは関係なく「起爆剤」関連のデータにアクセスが集中してやがった。その情報はサローニャ達にも報告されていたはずだろう』

　大統領は首を横に振って、

『だが俺に見えていたのは「データの流れ」だけだ。連中が正気を保ったままサローニャ達の命令に従っていた可能性だってゼロじゃあねえ』

『いいや、サンドリヨンは？　アンタに出会う前に、俺達はサンドリヨンって魔ま術じゆつ師しと空港でやり合ってる！　捕まったサンドリヨンは口封じのために、サローニャに操られて自殺を図ったって話だろ!!』

　言いながら、上かみ条じようは自分で否定材料を見つけてしまっていた。

　あれはサンドリヨン自身の演技だったかもしれない。

　確かにサローニャの声は聞こえたかもしれない。でもあれは人を操る魔術ではなく、通信術式か何かだったのかもしれない。サローニャの声に合わせて、サンドリヨンが自分の意思で自殺しようとした可能性も否定できないのだ。

　常人の神経では考えられない事態。

　しかし、それは現に上条達の判断を鈍らせる事には成功している。

　一矢を報むくいるために死力を振り絞った結果があれだとしたら……根本的な所から考え直す必要が出てくるかもしれない。

『ショッピングモールの子供達に、輸送機のパイロット。全員が全員、自分の意思でサローニャに協力していたとは思えねえ。だが、あいつが操れる人数は俺達が思っているより少ない可能性が出てきたし、操った人間に命令できる事も単純なのかもな。そもそも、サローニャにとっちゃ、人を操る事は何か別の攻こう撃げきの副産物なのかもしれねえ。そう見えるだけで、本命は別にあるとかよ』

　そう、

『サローニャ＝Ａ＝イリヴィカの本来の得意分野は、人を操る事ではない可能性すらある』







（一一月一〇日、オアフ島、海兵隊パールハーバー第三基地跡地、管制補助カメラの映像より）







　車輪を支える車軸が折れて斜めに傾いた輸送機の側面に背中を預け、謎なぞの武装勢力からの軽機関銃の掃射を凌しのいでいるバードウェイは、携帯電話から聞こえてきた声に、思わず手の中のパピルスへいくつかの魔ま術じゆつ的てき操作を施ほどこし、情報を確認し、そして砕けたアスファルトへ叩たたきつけた。

『……バルビナの野郎。こんな不良品を売りつけやがって!!』

　トライデント突入時に合流した黒服の女性が、呆あきれたように言う。

『あれの専門は材料販売なのだから仕方がないのでは？　面倒臭くさがって霊れい装そうの組み立てまで任せたボスにも責任があると思いますが』

『となるとタスクが増えた訳だ』

　無視してバードウェイは言う。その間にも手の中の杖つえを軽く振り、徐行する装甲車を盾たてに接近を図る歩兵の一団を光の爆発で薙なぎ払っていく。

『サローニャのスペックの確認。使用魔術の方式、効果、範囲の解析。霊装任せにしていた事を、もう一度人の手でやり直す必要が出てきた』

『大詰めですけど、ヤツにぶつかる前に暴けますかね』

『何とかするしかない。いつも通りにな』







（一一月一〇日、ラナイ島、ショットバー・スターラウンジ、カウンターに置かれた携帯ゲーム機のカメラの映像より）







　全すべての人間がサローニャの魔術で操られている訳ではなかった。

　大統領ロベルト＝カッツェの言葉に、上かみ条じようは驚きよう愕がくしつつも、真剣に考えてみる。

　アメリカ政府を操って得をする誰だれかがいる。

　そいつは様々な方法で政治家や役人を手中に収めている。

　だけど、どうしても強ごう情じようで手て駒ごまにできない、本当に国のためだけに行動する者がいる。

　そうなった場合に、

『……現実的な方法で操れる人間はそうやって操る。それでも操れないごく少数の人間には、魔術の力を使って強引に操る。そうやってアメリカは表と裏から侵食されているっていうのか？』

『多分な』

　サローニャが磨みがいた魔術は、本来であれば『人を操るもの』ではないのかもしれない。

　だが応用すれば、それと同じ効果か、そういう風に見える効果が出るのかもしれない。

　熱の出るモーターを暖房器具の代わりにしてしまうような暴挙。

　しかしそれで一国。それも、テクノロジーの面ならともかく、単純な物量や経済なら今も科学サイド最大の力を誇る『世界の警察』を掌しよう握あくできるとすれば、それは脅きよう威い的てきな力だ。

　そして。

　合衆国の政治に深く関かかわる者の中で、現実的な方法で操れない者の中で最たるターゲットは、当然ながら一人しかいない。

　ロベルト＝カッツェ。

　現職の大統領にして、政府内部のオカルト侵食や『起爆剤』の不正使用に勘かん付づき、シークレットサービスの護衛すらつけずに単独行動を行う破は天てん荒こうな男。裏から国を操りたい人間からすれば、これ以上に厄やつ介かいな人間はいないだろう。

　果たして、敵の狙ねらいは大統領を『操れる』ようにする事か。

　それとも彼を殺し、『操りやすい人物』に権限を委い譲じようさせる事か。

　その一番のターゲットであるはずの男は、しかし不敵な笑みまで浮かべて言う。

『そして、得え体たいのしれないオカルトは見せしめとしても機能しやがる。ああなりたくなけりゃ素直に言う事を聞いておけ、とな。いや、もしかしたら免めん罪ざい符ふにもなるかもしれねえ。いざ造反がバレて責任を追及されそうになった時は、オカルトの力で改めて操ってもらう。そうすりゃ「私は操られていただけの被害者なんだ」という事にしてしまえる』

　得体がしれないからこそ、細かい条件なんて分からない。

　サローニャが実際には数人から十数人しか操れない、操れたにしても出来損ないのロボットみたいに不完全なものだったとしても、そんな事を誰だれも証明できない。

　議会全体がオカルトの力でおかしくなっている、と主張されたとして。

　実際に得体のしれない力の一いつ端たんが証明されてしまったら。

『目で見たものしか信じない』人達は、目の前で提示されてしまった『ちっぽけなオカルト』が、政府の隅々にまで及んでいると錯さつ覚かくしてしまう。

『え、でも、オカルト……でしょ？　科学的な超能力とかじゃなくて。そんなの証言したって何になるっていうのよ？』

『戦争の前ならそうだった。だがあの第三次世界大戦では様々な不可解な現象が確認されてやがる。世界はオカルトを認め始めているんだ。たとえ裁判では公式な証拠として採用されなかったとしても、裁判所よりもっと上……つまり俺のような「世界の闇やみ」に触れかかっている人間なら、「オカルトの被害者」に同情してしまうかもしれねえ。場合によっては、特別な措そ置ちを講じる可能性だってあり得る』

『大統領の恩おん赦しや……？』

『実際にそこまで感情論で済ませられるとは思わねえが、心のタガを外す一助にはなるだろう。誘ゆう惑わくする側とすりゃそれで十分だ。実際に最後まで面倒を見る必要なんてねえんだから』

　ロベルト＝カッツェは大きく息を吐はいてから、

『考えてみれば、俺やローズラインが「異変に気づいていた」ってのもおかしかった。俺達はオカルトの素人しろうとだ。バードウェイってヤツみたいな専門家じゃねえ。オカルトで操られている人間と操られていねえ人間ってのは、パッと見ただけで区別できるもんなのか？　そんな簡単じゃねえだろ。魔ま力りよくだっけ？　術式だっけ？　詳しい事は分からねえが、詳しい事が分かる人間じゃねえと見分けはつかねえんじゃねえのか』

『だったら、それって一体何だったの……？』

『演技、保険、仮病みてえなもんか。現実的な方法でサローニャ達の味方になってる連中が、いざ正体がバレた時にオカルト絡がらみの被害者に見せかけようとしただけ。だから素人にも分かるような変化があった。むしろ、本職のバードウェイってヤツが見ていたら「逆の違和感」が見えていたかもな』

『……誰だれなんだ？』

　上かみ条じようは慎しん重ちように尋ねた。

『サローニャみたいなグレムリンの魔ま術じゆつ師しとは違う、そのグレムリンと手を結んでいる……もう一つの敵っていうのは？』

『現実的な方法で政府を侵食しているからには、現実的な力を持った敵なんだろう』

　ロベルトは言いながら、ショットバーのカウンターにアタッシェケースを置いた。どうやら店内に無線ＬＡＮが整備されているらしく、ケースの中のコンピュータが通信用の電波を拾う。

『ヒントはあのＣＤみてえな連中だ』

『あれ、どこの国の兵隊なの？』

『おそらく国には所属しない傭よう兵へいだな。ＰＭＣだったか。まぁ多少血気盛んな用心棒から、正規兵の手を汚よごしたくねえ時の拷ごう問もん代行、ジャングルや山岳地帯のガイド役なんつうチマチマしたものも含まれるが……今回相手にしているのは、大規模な準軍事作戦を独自の兵力だけで消化する、本格的な師団や旅団クラスの「軍隊」となる』

　ロベルト＝カッツェはため息をついて、

『あのレベルになると戦力としちゃ有効だが、とにかく値段が張る。タンカーが海かい賊ぞくの被害に遭あってんのは知っての通りだが、大規模な傭兵部隊を雇って大名行列みてえな護衛船団を編成するってな話は聞かねえだろ？　もちろん政治的な問題もある訳だが、もっと直接的に、一日当たりのコストが高すぎるという事情が大きい』

『でも、今回の敵はそいつをポンと支払ったって事だよな』

『おそらく連中は東欧で活かつ躍やくしている傭兵会社トライデント。Ｄ式のNarwhalイツカクを仕入れていて、電子迷彩を導入し、これだけの規模で展開できる……しかも動きから見て元米兵の多いＰＭＣって言やそれぐらいしかねえしな。一社で三軍全すべてを保有する超大手ってヤツだ』

『超大手って、具体的にどれぐらいいるのよ？』

『ざっと見積もって五万弱って所か。艦かん船せんはソフトウェアのアップデートで随ずい分ぶんと人員削減しているみたいだしな』

『ちょっとした町ぐらいあるじゃないか!?　兵隊ってエキスパートだろ？　どうやってそんなに人間をかき集めたんだ！』

『連中は全すべて中途採用だ。新卒は使わねえ。そして世界中の軍隊から毎年一五万人の退役軍人が発生してる。その内の三分の二が定年じゃあねえ。これは第三次世界大戦前からの統計、定説ってヤツだ』

『……、』

『彼らが辞める理由は色々ある。退役後の未来も明るいものだけとは限らねえ。トライデントに所属する兵隊の内、一番割合がデカいのは元米兵だ。俺は退役後の社会保障も充実するべきだと訴えているが、どうも継続的な支出は財政を圧迫すると考える輩やからもいるらしい』

　大統領はため息をついて、

『だが経緯はどうあれ、集まったのは元プロだ。元プロってだけなら、所しよ詮せんは現役引退した中古品だが、さらにトライデントは錆さびた歯車を交換するように、独自の訓練プログラムで彼らを一級に磨みがき直して価値を高めやがる。第三次世界大戦時、ＮＡＴＯで雇おうとして金額交渉で決裂したほどの連中だな。そいつらと取引するだけの巨額を動かせば、銀行のデータベースに金の流れが引っかかるはずだ。どこの銀行だって、自分の金庫から金が流れていくのは避さけたがるはずだ。要注意の警告は必ずつく』

『見つかったの？』

『残念ながら。だが逆にこれもヒントになる。インペリアルパッケージで調べられんのは、米国の力の及ぶ範囲のみだ。逆に言やあ、黒幕は金の流れから足取りを追われねえようにするため、わざとその外で金のやり取りをしていた事になる』

　大統領はインペリアルパッケージのキーボードを叩たたき、機密情報をさらに閲覧する。

『あれだけの巨額を払ってでも、アメリカに介入して得をする者。アメリカ以外にも大量の資本を分散している者。東欧の政府や銀行に秘密のラインを構築できる者。トライデントを雇える者。このハワイ諸島で、俺達の動きを監視するシステムを持っている者』

『一人に絞れるのか？』

『無理だ。そもそも合衆国のお財布より時価総額のデカい有名人がアメリカには三〇人以上もいやがる。多た国こく籍せき総合事業ってヤツは怖いよな。こいつらは国境にさえ区切られない。金と経済圏を中心とした「別の区切り方」を明確に持っていやがる』

　大統領はあっさりと言った。

『だが合衆国を動かす「大きな力」を持った人間の何人かは、ある人物の息がかかっている。自動車王のフラック＝ケイトマンとかロックスターのダグラス＝ハードベルとかは実質「傘さん下か」って訳だ。そうした連中がいくつか引っかかっているが、そうなると共通項として親玉の「ある人物」ってのが怪しくなってくる。という事は、だ』

　パチパチとキーを打っていき、やがて彼は一つの答えを弾はじき出す。

　インペリアルパッケージの画面には、一枚の大きな写真画像が表示された。




『米国メディア王、オーレイ＝ブルーシェイク。この女しかいねえだろ』







（一一月一〇日、ハワイ島、国立火山公園、野鳥観察カメラの映像より）







　死なない方が変だ。

　それが浜はま面づら仕し上あげの噓うそ偽いつわりない意見だった。

　ハワイ島は溶岩の地獄と化していた。直径一〇キロを超える巨大カルデラはオレンジ色のマグマに満たされ、そこから溢あふれた分が水みず飴あめをこぼしたように山肌一面を流れていく。

『起爆剤』の効果が中途半はん端ぱであったためか、幸い、集落のある方は無事だった。浜面達も溶岩に吞のみ込まれる事はなかったが、周囲の空気はサウナのように蒸し上がり、硫りゆう化かガスの匂においは命の危機を感じるほど濃密に増加していた。頭上を覆おおう火山灰のせいで、夜明け直前の薄うす日びのように辺りは暗くなっている。きめ細かい灰が常に降り注ぎ、指先ほどの噴石がビチビチと音を立てて土へと突き刺さっていく。

　しかし、そういった、ねじ曲げられた自然の猛威が目に入らなくなるほどの事態が進行していた。溶岩湖と化したカルデラの近くにいた事に、むしろ幸運を感じてしまうぐらいだ。

　薄い霧きりのように視界を遮さえぎる火山灰の向こう。

　標高の低い山の麓ふもとの方で響ひびく、銃声や爆発音。点のように散らばる銀一色の戦せん闘とう要員に、エアクッション船や装甲車といった兵器群。

『……オーレイ＝ブルーシェイク？』

　白みの強い灰の上に身を伏せながら、浜面は携帯電話に向けて言う。電話会議モードになったこの通話は、上条や一方通行アクセラレータと同時に繫つながっている。

　一体何をしているのか、電話の向こうで爆発音を響かせながらバードウェイが答える。

『実の父を頭越しにして、祖父のネットワークを引き継いだ米国メディア王だな。彼女個人の新事業は報道専門チャンネルから始まって、全国紙の創刊、携帯電話大手の買収などで地位を確立。メジャーリーグやプロフットボールのチームオーナーとしても有名だ。後はバスケットに手を出せば四大スポーツ制せい覇はと言われている経済界の怪物だな』

　バードウェイは適当な調子で続ける。

『情報関連ビジネス以外の分野を、情報関連ビジネスに巻き込む手法も上う手まい。太陽光発電と家電の消費電力をコンピュータで管理するエコハウス事業に参入する事で建築と不動産にも喰くらいついているし、自動車関連も電気自動車や車間自動調整プログラムの開発なんかで生産台数はトップクラスだ。アメリカを動かす大物一〇〇人なんて雑誌記事もあるが、オーレイの奔ほん放ぽうなグループ拡大手腕は、そうした大物さえも吞のみ込んでいく訳だ』

　半ば呆あきれたような言い方だった。

　自動車王や鉄鋼王さえ自分の目的のため傘さん下かに組み込むオーレイは、もはや女王ではなく女帝だ。各おの々おのの専門分野、領土テリトリーを支配する王でさえも従える怪物である。

　帝国の主を、バードウェイはこう評する。

『「完全な民間事業で最も早く、宇宙長期滞たい在ざいを実現しそうな人物」「ＵＦＯの政府機密に触れられるであろう人物」「世界中の石油の三〇％に関かかわっている人物」……根拠もなく勝手につけられた異名は色々だ。近年はＳＮＳビジネスを含むインターネット検索大手を乗っ取った事で、米国内のほぼ全すべての情報網もうを掌しよう握あくした状態にある』

『そして検索大手ではちょっとした疑惑が浮上してやがった』

　ロベルト＝カッツェは静かな声で続けた。

『F.C.E.……フリーコンパウンドアイズ。インターネット関連サービスの一つだ。警備会社の高額プランを利用しなくても、誰だれでも気軽にカメラを設置し、インターネットで連結し、防犯カメラ網を構築できると謳うたわれていたサービスだ。しかし実際にはカメラの登録ナンバーさえ入力すりゃあ、第三者が設置したカメラの映像を勝手に覗のぞけるなどの問題がホワイトハットハッカーらに指摘された。何より、ホスト側である検索大手側は米国中のカメラの映像を常時観察できる状態にある訳だ。当然、公正取引委員会から是正勧告を受けてサービスは停止されたはずだったが……』

　上かみ条じようが呻うめくように言う。

『……黒幕が俺達の動きを摑つかんでいる節があるって事は、まだF.C.E.は稼か働どう状態にあるって事か？』

『一般ユーザーには使用不能になってても、サーバー内にF.C.E.用のソフトウェアが入ったままになってやがるんだろう。しかも権限が強化されているかもしれねえ。オーレイは大手プロバイダ三社にも大口で出資してる。同じF.C.E.ツールが秘ひ密みつ裡りに導入されている場合、回線を利用する全てのカメラが制御下に置かれちまってる可能性がある』

『携帯電話のレンズはもちろン、Ｗｉ─Ｆｉ搭載程度の物ならビデオカメラだの携帯ゲーム機だのだって対応してやがるぞ』

『でも、オーレイってヤツは何を狙ねらっているんだ？　今のままだって、一生遊んだって使いきれないぐらいの金を抱え込んでいるんだろ』

　浜はま面づらは思わず質問する。

　そこまで満たされた者に、道を踏ふみ外すほど切迫した『何か』があるとは思えないのだ。それとも、金持ちになったらなったで別の問題でも浮上するんだろうか。

　それに対し、大統領は苦い調子で呟つぶやく。

『オーレイ＝ブルーシェイクは、上院とも下院とも違う、第三の議院と呼ばれてやがった』

『何だそりゃ？』

『それだけの影えい響きよう力りよくがあるって事さ。メディアへの露ろ出しゆつは票集めに直結する。そしてオーレイはあらゆるマスメディアを掌しよう握あくしていた。率直に言って、大統領選すら彼女の影響から完全に逃れる事はできねえ。事実、俺の当選だってオーレイが企画したキャンペーンに後押しされた部分もある』

『……メディア王に嫌きらわれれば選挙に勝てねェって構図が元からあったって訳か』

『まず議員を縛しばりつけ、彼らの命令で軍や官系組織に影響を及ぼす。「情報」が金以上に流通する。それでも強情に自己の思想を貫き国家へ奉仕する政治家については、サローニャの魔ま術じゆつで操って制御する……』

『レディはレディなりの思想で合衆国の舵かじ取とりをしようとしてやがった。その歯車として使えそうな者を当選に導く形でよ』

　ロベルト＝カッツェは低い声で言う。

『にも拘かかわらず、実際のアメリカはレディの思う通りには動かなかった。いや、あの時はもはや誰だれの手にも委ゆだねられねえ状況にあったってのが正解なんだが』

『？』

『第三次世界大戦』

　大統領が短く言うと、全員の短い沈ちん黙もくが緊きん張ちよう感かんを増幅させた。

『正直に言って、アメリカのシナリオ通りに事が進んでいたとは言い難がたい。それどころか、蚊か帳やの外にいた感すらある。オーレイはそこで何かに見切りをつけ、もっと直接的に合衆国を操れる仕組みを作ろうとしてやがるのかもしれねえな』

『それでグレムリンやらトライデントやらと接触したってのか？』

　浜はま面づらは呻うめくように呟つぶやき、

『そこまで分かってんなら、オーレイってヤツを逮捕できねえのかよ』

『レディの居場所は誰も知らねえ。敵が多いからな。住民票こそワシントンＤ．Ｃ．扱いだしきっちり納税もしてるが、火星に基地を作ってやがるって言われても納得できる』

　一通り話が終わると、浜面は通話を切って携帯電話をポケットへ入れる。

　傍かたわらの番外個体ミサカワーストが話しかけてくる。

『で、これからどう動く訳よ？』

『もちろん大将や大統領と合流するよ。孤立して得をする事なんて何もないからな』

　すると黒くろ夜よるは眉まゆをひそめ、

『……本気で言ってんの。そこらじゅうの島に対たい艦かんミサイル配備してるって話じゃなかったっけ。プレジャーボートなんて走らせたら一発で沈められるよ』

『だったら沈められない船に乗れば良い』

　浜はま面づらは上陸した軍用のエアクッション船を指差し、

『どうにかしてヤツらに紛まぎれる。聞いた話じゃ何千人もいるんだろう。だったら逆に個体の識別はおろそかになる。あのＣＤみたいな兵士になっちまえば顔も隠れる。東洋人の俺達だって見分けはつかねえ』

『ミサカ、流石さすがに連中殺して衣服を奪ったらバレちゃうと思うの』

『ここは世界最大の銃大国で、スーパーにだって拳けん銃じゆうが置いてあるんだぜ』

　浜面は顔を伝う汗を拭ぬぐいながら、

『多少マニア向けの銃砲店ならその手の装備品だって並べてある。確か、いくつもの国の装備を組み合わせて着用しているって事だったが、部隊オリジナルじゃなくて既製品の組み合わせだっていうならチャンスはある。……もしも完かん璧ぺきに同じモデルがなかったとしても、個人の好みでアレンジしてますって言い訳できそうだしな』

『ふうん。ただまぁ、あなたやミサカはともかく、この小ちっこい黒くろ夜よるちゃんが軍服着たって流石に体格で怪しまれると思うけどなあ』

『だったらバッグにでも詰めるよ。元々小柄だし、両腕は脱着可能だ。かなりコンパクトに収まるはずだぜ』

『……サラッととンでもねェ事言いやがる』

『となると問題になるのがF.C.E.。これに見られていると変装もクソもないんだよねえ』

『この島だけでいくつカメラがあると思ってんだよ。全部潰つぶすなんて到底無理だぜ』

『お着替えが終わっちゃえば向こうも見分けはつかないよ。だから最低でも、それまでの間だけでもカメラを壊こわさせてもらうよ』

　番外個体ミサカワーストは懐ふところから取り出した鉄てつ釘くぎをジャリジャリと鳴らし、磁力を操り始める。

『ねえ』







（インフォメーション）







　識別番号119a0e19のカメラは応答せず。

　直前の位置情報を基に、同領域を撮影可能なカメラを検索中。







（一一月一〇日、オアフ島、海兵隊パールハーバー第三基地跡地、議事記録カメラの映像より）







　一方通行アクセラレータが携帯電話の通話を切った直後、間近で巨大な爆発が起きた。ＰＭＣトライデント側が無反動砲を発射したのだ。一方通行アクセラレータは中央突破し、バードウェイはその余波から逃れるように真横へ跳び、それぞれの次の標的へ喰くらいついていく。

　その時だった。

　大統領補佐官ローズライン＝クラックハルトの携帯電話が鳴り響ひびいた。

　電話の相手は、聞き覚えのある女性の声だった。

『もうバレちゃったかな？』

『……ずっとこちらの様子を眺めておいて、確認のために電話を掛けてくるとは良い度胸だ。オーレイ＝ブルーシェイク』

『孤立したハワイの中でキャンキャン騒さわがれても何の問題もないからねえ。そしてあと数時間で米国の掌しよう握あくは完了する。理り不ふ尽じんかもしれないけど、そうなったらスイッチを切り替えるように、あなた達は「危険な思想を持った反政府勢力」に立場が変化する』

『そんなに簡単に行くと思う？』

『行くのよ。大統領をオカルトで掌握できればそれでよし、できなければ銃弾を使って副大統領に権限を委い譲じようさせる。……副大統領が今どうなっているかは分かっているわよね？』

『……そうまでして、一体この国の何を変えるつもり？』

『ノーリッジ１２』

　オーレイがある単語を発した。

　ローズラインにとっては、呪のろわれた言葉だ。

『第三次世界大戦前、ＵＦＯ研究のための資金を使って行われていた一二種のオカルト実験。大統領の傍そばにいて機密情報に触れる機会のあったあなたなら知っているわよね？』

『……あれは大統領も知らない所で始まった実験だった』

『誰だれが最大出資者だったかは知っているかしら？』

『大統領は七つの実験計画を突き止め、未然に中止させた!!』

『でも残る五つは実行された。太平洋上の「学芸都市」、世界各国の自然発生型能力者「原石」を利用した失敗作のレポート収集。国産超能力開発を謳うたって研究員を焚たきつけたが、その奥にあったのはいずれも「もっと深い法則」だった。……私が何を開発しようとしていたかは、あの戦争を経験したあなたならもう分かっているんじゃないかしら？』

『……、』

『合衆国は、オカルト的な防備が極きわめて手て薄うすな国家よ』

　オーレイ＝ブルーシェイクは自信に満ちた声で告げる。それは彼女の本心か、それとも大衆に訴えかける技術がごく自然に身についているだけか。

『事実、そうしたモノが深く関与していた先の大戦で、アメリカはほぼ蚊か帳やの外にいた。それでさえ幸運だった。もしも戦争を主導する真の黒幕の矛ほこ先さきが合衆国に向けられていれば、首脳陣や軍中央部は為なす術すべもなく抹まつ殺さつされていたでしょうね。分厚いシェルターの中で、妖よう術じゆつや呪のろいなんていう得え体たいのしれない力で』

『その整備のための……』

『ノーリッジ１２では、明確な成果は出なかった。だがそれは五つの実験しか遂すい行こうできなかったからかもしれない。一二の実験を全すべて実行していれば、合衆国の技術は国際最高基準に追い着けていたかもしれない』

『だからまっとうな倫理観でその阻そ止しに奔ほん走そうした大統領には国を守る資格がないと？　我が国の国民に犠ぎ牲せいを強しいるだけじゃない。世界中で「資質あり」と勝手に判断された人々をさらって切り刻むようなやり方が正しいと!?　あなたのやり方は、合衆国の建国理念すらも崩ほう壊かいさせようとしている事が分からないのか!!』

『私はこの国を宗教大国に作り変える』

　科学サイドと魔ま術じゆつサイドの代表が聞いていれば、呻うめき声を上げていたかもしれない発言だった。

　大国の転換。

　テクノロジーの面では学園都市に劣るものの、まっとうな軍事力や経済力なら未いまだに世界第一位を誇る国家の、明確な所属の鞍くら替がえ。

　それが勢力図へどれほどの影えい響きようを与え、どれほどの混乱を与えるかは計り知れない。

『大統領の宣誓時や裁判の開廷時に聖書に手を当てて祈るのと同じように、この国の政府中枢には新教ベースの儀ぎ礼れいが根付いている。歴代の大統領もことごとくが十字教徒だった。その芽を開花させる事で、オカルト攻こう撃げきに対して極きわめて強い耐性を国家へ与えてみせる。……手始めに、グレムリンをオカルト対策顧問として迎え入れる事でね』

『「起爆剤」が使われた時点で国際関係はズタズタになった』

『元は取れるわ。オカルトへの進出によってね』

『……、』

『私が何な故ぜ、この話をあなたにしたと思う？』

　オーレイの質問があった。

　しかしローズラインが答える前に、オーレイは先を続ける。

『一つ、この本心を隠す理由は間もなく消滅するから。数時間後には合衆国は刷新され、米国民はおろか世界中の人間が国際標準としてこの情報を知る事になるから。故ゆえに、元々隠す必要なんてなかった』

　さらに、

『二つ、すでにあなたを殺す事は確定している。これは犯行予告の脅きよう迫はく状じようのようなものと受け取ってもらって構わないわ』

『く……』

『返す言葉に候補がなければ話はおしまい。では補佐官、トライデントには苦しまずに済むように命令はしておくわ。射殺にボーナスをつけてね』

　通話は一方的に切れる。

　ローズライン＝クラックハルトはしばらく沈ちん黙もくしていた。

　しかし、

『……オーレイ＝ブルーシェイク』

　俯うつむいて呟つぶやくローズラインを見て、議事記録用のビデオカメラを回す部下は最初、彼女が恐怖で震ふるえているのかと思った。

　違う。

　彼女は震えていたが、その顔には明確な笑みがある。

『あなたが黒幕だとすれば、私にもまだ活路は残されている!!』

『ど、どういう……？』

『カウアイ島にはオーレイの……いや、ブルーシェイク全体の要かなめが眠っている』

　ローズラインは早口で言い、政府専用車から地図を引っ張り出した。ボンネットの上にそれを広げながら、

『リンディ＝ブルーシェイク。性別女性、年齢八歳。財閥・血統志向が高くメディア王のネットワークを血筋で世せ襲しゆうさせているブルーシェイクの連中なら、唯一の次期継承者である彼女は何にも代えがたい価値があるはず。オーレイは不妊の問題も抱えているし。この子をさらえばオーレイのコアを握る事ができる!!』

『そんな……ありえないでしょう!?　自分の娘が暮らしている場所でわざわざこれほど大規模な「戦争」を起こすだなんて……ッ!!』

『オーレイは知らなかった』

　ローズラインはニヤリと笑って、

『ブルーシェイク家は家庭内暴力が原因で離り婚こんしているけど、実際に拳こぶしを振るっていたのは夫じゃなくてオーレイの方だった。徹てつ底ていした情報操作とお高い弁護団のおかげで事実はねじ曲げられたがね。リンディの親権はオーレイが勝ち取ったものの、その後の調査で危険ありと判断され、リンディは政府の手で「緊きん急きゆう保護」されるようになった。もちろん、メディアを掌しよう握あくするオーレイの手で、大衆には全く知られないように細工されたけど』

『「緊急保護」。まさか……証人保護プログラムと同じ……ッ!?』

『そう。名前も身元も全すべて作り変えて、誰だれも知らない場所で第二の人生を送らせる措そ置ち。だからオーレイも明確な居場所を知らなかった。ひょっとすると、検索大手やプロバイダ大手を利用したF.C.E.は、リンディを捜し出すために構築したものだったのかもしれない』

　それが母親としての愛情を注ぐためか、祖父から引き継いだメディア王としてのネットワークを維持させるためか、どちらの理由なのかは明白だ。

　そして大統領府や軍関係施設まで覗のぞき込んだオーレイでさえ、リンディ＝ブルーシェイクの居場所は把は握あくしきれていなかった。

『母親のせいでメディア嫌ぎらいになったリンディは、このハワイ諸島で原始的な生活を営んでいたのかもしれないな』

　だからこその勝機。

　デジタル網もうの及ばぬわずかな隙すき間まに転がっていた、最後のチャンス。

　ローズラインはまだ使えるシークレットサービスや海兵隊員らをかき集めろと部下に指示を出し、それから薄うすく薄く微笑ほほえむ。

　まさしく。

　悪党の笑みを。

『……外げ道どうの道を進んだ以上、外道な妨ぼう害がいが待っている事を思い知るが良い』







（一一月一〇日、ラナイ島、ショットバー・スターラウンジ、カウンターに置かれた携帯ゲーム機のカメラの映像より）







『待て待て待て。くそっ!!　ローズラインのヤツ、追い詰められて暴走してんじゃねえ!!』

　大統領はインペリアルパッケージの画面を眺めながら絶叫し、さらに硬い外装をバンバンと掌てのひらで叩たたき始めた。

　驚おどろいたのは上かみ条じようと美み琴ことだ。

『な、何だよ？』

『コンピュータでも壊こわれたの？』

　怪け訝げんな顔をする二人に、大統領は舌打ちして答える。

『俺の側近が状況打破のため、勝手に動き出しやがった。オーレイ＝ブルーシェイクの娘がカウアイ島に匿かくまわれている。そいつをさらって有利に交渉を進めるために、使える兵隊をかき集めているんだ』

　リンディや海兵隊などの細かい状況を聞いていく内に、上条達の顔が青ざめていく。

『マジかよ……。リンディって子は何もしてないんだろ。兵隊の方は応じるのか？　緊きん急きゆう時じって言ったって立派な犯罪だろ!?』

『その法律がまともに機能しちゃいねえ。そして海兵隊もこの現状に殺気立ってる。敵の動きは迅じん速そくで、天下の米軍が押され気味だ。戦火はコントロールできねえし、市街地まで戦線がズレ込む可能性も否定できねえ。そうなったら大量の民間人が巻き込まれる。それを何としても阻そ止ししたい……という風に正義が働けば、黒幕の娘を誘ゆう拐かいする事への罪悪感が焼き切れちまう』

　正義のための行いは、別の角度から見れば黒い側面が現れる事もある。

　往々にして、正義を振るう側にはそれが見えなくなる事も多い。

『……具体的に、どれぐらいの人間が呼応しているの？』

『二〇〇人程度。多分、ローズラインが直接「安全」だと判断して信用していた連中の一部だろうな。師団を三つも四つも持ってるハワイ諸島からすれば少数派だろうが、こいつらは完全に部隊の指揮から離はなれちまっていると判断するべきだ。平たく言えば、正義のために何をするか分かったもんじゃねえ』

　明確なルールを失った軍隊。

　事態の収拾を図るために人質を取ろうというのが大義名分だが、そこにメディア王オーレイ＝ブルーシェイクへの憎ぞう悪おが働いていると言われれば否定はできないはずだ。つまり、娘の身の安全の保証はない。『交渉』の過程で傷つけられるかもしれない。それ以前に、憎悪が先行して取り返しのつかない事態に陥おちいる可能性すら考えられる。

　先頭で大声を張り上げている大統領の側近だが、彼女は本当に呼応した兵隊の意思を束ねる事ができるのだろうか。

　憎にくい敵。その家族。

　目まの当たりにした瞬しゆん間かん、集団による暴力が発生しないと断言できるか。

　しばし考えた上かみ条じようは、やがてバーの床から腰を上げる。

『……リンディ＝ブルーシェイクはカウアイ島にいるんだったな？　そのコンピュータで顔写真を引き出せるか』

『どうするつもりだ？』

『助け出す』

　一言で断言した。

『海兵隊より早くカウアイ島に入って、彼女を避ひ難なんさせる。場所はどこでも良い。とにかく兵士達が見つけられない場所へ、リンディには隠れてもらうしかない』

『ちょ、ちょちょちょっと待ちなさいよ！　そのリンディって子が黒幕の娘っていうのは事実なんでしょ？　その子を助けるために戦うのは、ハワイ諸島を制圧しようとしている連中に味方するって事になるんじゃない!?』

『だったらどうした』

　吐はき捨てるように上条は言う。

『確かにオーレイ＝ブルーシェイクは事件の黒幕だ。あいつとは絶対にケリをつけなくちゃならない。……けど、あの子が何かしたのかよ。黒幕の関係者だから、手っ取り早く使えるから。そんな理由で命の保証さえ奪われちまうなんて間違ってんだろ!!』

　その声に、芯しんが通る。

　ただ状況に流されて選択していくだけではない。明確な意思で、自らの方向性を決定づける。

『リンディって子は元々家庭内暴力のせいで人生メチャクチャにされて、ようやくここで静かに暮らす事ができるようになったって話じゃないか。たった八歳で名前も生まれた場所も全部捨てて、そこまでいろんなものを失って手に入れた当たり前の安息だぞ。それを無理矢理捕まえて、もう一度銃やナイフを突きつけてオーレイの前に立たせるなんてアリなのか？　アリな訳ねえだろ!!　ハワイ諸島をグレムリンの手から守り抜くって言うなら、あの子だってハワイ諸島の住民だ。だったらリンディだって守られるべきじゃねえのか!?』

『……そーだな』

　大統領は静かに息を吐はく。

『「緊きん急きゆう保護」として身柄を預かった以上、リンディ＝ブルーシェイクをオーレイの手から守るのは政府の責任だ。となりゃ俺も戦わねえ訳にはいかねえな』

　決意するのは簡単だ。

　ただしその選択の先には実際の凶弾が待ち構えている。ハワイ諸島の制圧を狙ねらうサローニャ・オーレイのグレムリン勢力に、リンディの身柄を狙う大統領補佐官率いる海兵隊勢力。二つの勢力を同時に相手にする必要に迫られる訳だ。

　その上、『真の敵』は上かみ条じようの右手の対策として当たり前の火器を大量に用意し、大統領は最優先のターゲット。

　本来なら、彼ら二人は他人の都合など気にしていられる立場ではない。

　リンディなどの比ではなく、自らの命を、最も気にかけなければならないはずなのだ。

　にも拘かかわらず、

『御み坂さかはどうする？　今のは俺達の選択だ。お前に強要はしない。身の安全のために、ここに隠れていたって良いぞ』

　何がここまでの決断をさせるのか。

　そう考えて、美み琴ことは答えに行きついた。

　この少年が御坂美琴を助けた時だって、きっとそうだったのだ。

　かつての美琴も、こんな風に助けられたのだ。

　正義の側に立つためではない。

　利益や損害を考こう慮りよしての打算ではない。

　助けたいから助ける。

　負い目を感じる必要のない者は、そもそも言い訳を語る必要もない。

　余計な物の一切を削そぎ落としたその答えは、あらゆる物を積み上げて正当化を図る複雑化の権ごん化げを打ち砕くほどの力を得る。

『……分かった。分かりましたよ。私だって正直、リンディって子に銃を押し付けたり、心の傷をわざわざこじ開けようとする真ま似ねにカチンと来てるのは事実だしね』

　頭の中でどれだけ悩んでも、口に出してしまえばシンプルだった。

　きっとこの少年は、このシンプルな決断を積み重ねてきたのだろう。

『ハワイ諸島を取り戻すために命を張るのはあの子の仕事じゃない。それは私達がやるべきだからね』







（一一月一〇日、カホオラウェ島近海、ＵＵＶカニバルシャーク＃４４３の映像より）







　対たい艦かんミサイル網もうを張り巡らされたハワイ諸島近海を、巨大な軍用エアクッション船が『走行』していく。もの自体は特殊なゴムボートにも近いが、とにかくサイズが大きい。大型軍用車両などを上陸させるためか、学校にある二五メートルのプールに匹敵するスケールだった。

　二つの巨大なプロペラで推進力を得るエアクッション船は、時速五〇キロ以上の速度で海を突き進む。

　乗っているのは銀の軍服だが、サローニャやオーレイの部下ではない。

　その正体は浜はま面づら達だ。

　例によって初めてのエアクッション船な訳だが、周囲に障害物が何もない事、船体が浮かんでいる事などから、急激な加速感に肝を冷やしながらも、同時に根拠ゼロの安心感が浜面を包んでいた。……実際には暗あん礁しようなどがあるため『見た目は平へい坦たんに見える』海上も危険はゼロではないし、尖とがった岩が顔を突き出している場合、エアクッション船の強化ゴムの船底を引き裂さいてしまう恐れすらある訳だが、無知は時として無む謀ぼうな前進を後押しするものである。

　手探りで船体を操作しながら、浜面は携帯電話に耳を当てていた。

『……へっ。黒幕の片割れの娘を助け出すために、一番狙ねらわれているターゲット達が銃火に身をさらすってか』

　呟つぶやき、そのムチャクチャ加減に呆あきれてから、浜面は小さく笑う。

　正直、アメリカ全土を掌しよう握あくするとか、メディア王やグレムリンの繫つながりとか言われても、スケールが大きすぎてピンと来なかった。

　ようやく、等身大で命を張れるような事情が転がり込んできた訳だ。

『カウアイ島まで行くための足が必要だろ。ちょっと待ってろ。アンタ達はラナイ島だったな。そこで合流しようぜ』

　そんな浜面達に引き換え、番外個体ミサカワーストと黒くろ夜よる海うみ鳥どりは相変わらずの不ふ謹きん慎しんモードだった。

　というか、番外個体ミサカワーストが一方的に遊んでいた。

『クロにゃーん。暇ひまだから世界で最もせくすぃと思うポーズやってー』

『オマッ、そンな理由で人の制御奪っギャギャギャギャ!!』

『コラ目つき悪子ちゃん!!　黒夜また泣いちゃうからやめなさい!!』

『そのフォローも死ぬほどムカつ……ぐわあああああああああああ!!』

　両腕の制御を奪われた黒くろ夜よるは体重のバランスを失ってコロンと船上に転がり、実用性皆かい無むな動きを（強制的に）実行した。

　そして番外個体ミサカワーストと浜はま面づら仕し上あげの二人は、とても優しい目つきになった。

『……うっふんって口に出して言っちゃう人を初めて見た心境だね。二五点』

『闇やみだ何だ言ってたけど、意外にピュアだったんすね。三〇点』

　な、なめ、なめやがって……ッ!!　と歯は軋ぎしりする黒夜だが、番外個体ミサカワーストとでは相性が悪すぎる。

　当の電気系能力者は気軽な調子で海面へ視線を投げる。

『上う手まく騙だませているかねえ』

『そんな訳ないだろ』

　未いまだに赤面する黒夜海うみ鳥どりは、吐はき捨てるように答えた。

　同じく海を眺める彼女は、カメラのレンズを真っ向から睨にらみつけている。

『ウィークポイントに案内させるために、わざと泳がされてやがる』







（一一月一〇日、オアフ島、海兵隊パールハーバー第三基地跡地、管制補助カメラの映像より）







　基地の大半は破は壊かいされ、ろくに機能できなくなった状態であるものの、そこに所属していた兵隊達の撤てつ退たいは完了した。

　同時に、サローニャ・オーレイ側のＰＭＣトライデントもこれ以上攻め入る価値はないと判断したのだろう。速すみやかに他の基地へと矛ほこ先さきを変えていく。

『……チッ。補佐官も消えてやがる』

『その足で八歳の少女を襲おそいに行った訳か。助け甲が斐いのない連中だ』

　一通り戦せん闘とうを終えて合流した一方通行アクセラレータとバードウェイはそれぞれ適当な事を言う。

　上かみ条じよう達からの携帯電話の通話のやり取りによって、大体の動きは彼らも摑つかんでいる。

　レイヴィニア＝バードウェイは杖つえを肩で担かつぎながら、薄うすく笑う。

『しかしこれはチャンスでもあるな』

『……、』

『睨むなよ。幼女絡がらみだとホントにやる気出るなお前は』

　彼女は適当に肩をすくめて、

『オーレイ＝ブルーシェイクはこうしている今も、私達の会話を聞いているだろう。となれば絶対に動く。大統領補佐官がかき集めた海兵隊有志や、私達の手でリンディが「保護」されてしまう前にな』

『だがメディア王を直接釣り上げられるとは思えねェぞ。そもそも黒幕はハワイ諸島にいンのかよ』

『私達の手の届く所にいるとすれば相当の馬ば鹿かだな』

　簡単に言って、彼女は担かついでいた杖つえをくるりと回した。

『だから実際にはリンディ回収に中核メンバーであるサローニャが部隊の一部を率いるだろう。全部隊を集中させる事はありえない。ハワイ諸島は太平洋圏最大の軍事力が結集しているから、そちらを叩たたかなくてはならないしな。だが別働隊を率いるサローニャも……というかグレムリンも、オーレイの思惑通りに動くとは限らない』

『……そォいう事か』

『上かみ条じよう当とう麻まからの報告によれば、「起爆剤」輸送の際、サローニャ自身も陽動作戦に巻き込まれて窮きゆう地ちに立たされたらしいからな。オーレイに対する不信がある。都合の良いように制御するために、取引相手に対する切り札を手に入れておきたいと考えるのは自然な事だ』

『連中グレムリンの計画にある合衆国掌しよう握あくは、オーレイの経済力をベースに、サローニャの魔ま術じゆつで補う形で初めて成功する』

『ヤツらにとって、このハワイ諸島の「戦争」は下準備に過ぎない。本番はアメリカを掌握して、実際に意のままに操れる体制を構築し、恒久的に持続させる所にある。つまり、関係は長く続く。双方とも、この辺りで主導権を握りたいと思うはずだ。多少のリスクを負ってでもな』

『だが俺達からすりゃあ、サローニャかオーレイ、どっちか片方を潰つぶせりゃ良い。片方だけで掌握できるならそもそもヤツらは手を結ンじゃいねェだろォからな。のこのこやってくるサローニャを叩く事ができりゃあ』

『ハワイ諸島は基より、アメリカ全土で進められている計画は破は綻たんをきたす。私達の勝利だ。となれば、やるべき事は分かるだろう』

『……ふン。あの学園都市を抜け出しても、やる事は同じクソ掃除かよ』

『そこは素直に民間人を助けると言いたまえよヒーロー』








第五章　その強さは何のためにあるべきか　The_Old_Glory.









（一一月一〇日、カウアイ島、潮位観察カメラの映像より）







　上かみ条じよう当とう麻ま、一方通行アクセラレータ、浜はま面づら仕し上あげ、御み坂さか美み琴こと、番外個体ミサカワースト、黒くろ夜よる海うみ鳥どり、レイヴィニア＝バードウェイ、ロベルト＝カッツェ。

　彼らは浜面が調達したエアクッション船を使ってカウアイ島に上陸していた。

『海兵隊はまだ来ていないみたいだな』

『俺達と違ってオーレイ側に泳がされる理由もねえからな。諸島全域に配備された対たい艦かんミサイルをどうすんのかを検討してる最中だろ』

『だがサローニャ側はもォ動き出してンだろ。制圧時、カウアイ島にもＰＭＣ部隊を派遣していたはずだ。無線一本で動かせる』

『トライデントやそれを操るサローニャは、娘がどこにいるか具体的な位置を把は握あくできていない。虱しらみ潰つぶしに調査すればいつかは発見されるだろうが、可能な限りヒントを得ようとはするはずだ。私達がここへやってきたのを確認して、慌あわてて命令を出している所じゃないか？』

『つまり状況は五分』

　美琴は顎あごに手を当てて、

『海兵隊に介入されて状況が複雑化する前に、さっさとリンディって子を保護してしまいたい所ね。当然、その子の居場所は分かっているんでしょ。どこに……』

　そこで、バードウェイは自分の唇くちびるに人差し指を当てた。

『さっきも言った通り、オーレイ・サローニャ勢力はまだリンディの居場所を知らない。海兵隊の方は本格的に潰そうとしている所から鑑かんがみて、私達の動きを観察して特定するつもりだろう。……まぁ、あれだけの数なら虱潰しでも見つける事はできそうだが』

　つまり、と彼女は呟つぶやいて、

『私達の動きが、リンディを追い詰める引き金となる』

『……、』

『この先を行くなら覚悟を決めろ。彼女を救い出すためには、一度彼女を窮きゆう地ちに立たせる必要が出てくる。その非情を認めた上で行動する。分かったか？』

　バードウェイは美琴だけでなく、周囲を見回す。

　異論がないのを確認すると、彼女は大統領の方へ目をやった。

　インペリアルパッケージを摑つかむロベルトは、見えぬ敵に聞かれるのも承知で答えを放つ。

『リンディ＝ブルーシェイクがいんのはサニーウォッチャー44─19。引き金は引いた。ひとまずオカルト付きのＰＭＣとドンパチを始めるとするか』




　ヒーロー達は動き出す。

　救出するべきはリンディ＝ブルーシェイク。誘さそい出すべきはサローニャ＝Ａ＝イリヴィカ。

　ハワイ諸島を発ほつ端たんとし、合衆国全土や科学サイド全体にまで及ぶ、アメリカの宗教国家化計画。その成否を決定づける、最後の戦いが。







（？？月？？日、位置情報不明、カメラ個体識別番号不明、映像・音声に加工を施ほどこされた記録より）







　オーレイ＝ブルーシェイク。

　一着作るのに中型の旅客機が買えそうなほどの金がかかるくせに、体型にフィットし過ぎてどこにも売る事ができない派手なスーツ。それとは全く似合わないテンガロンハットを被かぶり、踵かかとに乗馬用のトゲ付き車輪のついたブーツを履はいた女性だった。自分の趣しゆ味みや実用性ではなく、大衆に与えるイメージを優先した選択である。何を言った所で、合衆国は昔ながらの開拓精神を好む。ネットビジネスを中心に『先鋭過ぎて批判を浴びる事も珍めずらしくない』オーレイにとっては、一つの防波堤になっていた。

　彼女がいるのは、高級なホテルの一室……のように見えた。しかし内装がそのように整えられているだけで、実際には違うかもしれない。暗い地下室、軍事施設、豪華客船、大型航空機。情報は圧倒的に不足し、それが憶おく測そくの幅を無限に広げていく。

　若い男の秘書は、ウィスキーをグラスに注ぎながら質問する。

『ご自分まで撮影する必要はないのでは？』

『状況を客観視する事は大切よ。こうしてファインダーの中に自分を収めると、私個人も盤ばん面めんの駒こまである事を思い出させてくれる』

　オーレイは差し出されたグラスを摑みながら、

『安全地帯にいると基本的な事を忘れそうになる。駒の一つがプレイヤーを錯さつ覚かくする。……思い上がってはいけない。世界という盤面は常に地続きで、誰だれかが追えばいつかは手が届くものなのだから。安全っていうのは、思ったよりも燃費が悪い』

　そのゆったりした台詞せりふ自体が、言葉とは裏腹に自らの安全と勝利を確信している事を喧けん伝でんしていた。本当に危機的状況にいる人間は、むしろ無理矢理にでも楽観的意見をひねり出して心の安定を図るものである。

　秘書はきちんとそれを自覚しながら、しかし指摘はしない。

『F.C.E.とトライデントの電子迷彩の相性も何とかなりましたね』

『あの程度の効果しかないから嫌きらわれているのよ』

『リンディ嬢じようはいかがいたしましょう』

『連れ戻す』

　そこだけ、オーレイの口調が硬質になった。

『ブルーシェイクのメディア網もうは古くゴールドラッシュの金脈情報から始まっている。表立ったのは祖父の代辺りだけどね。そして、どれだけ事業が拡大した所で、それがブルーシェイクの血筋に継がれなければ意味はない』

『サローニャ＝Ａ＝イリヴィカやＰＭＣトライデントが注文通りに行動するとは思えません』

『余計な利益のために余計な事を考え、余計な行動に走ってしまうのには原因がある。……それは余裕。自分達がハワイ諸島を計画通りに制圧しているという余裕があるからこそ、寄り道をしてさらに多くのチャンスをものにしようなんて複雑で困った事を考えるようになる』

『いかがいたしますか』

『もちろん、複雑で困った事を考えられないようにする。彼らを追い詰め、余裕を奪い、単純な事しか考えられないようにする。兵士の基本は何だっけ？　何も考えられなくなるまでしごきまくるんだっけ？』

　オーレイは適当に呟つぶやきながら、パソコンのキーボードを細くしなやかな指で叩たたいていく。

『という訳で、ローズライン大統領補佐官率いる海兵隊有志の皆さんにはサローニャやトライデントを追い詰めてもらわないとね』

『彼らが我々からの情報を受けて行動するでしょうか』

『頭ごなしに命令するだけじゃない。ヒントを置いて、自分で考えましたって思い込ませる事ができれば簡単に飛びついてくれるわよ』







（一一月一〇日、カウアイ島、アナホラ山岳地帯、車載カメラの映像より）







　浜はま面づら仕し上あげ、レイヴィニア＝バードウェイ、ロベルト＝カッツェの三人はカウアイ島東部の山岳地帯をオフロードカーで進んでいた。当然ながら盗難車である。

　問題のリンディ＝ブルーシェイクはカウアイ島北西部のナパリコーストという場所にいるらしい。対して、上かみ条じよう達が上陸したのは南東部。そして島の中央は山岳地帯になっているため、リンディの居場所へは島をぐるりと回らなくてはならない。当然、そこはＰＭＣトライデントが対たい艦かんミサイルなどを配備している海岸線だ。

　そういう面倒な地形上の問題があったため、浜はま面づら達は目的別にメンバーをいくつかのグループに分けて、バラバラのルートを使ってナパリコーストを目指す事にしていた。浜面達は島の外周を反時計回りで進むルートである。

　大統領は窓の外……山肌の向こうに広がる海岸線と、そこに様々な設備を敷ふ設せつしている傭よう兵へい達を眺めて目を細める。

『……リンディの居場所を探るため、ある程度は見逃されてるっつっても、そりゃトップの都合に過ぎねえ。現場で目もく撃げきされりゃ銃撃戦は避さけられねえぞ』

『不幸中の幸いなのは、補佐官と海兵隊有志が出遅れている事かもな』

　後部座席のバードウェイが呟つぶやいたのを聞き、ハンドルを握る浜面は眉まゆをひそめた。

『逆じゃねえのか？　あいつらだってグレムリンだのトライデントだのと戦ってくれんのは間違いないんだろ。上う手まくぶつかってくれりゃあ俺達は楽できんじゃねえの？』

『逆の逆だよ。私達が見逃されているのはオーレイやサローニャのコントロールが利きいているからだ。仮にカウアイ島に海兵隊有志が突入して本格的な混乱が生じれば、大ボスの制御から離はなれる可能性が出てくる。「さりげなく」私達に道を譲ゆずらせていた力が機能しなくなり、計算不能の乱戦に陥おちいる羽は目めになる』

『まずい』

　と、ロベルトが呟いた。

　彼の視線は相変わらず、窓の外に向けられたままだ。

『そのローズラインが動きやがった。ボーイ！　今すぐ車を停とめろ！　横よこ滑すべりする!!』

『あん？』

　浜面は怪け訝げんな顔で大統領の目線を追いかけ……そして慌あわてて急ブレーキをかけた。

　ギャギャギャリ!!　とタイヤがアスファルトに擦こすれる音が響ひびき渡るが、直後にその轟ごう音おんすらもかき消される。




　原因は、海の向こうから放たれた数十発の空対地ミサイル。




　おそらくオアフ島からだろう。最新鋭のステルス戦せん闘とう機き二〇機が、海面スレスレ、それも数十センチの高さを時速四〇〇キロ以上で突き進んでいた。キラウェア火山の噴火のせいで航空機の運用はできないはずだが、超低空を『疾しつ走そう』する事でその制約から逃れているのである。

　飛行ではなく疾走と呼んだ理由も明確。

　本来であれば車輪のあるべき場所に、スキー板のようなフロートを強引に取り付けているのだ。空気抵抗やステルス性を犠ぎ牲せいにする代わりに、『海面を摑つかむ』機能を得た訳である。海面スレスレはおろか、彼らはむしろ海面にフロートをふわりと押し当てるような格好で戦闘機を運用している。

　ＰＭＣトライデント側は対たい艦かんミサイルなどで防備を固めていたが、流石さすがにあの速度域の侵略者には対処できなかったらしい。

　何発かの対艦ミサイルの間近を交差した戦せん闘とう機きの群れが、海岸線一面へと死のミサイルを叩たたき込んでいく。

　白い砂浜には、左右合計一二キロにわたってオレンジ色の壁が屹きつ立りつする。

　爆炎と衝しよう撃げき波はによって生み出された壁だ。

　そこから五キロ以上離はなれていたにも拘かかわらず、急ブレーキをかけた浜はま面づら達のオフロードカーさえ不気味に横よこ滑すべりする。

　シートベルトに肋ろつ骨こつごと肺を締しめ付けられたのか、助手席でロベルト＝カッツェが呻うめき声を上げる。

『……ローズラインの野郎……ッ!!　現職大統領もここにいるってのに気づいてねえのか!?　気づいてて撃うってんのかどっちだ!!』

『まだだ。対艦ミサイル網もうを封じた後に何が来るかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう！』

　バードウェイの言った通りになった。

　先制攻撃の空爆を終えたステルス機の群れが海岸に上陸しないよう迂う回かいするのに続き、その背後から大量の揚よう陸りく艇ていが砂浜へと突き進んでくる。船、と言っても水中翼よくを装備し、時速一〇〇キロを叩き出す超高速のものだ。鋼鉄の船は浜辺に乗り上げるクジラのように、そのまま一気に陸上まで滑っていった。

　後部の扉が開き、そこから大量の兵士達が飛び出してくる。

　トライデントとはまた違う兵装。一国の正式採用装備で統一された兵士達。一五〇人以上の集団がカウアイ島に侵攻していく。

『お待ちかねの本番だ』

　浜面は呟つぶやくように言い、エンストを起こした車のキーをもう一度回す。

『コントロール不能の戦場。リンディ＝ブルーシェイクを巡って、三みつ巴どもえの死闘だぜ』







（一一月一〇日、カウアイ島、ガススタンド・ブルーエナジー、乗り捨てられたセダンのバック支援用カメラの映像より）







　逃げ遅れた。

　ウェック＝ルナサンドは無人になった給油所に隠れていた。店の端はしにある自販機コーナーの陰に身を潜ひそめ、重たい息を吐はく。

　自販機のすぐ裏側、直線距きよ離りでわずか七〇センチの所を、いくつもの足音が通り過ぎていく。白い砂を踏ふむ音だった。気づかれればまず助からない。その想いが、胸に手を当てている訳でもないのに心臓の音を意識させる。

　首から下がった社員証が、子供向けのサーフインストラクターである事を示していた。

　だが、こんな時まで職業倫理に徹てつし過ぎたのは明らかに失敗だった。

　人生に失敗した。

　騒さわぎが起きた直後、ウェックはＳＵＶに生徒の子供達を詰め込めるだけ詰め込んでチャイナタウンの廃ビルへ向かった。綿わた埃ぼこりとゴキブリ以外に何もないような建物だが、民間の核シェルターがある事を知っていた。サイズはせいぜい八畳じよう程度だが、身を潜ひそめる分には問題ない。金目の物が満載な、ピカピカに磨みがかれたリゾートホテルならともかく、こんな寂さびれた廃はい墟きよの奥まで無理にこじ開けようとはしないだろう。後は騒ぎが収まるまで分厚い扉を閉めて震ふるえていれば良いだけだった。

　そこで、誰だれかが言ったのだ。

　全員揃そろっていない、と。

『……見捨てりゃ良かった。くそ、月給二〇〇〇ドルでやるような仕事じゃねえぞ』

　わざわざ安全地帯を飛び出したものの、結局その子とも出会えずじまい。

　あっちもこっちも映画に出てくるような金かね鋸のこみたいな形のアサルトライフルを持ったＣＤみたいに光る兵士達が歩いていて、まともに移動する事すら難しくなった。その辺の酒場や公開訓練で見かける米兵とは何か装備が違う。そしてあれが米兵でなければ一体正体は何だと言うのだ？　何にしても、発見されるのがまずい事ぐらいは分かる。今はまだ見つかっていないが、それも時間の問題だ。すでにルートは全すべて塞ふさがれている。

『……、』

　右手にある、ずしりと重い感触を思い出す。

　給油所に置き去りにされたセダンのダッシュボードに入っていた、三八口径のリボルバーだ。ただしこれで状況を打開できるとは思えない。銃声なんて鳴らせば猛犬の群れに肉の居場所を教えるようなものだ。そもそも最初の一発目すら当たるとは思えないし、ここは給油所。ガソリンが気化して漂っていれば、発砲した途と端たんに大爆発なんて可能性も否定はできない。

　ただのお守りだ。

　パニックを起こして支し離り滅めつ裂れつな行動に出ないようにするための。

『……とにかくここから生き残る。緊きん急きゆう避ひ難なんだ。そうだよ、ガソリンはあるんだぜ。手て頃ごろな容器に詰めて爆発させりゃ、注意はそっちに引けるはずだよな。いい加減に命のために悪い事やったって良いだろ……』

　いちいち口に出しているのは、自分で自分の意見を強引に納得させようとしているのかもしれない。つまり、この期ごに及んでウェック＝ルナサンドのお人ひと好よしは直っていなかった。

　そして、お人ひと好よしにとってのさらなる試練が訪れる。

　小さな男の子の悲鳴が響ひびいた。

　ウェックは顔をしかめ、自販機に背を預け、思わず顔を手で覆おおう。

『ちくしょう、スティーブか……っ!?』

　はぐれていた最後の練習生。オイル臭くさいコンクリートの地面を這はうように進み、自販機コーナーの陰から外の様子を窺うかがうと、白い砂浜の上を十数人の男女が歩かされていた。単に『歩いていた』ではないのは、四、五人の銀の軍服がライフルで誘ゆう導どうしていたからだ。

　その中にいる。たった一〇歳の少年が。

　難易度が跳ね上がる。

　見捨てるか否いなか、もう一度あの時と同じ選せん択たく肢しが脳裏をよぎる。

『何ができるってんだ……』

　呼吸が荒くなる。胃袋の辺りに重圧を感じる。だがそれは、単なる命の危機によるものではない。他人の命を明確に見捨てようとしている事が原因だ。

『もう良いだろ。十分やったよ。月給二〇〇〇ドルで七人も助けていりゃあ表彰もんだよ。欲張ってどうすんだ。なあ』

　呟つぶやくように言ってから、わざわざ口に出している事を自覚してウェックは息を止める。

　自分の意見を自分で強引に納得させようとするための儀ぎ式しき。

　つまり、納得などできていない事に気づいてしまったからだ。

『……早死にするぜ……』

　納得していない事として最後に呟いてから、ウェック＝ルナサンドは周囲を見回す。ここは給油所。ガソリンなら腐るほどある。容器に詰めて小分けする。砂浜にばら撒まいて気化したものを風に乗せる。使い方次第では、一時だけでも銀の軍服達を翻ほん弄ろうできるかもしれない。具体的な算段を頭の中で思い浮かべようとしたところで。

　ガチリという小さな金属音を聞いた。

　いつの間にか近づいていた銀の軍服の一人が、ウェックの後頭部へピタリと銃口を向けていたのだ。

　身を乗り出したのが失敗だった。

　最悪だったのは、ウェック＝ルナサンドがお守り代わりに拳けん銃じゆうを所持していた事だろう。

『ちくしょう。死ぬにしても早すぎるぞ……っ!!』

　声に出す。

　だがこちらが納得するかどうかなど、相手側には関係ない。

　ウェック＝ルナサンドが思わず両目を瞑つぶろうとしたその時だった。




　ボゴォ!!　という轟ごう音おんと共に。

　アサルトライフルを突き付けていた男が、真横へ数メートルも吹っ飛んだ。




　ダンプカーでも突っ込んだのかと思った。

　それが華きや奢しやな足で無造作に放った蹴けりの結果だとは、振り返って目で見てもなお信じられなかった。

　銀の軍服が自販機の一つを盛大に破は壊かいした事で、周囲一帯の注目が一斉に集中する。だが当の本人にそれを気に掛ける様子はない。

　白い髪に、赤い瞳ひとみ。

　人間というより獣けものに近い印象の影が。

『……面倒臭くせェ状況だな』

[image: ]

　従えているのは二人の少女。どちらも顔つきは同じだが、目つきが明らかに違う。中学生ぐらいの方はまだまともだが、それより年上の方は指名手配犯の写りの悪い写真みたいな目をしている。

　中学生ぐらいの少女は白い影に言う。

『まずはこっちが先ね。トライデントの指揮管制クラウドに侵入すれば、対たい艦かんミサイルの警備網もうも突き崩せる。そうすりゃハワイ諸島の外から海上支援を招ける訳だしね。アンタには死ぬほど言いたい事があるけど、拘こう泥でいしている場合じゃないわ』

『俺ァクローンどもにゃ借りを返すつもりだが、オリジナルのオマエにまで頭ァ下げるつもりはねェぞ。あの「実験」に関しちゃ、オマエも加害者の側だっつゥのを都合良く忘れてンじゃねェだろォなァ？』

『償つぐなうのは当然として、加害者の代表格にこれみよがしな指摘をされるとひたすら頭に来るんですけど？』

　ひたすら険悪な空気を作っておきながら、彼ら二人はのっそりとした動きで砂浜へとまっすぐ向かう。理由は言わずもがな。明らかにライフルを突き付けられて移動させられていた観光客達を助けに行く動きだ。

　呆あつ気けに取られるウェックに、目つきの悪い少女が片目を瞑つぶってこう言った。

『つまりそこのツンデレ達は、もう大だい丈じよう夫ぶって言っているんだぜ？』




　爆音と共に、たった二人の怪物が戦場を理り不ふ尽じんに支配する。

　第一位に第三位。

　単体で第三次世界大戦すら渡り歩いた超レ能ベ力ル者５達が、破は壊かいの暴風を巻き起こす。







（一一月一〇日、カウアイ島近海、指揮管制クラウドのヘルメット装着型カメラの映像より）







　サローニャ＝Ａ＝イリヴィカは上陸用のエアクッション船に乗っていた。リンディがいると推測されるナパリコーストの最も険しい場所は一般車両の立入が困難なほどだ。海から近づいた方が手っ取り早い。

　トライデントにはリンディ回収班を編成するよう『依い頼らい主ぬし』から指示されていたが、サローニャの参加はその意思に反したイレギュラーな行動だった。

　操船を担当するトライデントの一人が、サローニャに話しかけてくる。

『我々は他勢力の足止めに徹てつします。標的の捕ほ縛ばくは任せてしまっても？』

『その方が良いだろうねえ。殺し専門の手て際ぎわじゃあ、威い嚇かくのつもりで出血多量ちゃんとかになりそうだし』

『……依頼人に殺されます。誰だれを雇うか分かったもんじゃない』

『オーレイ＝ブルーシェイク？　そんなのどうでも良いよ』

　潮風を浴びながら、サローニャがとんでもない事をサラリと言い出した。

　そこに留とどまらない。

『グレムリンなんてのもどうでも良い。もちろんトライデントだってどうでも良い。合衆国ちゃんの宗教国家化、魔ま術じゆつサイドと科学サイドのバランスの崩ほう壊かい。そんなの全部まとめてどうでも良い』

『こ、この会話も、F.C.E.で……』

『聞かれてんでしょーねー。でもそっちだって本音じゃそうでしょ。トライデントにはトライデントの目的があるし、アンタにゃアンタの目的がある。何をどう優先しようが、必要なのは最終的に個人がどれだけ得をするかよ』

　サローニャは呟つぶやき、懐ふところからプラスチック製の四角いピルケースを取り出す。

　複数の仕切りで区分けされたスペースに収まっているのは、木々の種子だ。

『私の住んでいた国は、あの第三次世界大戦でメチャクチャなんだよね』

『……、』

『そしてその戦争で利益を分配した国や地域がいくつかある。その代表格が、学園都市と合衆国。しかも戦災からの再興という名目で、金の流れを制御して私の国の中を好き勝手に作り変えようとまでしてきた』

『い、インフラを中心とした工作があるという話は出ていますが……』

『これから冬の季節ちゃんだからね。天然ガスのパイプラインを補修するという名目で接収しちゃいるけど、明らかに不要な工事のために事業の再開を遅らせている。暖房が生命線である事を理解した上で、忠誠を誓わせようとしている訳ね』

　許せないよねえ、とサローニャはうっすら笑う。

　声こわ色いろに棘とげはなく、異性に聞かせる事を意図した甘い調子ですらあるのに、百戦錬れん磨まのトライデントは静かに震ふるえが走るのを自覚する。

『だから本来の形に戻していただきましょーう』

　ピルケースに収まった木々の種子を掌てのひらに載せ、転がし、匂においを嗅かいで奥歯で嚙かみ砕く。

　何かを思い出すような目つきになり、サローニャはさらに続ける。

『学園都市ちゃんや合衆国ちゃんが金を出すのは当たり前。それが本当にロシアちゃんのためになるのも当たり前。そのための基き盤ばん整備を向こうがやらないなら、私の方で勝手にやらせてもらう。なぁに、あの戦争であれだけ稼かせいだんだ。踏ふみ台にされた側にちょっと払ってもらったってバチは当たらないんじゃないかなー？』

　本来、トライデントは依い頼らい人にんの立場を鑑かんがみ、サローニャの動きを武力で止めるべきだったかもしれない。

　だができない。

　得え体たいのしれないオカルトが、それを自在に振るう者への畏い怖ふが、死体の製造にも慣れているはずの傭よう兵へい達を硬直させる。

『そーだよねーん、オーレイ＝ブルーシェイクちゃん。ちなみに、戦争でぼろ儲もうけした人間のリストにゃアンタの名前も書いてあるんだけど』

　従う気などハナからない。

　全より個を優先する魔ま術じゆつ師しの性さがが噴出する。

　リンディ＝ブルーシェイクを狙ねらうサローニャの顔に、獰どう猛もうな意思が表面化する。







（一一月一〇日、カウアイ島、ナパリコースト、ＵＡＶギンヤンマ＃３００の映像より）







　ナパリコーストは州立公園としても登録されているが、最も奥にある『難所』は数キロにわたって鋸のこぎりの歯のような断だん崖がいが連なり、一般車両は立ち入る事もできないほど険しくなっている。その『難所』の断崖の中ほどに、丸太を組んだログハウスが建っていた。

　ハーザック＝ローラスという身長二メートルを超える大男は、ログハウスの近くを強引に整備した、段々状の菜園の手入れを行っていた。本来は食料調達の一環なのだが、『本来の持ち主』が観賞用の花などを植え始めて混こん沌とんに支配された。ハーザックが植えているものも食用ではない。大きな体に似合わず、プランターから小さな苗を菜園へ移し替える手つきは繊せん細さいなものを感じさせる。

　と、ログハウスの扉が開いた。

　背伸びをし、両手を使ってノブを回した少女に、ハーザックは振り返らずに言う。

『泳がないなら水着でいる必要はないだろう』

『暑いんです。自家発電装置とソーラーパネルだけじゃ二四時間エアコンつけてる訳にもいきませんし。どうせ今日も熱帯夜だろうし、バッテリーに溜ため込んでおかないと。それに、夕方になったらもう一度魚を獲とりに行きますよ』

　毎度のやり取りなので、ハーザックは本気で彼女の『癖くせ』を直そうとはしない。さっさと話題を変えてしまう。

『ポストに教材テキストが入っている』

『どうせ持ってくるのハーザックさんなんだから、ポストに入れなくても良いのに』

『ここは君の家だリンディ。私は手伝いに来ているに過ぎない。それより教材だ。早めに確かめて欠品がないか調べてくれ。あの道を何度も往復するのは堪こたえる』

『……わたしこのテキスト好きじゃない』

『勉強を好きだと言う人間はあまりいない』

『ハーザックさんのお話聞いてる方が好き』

『残念ながら、それは役に立たない』

　ハーザックは小さな苗を植え替えた辺りの土を整えながら言う。

『合衆国の人間としての知識をつけるか、ネイティブハワイアンとしての知識をつけるか。どちらも有意義だろうが、私はどちらも満たせない。名前を聞くだけでも分かるだろう。親が中途半はん端ぱに帰化したせいで、今の私はネイティブの言葉や文化を正しく知らない。かと言って、合衆国の近代的な生活にも馴な染じめない』

『むー』

　リンディと呼ばれた少女は頰ほおを膨ふくらませ、

『それでもハーザックさんのお話は楽しいの』

　言うだけ言うと、少女はポストの中からビニール包装された教材テキストを摑つかんでログハウスの中へと引っ込んだ。清い子だ、とハーザックは率直に思う。だからこそ、こんな半端者に引きずらせてはならない、とも。

　このハワイ諸島には本当の『王』が今も息づいているという話は聞くが、ハーザックにはその片へん鱗りんすら摑めない。未み踏とうの地があるのか、街の中に溶け込んでいるのかも不明。捜し出して王国の一員になりたいと思っていた気き概がいもすでに失われた。登山の途中で力尽き、下山するための道のりでうんざりしている最中だ。

　一通り菜園の手入れを終えると、ハーザックは立ち上がった。腕を使って顔の汗を拭ぬぐい、火山灰で薄うすく覆おおわれた青空に目をやる。

　カウアイ島まで灰が飛んでくる事は珍めずらしい。長期化するようなら菜園をビニールで覆うべきかと思ったのである。

　そこで彼は奇妙なものを見つけた。

　全長二〇～三〇センチの大きなトンボのようなものだ。

　だが違う。

　ポリカーボネイトの胴体とＡＢＳ樹脂の羽を持ち、モーターで体を動かし、送受信装置やカメラレンズを備えたものを、普通はトンボとは呼ばない。

『……レンズ……カメラ……』

　呟つぶやき、そしてハーザックは思い出す。

　リンディ＝ブルーシェイクが何な故ぜこんな所で暮らしているのか。何を徹てつ底てい的てきに毛け嫌ぎらいしているのか。政府の役人があらゆるメディアを排した『未開の地』へ彼女を招待した理由は。

『まずい……。リンディ、リン……ッ!!』

　ハーザックは思わずログハウスの方に振り返って叫ぼうとしたが、その大きな口が背後から伸びた手によって塞ふさがれた。

　どこから、どうやって、いつの間に接近されたか。

　襲おそわれた後も理解のできないハーザックは、それこそ手品のように菜園の脇わきへ押し倒される。逆光で襲しゆう撃げき者しやの顔は見えなかったが、その手に拳けん銃じゆうが握にぎられているのはシルエットだけでも分かった。

　撃うたれる。

　心臓が凧たこ糸いとか何かで絞られるような苦痛を発するが、いつまで経たっても銃声が炸さく裂れつする事はない。

　何が起きているのか理解できなかった。

　やがて、自分の上に馬乗りになっている襲しゆう撃げき者しやの体が小刻みに震ふるえている事、その首筋に透明な槍やりのようなものが押し付けられている事、槍の持ち主は襲撃者の背後へ音もなく迫っていた事などが段階的に分かってくる。

　東洋人の、少年と少女の二人がいる。

　少年の特徴はツンツン頭で、それより幼い少女はリンディとは比較にならないほど目つきが悪い。

　彼らは日本語で何かを言う。

『……トライデントだな』

　相手の返事を待たずに、

『窒ちつ素その槍と生身の拳こぶし、一発もらうならどっちが良い？』

　襲撃者は一いつ瞬しゆんだけハーザックへ突きつけていた拳けん銃じゆうに目をやり、それから勢い良く振り返る。

　しかし彼が具体的な反撃に出る前に少女の槍が拳銃の銃身とヘルメットの前面を切り飛ばし、少年の拳が襲撃者の顔面へと突き刺さった。仰のけ反って倒れる銀の軍服の襲撃者に、少年はやはり日本語で呟つぶやく。

『感謝してくれよ。これでも命の恩人なんだからな』

『ほとんどやったのは私だがな。そっちでのびてる連中も合わせて』

『黒くろ夜よるは色々と本気過ぎ。俺が途中で止めに入らないとことごとく首を落とそうとするし』

『他の連中はどこだよ。私達が一番乗りか？』

　言葉は分からないが、少女が指差した方を見てみると、同じような銀の軍服が四人も転がっていた。

　動転するハーザックに、少年は断だん崖がいの向こうにある海の方へ目をやりながら言う。

　内容は日本語なので理解できなかったが、奇怪な現象がその後を追う。

　目つきの悪い少女の右手だ。

　キーボードを叩たたくように、と表現するべきだろうが、その速度は電動ミシンに匹敵した。そして五本の指が菜園の柵さくを叩く音の連続、その融ゆう合ごうが、まるでテキストを読み上げるように正確な英語の発音を再現したのである。

『オーレイ＝ブルーシェイクが雇った部隊がリンディを連れ戻すために動き出した。あの子の保護者役を務めているアンタなら、事情は大体分かるだろ。あの子をオーレイの手に渡すな。リンディを連れて早く逃げろ！』

『な、何が……？』

　しどろもどろになるハーザックだが、相手に問答するつもりはないらしい。

『早くしろ！　海からヤツらが上がってくる!!　時間がないぞ!!』

　思わずハーザックが目をやると、鋸のこぎりの歯のように切り立っている断だん崖がいの根本に、大きなエアクッション船が接岸していた。

　しかし悠ゆう長ちように観察している余裕はない。

　崖がけに取りついた銀の軍服の何人かが、ブルパップ式のアサルトライフルをこちらへ向ける。その甲かん高だかい銃声に押される形で少年と少女は地面へ突っ伏し、ハーザックは慌あわててログハウスの中へと飛び込んだ。

　少女は言う。

『そんじゃここからどうするね？』

『そりゃリンディと保護者役だけでも逃がすよ。こっちはサローニャ押さえるまで戦うしかない訳だしな』

『アサルトライフル相手に余裕だな日本人』

『……正直、拳けん銃じゆうぐらいなら震ふるえ上がって動けなくなると思うんだけどな。あそこまでスケールが飛んじまうと逆に実感が湧わかなくなる』

　ログハウスの裏手からハーザックとリンディが逃げ出していく物音を二人は耳にする。それを確認してから、ログハウスを遮しや蔽へい物ぶつとするため外壁を回り込もうとしたが。

　ふと、花の香りが鼻についた。

　直後だった。




　ガクン!!　と。

　少年の左腕が、唐とう突とつに落ちる。




　真下へ。ダラリと。関節こそ繫つながっているものの、その力ない揺れ方は紛まぎれもなく『落ちて』いた。指先から肩口まで一切の力が入らない。痛み、熱さ、寒さ、そうしたものも感じない。顔の左半分までもが痺しびれに似た違和感を発した。自分がどんな表情をしているのか自信がない。

『ぐっ!?』

　慌あわてて右手で左腕を摑つかんでみるが、やはり反応はない。幻想殺しイマジンブレイカーで単純にどうこうできるものではないらしい。

『左腕が……？』

『何だ？　化学兵器のようなものは検知していないぞ』

　顔の皮ひ膚ふの震えから連想したのだろう、少女は右手で何かを緩く握るような仕草をしながらそんな事を言ったが、少年はそれとは違うと半ば理解していた。

　魔ま術じゆつ。

　それもとある少年に対応した、彼を最も苦しめる術式を調整した使い手。

　不自然な左腕を抱えたまま、ログハウスの外壁の陰から断崖の方を確認した少年は、そこで銀の軍服の中に見知った顔を発見した。

『サローニャ＝Ａ＝イリヴィカ!!』







（一一月一〇日、カウアイ島、ナパリコースト北側立入禁止区域、ＵＡＶギンヤンマ＃２１０の映像より）







　ナパリコースト最深部は鋸のこぎりの歯のように切り立った断だん崖がいが連続し、一般車両の立ち入りが不可能であるほど険しい道のりとなっている。

　しかし何事にも例外はある。

　例えばモンスタートラック。

　日本の場合は実物よりも、無線操縦のオモチャなどでお馴な染じみかもしれない。極きよく端たんに大きな四つのタイヤを持ち、柱のように太いサスペンションで固定した究極のオフロードカー。傾斜四五度の上り坂を『ジャンプ台』扱いして軽々と宙を舞う、まさしくモンスターの名を冠するに相応ふさわしい四輪駆動車の事だ。

　当然ながら盗品。

　バーベキューパーティの途中で逃げ出した観光客のものを拝借し、乗り換えた訳である。

『いたいた!!　写真のお嬢じようちゃんだぜ！　何でログハウスで大人しくしてねえんだ？』

　バォン!!　という轟ごう音おんと共に急な傾斜を『飛び越えた』盗難車を操っているのは浜はま面づら仕し上あげだ。助手席では現職大統領がゲロ吐はきそうなぐらい顔を青ざめさせており、後部座席ではシートベルトも締しめずに調子こいて両腕を組んでいたバードウェイが重力に逆らったシェイクを味わっている。

　ともあれ、ターゲットを見つけたのなら話は早い。

　浜面は険しい道を逃げているリンディと、彼女の手を引いている大男の方へモンスタートラックを回そうとする。

　そこで動きがあった。

　ダン!!!!!!　という轟音と共に、いきなり視界が真っ白に染まった。

　違う。

『フロントガラスが……ッ!?』

　暴徒鎮ちん圧あつ用の、玉入れに使うような柔らかい弾体をグレネード砲で撃うち込まれた。衝しよう撃げきを貫通させず、なおかつ一面へ広げるような形のものを。

　視界が奪われた事でとっさに急ブレーキをかけてしまう浜面だが、直後に気づいた。

　襲しゆう撃げき犯はんの狙ねらいはまさに走行能力を奪う事なのだ。

『まずい……まずい！　降りろ浜はま面づら!!　今からアクセル踏ふんでもトップスピードは間に合わない!!』

　ロベルト＝カッツェが転がり落ちるように助手席から降り、浜面もキーを回してからその後に続く。まずフロントガラスが銃じゆう撃げきで完全に砕け散り、続いて主に大統領の方へ散発的な銃撃が追い駆けた。ロベルトは鋭く切り立った断だん崖がい上の起伏を転がるようにして、即席の遮しや蔽へい物ぶつに身を隠す。

　誤射の可能性を恐れたのだろう。やってきた銀の軍服はリンディの側そばに立っていた大男を銃撃ではなくブルパップ式ライフルのストックで殴なぐりつけて排除し、少女の腕を摑つかんでモンスタートラックの後部座席へ放り込む。そのまま運転席に乗り込み、差しっ放しのキーを再び回す。

　直後だった。

　バヂィィィィ!!　という炸さく裂れつ音おんと共に、銀の軍服の体が仰のけ反る。

『イグニッションとアースをいじればご覧の通りだ』

　ゆっくりと運転席に戻ってきた浜面は、ドアを開けながらそんな事を言う。

『どれだけ鍛きたえていたって、高アンペアの三〇〇ボルトを浴びた状態でケンカに勝てる訳ねえよな？』

　ボゴンボゴンベギィ!!　と原始的な暴力の音が連続した。

　浜面は完全に身動きの取れなくなった銀の軍服から拳けん銃じゆうとアサルトライフルを奪うと、運転席から放り捨てる。車に仕掛けた小細工を元に戻すと、まるで自分が所有者かのような手つきでキーを回す。

　遅れてやってきた大統領は、助手席からふと後ろへ目をやって、そこでギョッとした。

『ミスバードウェイ！　脱出していなかったのか!?』

『逃げる理由もないからな』

　どこから取り出したかも分からない短剣を軽く振りながらバードウェイは簡単に言う。その隣となりに投げ込まれたままのリンディ＝ブルーシェイクは、刃物に怯おびえながらも運転席のヘッドレストを摑んで身を乗り出す。

『あっ、あのっ、大統領さん!!』

『ふお!!　や、やっと、やっと俺の顔を見て一発で大統領って言ってくれる人に出会えた……』

『ぶ、ぶわっと目め尻じりに涙を浮かべていないで！　あ、あのですね、あの……!!』

『あれ？　でもお嬢じようちゃんはメディア嫌ぎらいで新聞もテレビも観みてないんだろ。大統領の顔なんて良く分かったな』

　横から口を挟んだ浜面に、ロベルトは何な故ぜか胸を張り、

『F.C.E.関連の疑惑を調査していた時だ。オーレイ＝ブルーシェイクはくそムカつく弁護士軍団の力を借りて紙一重で法的責任を回かい避ひしやがったが、その時に家庭環境とリンディについての情報が出てきた。少々ぶっ飛んだ英才教育ってヤツ？　親が描く理想像が子供の未来に直結していると思い込み、そこからわずかでも離はなれると裏切られたって叫んでその責任を全すべて子供に押し付ける種類の愛の形だな。ローズラインのヤツは介入は難しいしそのためにリスクを負っても十分な量の広告効果は得られねえとかブツブツ言ってやがったが、ダンディ過ぎる大統領サマが損得なしに助け出したって訳さ。超褒ほめろ』

『じゃあ初対面じゃねえじゃん。一目見て大統領って言うのは当然だぜ』

『本題に行かせてください！　本題に!!　ハーザックさんはどうするんですか!?　なんてこと、みるみる小さくなって……!!』

『ガール。気持ちは分かるがヤツらの標的は君と俺だ』

　大統領は、その小さな肩を摑つかんで押し戻す。

『ガールを必ずミスターの元へ帰す。だから今は、このまま離れた方がミスターのためになるだろ』

『……、』

　リンディ＝ブルーシェイクは力なく後部座席に腰を下ろし、身を小さくした。

　突然の事態に訳も分からず混乱しているのではない。

　あらかじめ予見していた最悪の事態が訪れた。そんな顔をしていた。

『……お母さんは、もうそこまで迫っているんですか』

『そうさ』

　大統領は簡単に認めた上で、

『乗り越える時は、もうそこまで迫ってやがる』







（一一月一〇日、カウアイ島、ナパリコースト、ＵＡＶギンヤンマ＃３００の映像より）







　左腕が使い物にならなくなった上かみ条じよう当とう麻まと黒くろ夜よる海うみ鳥どりはログハウスの裏手に身を隠していた。こうしている今もＰＭＣトライデントと魔ま術じゆつ結社グレムリンの混成部隊の上陸は続いている。断だん崖がいに接岸されたエアクッション船から降りてきた銀の軍服達は切り立った難所を軽々と移動し、ブルパップ式アサルトライフルの銃口をこちらへ向けてくる。

　ドカドカドカッ!!　という爆音の連続が、ログハウスを構成する丸太を削り取っていく。

　黒夜が嚙かみつくように言った。

『っつかあの第一位使えねェ！　全然引き付けきれてねェじゃねェか！　これからどォするよ。このままじゃ遠からず回り込まれる!!』

『当たり前の火力の集合体か』

　上条は動かない左手を気にしながら、

『俺だけじゃない。異能の力対策だな。バードウェイや御み坂さかなんかは鉛なまり弾だま程度じゃ制圧できない。でも、あいつらだって人間だ。大量の鉛弾が飛んできたら、その対策のために異能の力を割かなければならない。そして足止めされて本調子の出せない所へ、迂う回かいしてきたサローニャ達グレムリンの魔ま術じゆつ師しが致命傷を与えてくる』

『説明ご苦労。でー具体的にどォすンだ!?　オマエの右手と私の両手。武器はこれで全部だ。どォやってこの状況切り抜ける!!』

『……連中は俺達が銃弾の雨にビビッて、正面突破を避さけようとしていると考えているはずだ。当然、ド本命の魔術師も俺達の逃げ道を塞ふさごうとする』

『それで？』

『敢あえて正面突破を仕掛ければトライデントとグレムリンの連携を断ち切れる』

『本気で言ってンのか？　虚を突いたって火力が足りねェ!!』

『確認するけど、お前はサイボーグで、腕の数だけ窒ちつ素その槍やりを生み出せるんだったよな』

『だったら何だ!?　学園都市でオマエらに残らず没収されたおかげで今はこの二本しかねェンだよ!!』

『足りないなら調達すれば良い』

『……マジ？』

『テクノロジーは選ばれた人間だけの才能なんかじゃない。ここは学園都市じゃないから人間そっくりの細腕にまとめ上げる事はできないだろうけど、窒素の槍の噴射点としての機能だけに集中すれば、学園都市の「外」の素材だけでも作れるかもしれない』

『ケッ。手数の増加を隠し通せりゃ、その分だけ奇き襲しゆうの成功率も上がる訳かよォ』

『図面のデータはあるか？　正直、工学系は専門外だ。全部お前に任せる事になるけど』

『……何とかするけどよ。オマエはどォすンだ？』

『敵はまっとうな火力だけじゃない』

　上かみ条じよう当とう麻まは携帯電話を取り出しながら、

『むしろ、サローニャをどうにかする方法を考えないと』

　言いながら彼が連絡を取ったのは、別行動を取っているレイヴィニア＝バードウェイだ。

『バードウェイ！　サローニャの使っている術式……レーシーだっけか？　そいつについての解析は進んでいるのか!?』

『パピルスの自動解析は丸ごとダミーだった。マークら黒服達をハワイ諸島全域に派遣し、トライデントに襲しゆう撃げきされている海兵隊の支援を行いつつ情報を集めさせているところだが、正直、芳かんばしい結果は得られていない』

『そのパピルス、逆手に取る事はできないか？』

『？』

『ダミーはサローニャの誘ゆう導どうによるものだった。つまり、サローニャが俺達にそう思い込んでもらいたがっている情報って事だろ。……俺だったら、自分の弱点から遠ざかるようなダミー情報を盛り込む。幻想殺しイマジンブレイカーの正体は飛び道具だとかな。心理分析とか詳しい事は分からないけど、ダミーの文章から隠したがっている何かを逆算する事はできないか？』

　機械の腕の補充といい、パピルスの逆算といい、この少年の機転は少々異常の領域に達している。これが場数の違いとでも言うのか。

『なるほど。少しは楽しめそうな命題だな。部下の方にも情報を回しておこう』

　携帯電話の通話を切ると、アサルトライフルの銃じゆう撃げき音おんに急せかされる格好で、黒くろ夜よるが大声で叫んでくる。

『おい他人任せヒーローッ！　自家発電用の変圧器と給湯器を分解するから手伝え!!』

『……一体何からサイボーグ作る気なんだ？』

　半ば呆あきれながらも、上かみ条じようも作業に加わる。

　何にしても、時間はもうない。







（一一月一〇日、カウアイ島、ナパリコースト北側立入禁止区域、ＵＡＶギンヤンマ＃２１０の映像より）







　リンディを守ろうとし、そして意識を失った大男を残し、モンスタートラックは再び発進する。

『で、大統領さんよ。彼女を安全な場所へ送るっつったって、一体どこならオーレイのF.C.E.から逃れられるんだ!?』

『正直分かんねえ！　だがモンスタートラックの機動力があるなら、島中央部の山岳地帯へ入った方が良い！　一度足取りを消してから島を出る方法を考える!!』

　そう、『確約』などどこにもないのだ。

　ハワイ諸島には本土で有事が発生した際の緊きん急きゆう地下指揮所なども用意されているが、その分厚いシェルターの中でさえ『安全』は確保できていないのだから。

　あらかじめ登録されている、固定型の施設に価値はない。

　常に動き回り、流動的に位置を変える方が、まだしも襲しゆう撃げきの危険は減る。

　それすら『確約』の取れない危うい綱つな渡わたりだが、背後から着実に迫るＰＭＣトライデントや魔ま術じゆつ結社グレムリンに急かされる形で、それでも浜はま面づら達は走り続けるしかない。

　と、ロベルト＝カッツェがインペリアルパッケージの画面を確認しながら、呻うめくように言った。

『すげえなオイ……』

『どうしたんだよ？』

『海兵隊のネットワークで警報が飛び交ってやがる。学園都市製の超レ能ベ力ル者５だったか？　あの二人が海兵隊だろうがトライデントだろうが、手当たり次第に片っ端ぱしから無力化して回ってやがる』

『第一位に第三位か。あれで職業の欄らんに学生と記入する辺りが信じられんね』

　バードウェイが愉快そうな調子で言う。

　こうしている今も、地図上には次々と赤い×印が追加していく。ルートは大きく分けて二つ。彼らの『通り道』をなぞるように、あっという間に数十の印が増殖する。

　ナパリコーストは手つかずの自然が色濃く残り、一般車両の進入が不可能なほど険しい地形が続くが、比較的緩ゆるやかな場所は観光地としても機能している。そうした人達が取り残されている場所を中心に、二つの影が×印を撒まき散らしていく。

『怪物どもめ。ハリウッドで映画化でも狙ねらってんのか？』

『来やがるぜ。おい、ファンタスティックガールが真上を通過すんぞ!!』

　は？　と浜はま面づらが思わず目線を上へ向けようとした所で、モンスタートラックの天てん井じようからベゴン!!　という鈍い音が炸さく裂れつした。まるで空から降ってきた人間が着地したような物音だ。

　天井のルーフを強引に開け、上下逆さで美み琴ことが顔を突っ込んでくる。

『こっちは無事!?』

『一方通行アクセラレータとか番外個体ミサカワーストとかと一いつ緒しよに、二勢力をひっかき回すんじゃなかったのかよ？』

『やる事はやってんでしょ。……その子がリンディちゃん？』

『何とかギリギリで競り勝ってるトコだぜガール』

『それは何より。……あの馬ば鹿か、こっちにゃいないのか。ったく、キューピッドアローのタグリングが宙ぶらりんだっての』

　何気なく美琴が呟つぶやいた所で、リンディがキョトンとしたまま英語で尋ねてきた。

『気になる男の子でも捜しているんですか？』

『ぶほっ!?　がはげほっ！　一言でピンポイントに要点をつかないように!!』

『うーん……。男の子なんてブラジャー投げつけて面めん喰くらった所にノーブラで抱き着いてやればイチコロです。後は盛りのついた犬のようになるはずです』

『分かってるのかな!?　言ってる意味は分かってないんじゃないかなー!?』

　そもそもブラなんてつけてないだろうと美琴が心の中でツッコミを入れた直後、

『昔、大統領が言っていましたから間違いありません』

『そうだぞガール。野郎を引っ掛けるならちょっと過激な水着に着替えてビール片手にしなだれかかれば一発だ。胸を押し付けた所でビキニの結び目なんか外しちまえ。浜辺のモーテル近くだとなお分かりやすいな』

『大統領さんよ！　アンタに限っちゃグーでいくわよ!!　国民性って言ったらアメリカの人達を侮ぶ辱じよくする事になるわよね!!』

『ガール、心配はいらないよ。ヒモ系水着開発に補助金出したら支持率ちょっと上がったんだぞ。合衆国も少しずつ高齢化と社会保障費の問題が浮上してきているしなあ。出生率に関しては抜本的な対策が必要なんだよ』

『アメリカじゃねえ!!　野郎って生き物がどうかしてる!!』

『ローズラインのヤツも何な故ぜか頭を抱えてた。こんな簡単な事の何に悩んでいるのかサッパリ分からねえがな』

　その時だった。

　バギバギバギバギッッッ!!　と背の低い茂みを踏ふみ潰つぶす音と共に、鋼鉄の塊かたまりが滑すべり込んできた。電話帳のような爆発反応装甲をしこたま貼はり付けたカーキ色の戦車。ギャラギャラと履り帯たいを回して岩肌を削り取るように進む巨重だが、意外にも速度は速い。時速八〇キロ以上で、浜はま面づら達のモンスタートラックに喰くらいついてくる。

　大統領が呆あきれたような声で叫んだ。

『ドイツに憧あこがれて戦車産業に進出しようとした北欧のお買い得品か！　ＥＵのコンペに負けてどこへ消えたと思っていたら、こんな所にまで落ちぶれていただなんてな!!』

『トライデント？』

『だよ。流石さすがに主砲をぶち込んで来るとは思わねえが、軽機関銃をばら撒まかれただけで嚙かみ砕かれちまう!!』

『バードウェイ！　お得意の魔ま術じゆつで何とかできねえのか!?』

『やるのは良いが、近すぎてこのモンスタートラックまで吹っ飛ぶ』

『じゃあ私が何とかするわ』

　ルーフから美み琴ことの頭が引っ込むと、だんっ!!　という轟ごう音おんがその後に続いた。浜面がバックミラーで確認すると、鋸のこぎりのように鋭い凹凸の連続する岩肌の上へ、美琴が丁てい寧ねいに着地していくのが見えた。

　この猛スピードを相そう殺さいした時点ですでに人間離ばなれ。

　さらに時速八〇キロ以上の速度を出す戦車に真正面から立ち向かい、何をやったのか見えない壁に叩きつけられるように動きを止めてしまった時点でどう表現すれば良いのやら。

　視界から消えていく少女に、浜面はゾッとした面おも持もちで呟つぶやいた。

『……どこまで怪物なんだよ』

　しかし危機はそれだけで終わらない。さらなる災難が訪れる。

　発ほつ端たんは音。

　ドォン!!　という打ち上げ花火のような轟音が響ひびいたと思ったら、頭上へ被かぶさるように甲かん高だかい笛のような音が続いた。断続的に、一〇から三〇。

　正体を真っ先に看破した大統領が、顔を青ざめさせる。

『体を丸めろ!!　来るぞ!!』

　何が、と浜はま面づらが問い返す暇ひまさえなかった。




　爆音。

　そして天空から降り注ぐ、数万数十万の刃物。




　その正体は『継ぎ目つき刃カツター』と呼ばれるベアリング子弾の亜種だった。一八〇ミリ砲の対人殺傷力を増幅させるため、砲弾内部にスプリングやコイルのように巻きつけてある刃である。まるでカッターナイフのように『わざと折れやすく』作られた刃は爆発時の衝しよう撃げきで無数に分断し、その威力に押される形で『豪雨』を降り注がせる。

　一発の殺傷範囲はおよそ半径七〇メートル。

　それが一〇から三〇発ほど、まんべんなく隙すき間まを埋めるように広範囲へ鋭い鉄片を敷しき詰めていく。砲は大量生産される工業製品だが、しかし弾道は一定ではない。気温、湿度、風向き、砲の燃焼ガスの抜け方などの些さ細さいな違いでねじ曲がる。それをこうまで均等に丁てい寧ねいに、スプレー塗料で壁一面を染めるように砲撃するのは相当の腕を意味する。

　山岳地帯の木々の枝という枝が削そぎ落とされ、モンスタートラックの天てん井じようやボンネット全体がオレンジ色の火花に染まる。

　モンスタートラックのタイヤもズタズタに引き裂さかれ、巨大な四駆が横よこ滑すべりしていく。

『っ!!　またトライデントの連中か!?』

『いいや、ありゃあ俺が採用のサインを書いた一八〇ミリだ。つまり鹵ろ獲かくされていねえ限り』

『海兵隊有志の方か!!』

　次の対策など講じている暇もなかった。

　音もなく迫り来る複数の影が、中破したモンスタートラックの運転席と助手席を同時に強きよう襲しゆうした。ドアも開けず、砕けた窓から浜面とロベルトは引きずり降ろされる。後部座席を覗のぞき込んだ別の男は、バードウェイとリンディへ目をやる。腕組みするバードウェイの右手に短剣が握られている事を、男は奇妙に見逃しているようだった。

　男は無線に向けてこう告げた。

『三一。リンディ＝ブルーシェイクを発見、これより連れて帰る。「交渉」の準備を』

『待、て……』

　強引に引きずり降ろされた際に背中を強打したせいか、大統領は息も切れ切れで言う。

『その、方法を……俺は、許可しない。合衆国、大統領として……命じる……』

『何吠ほえてんだ負け犬』

　吐はき捨てるように、海兵隊員は言った。

『合衆国を守る手段を講じねえ大統領に誰だれが頭を下げるってんだ。そいつは最低限、アンタに票を入れた連中に対する義務だぜ。その義務すら怠おこたるヤツが勝手に名乗り続けるんじゃねえ』

　アサルトライフルの銃口が、上がる。

『俺達はアンタがやるべき事の代わりを務めているだけだ。それすら引っかき回すってんならもう救いようがねえな。……幸い、俺達はリンディ＝ブルーシェイクを発見したって言っただけで、アンタについては報告してない。連れ帰らなくたって誰だれも不思議にゃ思わねえ』

　現職大統領の顔面を迷いなく照準に収め、海兵隊員は笑いながら告げた。

『馬ば鹿かかよテメエは』







（一一月一〇日、カウアイ島、ＵＡＶギンヤンマ＃１１３の映像より）







　島のどこかで銃声が炸さく裂れつした。







（一一月一〇日、カウアイ島、ナパリコースト北側立入禁止区域、ＵＡＶギンヤンマ＃２１０の映像より）







　ロベルト＝カッツェは最後まで目を瞑つぶらなかった。

　硝しよう煙えんの匂においが立ち込め、時間が止まる。奇怪な静寂の中、中破したモンスタートラックに残されていたリンディが痙けい攣れんするように震ふるえていた。間近で聞いた銃声にショックを受けているのだ。

　ただし、ここには足りないものがある。

　血の匂においだ。

　それがないのも明白。

　大統領が撃うたれた訳ではないからだ。




　今の銃じゆう撃げきは。

　同じ海兵隊の人間が、大統領を狙ねらう同どう僚りようの足元の地面を狙って放った威い嚇かく射撃だったのだ。




　気がついた時には、ロベルト＝カッツェを狙う少数派を囲むように、同じ格好をした海兵隊の男達がアサルトライフルを構えていた。少数派を取り囲む海兵隊の一人が、吐はき捨てるように呟つぶやく。

『馬ば鹿かはテメェだよ』

『し、正気かよ。俺達は同じ米軍同士だぜ』

『良いから早く武装を解除しろ。早く!!』

　促され、一切の武器を地面に放り捨て、両手を後ろで組まされる少数派。その全員をケーブル結束バンドで縛しばり上げると、海兵隊の男は大統領に向かって敬礼した。

『これまで素す性じようを明かす事もせず、数々の無礼を働いた事をお許しください。これが最も素早く大統領と合流できる手段と判断しましたので』

『ミスター、アンタは……？』

『私はマーティン＝フラワーズ伍ご長ちよう』

　まず始めに海兵隊の男は自分の胸板へ親指を押し当て、次にその親指を肩越しに後方へ向け、

『向こうは右から順に、エルート＝ラックス軍ぐん曹そう、シャオロン＝ハルヴァード上等兵、それから……』

『信しん頼らいできる人間と考えちまって良いのか』

『そう判断していただけるのなら、これ以上の栄誉はありません』

『協力には感謝する』

　率直に、ロベルト＝カッツェは言う。

　彼は口調を『公的』なものに変えて、

『だが覚悟しろ。現状で俺の側につくのは主流から外れる。同じ米兵に撃うたれる危険すら浮上するぞ』

『……確かに、強いアメリカや世界の警察という言葉には憧あこがれます。ローズライン＝クラックハルト大統領補佐官率いる海兵隊有志のやり方は、ある意味において最短コースとも言えるでしょう』

　そこまで言って。

　マーティン＝フラワーズは大統領の目を真まっ直すぐに見据えた。

『ですがそれは、虐ぎやく待たいに苦しむ子供を生いけ贄にえに捧ささげて手に入れるものではありません。むしろそうした人々の盾たてとなるために、強いアメリカや世界の警察はあるべきだと思います。それを最も体現しているのはあなたです。我々もそのための力になりたい』

　ロベルトは薄うすく笑った。

『……お互い、楽に生きる道からは遠ざかっちまったな』

『かもしれません。それでも、最後に笑うのは私達です』

　合衆国が動き出す。

　危機的状況下で、なお秩ちつ序じよを失わぬ鋼はがねの意思を持つ者達に支えられて。







（一一月一〇日、カウアイ島、ナパリコースト、ＵＡＶギンヤンマ＃３００の映像より）







　ログハウスの裏手で、自家発電用変圧器や給湯器などを分解して組み立て直した機材に、黒くろ夜よるの指示通りダクトテープを巻いて『形』を整えていく上かみ条じよう。そんな彼の携帯電話が着信音を発した。

『バードウェイか？』

『頼たのまれていた調べ物の途中経過だ。率直に言って、まだサローニャの術式の全ぜん貌ぼうは摑つかめていない』

『ヒントになるなら何でも良い。あいつはもう目と鼻の先にいるんだ！』

　よろしい、とバードウェイは満足そうに呟つぶやいてから本題に入る。

『パピルスのダミー解析には、「ロシアの植物でなければならない」とあっただろう。どうやらあれが、私達を誤ご誘ゆう導どうさせたがったものの一つのようだな。つまり、それ以外の植物であってもサローニャは魔ま術じゆつの起点に使える』

『そんなに万能な野郎なのか……？』

　上条は怪け訝げんそうな顔で周囲を見回す。

　植物なんてどこにでもある。食物連れん鎖さの底辺を支えているのだから当然だ。その全すべてを魔術の起点に使い、人を操ったり『左腕を使い物にならなくさせる攻こう撃げき』を行えるのなら、砂漠か南極にでも逃げない限り勝ち目はないような気がする。

『最後まで話を聞け』

　バードウェイは上条の疑念を断ち切るように告げる。

『より正確には、レーシーとはロシアにある「小さな森」を支配する魔術なのだろう。そしてその魔術は例外的に、「飛び地」を作る方法があるという訳だ』

『飛び地？』

『渡り鳥などの定期的な往来があれば、その場所を「飛び地」にできるようだ。ま、旅客機にペットを乗せて運んだって似たような現象・結果を生み出せるだろうがな。さらに言えば、往来する動物が、現地の植物との魔術的な関かかわりを持つ事も重要だ』

『……分かりやすく言ってくれ。魔術的な関わりってのは具体的に何なんだ？』

『レーシーは森の住人を操る。「森」と「動物」の間で何かをやり取りさせる事で、社会の一員と認めさせる訳だな。ハワイの植物を「飛び地」にしたい場合、ロシアから連れてきた動物から現地の植物に何かを手渡させる』

『木の実を食べるとか、毛についた植物の種を落とさせるとかか？』

『もっと簡単なものだと推測しているよ。地球上の動物であれば、おおよそ世話になっていない個体は存在しないぐらい簡単なものだ。植物の役割は食物連鎖を支えるだけじゃない。地球という星に地球という特徴を与えている最大のものがあるだろう』

『……、』

　上かみ条じようは少し考え、

『酸素と二酸化炭素のやり取りか……？』

『だろうな。サローニャが過去に目もく撃げきされたのは針葉樹の森が多かったという報告もあるらしい。食い物としては使えない。そんな中で「動物が植物のお世話になる条件」と言えば、空気の方が当てはまる』

『レーシーの森で酸素と二酸化炭素のサイクルを作った動物は、森の住人となる。その森の住人がよその土地に行って、現地の植物と酸素と二酸化炭素のサイクルを作れば、そこがレーシーの「飛び地」として登録される』

　上条は条件を整理して、

『でも、それで「飛び地」のあらゆる生き物が操られるなら、俺達だってとっくに操られているだろ!?』

『詳しい条件までは分かっていないと言っただろう。そもそも、サローニャの魔ま術じゆつが本当に人間を操るものであるかどうかも不明だ。そんな便利な術式があれば、第三次世界大戦でもっと有意義な作戦に組み込まれていたと思うしな』

『……だったら何なんだ？』

『昆虫や爬は虫ちゆう類るいなど、脳の構造が単純な生物の制御。文字通り「森の住人を支配する妖精レーシーの再現」辺りが怪しいんじゃないか？　人間のように大脳が大きく、複雑化した個体に使っても操れず、単純な認識のすり替えや、意志薄はく弱じやくになるに留とどまるとか』

『それも予想なのか？』

『オアフ島で捕らえたのや、ショッピングモールで人質に取られた子供達がサンプルだ。ブードゥーのゾンビみたいだったじゃないか。サローニャ達の狙ねらいは議会を中心とした多数派取得工作だ。選挙関連の情報制圧で一定数を確保した上で、どうしても意見を曲げない骨のあるヤツを何も言えない状態で「欠席」扱いさせても議会の掌しよう握あくはできる』

『だとしても、効果範囲内にいる人間は意志薄弱に陥おちいるんだろ？　だったらハワイ中がゾンビテーマパークになっててもおかしくないはずだぞ』

『だから詳しい条件が色々あるんだろう。ただまぁ、そうだな。推測を言わせてもらうと、「酸素と二酸化炭素のサイクル」の構築には時間がかかるのかもな。おそらく、長くても三日四日。一週間だと世界創造とぴったりだが、多分そこまでじゃないな。そこまでかかるなら魔術師は現場には来ない。だから今日ここへやってきた私達にはまだ効果が表れていない』

『三日四日の拘こう束そくに、その間「飛び地」からターゲットが出たら術式は完了しない……。元々一度に作れる「飛び地」も近所の公園程度の小さなものかもしれないな』

『ターゲットの行動スケジュールさえ分かっていれば、行く先々に小さな「飛び地」を作る形で、必要な時間を稼かせげるとは思うけどな』

　それが動物や人間を操る仕組みに直結しているのかもしれない。

　だが、と上かみ条じようは自分の動かない左腕へ目をやる。

『サローニャがその条件を知っているなら、最前線へ来るとは思えない。何しろこの状況で三日四日の時間を稼ぐ事はできないからだ。……何か即戦力になる術式を備えているはずだ』

『私もそう思うが、それが何であるかが分からない』

『なるほど』

　上条は動かない左腕を軽くさすりながら、

『結局、体当たりで調べるしかない訳だ』

『できたぞっ!!』

　黒くろ夜よるはダクトテープでぐるぐる巻きにした『腕』を、右の脇わき腹ばらにあるジョイントへ接続させる。腕というより、複数の鉄パイプを強引に束ねたような形をしていた。『指』に当たる部分も五本揃そろっていない。

　それでもギチギチと蠢うごめく『腕』を見てしばし呆ぼう然ぜんとした上条だったが、やがて我に返る。

『できたのは一本だけか？　窒ちつ素その槍やりは両手と合わせて三本しか出ないって事だよな!?』

　こうしている今も、ＰＭＣトライデントと魔ま術じゆつ結社グレムリンの混成部隊はジリジリとこちらへ近づいてきている。

　必要以上に弾をばら撒まいてこちらの動きを封じる事に徹てつしているのは、おそらく『学園都市製』というブランドのおかげだろう。隠し球を警戒している。銃弾で追い詰め、上条達の手の内をさらし、安全を確認してから畳たたみ掛けようとしているのだ。

　上条自身、サローニャの術式について、体当たりで情報を収集し、そこから突破口を見み出いだそうとしている。

　異能の力を頼たよる者にとって、情報量は生死に直結する。

　おそらく上条ではなく黒夜を主に警戒しているのだろうが、それもいつまで続くか分かったものではない。動きがない事を『不気味な沈ちん黙もく』と捉とらえてくれればこっちのものだが、『相手が何もしてこない』と判断されれば雪崩なだれのように無数の兵士達や魔術師が飛び込んでくるだろう。

　その絶体絶命の状況で、

『……元から「窒素爆槍ボンバーランス」に頼たよろうなんて思っちゃいないさ』

『何だって？』

『学園都市製なら腕だけでも自律移動できたから、無人兵器群としても使えた訳だが、流石さすがに寄せ集めの素材じゃそこまで高性能にはいかない。無理だと思った時点で方針を改めた』

　黒夜はニヤリと笑って、

『アンタ達が学園都市で魔術講座を開いていた時、あそこには私だっていたんだぞ。そしてそこではこう説明されていたじゃないか。魔術とは才能のない者が行う技術で、一部の例外を除けば特別な資質は問われないって』

『ば、か。駄だ目めだ。俺も専門家じゃないけど、魔ま術じゆつってのはそういうものじゃない！　よほどの天才じゃない限り、いきなりアドリブで始めて何もかも上う手まくいくような夢の技術とは違うんだ。まして俺達能力者が魔術を使ったら、どれだけの副作用が出るか……ッ!!』

『それで良いんだ』

　黒くろ夜よるは遮さえぎるように言った。

『使う魔術は何だって良い。破は壊かい力りよくなんてなくても良い。私も見聞きした程度の技術情報で完全に成功できるなんて思えない。そりゃ心臓手術を見学した後、そのまま同じ事をやってみろって言われるのと同じだ。まず失敗する。そしてそれで問題ない。失敗する事が成功に繫がれば何も問題はないのさ』

『……何を、言ってんだ……？』

『つまりだな、副作用だか拒絶反応だかをわざと起こすと言っているんだ』

　ドン、という重い音と共に、ダクトテープに包まれた『腕』を地面へ下ろす黒夜海うみ鳥どり。

　その上で、

『私はサイボーグだ。私の「体」の範囲は極きわめて曖あい昧まい。もしも、だ。私が私の体に繫つなげた物体をも「私の肉体」として完全に認識できるとしたら……』

　ミシリ!!　という硬い物体が軋きしむような音が聞こえた。

　それは黒夜の『腕』から響ひびいたものだと上かみ条じようは思ったが、そうではなかった。




『好きな物、好きな標的に「副作用」を押し付けて破壊する事もできるって思わないか？』




　地面。

　鋸のこぎりの歯のように連なる断だん崖がい、その一つ。

　能力者である黒夜海鳥が何かしらの『魔術のようなもの』を発動した代だい償しようとしての拒絶反応が生み出され、それは即席の『腕』を伝って地面へと波及し……。

　その結果として、断崖の一つを丸ごと切り崩したのだ。

　ログハウスがかろうじて残るラインで、それより下方の断崖の表面がまとめて滑かつ落らくする。その上を踏とう破はしようとしていた銀の軍服の傭よう兵へい達や魔術師を巻き込み、吞のみ込み、はるか下方の海水へと無理矢理に連れ去っていく。

　そういう絶叫マシンだと言われてしまえば納得してしまいそうなほど、鮮やかな滑落だった。

　ただしこのアトラクションに安全基準など存在しない。

『が……ッ!?』

『黒夜!!』

　短い悲鳴に上条が崖がけ下したから視線を戻してみれば、黒夜の小さな体が震ふるえていた。ダクトテープを巻いた即席の『腕』は完全に砕け、さらに二本の細い腕の皮ひ膚ふは内側から裂けて、人工物の『中身』をさらけ出していた。

『チッ……やっぱ完全にフィードバックを回かい避ひできるほど甘くはないか』

『正気かお前!?　痛みを自由にカットしているようには見えないぞ!!』

『……そうか、こりゃ正気じゃないのか。生あい憎にく、私は第一位の思考の攻こう撃げき性せいを人工的に移植させられたおかげで本能的な部分の齟そ齬ごがあってね。チャチな痛みへの危機感はあるんだが、致命傷への恐怖が薄うすいんだよ。群集心理ってヤツにも馴な染じめないから浮きやすい傾向があるらしいし』

　被害が機械の部分だけに留とどまっているか、医い療りようの素人しろうとである上かみ条じようには判断のしようがない。ただ、今も小刻みに震ふるえる黒くろ夜よるに、これ以上の戦せん闘とうを強しいるのは酷こくだ。

　その黒夜は、上条に考えさせる時間も与えない。

『……それより、よそ見している場合かよ。敵の親玉のご登場だぞ』

『っ!?』
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　断だん崖がいの下方。

　とっさに滑かつ落らくする地面から飛び退のいたのか、サローニャ＝Ａ＝イリヴィカだけが鋸のこぎりの歯のような断崖に取り残されていた。彼女はＰＭＣがまとめて海に没した事に気づくと、無線に向かって何かの命令を飛ばす。

『ナパリコースト西部。繰くり返す、ナパリコーストへ部隊ちゃんの支援を！　ちくしょう、連中の指揮管制クラウドがまとめて潰つぶされてやがる……』

　舌打ちし、無線機を放り捨てるサローニャは、上条の顔を見据えて笑う。

　束つかの間まの空白。

　台風の目のような一対一。

　だが、ここでサローニャを仕留める事ができれば、グレムリンやオーレイ＝ブルーシェイクの掲げる計画を叩たたき潰つぶせるのは事実だ。

『はいはいちゃーん!!　そんじゃピザが届くまでの短い間、この私と遊ぶ権利を与えてしんぜよーう!!』

『悪いが、お前が味わうのは砂の味だ!!』







（一一月一〇日、カウアイ島、ワイメア渓けい谷こく、議事記録用カメラの映像より）







　ワイメア渓谷はカウアイ島山岳地帯にある巨大な谷だ。数十メートル規模の高さの崖がけが延々と続く光景は貴重な観光資源として機能しているが、移動経路としては不便である。リンディ＝ブルーシェイクがいると思われるナパリコーストへのルートの一つなのだが、当然険しい地形に作られた道は限られていて、そこに防衛陣地を築かれてしまえば攻略はかなり困難となる。

　大統領補佐官ローズライン＝クラックハルトも足止めを喰くらっていた。

　山間にある細い道はＰＭＣトライデントが持ち込んだ複数の装甲車によって塞ふさがれていた。幸い、敵戦力自体は対戦車ミサイルによって排除し、傭よう兵へい達も撤てつ退たいしているのだが、吹き飛ばした装甲車の残ざん骸がいは当然放ったらかしである。あれをどかさない事には先へ進めない。

　舌打ちするローズラインは、そこで自分を撮影しているビデオカメラのレンズに気づき、

『まだ撮っていたのか？』

『し、仕事に集中していないと失神しそうで……』

『このカメラ、ネットは遮しや断だんしているんだろうな』

『はい、手動で切り替えましたから。その手のサービスは全すべて機能を封じています』

『本当に？』

『ほら、きちんと表示はオフになっているでしょう？』

『ふむ。なら良いけど』

　と、ローズラインがビデオカメラから意識を外した所で、別の職員から声を掛けられた。

『補佐官！　あの……』

『何？』

『お電話です』

　差し出された携帯電話を受け取り、画面に表示された文字列を見て顔をしかめるローズライン。通話に出ると、聞き慣れた男の声が飛んできた。

『よーよーローズライン！　そろそろ話をしなくちゃならねえ頃ころだと思ってたんだがよ』

『そりゃこっちの台詞せりふだ……ッ!!』

　こいつは他人の頭に血を上らせる才能でもあるんじゃないかとローズラインは思いながら、奥歯を思い切り嚙かみ締しめる。

『ウチの海兵隊員を懐かい柔じゆうして戦力を二分させるとはどういう事だ!?　ただでさえＰＭＣトライデントに対して劣勢だっていうのに、身内で分裂していたら勝算がどこまで下がる事やら……ッ!!』

『そう言うと思った。そう言うと思ったから取引に来たのだよローズライン君』

『取引だとコラ』

『俺は別に海兵隊同士で撃うち合いをさせるために抵抗を続けている訳じゃねえ。協力の申し出があったのは完全に偶然だが、どうせなら最大限に活用しちまおうとは考えている』

『お得意のハッタリじゃなさそうだな。そちらはどうやってＰＭＣトライデントに勝つつもりだ』

『勝てねえぞ』

　あまりにもあっさり言われ、ローズラインの思考が純粋な空白を生んだ。

　やがて彼女は我に返ると、

『な、ちょ!!　ばっ、うそ……ッッッ!!!!!!』

『思うんだが、ローズラインはジャパニーズツンデレの素質ありだよな。普ふ段だんは完かん璧ぺきだが不意のアドリブに対処できねえの』

『たわけた事を言ってんじゃねえ!!　それセクハラじゃねえの!?』

『そして言葉が足りなかったかな。俺が海兵隊を二分するまでもなく、このままＰＭＣトライデントのリンディ回収班と真正面からぶつかったら海兵隊有志は泥沼の中に沈むぞ。そして俺も大統領だ。国民の命が無為に散る場面は回かい避ひしなくちゃならねえと思うんだが、レディはどう思うよ？』

『……横よこ槍やりを入れるためだけに、わざと私の戦力を引き裂いたと？』

『合衆国の戦力だ』

　ロベルト＝カッツェは即座に訂正を促しながら、

『このカウアイ島には二つの問題がある。一つ目はＰＭＣトライデントのリンディ回収班、二つ目はアンタだローズライン。問題は一つ一つ解決していこう。一気に片付けようとするから複雑に見えちまう』

『あなたが海兵隊有志を指揮すれば、事態の糸口が見えてくるとでも言うつもりか』

『流石さすがに俺だって考えてから行動するぞ』

『すみません大統領。発言が信用できなくなったのでもう切るぞ』

『そんなに駄だ目めかね!?　これでも一応国民投票では最高ランクの信用を得ているんだがよ！』

『ワシントンストリーム紙に「世界で最も絵え空そら事ごとな政治家。だがその奇抜な発想が停てい滞たいした米経済の立て直しの一助になるかもしれない」と評価された人が？』

『まぁ聞きやがれよ。ＰＭＣトライデントについては突破口があるんだ』

『リンディ＝ブルーシェイク以外で？』

『リンディ＝ブルーシェイク以外で』

　言われて、ローズラインは小さく息を吐はいた。

　せっかく決意によって硬化させた良心を、ここで切り崩してくるかと内心で歯は嚙がみする。

　オフロードカーのタイヤを軽く蹴けりながら、彼女は先を促す。

『どうするんだ？　こちらで検討するので一応話してくださっても構わないぞ』

『ありがとうツンデレちゃん。まず資金源のオーレイ＝ブルーシェイクだ。こちらの壮大な計画（笑）については重要人物であるサローニャ＝Ａ＝イリヴィカを捕ほ縛ばくする事で対処する予定になっている。そいつ一人が倒れると全部がご破算になる訳だ。となると一つ問題が生じちまう。分かるかローズライン？』

『……大ボスのオーレイが諦あきらめた所で、ＰＭＣトライデントの動きが止まるとは限らない。彼らはオーレイが政権を掌しよう握あくし、米国内の全すべての罪を清算してくれるという前提で戦っている。撤てつ退たいすれば国家反逆罪どころか、前代未聞の「米国に戦争を仕掛けた罪」。今年度は米国史上最多の死刑判決が発生する』

『外へ逃げても世界の警察はどこまでも追いかけるってのは連中も分かってる。何しろトライデントの兵隊の人口割合は元米兵が一位だからな。なのでトライデントは止まらねえ。こいつをどーにかする必要が出てくる。逆にここさえ解決できればおしまいだ。ＰＭＣに紛まぎれたグレムリンは、単体だけで戦せん闘とう続行するとは思えねえ。だったら最初から単体で仕掛けてる。だからトライデント対策が必要になってくる』

『どうやって？』

『少なくともリンディ＝ブルーシェイクを盾たてに取らねえ方法で。あれは対オーレイ用の切り札だ。雇われてるＰＭＣが暴走した場合には役に立たねえ』

『だからどうやって？』

『答えはもう言っているんだがよ。ＰＭＣトライデントの最大の原動力、背水の陣となってんのは「撤退すれば極刑」の一言だ。そうまでして元米兵達が合衆国に何かを示したかったのか、単純に報ほう酬しゆうが魅み力りよく的てき過ぎたのかは知らねえが、連中の心を折るならここを使うしかねえ』

『……答える気がないならホントに切るぞ』

『まずはＰＭＣトライデントの指揮官だ。この場合は社長か会長になんのかね？』

　大統領は構わずに続けた。

『どうせカウアイ島にいる。サローニャ同様、リンディを裏切り防止の安全装置に使おうとするか、オーレイに恩を売るため「この手で救出した」という事実を作りたがっているかは知らねえが、どっちにしてもメリットはデカいからな。……そして連中の使っている指揮管制クラウド。兵士間、レーダー、民間衛星まで使って戦場を高速多角的に情報サポートするサービスだが、本拠地のサーバーが国外にあろうが、データのやり取りを行う情報網もう自体は合衆国のネットを利用している。だからオーレイの監視網F.C.E.で盗み見る事もできるし、俺のインペリアルパッケージで横よこ槍やりを入れる事もできる』

『指揮官の正確な居場所が分かると!?』

『そこで最初の問題だローズライン。俺達が保有する海兵隊員を統合しても、ハワイ諸島はおろかカウアイ島に展開されるトライデントを駆く逐ちくするのも難しいだろう。だが指揮官を護衛する小隊だけなら話はどうなるよ？』







（一一月一〇日、カウアイ島、ナパリコースト、ＵＡＶギンヤンマ＃３００の映像より）







　上かみ条じよう当とう麻まはゴツゴツした地面を蹴けり、サローニャ＝Ａ＝イリヴィカの懐ふところへと突っ込んでいく。彼の最大の武器はその右みぎ拳こぶしだ。それを有効に使える環境を整える事こそが最初の『起点』となる。

　しかし。

『（……な、んだ？　体が、グラつく……ッ!?）』

『はいはいちゃーん。自分の体重を自分で制御できねーだろ』

　サローニャはニヤリと笑って、

『両腕は体重制御用のバランサーだ。そして現在その左腕は封じられＣＨＵ。腕を失って何年も経たった人ならともかく、いきなりオフられちゃったらコントロールなんてできっこない』

『っ!!』

『その体重こそが、拳の威力に直結するのにね』

　ドンッッッ!!　という鈍い音が炸さく裂れつした。

　サローニャの足が、上条の胸板に向けて突き出された轟ごう音おんだ。かろうじて右腕で防ぐが、その拍子に上条の体が後ろに傾く。二歩三歩とよろめいて、ようやく倒れるのを回かい避ひする。

　確かに鍛たん錬れんを積んでいるようだが、根本的な所でサローニャは小柄な少女だ。

　にも拘かかわらず上条が後ろへ弾はじかれたのは、やはり体重の制御に関係しているのだろう。

『ぐっ……』

　呻うめく上かみ条じように、サローニャは鼻歌混じりでさらに足技を繰くり出す。今度は上条の左ひだり脇わきを狙ねらって放たれる、大きく回すような蹴けり。

　動かない左腕。

　その防御の隙すき間まを正確に貫くような、鋭利な一いち撃げき。

『が、ァァああああああああああああああああああ!?』

『グレムリンは幻想殺しイマジンブレイカーちゃんの対策に躍やつ起きだっつーの。何のために地脈いじって要よう塞さい飛ばして安否確認したと思ってるっのっかっにゃーん！』

　感触からダメージを推測し、サローニャは薄うすく笑う。

『おかげでインドア系のあたくしここんとこスポーツジム通いで汗くさスポ根三ざん昧まいだぜ？　キレイなおみ足に筋肉美が備わっちゃう☆』

『チッ！』

『うん。ひとまず距きよ離りを取ると思った』

　右腕を無理矢理回して左の脇腹を押さえながら後ろへ下がろうとした上条の胸ぐらを、サローニャの細腕が容よう赦しやなく摑つかむ。

　手前に引き寄せ、同時にサローニャの頭が鈍器のように振り下ろされる。

　ゴッ!!　という鈍い音と共に、上条の体が大きく仰のけ反る。

『（……人間を操るなんてやり方に似合わず、こいつ……ッ!!）』

　さらに左半身を中心に足技を叩たたき込んでくるサローニャに翻ほん弄ろうされながら、上条は喉のどの奥から言葉を漏もらす。

『（……だがお得意の魔ま術じゆつを連発してこないのは、ラジオゾンデ要よう塞さいと同じく幻想殺しイマジンブレイカーへの不安の表れか!?）』

『そんなトコ』

　左半身を狙ねらう事で、放った足を摑まれないという利点も働いているのだろう。躊ちゆう躇ちよなく足技を連続するサローニャは、

『でも何事にも使い所はある。幻想殺しイマジンブレイカーちゃんを直接縛しばる事はできなくても、左腕を封じる事で拳こぶしの威力を減じたように』

　体重を支えきれない上条を足技のラッシュで地面へ転がしたサローニャは、右手の親指を使って何かを真上に弾はじく動作をする。

『（……来る!!）』

　上条は倒れたまま右腕で身構えたが、予想に反して何も起こらない。

　空白の数秒。

　その意味する所も摑めず、とにかく横に転がって距離を取ろうとする上条を追うように、サローニャの靴くつ底ぞこが飛んでくる。

　あの状況で、フェイントを行う理由は特にない。

　となると、

『不発、か!?』

『みたいだにゃん』

　サッカーボールを思い切り蹴け飛とばすような動作が、上かみ条じようの体へと追い着いてしまう。

　ドゴォ!!　という轟ごう音おんと共に来る吐はき気を堪こらえながら、息も絶え絶えに上条は呟つぶやく。

『……何を、やってやが、る……？』

『あん？』

『ようやく、あの戦争が終わって、みんなが新しい道に進み始めたっていうのに……』

『何で引っかき回すのかって事かなーん？』

　サローニャは口元を緩ゆるめながらも、しかし矛む盾じゆんするように目つきに鋭い光を宿す。

　その人物の、触れてはいけない部分に触れたように。

『確かに戦争は終わった。アンタはその重要な役割を担になっていた。混乱は収まって世界中の国国が立て直しのために動き出した』

　でも、とサローニャは一度区切って、

『私達の国は、そのための踏ふみ台として使われている』

『……、』

『面白くないね。大いに面白くない。飢うえる必要のない子供が飢え、寒さに震ふるえる必要のない老人が震え、物資や金銭の流れを締しめ上げてそれらを演出している大国ちゃんどもが、必要な分だけ解消してヒーローちゃんを名乗る。正義が娼しよう館かんに売り飛ばされる場面に出くわしたような気分になっちゃうよ』

　実際に何が起きているのか、そもそもサローニャの言っている事が本当に正しいかどうかも上条には判断がつかない。

　だが彼女の言葉の真しん偽ぎを問わず、推測するべきだった。

　こうしている今も、何かが進行している。

『貪むさぼる者』の影がちらついている。

　予言者じゃあるまいし、自分の行動がもたらすあらゆる波紋を自覚して行動しろだなんて、到底不可能だ。しかし今回の結果には、明らかに上条の行動が絡からんでいる。

『サローニャ……』

『唯一の救いは、アンタの懐ふところに金きん塊かいちゃんの山が転がり込む事はなかったってトコかな』

　緑色の魔ま術じゆつ師しは笑う。

　妖精。

　森の支配者。

　迷い込む者に死をもたらし、気き紛まぐれなギャンブルで財を分け与える怪異の笑み。

『ただまぁ、それでも殺すだけの理由ちゃんはワンセット揃そろってる事に変わりはないんだけどさ』

『……、』

　この先どう動くにしても、あの戦争がもたらした波紋や影えい響きようと向き合っていくにしても、ここで死んでは何も始まらない。

　サローニャの攻こう撃げき方法、使用術式の正体を看破する必要がある。

　どんな理論で、どういう手順の攻撃を行うか。

　何が打ち消せて、何を打ち消せないのか。

　具体的には。

『（……この左腕を元に戻すには、何を破は壊かいすれば良いか。そこから調べる必要がある!!）』

『そんじゃあ新たに改めまして』

　サローニャは両手を緩ゆるく握り、それを前へ突き出すと、

『森の支配者、妖精レーシーちゃんのギャンブルを始めましょうかあ!!』

　何かを真上へ飛ばすように、両の親指を弾はじく。







（一一月一〇日、カウアイ島、ノヒリ港、潮位観測カメラの映像より）







　カウアイ島西部の民間港で、ＰＭＣトライデントの指揮官キネシック＝エヴァーズは両手を上げていた。一体どこで入手したのか、世代遅れだが人気の高い、フランス系の高官用軍服を身に纏まとっていた。軍を抜けて社に入っても、歳としを喰くった男というのはやはり権力志向が消えないものらしい。

　彼が両手を上げている理由は単純で、ドックの各所に米海兵隊が展開されており、そのライフルの銃口のほとんどが彼に向けられているからであり、指揮管制用のアンテナを大量に取り付けた装甲車を容よう赦しやなく爆破された後だからだ。

　そんな中。

　護衛の海兵隊員を押しのけ、朗ほがらかな笑顔でロベルト＝カッツェが近づいてくる。

『よーよー。やけに見慣れたやり口だと思ったら、ブリテン・ザ・ハロウィン時の対応のまずさを押し付けられて失脚した元フランス海軍参さん謀ぼう様じゃねえか。あの短期間で順当な昇進なんてできる訳もねえし、ひょっとして大戦のどさくさに紛まぎれて経営陣を乗っ取ったのか？』

『……知ってどうする』

『単なる答え合わせ。しかしこりゃ何だ。バックボーンにＥＵでもあるとか？　向こうも向こうで財政難が続いているし、何より大戦で儲もうける事もできずに疲ひ弊へいを強しいられる立場に転がったからなあ』

『言いがかりだな。我々とＥＵとの繫つながりを証明するものは何もない』

『だから答え合わせと言っただろう。トライデントではなくＥＵを庇かばった発言で全部分かった感じだが。トライデントの主要活動範囲が「ＥＵ非加盟の」東欧である事も、今になってみれば政治的な意図を連想しちまうね。乗っ取る前からパイプはあった訳だ』

　まあそんな事はどうでも良いんだよ、と大統領は適当に吐はき捨てた上で、

『率直に言って、今回の問題って難しいよな』

『簡単な問題などあったのかね』

『そうだな。しかし今回は毛色が違う。ぶっちゃけさー、「合衆国に戦争を仕掛けた罪」なんて前ぜん代だい未み聞もん過ぎて、法整備されているかどうかも良く分かんねえんだ。つまりだね、ミスター達を逮捕する事はできても刑務所にぶち込める勝算は未知数という事だ』

『……、』

『となると困るんだよ』

　ロベルト＝カッツェは肩をすくめて、

『既存の法で裁けないという事は、我々は「外部からの侵略行為に対抗するための戦争」で対処しなくちゃならねえかもしれねえ。ほら、法で裁けないっていうのはよ、法で守ってあげられないって事と同じだろ？　戦争なんてお題目は掲げちゃいるが、これは実質的には裁判なしの銃殺・虐ぎやく殺さつと全く変わんねえのよ』

『……もう遅い。オーレイ＝ブルーシェイクとサローニャ＝Ａ＝イリヴィカが政府中枢を乗っ取れば全すべて引っくり返せる』

『残念だがそりゃ無理だ』

　ロベルトは肩をすくめて、

『ミスターもサローニャがまともな火力、まともな兵隊ではない事には気づいてんだろ。ブリテン・ザ・ハロウィンで英国の超ドＳツンデレ希望プリンセスにさんざん見せつけられ、第三次世界大戦で歯は嚙がみさせられたあの技術の使い手だ。だからさ、俺はこう見えても高校中退でね、魔ま術じゆつとか小難しい事は分かんねえから専門家に任せる事にしたんだ』

『専門家だと……？　まさか、まさか……ッ!!』

『ミスターにとっては最大級の憎ぞう悪おの対象かもしれねえけどよ。ともあれ餅もちは餅屋だ。手は打ってある。サローニャはじきに撃げき破はされんぞ。そうなったら勝ち目はない。オーレイにも、ミスターにも。……分かってねえようだからはっきり言っておく必要があるか』

　ロベルトは絶対的優位を強調するため、キネシックの目を覗のぞき込みながら、ゆっくりと言う。

『……ここはどっちが勝つか、どっちが譲ゆずるかの交渉場面じゃねえ。ミスターとミスターのトライデントの負けは確定。後はその罪をどこまで軽減できるかというテーブルなんだっつの。だから本気になれよ。今、ミスターを含むトライデント全体が抱えている借金は「敵対戦争集団」扱いの大虐殺。今でこそキラウェア噴火などの諸もろ々もろでこちらの利点を封じちゃいるが、問題が長期化し、さて改めて両軍をぶつけましょうとなった場合、五万の兵を持つトライデントとはいえ、五〇〇万を抱える四軍と数々の同盟国を相手取って勝てるとは思ってねえだろ。裁判なしの虐殺のようで心苦しいが……何しろ法整備がされてねえからな。それをどう引き算すれば命を繫つなげられるか、きちんと真剣に考えるんだ』

『つまり、オーレイとの契約を破は棄きして速すみやかに部隊を撤てつ収しゆうさせろと？』

『それがミスターの選択ならそうすりゃ良い。評価はこちらでさせてもらうがな。ちなみに評価には時間も含まれるから気をつけろよ』

『……、』

　ロベルト＝カッツェは近くにいた海兵隊員から軍用の無線機を手渡され、それをキネシックの胸板へ押し付ける。

　無線機を手にしたキネシックは、しばし考えてから大きく息を吐はいた。

　周波数を合わせ、彼は口元へ無線機を寄せる。

　そして、何かを諦あきらめるようにこう言った。




『ハワイ諸島全域に展開中の全軍に告ぐ。他の全すべての地域はどうでも良い。どれだけ米軍に巻き返されても問題ない。カウアイ島ナパリコースト内で行動中のサローニャ＝Ａ＝イリヴィカを総力上げて支援せよ』




　その言葉を聞いていたローズライン＝クラックハルトが顔を青ざめさせる。

　ロベルト＝カッツェは表情を硬くしたまま、こう尋ねた。

『本気かクソ野郎』

『本気だとも』

『その選択が、ミスターだけでなく、米国に介入してすらいねえ者も含めた、五万の部下の未来をも左右するとしても？』

『撃うちたければ撃てよ』

　無線機を適当に放り捨てて、キネシックは呟つぶやく。

『ただしサローニャの身柄さえ確保できれば立場は逆転するぞ。私の標的はここにいて、依い頼らい主ぬしと取引するために使えるリンディ＝ブルーシェイクも顔を出している。オカルトのサローニャと、対オカルト要員。どちらが勝つかで、撤退すべき側は明白に決まるという訳だ』







（一一月一〇日、カウアイ島、ナパリコースト、ＵＡＶギンヤンマ＃３００の映像より）







　森を支配すると言われるロシアの妖精レーシーの名を冠した、サローニャ＝Ａ＝イリヴィカの魔ま術じゆつ。

　正体不明、だが確実に上かみ条じようの左腕を中心とした半身を麻ま痺ひさせる何か。

　両手を緩ゆるく握って前へ突き出し、親指で何かを真上へ弾はじくような仕草をする彼女に、上条は倒れたまま横へ転がる形で距きよ離りを取ろうとする。

　しかし、

『また……何もない？　不発!?』

『ちえー。なっかなか当たらんものですなあ!!』

　現象が起きない事を全く気にせず、サローニャは確実な足技で上条へ追い討ちをかけようとする。ただし流石さすがにワンアクション遅れた挙動だ。その間に上条は適切に距離を取り、起き上がる事に成功する。

　金かな槌づちのように飛んでくる足を右腕で受け止めながら、上条は推測を口にする。

『地雷やトラップに近いのか……？　銃弾みたいに狙ねらって撃うつんじゃない。こっちが罠わなを踏ふむのを待つ攻こう撃げき……ッ!?』

『そりゃ流石に気づくか。でも地雷ちゃんだって、投げて当たる距離まで近づけば手しゆ榴りゆう弾だんに様変わりするんだぜい』

　サローニャが手の中に何かを握り込むのを上条は目撃する。

　一つ一つの大きさは、わずか一ミリほど。

　砂か何かのように塊かたまりとして握られているものの正体は、

『植物の、種!?』

　とっさに身を捻ひねって、散弾のように投げ放たれる種子の雨を回かい避ひしようとする上条だが、

『残念ちゃん』

　サローニャはニヤリと笑って、




『植物の花粉でも効果ありなんだな』




　ガクン!!　と上条の体が垂直に落ちた。

　自分の体重を自分で支え切れず、そのまま地面へ崩れ落ちてしまう。

　手品のやり方だった。サローニャは分かりやすく植物の種を握り込み、その間にもう片方の手で小さな袋の紐ひもを解いていたのだ。

『が、が……』

『ま、今度はかんっぺきに左半身もらったかな。やーそれでも頑張ったよ。普通ならまともに吸い込んで多臓器不全に陥おちいっていたはずだし』

　初撃。

　ログハウスの裏手に隠れていた上かみ条じようや黒くろ夜よるを襲おそったのは、風に乗った花粉だったのか。

『ＢＣ兵器ちゃんと似たようなもんでえげつないんだけどさ、タネが知れると色々苦労するのよ。風上を掌しよう握あくされたり、そもそも烈れつ風ぷうを自ら生み出されたりね。だから使い所は二つ。解析の時間が明らかに足りない初しよ撃げきか、ここぞという時の一発。……両方喰くらうのはレアな経験だぞ？』

　植物の種。

　あるいは花粉。

　サローニャが魔ま術じゆつのベースにしているレーシーという妖精は、森の支配者を名乗っているらしい。ゾーン内の全すべての生き物を支配し、ギャンブルによってやり取りを行う。確かバードウェイはそう言っていた。

　となると……、

『ゾーンにある……所有物を、傷つけたヤツへのペナルティってトコか……？』

『答え合わせに付き合う気はないよん』

　サローニャは言いながら、改めて掌てのひらで植物の種子を握り込む。

　だが答えを言ったも同然だ。おそらく植物の生育を阻そ害がいする者への罰ばつ。そこにサローニャの術式の根本がある。それは種を踏ふんだり、花粉の流れを邪じや魔ましたり、といった事も含まれるのだろう。

　ただ、

『（……種を踏んだ後、どこを経由して俺に攻撃が来るのかがまだ見えない……。どんな理屈だ。何を通ってダメージを生み出している……？）』

　その時、上条の脳裏に走そう馬ま燈とうのようにいくつかのイメージが瞬またたいた。

　起き上がる事もできず、転がったまま彼は呟つぶやく。

『森の支配者か』

『森ガールとは違うのだぜ』

『動物に俺を襲わせる事ができれば、もっと手っ取り早かったのにな』

『……何事も万能ちゃんとはいかないものさ』

　サローニャは淀よどみなく答えようとしたようだが、そこにわずかな躊ちゆう躇ちよが見えた。

　やはり、と上条は思う。

　森の支配者を名乗る以上、植物に関連するだけでは弱い。おそらく周辺の動物や昆虫にも干渉できる。これもバードウェイが言っていた事だ。人間を直接とはいかなくても、昆虫や爬は虫ちゆう類るいなど脳の構造が単純な生物なら自在に操れるのではないか、と。

　では上条は毒虫か何かに攻撃されたのだろうか。

　違う。それなら必ず痛みが生じる。

　ヒントとなる情報は……、

『（……初しよ撃げきで虎とらの子の花粉を喰くらったのに、俺はともかく黒くろ夜よるは引っかからなかった？）』

　彼女がサイボーグだから？　機械の腕には効果がない？

　いいや。

『左腕』に花粉を浴びたのは、あくまでも上かみ条じようだけだ。隣となりに立っていた黒夜は、風に乗っていた花粉を別の場所に浴びているはずなのである。なのに全く効果がない。黒夜は、両腕を中心とし、上半身の一部分を除けば後は普通の人間と同じはずなのに。

　サイボーグである事が問題なのではない。

　それ以外で黒夜海うみ鳥どりを『特別』にしているものが起因している。




　第一位の思考の一部分を人工的に移植させられた。

　本能的な部分の齟そ齬ご。群集心理ってヤツにも馴な染じめない。




　上条は倒れたまま、改めて自分の動かない左腕へ目をやる。

　腕ハードに原因があると思っていたが、そうではない。

　腕ハードを動かす命令コマンドを送る心ソフトの方に干渉されている。

　だが上条の精神が直接サローニャの制御下に置かれている訳ではない。それができればこんな被害では済まない。植物の生育を踏ふみにじった罰ばつ。それを昆虫や小動物の集団を操る事だけで実現しているのだ。

　上条は少し考え、

『っ!!』

　とっさにまだ動く右腕で携帯電話を取り出し、いくつかのボタンを高速で押し、

『だから答え合わせに付き合うつもりはねーってば』

　ゴッ!!　とサローニャの蹴けりが飛んだ。

　一発目で携帯電話を握る右手首を狙ねらわれ、それを手放した所で二発目が脇わき腹ばらへ突き刺さる。

『ぐっ、が……ッ!!』

『「明け色の陽ひ射ざし」のバードウェイちゃんだっけ？　いい加減何でもかんでも相談すれば答えが返ってくるなんてのはやめましょうや。頭空からっぽの検索世代かっての』

　上条は遠く離はなれた所に転がった携帯電話へわずかに目を向け、それからサローニャの方へ視線を返す。

『……ゾーンとして作った「森」からの排除。昆虫や爬は虫ちゆう類るいなんかを合わせれば、今「ここ」の生物の大多数の心を縛しばっているのはお前だ。多数決でも常にお前が勝つ。だから群集心理みたいなもので強制的に繫つなげられた「森の住人」の悪意や敵意が一点に集中すると、ご覧の通り。本来は人の内側にあるはずの心が、外側からの干渉でねじ曲げられる』

　ペナルティとは、本来はイレギュラー分子を排除し、社会の安定を図るための行為だ。

　大多数による少数派の弾圧。

　それを攻こう撃げき的てきに再現しているサローニャは、しかし呆あきれたように呟つぶやいた。

『なるほどこりゃケータイちゃんを頼たよる訳だ。群集心理は人間同士じゃないと反応しないっての。だが「森の住人」からの排はい斥せきは良い線をいっていたね』

　サローニャはニヤニヤと笑いながら、

『私の術式の場合、まずゾーンで領域を囲って全生物の精神性を均等に再整備する。人間ちゃんだのカブトムシちゃんだので区切るんじゃなくて、ゾーンの中か外かで仕分けする訳。そこで初めて群集心理のようなものを扱えるって訳よ』

　術式の正体は判明した。

　突破口へと繫つながる情報も得た。

　ただし、

『で、弱点は分かった？』

　サローニャは笑いながら近づいてくる。

『分かったとして、左半身が完全に麻ま痺ひしたその状態で体現できるかにゃん？　前にも言った通り、拳こぶしの威力は体重の乗せ方が直結する。足の踏ふん張りすら利きかない状況で、人間を昏こん倒とうさせるほどの一撃が出せるとしたら、そいつにはグリズリーちゃん並の筋力が必要よね』

『……そうでもない』

『？』

　サローニャが怪け訝げんな声を上げる暇ひまもなかった。

　バン!!　と。

　直後に、上かみ条じよう当とう麻まの体が、倒れた状態からいきなり立ち上がった。人間としてあり得ない挙動だった。床にある地下室への扉を開け放つような格好で、踵かかとを軸に起き上がったのだ。

『なん……っ!?』

　ギョッとしたサローニャは、そこで気づく。

　ほっそりとした少女の腕が二本、上条の腰回りに巻きついていた事に。その掌てのひらから空気の槍やりのようなものが噴射され、上条の体を強引に押し上げていた事に。

　サローニャの見ている前で、二本の腕はするすると上条の左足に巻きつき、ギプスのように外側からその動きを固定させる。

　いいや。

　筋力を機械の力で増強させる、駆動鎧パワードスーツのように。

『機械の、腕。まさか、さっきの電話……ッ!?』

『バードウェイに掛けたなんて誰だれが言った？　ついでに、通話であるとも言ってない!!』

　急ごしらえとはいえ、左足が動くのであれば問題ない。

　不用意に近づいたサローニャへ逆に深く踏み込み、その右拳を全力で叩たたきつける。

　彼女達、グレムリンが最も警戒した一いち撃げき。

　幻想殺しイマジンブレイカーを備えた右みぎ拳こぶしを。




　ゴッ!!!!!!　という鈍い音が炸さく裂れつした。




　サローニャ＝Ａ＝イリヴィカの小柄な体が大きく仰のけ反る。

　だがそれだけだ。

　踏ふみ止とどまる。口の端はしが切れ、赤い血が垂れても、彼女はそこに留とどまらない。

『っからよお……』

　吐はき捨て、右手に大量の植物の種子を握り込み、

『元から左腕は麻ま痺ひってるんだ。足が使えた所で、体重の制御なんかできねえっつってんだろおおおおおおおおお!!』

　塩でも撒まくようにそれらを上かみ条じようへ叩たたきつける。

　まともに種子の雨を浴びた上条が、今度こそ地面を転がる。ガクガクと全身が痙けい攣れんしていた。自分の顔がどんな表情を作っているかも分からず、血管が不気味に脈動するのが分かる。四し肢しは右手の、それも肘ひじより先しか動かなかった。

『……ちえ。まだ内臓系は動いているのか。やっぱ花粉を直接口から流し込むのがベストかなー？』

『……ぐ、か、は……』

　上条は、呼吸すら強く意識しないと成立できない。

　ただ唯一動く右手だけを動かし、硬い地面に体を擦こすりつけるような格好で、ゆっくりと這はいずる。

『戦争を終わらせた者。会う機会があれば一遍話をしてみたかったんだけどさー』

　サローニャ＝Ａ＝イリヴィカの術式レーシーの詳細は分かった。

　だが疑問がある。

　彼女はロシアにある『小さな森』を中心に、数々の『飛び地』を作って実戦に魔ま術じゆつを持ち込む。その準備期間には数日かかるとバードウェイは予測していた。

　しかし、リンディ＝ブルーシェイクがここにいると知ったのはつい数十分前のはずだ。

　サローニャに『飛び地』を仕込む時間的余裕はない。

『一体どういうつもりで、あんな形で戦争を終わらせたのかって。知ってるかにゃ？　私の住んでるロシアちゃんを中心に、戦争で疲ひ弊へいした地域の再興が行われているんだけどね。その実態がどんなものかって』

『学園都市と、アメリカが……』

『自分の都合の良いように、人様の国を引っかき回して遊んでる』

　ニヤリと笑い、しかし喜びなど皆無な表情でサローニャは言う。

『たくさんの金をばら撒まく代わりに、政治の仕組みに口を出し、電気や水道なんてインフラちゃんを掌しよう握あくし、救う人間と救わない人間を一方的に選別しちゃってる。戦争の引き金を引いた原因の片割れはそっちであるはずなのに。オレンジちゃんの箱詰めみたいに人間を仕分けして、自分達の口に合わない箱はそのまま見捨てる』

『……、』

『私の「小さな森」だって、すでに切り拓ひらかれてアスファルトで固められてる。グレムリンに合流していなければ、私は私を魔ま術じゆつ師しにしていた力の移転もできなかったはずなんだよね』

　ならば最初からハワイ諸島全域、最低でもカウアイ島全域を丸ごと『飛び地』にしていたのか？　これも正しくない。それができていれば、強引にリンディを誘ゆう拐かいしようとする前から、彼女を『忘我の状態』にしていただろう。相手が素人しろうとにしても、逃亡や抵抗の可能性は排除するはずである。

『終わった世界なら仕方がにゃーのは分かるんだけどさー。でも、終わったなりに私達は生きていく。そのための土ど壌じようを作りたいんだよん。それは、学園都市ちゃんだのアメリカちゃんだのが一方的に押し付けるものじゃない』

　となると、理由がある。

　数日の縛しばりもなく、例外的にこの場を『飛び地』にできるような裏技が。

『グレムリン全体やオーレイちゃんは合衆国を宗教国家に作り変えて、科学と魔術のバランスを大きく崩そうとしているみたいだけど、それだって私にとっては雑務に過ぎない。正義を利用して利益に結び付けられると考えている連中を、ロシアちゃんやヨーロッパ地域から押し返せるなら何だって良いんだもん』

『……、俺達は』

　上かみ条じようは息が止まりそうになるのを押さえ、絶え絶えに言う。

『そんな事のために、あの戦争を止めたんじゃない。俺、達だって……』

『でも、結果としてそうなった』

『だったら……。正義を利用してお前達を苦しめている、ヤツらと……戦うのは、俺の役目だ。お前が、世界中から……非難されるような必要なんて……ない』

『甘いね。アンタがあの戦争を止められたのは、数々のお膳ぜん立だてがあったから。それを作り出したような連中ちゃん相手に、駒こまの一つに何ができるって？』

　サローニャのレーシー術式に必要なものは二つ。

　植物と動物だ。

　酸素と二酸化炭素のサイクルで繫つなげられた両者を併せ持って、サローニャはその一帯を『森』とみなす。歪ゆがんだゾーン、歪んだコミュニティを支配する事で、歪んだルールに基づく歪んだペナルティを発射して上条を追い詰めているのだ。

『それに弱い。グレムリンは結集して世界の勝利者ちゃんと戦っているんだもん。その一人にも勝てないような負け犬ちゃんが、ご大層なお題目なんて達成できるはずもないじゃない』

　だとすれば、補充という手は使えないだろうか。

　酸素と二酸化炭素のサイクルを利用して、数日かけて現地の植物を『飛び地』として取り込むのではない。最初からオリジナルの植物を持ち込んで、直接土に植え付ける。この方法なら数日間のラグは必要なくなる。その植物の支配を受けた昆虫や小動物をカゴから放てば、やはり『森の住人』の大多数をサローニャが掌しよう握あくする事はできる。

　そのためのヒント。

　ここへ植物を持ち込んだ人物を、上かみ条じよう当とう麻まは目もく撃げきしている。

『そんな訳で、そろそろその心臓ちゃんにとどめ刺しちゃうよん』

『サローニャ……ッ!!』

『奇き麗れいごとなら、力を伴ってほしかったかねえ。もっとも、前の戦争じゃそのせいで私達は蹂じゆう躙りんされたんだけど』

　ハーザック＝ローラス。

　リンディ＝ブルーシェイクの保護者役だった大柄な男性。襲しゆう撃げき直前、彼は植物の苗を植えていた。ハーザックがサローニャの手下だという線はないだろうが、例えば、彼が苗を買うために立ち寄るであろう、フラワーショップやら無人販売所やらを全すべて押さえ、苗をすり替えておけば必要な役割は果たしてくれる。

　実際、ＰＭＣトライデントは彼が植物の苗を植え終わるまで、襲撃を待っていた節もある。

　となればそこが魔ま術じゆつの起点。

　苗の植えられていた場所。

　ログハウス脇にある小さな菜園!!

『……あ？』

　サローニャ＝Ａ＝イリヴィカの疑問の声が発せられた。

　彼女が大量の種を上条の上に振り撒まいたのに、彼の呼吸がまだ止まっていなかったからだ。

　そして気づく。

　右手の力だけで、体を地面に引きずるように移動していた上条は、いつの間にか菜園まで辿たどり着いていた事に。そして唯一動くその手が、柔らかい土に植えられていた植物の苗を引き抜いていた事に。

　森を支配する妖精、その名を冠する術式の起点。

　本来であればゾーン内に無数に存在するはずだが、急ごしらえの今では核となってしまっているその植物を。

　魔術に対して絶対の効力を持つ右手で抜き取られた。

『ま、さか』

『……、』

　上かみ条じよう当とう麻まは、ゆっくりとした動作で起き上がった。

　もう体を戒いましめているものは何もない。四し肢しはきちんと動く。全体重をかけた拳こぶしを放つ条件は元に戻っている。

　右肩をぐるりと回して調子を確かめる上条と、それを間近で見ていながら決定的な切り札を失って攻勢に出られないサローニャ。得意の足技も、上条の左腕が不調で体重の制御ができない事が前提となる。

　切り札を取り戻した者と。

　切り札を失った者の交代。

『……悪かったな、サローニャ』

『っ、お』

『お前の立っている場所に追い着いて、お前の立っている場所から見えるものを俺も見る。でも、もしもお前の話が本当だったら、この先命いのち懸がけで戦うべきはお前じゃねえよ』

『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?』




　ゴンガンドンバンガンギンドンガングジャ!!!!!!　と。

　直後に、原始的な暴力の音が連続した。







（一一月一〇日、カウアイ島、ノヒリ港、潮位観測カメラの映像より）







　その知らせを受けて、大統領ロベルト＝カッツェは、ＰＭＣトライデントの指揮官キネシック＝エヴァーズが投げ捨てた軍用無線機を指差した。

　彼は告げる。

『拾えクソ野郎』

『サローニャ＝Ａ＝イリヴィカは、倒れたか』

『夢は潰ついえた。虚むなしい現実を見据える時間だぜミスター』

　全軍を動員してサローニャを取り戻す、という手もあるが、人質として使われてしまえばそれまでだ。取り戻されるぐらいなら、危険と分かった時点で殺してしまう。それでサローニャやオーレイが主導していた合衆国掌しよう握あくの計画はご破算となる。

　ＰＭＣトライデントの『罪』を清算する機能が失われる以上、戦せん闘とうの継続は自分の首を絞めるだけだ。キラウェア噴火によるハワイ諸島の孤立も、永遠に続く訳ではない。

『……条件は？』

『北極圏、アラスカの非公式特別収容所に裁判なしの禁固三〇〇年から始めようか。迅じん速そくな部隊の撤てつ収しゆう、混乱の終息、それに取引を行っていたグレムリンと名乗る組織の情報開示。これらを基本として時間的条件も加味し、減刑の幅を決めるものとする。……つまりさっさと全軍を武装解除して全部しゃべれという訳だ』








終章　頼りになるバードウェイ　Queen_Period.









（一一月一〇日、オアフ島、ホノルルインターナショナルホテル、ラウンジの防犯カメラの映像より）







　ＰＭＣトライデントと魔ま術じゆつ結社グレムリンの猛もう威いに襲おそわれたハワイ諸島を奪だつ還かんしてから数時間後。上かみ条じよう達は大統領の記者会見やスキャンダルの現場としてしょっちゅう利用しているホテルへ集合した。

　その中にはリンディ＝ブルーシェイクの顔もある。

　ロベルト＝カッツェは幼い少女に気をつけながら、上条達に向かって言う。

『トライデントの武装解除と投降を確認した。ひとまずハワイ諸島の問題はクリアしたと考えて良い』

『……その割には浮かない顔だな』

『トライデントしかいなかった』

　大統領は重たい息を吐はいて、

『彼らにオカルトの力を貸し与えていたヤツがいる。それも大量に。銀の軍服と同じ格好をして紛まぎれ込んでいた連中だ。最小単位ごとに組み込まれていたとすれば、数百人規模。だが、捕らえたトライデントをいくら調べても、そいつらの影も形も見当たらねえ』

　ＰＭＣトライデントが本格介入してくる前にも兵士の中に紛れた魔術師を倒してはいたはずだが、それもいつの間にか消えていた。

　ハワイ諸島の混乱に乗じて逃げたのか。

　その数や役割の関係上、ＰＭＣトライデントに協力していた『その他大勢』にさえ見えるグレムリンの魔術師達は、どうしてもサンドリヨンやサローニャよりも警備は手て薄うすになっていたはずだ。だが、それにしてもこの手て際ぎわ。

　ごっそりと行方知れずになったこの現象そのものが、本来の大物であるはずのサンドリヨンやサローニャのインパクトすら食い潰つぶそうとする錯さつ覚かくを覚える。

　これが上条達の敵。

『その他大勢』などいない。一人一人が極きわめて異質である上、ここにきて組織的な力までも誇示してきた。

『グレムリン……』

『別枠の厳重警備を敷しいていたサローニャ＝Ａ＝イリヴィカと、サンドリヨンとかいうヤツだけが頼たよりだ。ただし、逃げ遅れたヒントを丁てい寧ねいに潰つぶそうとする動きが出てくるかもしれねえな』

　一体いつグレムリンが離り脱だつし、どこへ消えていったのか。

　魔ま術じゆつサイドにも魔術サイドの理論や公式があるはずだが、そんなものを忘れてしまいそうになるぐらいの手て際ぎわの良さだ。

　上かみ条じようは苦い顔になり、

『それに、まだ最後の黒幕が手つかずだ』

『オーレイ＝ブルーシェイクか』

　ロベルト＝カッツェが面倒臭くさそうに息を吐はきながら言う。

　浜はま面づらは眉まゆをひそめて、

『でも、どこにいるか誰だれも知らないって話だったろ。アメリカ国内どころか、世界中に捜索範囲を広げないと……そんなの一日二日で見つかるのか？』

『あれも敵の多いレディだからな。率直に言って今後一〇年は顔を出さねえだろ。ただ、消息不明である事を逆手に取れる』

『？』

　大統領の言葉に、上条達は怪け訝げんな顔をした。

　ロベルトは無視して親指でリンディを指し示すと、

『オーレイを見つける事は難しい。だが、ガールの協力さえありゃ、オーレイを特別にしている力を丸ごと奪い取る事はできる』







（？？月？？日、位置情報不明、カメラ個体識別番号不明、映像・音声に加工を施ほどこされた記録より）







『ＰＭＣトライデントは失敗しました』

　側近の言葉を聞いて、オーレイ＝ブルーシェイクはため息をついた。

『グレムリンは？』

『ホットラインは断絶しています。おそらく協力関係は一方的に解消されたものかと』

『……見限られたかな』

　オーレイは呟つぶやいてから、

『馬ば鹿かなヤツ。作戦の一つ二つ潰れた所で、私の持つ経済力は変わりないというのに。今は待ちましょう。放っておけばその内泣きついてくるわ』

『合衆国掌しよう握あくの代替案はいかがいたしましょう』

『サローニャの支配が解かれた事で、議会の盤ばん面めんは多少崩れるでしょう。だが選挙関係の情報戦力で操れる手て駒ごまもまだ相当数残されている。多数派は取得できなくても、混乱は可能。まずは政治空白を作って時間を稼かせぐ。その間にグレムリンか、他の組織とでもコンタクトを取って立て直しの準備を進めるわ』

　その時だった。

　オーレイ＝ブルーシェイクはつけっ放しのテレビに目をやった。

　ここが海外であっても、ニュース系の情報はオーレイの息がかかっている事も少なくない。よって、彼女は普ふ段だんそれほどテレビを注目しない。自分で作った情報を自分で確認するぐらいのものだった。

　しかし今回は違う。

　画面に映る女性キャスターはこう告げたのだ。

『臨時ニュースです』

『？』




『先ほど米国弁護士連合の記者発表がありました。同国のメディア王として知られるオーレイ＝ブルーシェイク女史の生前相続の意向を受けてグループ経営陣が承認、その資産や経済基盤は一人娘のリンディ＝ブルーシェイク女史に全すべて移行したとの事です』




　オーレイの思考が、一いつ瞬しゆんだが確実に空白を生んだ。

『知らない……。私はこんな事言ってない!!』

　そして直後に彼女はノートパソコンを開き、ネットバンクの口座を確認しようとする。

　しかしその作業は完かん遂すいされなかった。

　ＩＤとパスワードを打ち込んでも、簡素な一文しか表示されないのだ。

『入力情報が間違っているか、あなたには閲覧権限がありません』

『私の口座なのよ!!』

　叫ぶオーレイの耳に、感情のないニュースの音声が入り込んでくる。

『リンディ＝ブルーシェイク女史は八歳であり、後見人としてハーザック＝ローラス氏が有力視されているとの事。ただしオーレイ女史はハワイ諸島での一件に深く関与しているとの情報もあり、それが事実である場合、資産の大多数は事態収拾や賠ばい償しようなどに消えるであろうとの見方もあるようで……』

　消えていく。

　彼女の資産が、彼女の経済基盤が、彼女のネットワークが、彼女の力が。

　ＰＭＣを雇い、魔ま術じゆつ結社との接点を持ち、米国中の情報網もうを掌しよう握あくしていた力が。

　そして。

　力を失えば、今までの協力関係も丸ごと消失する。

　チャンスが消える。

『くそっ!!　ホールディングスの弁護士軍団を呼び出しなさい！　こんな冗談みたいな方法で私の力を奪われてたまるか!!』

『無理です……』

『無理でもやりなさい!!　こうしている間にも……ッッッ!!』

『そもそもまともな手順じゃありません!!　小さな穴どころか虫食いなんですよ!!　にも拘かかわらずこれが正当な手順として通っている！　おそらく大統領を中心とした動きがある。まっとうな裁判で解決できる訳もない!!』

『……すでに子会社や保有株式、不動産などの整理は始まっているとの事ですが、これは株主への被害を最小に留とどめるための措そ置ちであるようです。ただしグループの市場価値は低下傾向にあり、新体制移行後の信用をいかに……』

『らちが明かない……』

　玉座が。

　帝国が。

　築き上げてきた全すべてが崩ほう壊かいするのを目まの当たりにしたオーレイは、歯は嚙がみすると壁に掛けてあったコートを摑つかみ取る。

『ど、どちらへ!?』

『私が出るわ。代理が私の言葉を勝手に使っているだけでしょう。私が政府の前へ顔を出せば……ッ!!』

『居場所が知れれば暗殺されます!!』

『っ!!』

『敵を作り過ぎた上、それらから身を守るための資金も確実に戻るとは限りません。また、仮に暗殺されなかったとしても、今の臨時ニュースの内容から察するに、すでに重要参考人としてあなたが追われているのは明白です。表に出れば逮捕される!!』

『たとえリスクを負ってでも、金さえ、力さえ手元に戻れば!!』

『リンディ嬢じようの手元にある分は戻るでしょう。ですが会社を新設してそこへ全ての資金を移してしまった場合、リンディ嬢からあなたに戻る金は消えているとみなされる可能性もあります！　連中はあなたの力を削そぐために、絶対にそうなるように仕向ける!!』

『ならば……ならば……私は、どうすれば良いのよ……？』

　側近には即座に答えられない。

　金による繫つながりが消失した以上、そもそも彼がオーレイの味方を続ける理由もないし、この部屋も遠からず『彼女のもの』ではなくなる。

　その後オーレイ＝ブルーシェイクがどうなるかなど分かるはずもなかった。

　金は消えても敵対関係は残る。

　いいや、オーレイから金が消えたと知れれば、これまで抑え込まれていた勢力の怒いかりも噴出する。料金の不払いから、裏うら稼か業ぎようで味方をしていた者の怒りまで火が点つく可能性も低くはない。あるいはオーレイとリンディの虐ぎやく待たい関係を鑑かんがみ、『余計な手て土産みやげ』を持ってリンディに取り入ろうとする勢力も。

『か、考えたのですが』

　全すべてを失った者の末路。

　中でも最も穏おん当とうな選せん択たく肢しを、側近は命令通りに提示する。

『……わ、わざと出頭して、刑務所に収監されるのが身を守るために適切ではないでしょうか？』

『無一文で……？』

『はい』

『この私が、け、け、刑務所に……？』

『そうです！　我々がここにいる事も、遠からず洩もれるでしょう。行動するなら今しかありません!!』







（インフォメーション）







　マニュアル％〝ノーリッジ１２〟によって回線の切断を確認。

　マニュアル％〝不明〟の接続を確認。

　F.C.E.再起動中。

　ユーザー名〝不明〟によって、F.C.E.監視網もうの再構築を完了。







（一一月一〇日、オアフ島、ホノルルインターナショナルホテル、ラウンジの防犯カメラの映像より）







　上かみ条じよう達もラウンジに置かれた大型テレビで臨時ニュースを眺めていた。

　ただし、リンディ＝ブルーシェイクの相続関連ではない。

　直後に流れた、もう一つのニュースの方だ。

『……学園都市協力機関二七社による共同声明です』

　冷れい徹てつな声。

『今回のハワイ諸島の問題に学園都市の人間が介入していた線が濃厚となり、この事実に対し非常に憂ゆう慮りよしている。一国の政治、それも世界の警察と呼ばれる大国の流れをも安易に左右してしまう力は、我々の望む所ではない。我々は学園都市と協力関係を構築する事によって互いの利益を増幅させるために活動していたが、根は各おの々おのの国にある。今回のように、学園都市から人員が派遣されて国の歴史を簡単に動かされるようであれば、それは協力関係とは呼べない。我々は学園都市の部下でも奴ど隷れいでもないのだ』

　よって、と声明は一度区切った後に、




『我々主要協力機関二七社は、学園都市との協力関係を一方的に解消するものとする。これは我々の国を防衛するために必要な措そ置ちである』




　上かみ条じよう当とう麻まの顔が蒼そう白はくになった。

　誰だれかを助けるための行為が、別の側面を見せた瞬しゆん間かん。

　あるいは。

　今回の騒そう動どうの、そもそもの目的。

『……オーレイ＝ブルーシェイクのF.C.E.。覗のぞいていたのはあいつだけじゃなかったんだ。協力機関がネットワークに横よこ槍やりを入れていた……？』

　そして彼は思い出す。

　今回の一件。ハワイ諸島にグレムリンがいると言い、彼らの計画を阻そ止しするために行動せよと誘さそった者を。

　そう。

　彼女も魔ま術じゆつ師し。

　それも、イギリス清教などとは違って、治安を守る正義の側ではない魔術師だ。

『バードウェイ……』

　周囲を見回すが、いつの間にか彼女は消えていた。

『バードウェイ!!』

　ラウンジの出口からホテルのロビーへ目をやるが、やはりバードウェイも黒服の部下達も見えない。上条は携帯電話を取り出した。相手が出るとは限らないと思って発信するが、意外にも応答はあった。

『今さら質問しないと結論も出せないか』

『こうなる事が分かっていて俺達を動かしたのか？』

『二七社は少々多いな。意思決定に時間もかかるし、各々の企業は専門性が高すぎて独立運営はできない。おそらく近い内に三つか四つの巨大グループへ集約されるだろう』

『質問に答えろバードウェイ！　お前も、お前も……』

　学園都市と、主要協力機関二七社の分断。

　科学サイドの内戦。

　魔ま術じゆつ結社グレムリンが大きな力を得るには格好の相手。




『お前もグレムリンだったのか!?』




　確認に恐怖すら覚えるほどの質問。

　しかしバードウェイ側からの回答は簡素なものだった。

『……想像にお任せするよ』

　それだけだった。

　通話は一方的に切れる。

　携帯電話を強く握り締しめる上かみ条じようの耳に、臨時ニュースのアナウンスが滑すべり込む。

『……今回声明を発表した各おの々おのの協力機関のテクノロジーは学園都市には及ばないものの、第三次世界大戦時には多数の最新無人兵器を貸与されており、大戦後の治安維持活動のため引き続き運用されている事が確認されています。これらの兵器が返却されない場合、学園都市製同士の大規模な軍事衝しよう突とつが発生する可能性も……』







（一一月一〇日、オアフ島、ホノルルインターナショナルホテル、ロビーにいる宿泊客が持つ携帯電話のカメラの映像より）







『お前もグレムリンだったのか!?』

　上条の異変に気づいてその後を追いかけた美み琴ことは、その言葉を聞いた。

　携帯電話の詳しいやり取りまでは聞こえない。

　そして通話もすぐに切れてしまったようだった。

　上条当とう麻まは、しばらく電話の小さな画面を眺めていた。呆ぼう然ぜんと。いつものあの少年からはあまりにも似合わない、魂たましいの抜けたような表情で。

　まずい、と。

　美琴は半ば本能的に思う。

　あの表情には心当たりがある。御み坂さか美琴自身、過去にクローン人間に関かかわる大きな事件に巻き込まれた事がある。心身ともにギリギリまで追い詰められ、自滅も覚悟でその事件の首しゆ謀ぼう者しやを叩たたき潰つぶそうとした時の、自分の顔。あの少年が浮かべている表情は、まさにそれだ。

　あの少年が何を知ったのか。

　一体どこへ進もうとしているのか。

　美み琴ことには具体的な詳細は理解できないが、それでも明確に予測できる事もある。あの表情を浮かべた人間が進む先に、ゴールはない。たとえ何十何百の道が広がっていようとも、その全すべてが地獄の底に繫つながっている破は滅めつの運命が待っているだけだ。

　ここは分岐路。

　たった一手を誤れば、この少年の道は大きく傾くであろう事が、明確に分かる。

　だが、

『（……私はここにいる）』

　気け圧おされそうになる心を抑えつけ、美琴は前を向く。

　その足が、一歩。

　明確に、少年の元へと向かう。

『（……ただ見ているだけじゃない。結果を後から知るんでもない。私は、今、ここにいる。目の前で起きる現実を、はっきりと変えられる場所に私はいる!!）』

　あの少年はどうだっただろう。

　クローン人間の事件を自滅覚悟で解決しようと思った自分の前に立ちはだかったあの少年は、やはりこの空気が歪ゆがむほどの重圧の中、どんな決意を抱いていただろう。

　思っている事は同じでなくても構わない。

　あの少年を、連れ戻せるのであれば構わない。

『（……私が、あの馬ば鹿かの手を摑つかんでここまでやってきたのは）』

　届く。

　届かせる。

『（……こういう時に、元の場所へ引っ張り上げるチャンスがほしかったからよ!!）』

　その時だった。

　ようやく親指を動かし、携帯電話の電源を切った少年は、小さく呟つぶやいた。

『……間違っていた』

　ボソリ、と。

　掠かすれに掠れた声。振幅が弱く、聞き取るのも難しい声。ただその一言だけで、美琴は床に足を縫ぬいつけられる感覚に陥おちいった。打ちのめされた者が発する言葉は、それだけで得え体たいのしれない呪のろいのように精神の歯車と歯車の隙すき間まに鋭く突き刺さってくる。

『間違っていた!!　最初から全部仕組まれていた！　何でだ。気づくチャンスはどこにだって転がっていたはずだ。前提となっているグレムリンの情報源が全て「明け色の陽ひ射ざし」に集中していた時点で、何か別の意図を付け加えられる可能性があるって思うべきだった!!』

『「明け色の陽射し」……？』

『バードウェイだ。レイヴィニア＝バードウェイ。あいつとその部下達が、ハワイ諸島で起きた事件を利用していた。学園都市と協力機関を対立させて、科学サイドに大きなダメージを与えようとしていた!!　……遊ゆう離りしている協力機関に、科学サイド内のルールを守る保証なんてどこにもない。グレムリンが科学サイドの力やテクノロジーを吸収しようとしているなら、格好の相手になる!!』

　科学と魔ま術じゆつのバランスが大きく崩れる。

　グレムリンがかき乱す。

『……御み坂さか。俺は学園都市には帰らない』

　はっきりと。

　少年は、異様な世界へ足を踏ふみ入れる旨むねを口に出す。

『必ずこの失敗を取り戻す。それをやるまでは帰れない。この最悪の結果から繫つながるものを解決しない限り、俺にはいつもの場所へ帰る資格がない！』

『……んかじゃない』

　麻ま痺ひしかかっていた思考が、震ふるえる。

　小さな揺らぎに、力が籠こもる。

『失敗なんかじゃない』

　明確に、今度こそ。

　声が出る。

　出せる。

　たとえどれだけ気け圧おされようが、否定しなければならない事がある。

『たとえ誰だれに何に利用されていたって、私達は、アンタは、ハワイ諸島の人達をグレムリンから守り切った!!　その事実までは否定させない。あの人達が助かった事が失敗だったなんて結論だけは絶対に許さない!!』

『バードウェイはそのハワイ諸島の人達が助けられる事をも自分の計画に組み込んでいた。これで学園都市と協力機関の衝しよう突とつが激化したら、きっと助けられた人達はこう思う。自分が助かったせいで他の誰かが傷ついているって！　そんな重荷は絶対に背負わせない。これは北極海で「明け色の陽ひ射ざし」に助けられて利用された、俺だけが負っていれば良いものなんだ!!』

　自分の意思で選択した者と、ただ巻き込まれた者。

　今回、上かみ条じよう当とう麻まは最初から選択する側の人間だった。その上での、明確な失敗。だからこそ、彼は一人で背負おうとしている。選択の余地もなかった人達を悪人にしないために。ハワイ諸島で助かった人達を、全ての元凶と呼ばせないために。

　その考え自体は、間違っていないのかもしれない。

　即興の反論で論破できるものではないのかもしれない。

　だったら。

『……それなら、その重荷は私も背負う』

『み、さか？』

[image: ]

『ハワイ諸島での選択が間違っていたんなら、あの時私だって選ぶ側の人間だった！　別の何かを選んでいれば結果は変わっていたかもしれないし、そもそもバードウェイって子と話す機会だってあったんだから、事前に狙ねらいを見破れる可能性だってあった!!　私はそれを見逃した。だからアンタ一人には背負わせない。アンタが何かを間違えたからと言って、アンタがその全すべてを背負う必要なんてどこにもない!!』

　言うだけ言うと、美み琴ことはほんの少しだけ気分がすっきりとした。

　少年の、呆あつ気けに取られた顔も効果があったのかもしれない。

　とどめを刺すように、美琴はこう付け足した。

『アンタと私は、同じ道を進んでいる。その事を忘れんじゃないわよ』







（一一月一〇日、オアフ島、ホノルルインターナショナルホテル、フロントのソファに置き忘れてある携帯ゲーム機のカメラの映像より）







　ところで、御み坂さか美み琴ことは一つ、忘れていた事があった。

　掌てのひらに硬い感触があり、ようやくそれを思い出した美琴は、しかし力を込めてしまい、手の中へと隠してしまう。

　二つの指輪。

　キューピッドアローのタグリング。

　材質はチタン製で、ペアの指輪に電気分解を利用した着色を施ほどこす事で、唯一無二の模様を刻みつける指輪である。その作り方から浮気防止のおまじないなどと非科学的な噂うわさが囁ささやかれている品物だった。

　彼女は基本的に非科学的な事象を信じない。

　第三次世界大戦、そして今回のハワイ諸島の騒そう乱らん。たとえ目の前で奇怪な現象が起こり、それを目もく撃げきし、何やらこの世には説明のつかないモノがある『らしい』と分かったとしても、やはりいざそれを目撃した時、あっさりと『あれはオカルト』とは認められない人間だ。

　そして。

　だからこそ。

　その指輪を渡せなかった事が何を意味しているのか。あるいは、何かがあったからこそ指輪を渡す事ができなかったのか。その辺りの真相を、指輪をポケットにしまってしまった御坂美琴に窺うかがい知る事はできない。







（一一月一〇日、オアフ島、ホノルルインターナショナルホテル、ラウンジのテーブルに置かれた注文用タブレット端たん末まつのカメラの映像より）







　上かみ条じよう当とう麻まは美琴に引っ張られる形で空港内を歩いていた。

　美琴の言葉に、上条は純粋に感謝していた。

　しかし同時に、彼はこう思う。




　ここまで言ってくれる人間を、巻き込む事は許さない。

　やっぱり、これは自分の手でケリをつける、と。




　たった十数センチの距きよ離りで。

　たった一つの実現しなかった小さなアクションで。

　それでも明確に、未来は変わる。

　変わってしまう。







（一一月一〇日、オアフ島、ダイヤモンドビーチ、携帯電話売場、店頭商品のカメラの映像より）







　アメリカは日本よりも携帯電話の取引手順はかなり簡略化されており、プリペイド式のモデルも氾はん濫らんしている。屋台のような開放的な店舗にいくつかの見本品が並べてあり、一人の少女がスマートフォンの見本を人差し指でいじくり回していた。

　携帯電話の見本はダミーである場合も多いのだが、スマートフォンは『とにかく操作感を実感してもらう』のが最大のセールスポイントになると踏ふんでいるのだろう。口で説明しても違いをイメージしにくいのかもしれない。

　銀色の三つ編みに、褐色の肌。

　地肌の上に直接オーバーオールを着込んだ、眼鏡をかけた少女だ。

『やっぱ面白いなあ。しかし面白いだけで二台目を買っても良いものか……』

『携帯電話としてじゃなく、小型のネット端たん末まつと思って買えば良いよ。パソコンなんて持ち歩くの面倒臭くさいだろ』

『あれもあれで相当小さいと思うんだけどなあ』

『エアコン、携帯電話、コンビニと一いつ緒しよ。知る前はなくても大だい丈じよう夫ぶだったが、知ってしまえばもう逃げられない。そういう便利グッズなんだよスマートフォン』

『……そう言われると、知っちゃまずいように聞こえるよ。なんかドラッグ撲ぼく滅めつの広告みたい』

　お決まりと言えばお決まりの問答を行う褐色の少女と販売店員。

　少女は画面をスライドさせる事から、プリセットされているアプリケーションの方へ興味を移す。

『へえ。地図も呼び出せるんだ』

『何だってできるさ。これを持っててまだ迷子になるようなら、本人の精神構造に問題がある』

『こんな小さな機械が宇宙の衛星と繫つながっているなんて不思議だねえ』

　すすすと地図の上で人差し指を動かす少女。

　そこで異変が起きた。

　地図の画面がいきなりブレたかと思ったら、メンテナンスを行っている販売店員も知らない表示が次々と出現したのだ。ただの誤作動ではない。明らかに『何か違うコード』で上書きされている。

『うん。ここまで高機能なら私の霊れい装そうともリンクできるかな。チップに「黄金」も使われてるし』

『何を……』

『対ショック姿勢ー』

　間延びした声と共に。




　ゴッ!!!!!!　と。

　天空から、純白の光が海へ落ちた。




　ここから数キロも離はなれた所だった。にも拘かかわらず、落雷のように後から衝しよう撃げき波はが襲おそいかかってきた。屋台のような店てん舗ぽの屋根が吹き飛ばされ、ギシギシと軋きしむヤシの木へと激突する。販売店員はひっくり返っていた。その表情は、恐怖よりも困惑が大きかった。

『もらうね』

『は？　……は？』

『だからこれ。んー、契約は必要ないから。なくても使えるように設定変えちゃったし』

　その時だった。

　カンカンキンキン、と水晶がぶつかるような甲かん高だかい音が響ひびいた。

　褐色の少女がそちらへ目をやると、不自然な物体が接近していた。黒い石でできたドラム缶のようなものだ。

　まさかこれが、人間を改造し尽くした果てにある存在だと気づく者はいないだろう。

　しかし褐色の少女は幼おさな馴な染じみと会話するような気軽さで、

『おー。何だ何だ甘えん坊め。そんなにまとわりついてくると、お疲れのドヴェルグお姉さんが腰を下ろしちゃうぞー』

　相手の許可など取らずにドスンとドラム缶に腰を下ろす褐色の少女。

　早さつ速そく手にしたスマートフォンの画面に人差し指を当て、嬉き々きとした表情で操作していく。それだけ見ると、初めてこの手の機器に触れた者の典型パターンそのものではあった。

　ただし。

　会話の内容が明らかに違う。

『おっすー。サローニャ＝Ａ＝イリヴィカは失敗。予想通りね。連中は合衆国を救った事で一安心している所でしょ。まさか私達の目的が、キラウェア噴火の時点で終わっていたなんて誰だれも思ってない』

　褐色の少女は薄うすく笑い、電話相手ではない誰かに向けるように、小さな声で囁ささやく。

『……おかしいと思おうぜ。「起爆剤」はキラウェアの人工的噴火を促す物だが、溶岩の質まで変えられるもんじゃない。本来ならドロドロの溶岩が噴出するはずだったのに、何な故ぜだかサラサラした火山灰が大量に舞い上げられたんだ。そこに何かしらの小細工がもう一個あったと考えるのが普通でしょ』

『出力の方は？』

『まー許容範囲内じゃない？　天然の炉ろ心しんとしちゃアイスランド以上だよ。必要なエネルギーは抽出して固化したし、ここも用済み。ひとまず第一段階は完了って感じだね』

『長いな』

『私が呼び出された時点で、そもそも簡単に終わる訳ないでしょ。それより図面の方は？』

『ブリュンヒルド＝エイクトベルだったかな。天然モノのワルキューレに面白い報告がある。あくまで槍やりの片へん鱗りんのようだが、そっちが使えるならクリア』

『なるほど。じゃーやっちゃって』

　褐色の少女はニヤリと笑って、

『「主神の槍グングニル」への道は着実だねえ、オオテーィデヌイスン』

『そうだとも、黒小人ドヴエルグ』

　人差し指でスマートフォンの通話を切ると、腰を下ろしていた黒い円筒がガタゴトと揺れる。

『よせよせ。重いじゃないよ失敬な。次は離り反はんした学園都市協力機関をどうするか考えなきゃいけないんだから。……ん？』

　褐色の少女がふと顔を上げると、彼女の方へ傷だらけの魔ま術じゆつ師しが近づいてくる所だった。

『えーと、誰だっけ？』

『……サンドリヨン……』

『んー……？　おおっ、いたいたいたっけそんなヤツ！　確か空港であっさりリタイヤしたフランス系の魔術師でしょ。おーどしたーあれからー。頭潰つぶされてなかったっけ？』

『キラウェア噴火とトライデントの侵攻のどさくさで逃亡した。それよりも……』

　血の混じった唾つばを吐はき捨てて、

『今の何？』

『何って？』

『計画が失敗するのは予想通りだったとか、キラウェアの炉ろ心しんだとかグングニルだとか!!』

『聞いてないよねー、言ってないんだから』

『私達がＰＭＣトライデントを利用してアメリカを落とそうとしていたのは、合衆国を宗教国家に変えて魔術サイドと科学サイドのバランスをねじ曲げる事にあったんじゃあ!?』

『な訳ないじゃんー。そもそもだよ』

　褐色の少女は円筒の上に腰を掛けたまま、




『グレムリンって、別に大戦の負け犬軍団の寄せ集めじゃねーぞ？』




　……、と。

　しばし、サンドリヨンの思考が空白になった。

　その間にも、褐色の少女は続ける。

『あの戦争から生じたと言われれば否定はしないけどね、目的は別にある。つーかよ、基本的にアンタ達って臨時雇用なんだよね。正規メンバーを消費したくない、でも犠ぎ牲せいがなければ成立しない。そんな条件にぶち当たった時に適当な言葉でリクルートする。いや良くやった方だよ。トライデントにしても、サローニャにしても、アンタにしても。スコアはちゃーんと組織に貢こう献けんしているから、胸を張って良いんだよ？』

『ふ、ざけ……ッ!!』

　思わずサンドリヨンが、圧倒的な速度の体術を行使する魔ま術じゆつを使って褐色の少女へ摑つかみかかろうとした時だった。

　褐色の少女は後ろへ倒れるような格好で円筒の上から降り、同時に円筒の前面から青白い火花の乱舞が撒まき散らされる。

『ぎゃっ!?』

　それは速すみやかにサンドリヨンの全身を貫き、彼女を無力化させる。

　ごろりと寝転がった状態から上半身だけ起こして、褐色の少女は告げる。

[image: ]

『駄だ目め駄目。飛び道具を相手にするならまず遮しや蔽へい物ぶつを探さなくちゃ。私の自信作、「投擲の槌ミョルニル」の突破口にすら近づけないよ。こちとら世界を囲う蛇へびを丸焼きにする出力あるんだし。魔術は脳が全すべてとは言わないけど、計算能力に支障があるなら前線に立つべきじゃあないなあ』

　ニヤニヤと笑いながら、彼女はオーバーオールの開いた脇わき腹ばら部分に手を突っ込み、その中からいくつかの工具を取り出す。

　金かな槌づち、ドライバー、鋸のこぎり、ハンドドリル、棒ヤスリ、鉋かんな、その他色々。

　その全すべてが黄金製である事以外は、ホームセンターに並んでいてもおかしくない品々。

『さて、現存する超希少な黒小人ドヴエルグの一人、マリアン＝スリンゲナイヤーさんから、負け犬の上あれこれゴネ始めて面倒臭くさくなった元フランス系の精鋭サンドリヨンさんへご質問しよう』

　とてもではないが人間の形を変えるものとは思えない工具類を円筒形の『人間』の上に並べながら、褐色の少女はこう切り出した。




『……今からちょっと形崩しちまうけどさ。テーブルと衣装簞だん笥す。生きたまま改造されるならどっちが良い？』







（一一月一〇日、オアフ島、新ホノルル国際空港、出入国ゲートの防犯カメラの映像より）







　レイヴィニア＝バードウェイは空港へやって来ていた。

　従えている大勢の黒服達の中の一人、マーク＝スペースが、そっと彼女に声をかけてくる。

『あれで良かったんですか？』

『ま、非難を受けて当然の行いはしている訳だしな』

『あの少年には真意を話していても良かったとは思いますが』

『言ってどうする？』

　バードウェイは皮肉げに笑い、

『おそらくサローニャ＝Ａ＝イリヴィカを追い詰めても組織の全ぜん貌ぼうは見えない。もっとグレムリンの中枢にいる魔ま術じゆつ師しを表の世界に関かかわらせる必要がある。そのための釣り餌えとして、科学サイドを分断して協力機関を宙ぶらりんの状態にさせたとでも？』

『実際、効果は大きいでしょう。グレムリンは自らの魔術構造の中に科学サイドの異物を敢あえて取り込もうとする節がある。今までは米メディア王率いるＰＭＣトライデントでしたが、あれに代わる大組織はそうそう簡単に見つかるものではありません。挙げ句、協力機関集合体は学園都市の無人兵器群すら備えている。グレムリンの最終目的は不明ですが、その過程で科学の力を必要とする場合、これほど美お味いしい餌えさはありません』

『確約はない。警戒されればそれまでだ』

『だとしても、ならば警戒するなりのアクションがあるでしょう。グレムリンは、自陣営対学園都市の構造を望んでいます。そこへ協力機関集合体が横よこ槍やりを入れて勢力図が崩れる事までは願っていない。協力するにしても敵対するにしても、グレムリンの次の行動は協力機関集合体を軸にするはずです。つまり、どっちに動いても餌として機能する』

『だからこれは正義の行いか。甘いよ』

　バードウェイは淀よどみなく言う。

『どんな目的があれ、協力機関二七社を学園都市から離り反はんさせ、世界を守る側から乖かい離りさせたのは事実なんだぞ』

『……、』

『元々腹の中では何かを抱えていたかもしれないが、それを意図的に引っ張り出したのはこの私だ。彼らはこれから世界の平へい穏おんを破る者として方々から非難され、直接的な激突があれば負傷者も出るだろう。それだけでは済まないかもしれない。とてもじゃあないが、正義の側に立つ者の行いとは思えんな』

　そして、とバードウェイは区切った。

　自らの立ち位置を確認するかのように。




『私が正義の側に立っているだなんて一言も言った覚えはないぞ、少年』








あとがき









　一冊ずつな方はお久しぶり。まとめ買いな方は初めまして。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　新約も三冊目です！　今回の舞台はハワイ諸島。演出にちょっとした制約をかけていますが、それについても、とあるギミックと連動させるためのものだったりします。

　オカルトキーワードは人を操る魔ま術じゆつ。

　しかし、本編でも指摘した通り、これほど調査の面倒臭くさいオカルトもないのでは、と思っております。たとえ術者の指示通りに人間が動いたとして、それがオカルトによるものか、それとも事前に打ち合わせしておいた通りのイカサマなのかはかなり曖あい昧まいだと思います。この辺は『天才犬は本当に算数の計算を頭で考えているのか』と似たようなものかもしれません。

　第三次世界大戦の残党組という訳でとりあえずロシア。ロシア成教系という事で妖精。でもってローレライとかだとそのまんま過ぎるのでもうちょっとひねったのないかしら……と調べていった結果、レーシーにぶち当たりました。他の多くの妖精と同じく、殺人すら躊ちゆう躇ちよしない恐ろしい面を持つ一方、妙な愛あい嬌きようを振り撒まくヤツです。

　その他には、さりげなくサンドリヨンもロシア成教のワシリーサと系統的に対応していたりするので要チェック？

　幻想殺しイマジンブレイカー対策も本格的に投入してみました。

　ラストに出てきたあの連中は、考えるまでもなく『そうしたロシア組の匂におい』とは種類が違うものだと気づいていただけたと思います。




　イラストのはいむらさんと担当の三み木きさんには感謝を。人が多くて面倒臭い話だったと思います。ここまで付き合ってくださって本当にありがとうございました。

　そして読者の皆様にも感謝を。面倒臭い話が書けるのは、面倒臭い話を書いても許される余力のようなものを皆様が与えてくれているからだと思います。本当にありがとうございます。




　それでは、この辺りでページを閉じていただいて。

　次回も表紙をめくっていただける事を祈りつつ。

　今回は、この辺りで筆を置かせていただきます。




　いよいよ魔ま神じんの名前が出てきたぜ


鎌池和馬　
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